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序

この報告書は佐賀県教育委貝会が日本道路公団の委託により、

昭和60・61年度に実施した佐賀郡大和町所在の西山田二本松遺跡

A区・西山田三本松A・B遺跡の発掘調査の記録であります。

嘉瀬川の対岸に肥前国府跡を臨むこの地域は、古代の官荷に関

連する遺跡を中心として原始 ・古代の遺跡がきわめて多く分布し

ております。本苔に報告しました遺跡におきましても、弥生時代

の集落や奈良•平安時代の官街などに関する遺構・遺物が数多く

確認されています。

これらの調査成果が、 今後の関連する調査 ・研究の一助となり、

さらに地域の歴史と埋蔵文化財に対するなお一層のご理解をいた

だ〈貸料となれぱ幸いに存じます。

本菩の発刊にあたり、長期にわたる多難な発掘調査や整理作業

に従事されました地元の皆様をはじめ、多大なご協力をいただき

ました日本道路公団並ぴに関係者各位に対し、心から厚くお礼申

し上げます。

平成8年 3月29日

佐賀県教育委貝会

教育長林田重人
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本苔は九州横断n動耶近建設に伴い、昭和60・61年度に実施した佐賀郡大和町大字川上所

在の西山田二本松遺跡A区・西iJJl.11三本松A遺跡・西J(J[TI三本松B遺跡の発掲調冷報告,Ifで

ある。なお、関連する参考資料として｀近隣に位沢する大久保三本松遺跡の概要も併わせて

紹介しておく。

発掘潤査はU本追跨公団の委託を受け、佐賀県教甘委H会が芙施した。

本書の執箪分担は次のとおりである。

第Ifit 

第2章

第3ポ

詞査の経過......................................................渋谷

地理的・歴史的環境・・・.....…................... …, ........ 渋谷

逍跡各説

西LL1m二本松遺跡A区・●●● .............................. ・・渋谷

格

格

格
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西山田三本松A遺跡・••••…............................... m平徳栄

西山田三本松B逍跡・・….....……•• • ••…•……•• •… · Ill平徳栄

大久保三本松遺跡 （概要），....…, ............ ………Ill平徳栄

図面 ・写真等の記is}類および出土遺物の整理作業分祖は次のとおりである。

遺物復原・・……・・・村瀬邦子・土井マサ子 ・呈岡勝代 ・江I]友恵 ・1!1村芳子 ・野IJI芙怠子

妓野みつ代・新井久美 ・瀬ill由規子

遺物実測………••久保恭枝・蒲原淑子 ・ 末古由紀子 ・ 古田雅子・宮品五月 ・ 谷澤裕美

北村冗弓災 ・神m浩子・鵡田啓子 ・光石逸子 ・村里育子 ・江副朋子

久山高史

製 図・・・・・・・・・・・・末吉由紀子 ・鵡田啓子・村具育子

5
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滋物9勾其扱彰・....・硲瀬哲郎・古賀栄子 ・焦木優子

写瓦現像焼付・・・・・・古買栄子 ・黒木優子

本害で扱った遺構・遺物図面および写真等の潤査記録類並びに出土遺物については佐賀県

教百委貝会が保管している。

発掘潤査にあたっては全般にわたり地元の方々から何かとご助カ・ご｛史宜を得た．また．

本害の作成にあたっては多くの方々よりこ助甘 ・ご教示をいただいた。記して心より感謝申

し上げます。

本白の編集は渋谷格が担当した。



凡 例

1 遺餘台帳 （佐賀県教'tr委只会作成｝に生録した遺跡の略サは次のとおりである．

西山田二本松遺跡A区•……•••••••………·……···NYN-A

西山田三本松A遺跡・………•…,………... ..…, .. NYS-A 

西山田三本松B遺跡・，...............……, ........... ,NYS-8 

2 遺構の種別に応じた分類記分は既刊の九州横新自動車道関係埋蔵文化財発揺潤査報告書に

従い次のとおり標記する。

SA: 柱列

SB: 竪穴住居 ・掘立柱建物

SD: 溝

SE: 井戸

SK: 土墟

SP: 土濱湿

sx: その他の遺構
3 遺跡の範囲が『佐賀県遺跡地図』とはズレているが、本書では発掘調査当時使用した遺跡

名をそのまま使用する．

4 遺構図のIllいた方位は、すべて立北 （座様北）である。

5 挿図番号・表番号・図版番号・遺物番号は各遺跡ことに一連番号と した．なお、図版の遣

物番サは挿図内の遺物番勺•と共通させている．

6 本占に掲載した各遺物は、逍物台殺 （佐賀県教育委貝会作成）に登録している。西山田三

本 A遺跨、西山Ill三本松B遺粉については、表にその各登録番9を付記する．西山田二本

松遺跡A区については付記していないが、県文化財沢料器において遺物番号と対応が可能な

ようにしている。

7 その他

．掘立柱建物の界線は20分の 1個別図を用い、図J.:で検討 ・復原した。

，遺物の説明の中で中国産計磁 ・白磁については、以下の文献による分類を用いた。

横田賢次郎・森田勉1978r大宰府出土の輪入中国沿磁沿について一型式分類と編年を

中心として一」 r九州歴史沢料館研究論集』 4

，遺物実測図のうち、断面裕りつぷしは須恵若、断面網伏せは瓦器、諾面網伏せは黒色

土岱を示す。
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第 1章調査の概要

- 1-



I 調査の経過

九州横断自動車道建設に係る埋蔵文化財関査は、昭和44年6月から佐賀県教行委貝会が建設

省九州地方建設局の委託によって、周辺地域を含め路線予定地全城を対象とした遺跡分布謁査

に始まる。その後、昭和48年9月の日本道路公団による路線発表を受けて、さらに詳細な分布

潤査を実施した結果、本格的な発掘調究の対象は、m栖市から娼野町にかけての路線延長約91.9 
kmにおいて、遺跡総数209ヶ所 ・総面積約135万面にもわたる。

発掘調査は昭和52年 1月に建設工事計画に合わせて、，臼栖ー佐賀大和問から開始された。調

査は佐賀大和ー武雄間、武雄一嬉野間、佐賀大和ICと綬さ昭和63年度の鳥栖ICを殻後の関

査として全祠査を終了している．

幾多の遺跡が消失した代償として、数々の成果をあげることがでさた。時代は旧石器時代か

ら近世にわたり、 内容も生活、甚、生産と人間活動のあらゆる側而にかかわる多くの貪頚な情

報がもたらされたわけである．

さて、躙査報告書の刊行は昭和54年度以降絞けられており、これまでに計18集の作成が終了

している。今年度は本塚棠の最終年度にあたり、第19・20集のlit2冊を刊行する。

この第19集において報告するのは、昭和60・61年度に調査された佐賀郡大和町の西Ill田二本

松遺跡A区 ・西山田三本松遺跡の2遺跡、及び大久保三本松遺跡の概要である。当初の報告書

刊行計画では、これらの遺跡は第18集に掲載する予定であったが、遺構 ・遺物の数黛が非常に

多くなるため 1冊にまとめるには困難であり、第18集を『東111111-*杉遺跡』、第19築を『西

山田二本松遺跡』としてそれぞれ独立した形で刊行することとなったe

西山田二木松遺跡はA区とB区に分けている。遺跡のまとまりなどを考慮して、 B区につい

てはすでに第18集に東山Ill一本杉遺跡11・111区とともに報告されている。 A区もまた、僑梁（ポ

ックス）部分とコンクリー トバイプ埋設部分の計800而の調査を昭和60年8月-9月に先行し

て行った。残りの5,000m'は昭和61年3月-8月にコンクリー トバイプ埋設部分の西側を 1区

東側をII区として調査した。その結果、弥生時代後期のかなり大規模な集落と飛烏時代から平

安時代前期の竪穴住居 ・ 揺立柱建物群が確認された。奈良 • 平安時代の娃物は出土したヘラ搭

き土器などから官術に関連する建物群であると考えられる．さらに、青磁椀を副葬した土填慕

など中世の遺構も確認された．

西山田三本松遺跡は大きくAとBに分けている．西山田三本松A遺跡は昭和60.if.6月-7月

に総梁部分の1,000吋を先行して潤査を行った。その後、昭和60年12月～昭和61年4月にかけ

て前年度の詞査区東側2.000m' を調査し、奈良 • 平安時代の倉以建物群が整然と並ぶことが判

明した。弥生時代においても倉崖群と考えられる掘立柱建物の配沼など集落が確認された。

西山田三本松B遺跡も同様に橋梁 （ポ ッ クス）部分l, OOOm•の潤査を昭和6~7 月 -8 月に
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第1卒調査(/)概妥

先行して行った。本格的な調査は昭和60年11月～昭利61年6月に7.000吋を1-111区に分けて

調査した．その結果、奈良 ・平安時代の区画溝やそれに囲まれた掘立柱建物などが確認された。

出土遺物には墨密土硲や石製鈍尾、九柄などがあり、官面的な性格が推定される。また｀弥生

時代後期の多祉の土器が出土した大型土濱など弥生時代後期の集沿．の一端が明らかになった．

大久保三本松遺跡は、昭和60年9月～昭和61年 3月に調査が行われた。関査面積は4,800m' 

である。奈良•平安峙代の竪穴住居が中心で、カマドが良好に残存していた。また、＇泊畑式土

沿を中心として縄文士笞も確認されている。

以上のように、本報告では弥生時代後期の集落と奈良 • 平安時代の官街的な性格を持つ遺跡

を中心として構成されている。なお．遺跡名こそ別々であるが、西山田三本松遺跡、西山EH:::.

本松遺跡東Llllll-:,fi:杉遺跡11・111区は一返の遺跡としてとらえられるものである．

ところで、西tJ」田三本松遺跡と西111田二本松遺跡の純囲については、『佐賀県遺跡地図』と

ズレが生じていることを明記しておさたい．二本松遺跡と三本松遺跡の境界が遺跡地図におい

ては本報告苫の西tllm三本松B遺跡II区とm1Kの間にある。また、 遺跡地図では二本松遺跡の

西側の範囲はA区までで、その西側は西山田天神遺跡となっている。したがって、周辺の洞査

地区との対応をはかるときには注迂が必淡になる。

Fig. I 九州横断自動車道路線図
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大久保三本松遣鑢 (0KB)

所在地佐双郡大和町大<;::Jll上*大久保

潤査面積 4,800m' 

潤査期11IJ 昭和60年9月18B-昭和61年3月SH
潤究恨当 天本洋一・磁島正道

検出遠情 古代：竪,,住居 ・ 掘立柱廷物 • 井戸 ・ 溝

Fig.3 大久保三本松遺跡発掘潤査区位置図 (1/400)
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西山田三本松A遺跡 (NYS-A)

所在地佐賀郡大和町大字川上字三本松

閃査面積 3.000m' 
調査期間昭和60年6月10日～

昭和61年4月3-0B
天本洋一・副島正道• 本田秀樹
弥生時代：竪穴住居・桟立柱辺物

因溝状遺構

代：掘立柱述物

西山田三本松B遺跡 (NYS-8)

所在地佐賀郡大和町大"1'川上字三本松
調査面積 8.000m' 
調査期間昭和60年7月23日ー

昭和61年6月16日
天本洋一 ・ー ノ瀬憲昭・li!'!Q正這
船底聡ー •本田秀樹・ 樋口秀但

小松譲
弥生時代：竪穴住居・揖立柱建物

屈溝状遺鳩

代 ：竪穴住居 ・提立柱建物

柱列 ・ 溝 • 井戸

|
 

調査祖当

検出遺構

古

Fig.2 

闘査阻当

検出遺構

古

西山田二＊松遺樟A区 (NYN-A)

所在地佐賀郡大和町大字HI上字二本松
綱査面積 5,800,n• 
調査期間昭和廻8月20日～昭和61年8月128
詞査但当 天本洋一 ・副烏正道•本田秀樹 ・ 家Ul淳一
検出遺構弥生時代：竪穴住居・概立柱述物・周溝状遺鳩

古 代：竪火住居 ・ 孤立柱達物 ・ 埋納遺構•井戸
中 世：氾立柱建物 ・ 溝·集石遺構• 土濃墓

。

蕊虎

9Ai

ー

ItA
 

^
§・ヘ
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1

200m 

西山田三本松遺跡 ・西山田二本松遺跡A区発操調査区位置図 (1/400)
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第 1章潤査の概要

II 調査組織

西山田二本松遺跡・西山田三本松辺跡の発掘綱査は、佐奴楳教育委只会の直営事業として尖

施した。発掘調査および報岩1こ係る組絨は下記の通りである．

発露調査

総括 教 YI 艮志岐常文 (60・61年度）

教育次長砧橋一之 (60年度） ・堤 清行 (60・61年度）

古賀但夫 (60・61年度） •野角計宏 (61年度）

文化課長北村一義 {60・61年度）

文化課参事窃島忠乎 (60年度）

課長補佐 ・白原義幸 (60・61年度） ・尾形蒋郎 (60・61年度）

発掲閥壺総括

文化課参平高島忠平 (60年度）

課長補佐尾形善郎 (61年度）

詞査第 1係長中牟田賢治 (60・61年度）

く西山田二本松遺跡A区〉

文化財保護主亭天本洋一 (60・61年度）

指淋 主 事刷島正道 (60・61年度）

犠 託 本田秀樹 (60年度） ・家田淳一 (61年度）

（西山田三本松A遺跡＞

文化財保碩主事 天本洋一 (60・61年度）

指 ；鉢主平副島正道 (60・61年度）

嘱 託 本田秀樹 (60年度）

く西山田三本松8遺跡＞

輯告

く平成7年度＞

文化財保躇主事

指導 主 軍

嘱託

天本洋一 (60・61年度） ・樋口秀信 (61年度）

ーノ瀬憲昭 (60年度） ・副烏正道 (60・61年度）

舷底聡一 (60年度） • 本 f[f秀樹 (60年度）

樋口秀信 (60年度） ・小松瞑 (61年度）

総括教甘 長 林田重人
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教 百 次 長 宮原義幸 • 月岡英人

文化財課長高8忠平

文化財課参事木下巧

文化財課課長補佐深町昌ill・田平徳栄

報告 文化財課諜艮補佐 田平徳栄

指 導 主 事刷島正道 (61年度）

文化財保護主ボ渋谷格

庶務 文化謀庶務企画係仕 岩瀬茂生

主 杢久保伯行・鷲匂義彦

主 半 ・応窪辺代
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地理的・歴史的環境

地理的 ・歴史的環境に関しては、 5集 r久保泉丸山遺跡J、9集『礫石遺跡』、 l1集 r惣座遺

跡』、 18集 r東山田一本杉遺跡』などに既述されている。そこで、ここでは西山田遺跡群周辺

で関述する部分について簡潔に述ぺるに留め、評細はこれらの報告内に譲ることにする．

今!ill報告する諸遺跡が所在する大和町は．佐賀県東部のほぼ中央に位置している。西山田遺

跡群は嘉瀬川の右沿、嘉瀬JIIが形成した扇状地の扇頂部 （標高14-15m)に立地する。また、

大久保三本松遺跡も標高18-19mの扇状地」こに立地している．
(1) 

縄文時代についてみてみると、大願寺二本松遺跡において前期の轟式土沿を中心として11ぱ

各時期の土器が出土しており、大久保三本松遺跡との関係が考えられる．また、後期から晩期

にかけての土若を用いた埋葬施設とみられる遣構が確認されている．

弥生時代になると、まず前期末から中期にかけての坑搭群を中心として遺跡が認められる。
It) 

東山DI一本杉遺跡において、前期後半から後期中頃にかけて継続して営まれた央棺溢を中心と
凶

する1n墓群が確認されている。また、七ヶ瀬逍跡では前期から中期初頭、中期後半から後期の

甕棺箕、木棺甚、箱式石柁慕などからなるlJ't峯群が検出されている。しかし、前期から中期の

集落に関してはほとんど明らかになっていない．

弥生時代も後期になると、多くの遺跡が確認されている。東山田一本杉遺跡では後期前牛を

中心と した横口式土濱慕が主体の墳某群と後期後半を中心とするかなり大規梃な集落が確認さ

れている。本報告害所収の西山田二本松遺跡、西LIi田三本松遺跡においても後期の集落が号1ら
IC) 

かとなった。嘉瀬川の対はに目を移すと、弧状突出邪をもつ二重環活をめぐらせた惣座遺跡を
<SI 

はじめとして環溝集沼がいくつか確認されている．また、惣座B遺跡では土濱慕に銀製指輪3

点と6.810個のガラス小玉が副葬されていた。このように、弥生時代後期にはこの地城が佐賀

平野の中で中心的な地域の一つとなったことが明らかとなっている。
('1 

古校時代においては、全長114mで県内最大規模を跨る船塚古項を始めとする前方後円墳な

ど墳廷の状況はかなり明らかとなってきている反面、集落の状況は全体像をつかむはどにはな

っていない．
m 

奈良時代になると、嘉瀬川左岸に肥前国府が霊かれ、この地域は佐費平野の政治的な中心地

となる。肥前国府は、昭和50年度以降行われた確認調査やその後の周辺の関査によ って国庁の

構滋や周辺の宜街群がかなり明らかになっており、全国的にみても非常に重淡な例である。国

庁の構造はjjij殿、正殿、後殿が南北中紬線J.:に並び．前殿左右にft,j北各2棟の脇殿が配置され

る。正殿の左右には回廊がつき、全体を104.5X77, 2mの開溝と築地に囲まれている．南門は

築地を内側に曲げて八脚門をもうけている．このような構造は大宰府政庁11期の建物配はと類

似している。国庁周辺においても、惣座遺跡では正倉とみられる鑓形に配沢された倉庫群が明

-IOー



第2章地理的・歴史的環境

I 老松111遺跡 u illi山111三拿松;aa ZS 玉'*;;)>●ilrtff. 37 田分寺跡

2 織品東分遺跡 ＂ 嚢山田二本松遣鯵 26 和DIii城跡 38 尼寺一本松遺鰭

3 今111八幡ぽ遺跡 15 東山田一本杉遭粽 27 前隈111-.!il/l 39 鍵尼遺跡

4 船塚古項 16 水上古項群 28 存8遭絣 40 北畑遺跡

5 今111八幡籠遺騎 17 艮隈古墳詳 29 礫石B遺跡 •I 増1B遺跡群
6 今111古項群 18 JI(山IR三本松遺跡 30 礫石A遺跡 42 鱗島本ttili遺跡
7 大願キニ本松遺終 19 惣極六本杉遺跡 31 久池井一本松遺跡 43 木村籠遺跡

I 大久侵三本松遣纏 20惣桝遺院 32 北係遺筋 “ 池上二本松遺跡
9 大顧寺魔寺 21 肥前国庁跡 33 久池井二本松遺糀 45 風東寺古瑣

10 大願寺一本松遺跡 22 久池井B遺跡 34 ,JヽIll遺鯰 46 這曹寺古墳

II 小悶古墳 23 岡裏遺鰭 35 囚分尼寺跡 47 久信間カミ嶽遺跡

12 七ヶ瀬遺終 2• il'5~ 古項 36 築I~古項・築Ill瓦経嶽 48 於保三本松遺筋

F'ig, 4 屈辺遺跡分布図 (1/50,000) 
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信）

らかとなっており、 久池井B遺跡で因可クラスの館、あるいは行政機関とされる計面的に配五

された大型建物群が確認されている．

嘉瀬）II右庄においても、官衝的性格をもつ建物群などが確認されている。東山田一本杉遺跡

では、全体の形態などは不明であるが、両閲に溝をもつ築地が確認され、それに関連する大型

建物が見つかっている。出土遺物に円面硯や刻印土飴などがある．本笞で報告する西山旧三本

松遺跡では、方1町ほどの方形と推定される溝を始めとする区画消とそれに伴う掘立柱建物が

確認され、石製蛇尾．丸柄などが出土している．西山田二本松遺跡でし、「郡圏J「困」とヘラ

曹きされた土硲が出土しており、この地区にも宜街的な性格が認められる．

また、大願寺二本松遺銃においても計画的に配置された建物群や斉銅製鈍尾などの出土遺物

から官街的な性格が愁定されており、国府、西山田遺跡群との関係が興味深い。さらに注目さ,., 
れる遺跡として大願寺廃寺があげられる。礎石が散布し、百済系単弁軒丸瓦や老司系軒平瓦．

鴻膿館系軒九瓦が採集されており、 2町四方の寺域が推定されている。

このように、奈良時代から平安時代初期においてはこの地域が佐冗平野の中心的な地域であ

ることがわかる．しかしながら、それ以降の動向についてはあまり明確にはなっていない．
Ot 

中世においても多くの寺院関述の遺跡が位営しており、築山瓦経塚の発見など徐々に明らか

になりつつあるとはいえ、まだ全体像を把握するはどにはなっていない．

（註）

］ 大和町教行委月会 1993『大願寺二本松遺跡』大和町文化財関査報告蓄第22集

2 佐賀県教行委員会 1995'東山rn一本杉遺跡J 佐賀県文化財調査報告苔lll12S-#!

3 大和町教＂委員会 1981『七ヶ瀑遺粧J大和町文化財綱査報告序第2集

4 佐買県教'f-1委U会 1990『惣座遺跡』佐霞県文化財調査報告書第96集

5 1984年大和町教育委只会図査

6 松尾禎作 1959「船塚古!llJ『佐双県考古大観J祐徳博物館

7 佐双県教訂委月会 1978『肥前固府鰭1』佐賀県文化財閃査報告苔第39集

佐費県教W委只会 1981r肥削団府跡II』佐賀県文化財閃査鍬告書筍58集

佐賀県教行委員会 1985r肥前国府鯰Ill』佐賀県文化財綱査報告嘗第78集

8 註4に同じ

9 松尾禎作 1940r大願寺慧寺址」 『佐賀騒史蹟名勝天然紀念物調査報告』第七輯

10 大和町教廿委U会 1994『築山瓦経塚』大和町文化財潤査報告苔第2.5集
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にしやまだ にほんまつ

西山田二本松遺跡A区

遺跡名 ：西山田二本松遺跡A地区（略号 NYN-A) 
所在地：佐賀郡大和町大字川上字二本松

ー15-



i1!i11Jm二本松遺跡A区

西山田二本松遺跡A区

I 遺跡の概蔓

西山田二本松遺跡は佐賀郡大和町大字川上字二本松に所在する。遺跡は嘉瀬川が形成する扇

状地の扇頂部に立地している。地形は北から南へ向かう綬斜面で、標高は14-lSmである。九

州横断道関係の報告書では、東山田一本杉遺跡ll・JU区、西山田二本松遺跡 (A・B区）、西

山田三本松遺跡と区別されているが、一連の遺跡ととらえることができる。第1京で述ぺたよ

うに、 r佐賀県遺跡地図』とは範囲にズレが生じている．遺跡地図での西山田二本松遺跡の範

囲は、西側が本報告苔所収の洒山rn三本松B遺跡U区とJU区の間、束側が西山田二本松遺跡A

区とB区との間にある。したがって、遺跡地図での西山田二本松遺跡は、横断道関係の報告書

の西山田三本松遺跡Bill区・ポックス部分、西山田二本松遺跡A区となる．

潤査は、まずコンクリートバイプ埋数部分（以下CP部分と略する）とポックス（檎梁）部

分の調査を部分的に先行して行った。 CP部分は昭和60年8月20日-9月913、ポックス部分

は昭和60年 9 月 28-9 月 20 日に合計800m•を調査した.CP部分は全体の調査範囲のほぼ中央、

ポックス部分は範囲の東端にあたる。その後、昭祁61年3月611から残りの範囲全域の調査を

行っ た。その際CP部分の西側を 1 区、東側を 11 区として設定した．調査面積は5,000m•で、前

年度綱査部分と合計すると、西rum二本松遺跡A区として5,800吋を調査したことになる。潤
査は南側から北側に向かって行った. 6月7・8Elには現地説明会が実施され、 8月12日に調

査を終了した。

祠査範囲ほぼ全域において、遺構が確認された。峙代を追ってその攪要を述べてい〈と、ま

ず縄文時代に関しては、石鏃数点と石匙1点が出土しただけであり、遺構は確認されていない。

弥生時代については、後期前半を中心としたかなり大規撲な集落が明らかにされた。前期か

ら中期にかけては遺構、遺物とも確認されていない。集落は、中期末にまでさかのぼる可能性

が残るが、後期初頭から営まれていると考えられる。遺構としては、竪穴住居80棟（時代が明

確ではないものも含む）、堀立柱述物25棟、周溝状遺構 1基、土濱3基が検出された．また、

l•I時期の河川跡と考えられる遺精も数条確認されている。出土遺物は土硲が中心であるが、 SB

002竪穴住居から銅釦 l点が出土していることは注Hされる。

弥生時代後期前半代の集落が、部分的な調査とはいえ、ある程度まとまって明らかにされた

ことは、大きな成果である．今後、隣接する西山Ill三本松遺跡や東山田一本杉遺跡の集落との

関述が問題となろう。特に、束111m一本杉遺跡では中期末から後期前半の横口式土濱墓を中心

とした墓地が確認されており、また染落は後期後半代を中心とするものである。集落と墓地と

の関係集落の移動などの問題を提起することになろう．

ー16-
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1 遺跨の概要

また、西山田遺跡群では森溝が確認されていないが、嘉瀬Ill対点のおいては惣座遺跡を始め

としていくつかの環溝集落が認められ、対照的な状況を呈している。弥生時代後期から古墳時

代初願の各遺跡の消長、首長項のあり方などと関速づ．けると、大きな社会変化の中のこの地域

の状況がより明らかになるものと考えられる。

6世紀後半-7世紀になると、再び竪穴住居を中心とする集落が営まれている．出土遺物で

は8世紀代の竪穴住居や掘立柱達物との判別が難しいが、竪穴住居151ゑ掘立柱建物3棟、井

戸 1甚、土濱3基が確認でさる。

奈良• 平安時代では、掘立柱建物を中心として宜街関連と想定される建物群が明らかとなっ

た．この時期のものとしては、竪穴住居12-I棗、掘立柱建物201東．埋納遺楕2基、井戸 2基、土

慣2基が検出された．掘立柱廷物は主軸方位によっていくつかのグルービングが可能である．

それぞれのグループに竪穴住居が伴うようである。特徴的な遺構として、 土師器菟とil'li台付杯

がセットで埋納された遺構がある。建物などに関連する祭祀的な性格が考えられる。 Iii土遺物

の中には、ヘラ書き土器が4.#. 硫認できる。その中には r郡lilJ「厨」 などの文字があり、遺

跡の性格を知る上で重要である．

ほぼ同時期には嘉瀬川のちょうど対岸に肥前国府が置かれている。また、本遺跡西11llf約1.1

kmには大願寺廃寺が、約1.8kmには官術的な性格が認められる大願寺二本松遺跡が所在してい

る。これらの遺跡の関係が肥前の古代史を考える上で頂要な問題となることはいうまでもない．

lO~ll世紀代の遺構、遺物は明確ではなく、再び空白の時代となる。

II世紀末~12世紀初頭に逍構がみられるようになり.13世紀代の遺構、遺物が多数確認され

ている。この時期の遺構として、溝3条、掘立柱建物3棟、井戸6基、土濱19基、 土濱墓2基

が検出されている。掘立柱廷物は細長い構造で、 2棟がL字状に配置されている．また、 15世

紀代とやや峙期は下るが性格不明の集石遺構が2基明らかになった。

このように、本調査区においては弥生時代後期、 7-9世紀、12-13世紀の3時期が主要な

時期である。そこで、以下遺跡の連綬性を考慮して、弥生峙代、古代、中世と区分してそれぞ

れ遺構、遺物を説明してゆく。また、 時期不明の遺構のついては中世の項で報告する。

なお、遺構番号に関しては、CP部分とポックス部分は別々に通し番号で、 I・Il区につい

ては通し番号でつけられている。そこで、遺構番号の重複と混乱を避けるために、報告蓄作成

時点で改めることにした。 I・11区の遺揖番号については調査現場においてつけられた3桁の

番号をそのまま使用した。 CP部分とポックス部分には調査現場でつけられた番サが3桁であ

ったが、遺構数が多くないために下2桁はそのまま残し、ポックス部分は300番台に、 CP部分

は400番台に変更した。 Lたがって、遺構番号の頭の数字が0-2 なら I·II 区•、 3 ならポ・9

クス部分、 4ならCP部分の遺構であったことを示していることになる。

-1~ 



西山田二本松遺跡A区

II 弥生時代

I. 竪穴住居

弥生時代の竪穴住居は、調査区外に大部分があるものや不確実なものも含め、 80棟確認され

た。このうち、残存状況が良好なものや出土遺物が翌宮なbのを中心に50棟を図示した。なお、

図示していないものも含め、一覧表 (Tab.2)にまとめている。

S8002竪穴住屠 (Fig.2・3)

謂査区中央南西寄りに位面するc乎面形は長方形である。長軸6.11m、短軸4.gm、面積28.62 

吋で、詞査区内の竪穴住届としては蚊大級のものである。主軸はN82"Eである。 2本主柱で、

中央に炉がある。 北辺と、西辺から南辺にかけて周溝がめぐり、南辺ほぼ中央に阻際土壌があ

る。北東隣の床面からやや浮いた状況で銅釦 1点が裏向きで出土した。

銅釦 (18)は、遠存状態は比較的良好であるが、部分的に表面が剥離しており、周緑には数

ヶ所小さな欠｝員がある。径5.1cm、なさ0.85c:nを測る。半球座は径3.6cmで、表面頂部はやや〈

ぽみ、裏面中央に孔径0.2cmの紐がつく。周緑は幅0.7-0. 8cmである。17-さは全体的に0.1-0.15 

cmほどで、やや薄手で

ある。表楽面ともに漆

黒色を昆し、紐の周辺

には赤色顔料が観察さ

1
4
.
3
0
m
 

c 

◎ 登す
％ ＠゚ 冨r。

14.30m 

。

◎
 

〇

c

◎
3

◎
 

゜

• 
鱗釦

Fig. 2 S8002竪穴住居 (l/80)

れる．

出土した土器は、い

ずれも小破片である。

1 -5はく字状口緑の

史である。全体的にロ

緑長が艇く、比較的外

反度がう負いbのが多い。

1は復J以口径16.6cm、

2は復原口径16.Oan、

3は復原□径17.9cm、

4は復原口径20.0cm. 

5は復原口径22.Sanで
4m 
ある。 6は複合口絃壺

で、復原口径16.4emで
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IJ 弥生時代
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Fig.3 S8002翌穴住居出土遺物 (18•19 : 1/2、他： 1/4) 

ー 21一

17 

20oa 



西山田二本松遺跡A区

ある。 ）は須玖系の鋤先状U緑の高杯で、復原U径22.0cmである。 8は口緑部が直立してわず

かに外反する府坪である。 9• 10は直口緑の鉢で、 9は復原口径13.2cm、10は復原口径16.0cm

である.11はミニチュアの鉢で、復原口径10.6cmである。 12 • 1311/ill折口緑の鉢で、復原口径

は、 12が22.4cm、13が26.4cmである。14は広口壺で、後原口径20.0cmである。 15は甕の底部で、

不安定な平旺である。底径6.9cmを測る• 16は壺の底部で、平底である．底径5.8cmを測る．＂

は器台で、復原裾径15.6cmである。 19は艮方形の石包丁で．残存長6.8cm.幅3.7cm、”さ0.7 

cmである。石材は灰白色の泥岩系統のものである。

14
.•IOm 

14.<IOm 

z‘
 

゜
乞

Fig, 4 SB幽 ・005竪穴住居 (1/80)

58004竪穴住居

(Fig,4・6) 

調査区中央匹寄りに位置

する。平面形はやや不整形

な隅九仕方形で、長軸5.78 

- m、短軸4.17m、面積21.97 

m'を測る．主軸はN76'E

である。主柱穴は不明硫で、

はぽ中央に炉がある。

20はミニチュアの鉢で、

n径8.3cm、骰高4.San、底

径2.3cmを測る。 21は直口

紐の鉢で、底部平庇である．

―

―

―

―

-
．
ー

・

E
-

ロ径13.2t,n、袢 ~5.4coを

測る• 22-25はガラス小玉

である．ガラス小玉の計測

値・色謂については一覧表

(Tab.I)にまとめている．

S8005竪穴住居 (Fig.4)

閥査区中央西寄りに位笠

する。中111:のSK014・157

・22U湯員と囲複する。平
0 ~ 

面形は長方形である。長軸

4.7m、短軸3.29m、面積

ー 22-



II 弥生時代
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Fig. 5 S13006・007翌穴lt.lti(1/80) 

14.49m• を測る。主輪はNlO""Wである。主柱穴は明確ではない。中央に炉か。東辺中央南寄

りに峡際土濱がある。

S8006竪穴住居 (Fig.5・6)

閤査区中央西寄りに位沢する。5B008竪穴(£居より新しく、古代のSBOI3-!li!立往建物と賃悛

する。 SB007竪穴住居との新IEI関係は不明であるが、出土土料からするとS8006竪穴住居が新

しいと呼えられる。周溝の状況からみると廷て替えられており、明確でないが拡張したものと

思われる。また、拡張後には北西悶にペッド状遺構があったことが想定できる。平面形は長方

形で、拡張以前のものは短軸3.12mを測る。拡張後はE軸5.44m、短軸3.5mを測り． 主軸はN

, ・wである．いずれも、主柱穴は不明確で｀周溝は全辺にめぐるものと考えられる。

26は（字状口緑の史で、復原口径20.4cmである。27はミニチュアの高坪で、復原口径11.8cm 

である． 内外面ユピオサエ後ナデで、指頑9王叙が明瞭に残る。 28は支即である。 29• 30はガラ

ス小玉である．

5B007竪穴住居 (Fig.5・6)

潤査区中央西寄りに位四する。古代のSBOI3掘立柱建物、 SX216埋沼遺構と瓦複する.SB 

006竪穴住居より古いよ うである。平面形は閑丸長方形である。長紬4.78m、短軸3.3m、面積

ー 23一



西tUHl::本松遺跡A区
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Fig. 6 58004 · 006 · 007~ 穴住/1,出土遺物 (22-25・29・30・36-38:1/2. 他 ：1/4) 
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II 弥生時代

約15.02面を測り、主軸はN89"Eである。主柱穴は明確ではない。周溝が束、北、西辺にめ

ぐるが、南辺は不明確である。鉄鈍が出土しているが、 SB006竪穴住居に伴う可能性もある．

31は復脱口径14.4cmの祖口絃の体で、 三角突帝が1条めぐる。32は須玖系の鋤先状口緑の在

杯で、復原口径29.2cmである,33は複合口ほ壺で、復原口径15,5cmである。34は直□緑の鉢で、

やや不安定な平底である。口径15.7cm、器祁7.3anを測る。35はく字状口様の甕で、 平底にな

ると思われる。口径13.0cm、器高13.7cmを測る．

36は行が直綜の半月刃の石包丁である。片刃で、刃部左右で刃の付け方が異なる。残存長9.8 

an、幅4.7cm、/¥,さ0,8cmを訓る．石材はw灰色の砂岩系統の石材である.31は鉄鈍で、断面は

--1 

1
4
,
4
0
m
 

@
 
6) 58001 

e 9 

14.40m 

E
<
 

゜

。
2知

FiR. 7 SR008竪穴住居 (l/8-0)、出土遺物 (l/4)
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西山田二本松遺跡A区

正
゜5B009 -

゜ I'-'D V'ヽ /II

14.20m I 

彦
゜゜゜!i .,, 
゜゜゜42 <13 

“ 
＠ ＠ ◎ 

I 

゜
10cm 

゜゚
。
゜,15 46 47 

l'-，2
0

m

 14.20m 

弧状を呈する。は1お完存し

ており亀全~11. 4cm、帽I.4 

an、厚さ約0.2cmを測る．

裏すきに木質がかなり良好

に遺存している．また、基

部には紐状のものが観察さ

れ、柄を装沿するためのも

のであろう。 38はスプーン

状の土製品で、匙の部分を

欠失する。残存長9.9cm、

幅3.5cmを測る。

。
4m 

S8008竪穴住居 (Fig.7) 

綱査区中央西寄りに位磁

する。S8006竪穴住居より

古く、古代のS8013掘立柱

建物と重複する。 $B160掘

立柱建物との新1B関係は不

明である．南束部分が攪乱

される．平面形は、西辺が

やや不整形な長方形である。

長軸6.87m、短軸5.5lmを

測る。主軸はN7'Wであ

る。床面は不明確である．

2本主柱で、ほぽ中央に炉

があるものと思われる。周

溝が北辺と束辺、南辺にあ

る．束辺llぽ中央に堕際土

濱がある．

39・ヽ0は1iil折口給の鉢で

ある。39は平底になると思

われ、内面は怪面の剥離が

Fig. 8 5B009・Oil竪穴住居 (J/80).出土遺物 (41: 1/4、他；J/2) 著しい• 1:1径24.5cm、器高
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口径23.0cm、器高12.4cmで

ある。

S8009竪穴住居 (Fig.8}

調究区中央南西寄りに位

霞する。古代のS8013掘SI.

柱廷物と瓜複する、平面形

は平行四辺形気味の長方形

である。長軸5.31m、短軸

3. 94m. 面積20.19吋を測

る。主軸はN4'Wである。

主柱1,は確認できない.,,. 

央に炉がある bのと思われ

る。周溝が全辺にめぐり、

束辺ほぼ中央に壁際土濱が

ある。

--◎贔◎

゜
門] 48

ヽ

＼ 二
゜

10cm 

＂ 弥：生閃代

SB01l 

◎ ◎ 
@ 

14.20,n 

4m 

゜
． ゚

I I I 
• 
゜゜50 51 52 

゜
＠ ◎ 

I I 

5゚3 
fE:l 
5゚4 55 

゜
5cm 

41は壺で、口径12.0an、

器;,!610.7のを測る。妊部は

不安定な平底である。42-
F'ig. 9 SB012竪穴住居 (J/8-0)、出J:遺物 (48・49:1/4. 50-55: 1/2) 

47はガラス小玉である• I炎,'f色のものが多い。

S8011竪穴住居 (Fig.SJ

詞究l>i中央南西寄＇）に位沢する。平面形は北辺がやや不祭形な 悶九仕方形で、長軸4.91m、

俎軸3.68m、面積16.83吋を測る。主軸はNJ3'Wである．主柱は確尖ではないが2本と考え

られ、中央に炉か。南西閑にペッド状遺構、東辺はぽ中央に壁際土濱がある。

5B012竪穴住居 (Fig,9) 

謂査I!.中央南西寄りに位沢する。中世のS8055掘立柱建物、 SK067土濱と煎複する。平面形

は屈丸E方形で、長軸5.5m、短軸3.おm、面核16.94m'を測る。主紬はNl"Wである。主柱

穴は不明確である。中央に炉、東辺Iiぽ中央に朕際土濱がある。

48はミニチュアの鉢で、口径6.I匹、お高3.9cmを測る.49fi凸レンズ状を呈する壺の底部で、

駈径8.9 • .,,, を測る。 50-55はガラス小玉で、いずれも紺色である• 55は小玉にするにはやや径
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が大さいが｀平ぺったいことから小玉としておく．

58016竪穴住屠 (Fig.10)

調査区中央西寄りに位沼する。 S80l7竪穴住居より新しく、古代のSB138掘立柱建物と重複

する。平面形は仕方形で、長軸5.Sm、短軸3.74m、面積20.66m'を潤ふ主軸はN67Eで

＼ 

息 塁‘
:::; 

畜
◎ (Q) 0 

~ 

I 
5B011 

＠這
賢!l

S6016 
I -

＼ 

14.SOm 

哀
―

―
 ゚

5B016 S8011 

て

59 

。
20cn 

Fig. 10 SBOl6・017竪穴住居 (J/80)、出土遺物 (1/4)
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II 弥生時代

ある。 主柱穴は不明で、中央に炉、南辺ほぽ中央に槌際土濱か。北東閏と、北辺中央から西辺、

酎辺中央にかけて周清がめぐり、南東悶にペッド状遺ほがある．

56は直口はの鉢で、復原口径14.4cm、諾窃5.7cmである。底部は平底であるが．底径2.5cmと

かなり~,Jヽしている。 57は口絃藩が短く直立する壺で、復原口径12.4cmを測る。SBは広口壺で、

復原u径15.4cmを枇）る。

S6017竪穴住居 (Fig.10)

潤査区中央西窃＇）に位罰する 。S6016竪穴住居より古く、半分以上削平され玩平面形は閑

九E方形になると推定され、冠軸3.0lniを測る。主軸はN甜 Eである。周溝が全周するよう

である。北辺に住居壁から掘りこまれたと考えられる柱穴が2ヶ所あり、住居の上部構造に関

係すると考えられる．

59は〈午状口給の甕で、底部平底である。 1:1径19.3cm、器高26.6cmを測る。

S6022竪穴住居 (Fig.11) 

潤企区中央南•寄りに位沢する。 巾世のS8055掘立柱建物と菰複する。平面形は長方形である。

荻軸3.34m、短軸2. 18m、面積7.05m•で、非常に小型の竪穴住居である。主枯はN9"Wであ

ふ主柱穴、炉は不明である。局溝が北、西辺にめぐる。

60は小型の鉢で、底部平底と考えられる。復原口径11.5cm、復原怪窃6.9cmである。61は屈

折口緑の鉢で、復原n径22.8cmである．

58024竪穴住局 (Fig,11) 

謂査区南端中央に位沿し、内側約半分が関査区外にある。中世のS8050掘立柱紐物と致複す

る。平面形は長方形になると考えられ、短軸4.23mを測る．主軸はN1s• Wである。2本主柱

と推定され、北束侶にペッド状遺構がある。

62-84はガラス小玉で、径3.0-4. 0血で．紺色のものが多い。85は長方形の石包丁で、長さ

II. 0cm、幅3.9cm、J'/.さ0,7cmである．惰灰色の砂岩系銃の石材である．

S8035竪穴住居 (Fig.12)

祖査区南束閏に位沿する。 S8081竪穴住｝＆より新しく、占代の$B222掘立柱建物と重複する。

平面形は長方形で．長軸5.5m、短軸4.2m、面積23.22m'を測る。主釉はN9・Wである。主

柱穴は不明で、中央に炉がある。南辺と函辺に周溝がめぐり、北辺にペッド状遺楕、東辺やや

北寄りに捻際土濱がある．

86は石製紡錘車で、径3.7cm. 孔径0.7cm、頂依32gである。
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Fig, II S8022 · 02•1翌穴住居 ( 1/80) 、 出土遣物 (6-0 ·6I : 1/4, 他； 1/2) 
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II 弥生時代

S6040竪穴住居 (Fig.12) 

調査区南束に位：とする．

SB079掘立柱建物より古

いと考えられる．平面形は

尺方形で.B: 紬5.6m、短

翰3.98m.面積約22.30吋

を測る.'F.軸はN79'Eで

ある．主柱穴は不明で、中

央やや南西寄りに炉がある．

南束隅にペッド状逍構.ll-i 

辺中央やや洒寄りに堅際土

Jがある。

87は須玖系の鋤先状口緑

の広杯である．復原口径

23. 0cmを相る．

oo 

~Q)~ 

一゜゜ ゜゚0 ◎ ＠ 

I ~ J ◎ 
◎ 

@~ 5B039 

14.00m 

0 

-

86 

0
1-

S8043竪穴住居 {Fig.13)

関査区南東に位霊する。

SB⑱3翌穴住居より 古

ぃ。 5B054掘立柱建物との

新旧関係は不明である。平

面形は長方形で、長軸7.22 

m、短結4.63mを祖1る。主

紬はNl5'Wである。主柱

穴は不明確で、中央に炉、

西辺ほぼ中央に限際土演が

ある。北辺についてはSB-

文 霞 芝

。
2000 

loii 

083竪穴住居1こ切られてい

るため不明瞭であるが、両

短辺に貼床によるペッド状

遺構があるクイプと考えら

れる。

580ヽ0

◎
 

厄
◎

A
 

E
S
.
V
-

••.oom 

〇 4m 

88は直口設の鉢で、底部 Fig. 12 S8039・040竪穴住居 (1/80).出土遺物 (86:1/2. 87 : 1/4) 
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；吻,://////////~仰灰尻
Fig. I 3 S8043・053竪穴住居 (1/80)、出土遺物 CI/4).SB054掘立柱廷物 (I/加）
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14.20m 
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▽旦

ニ戸，'~□／ 
¥M r,r=)~~ 

o
 

4 ,n 

O 20cm 
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,, 

97 

＇ 

Fig. 14 S8075翌穴住居 (I/80).W:J: 遺物 (I/4)
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S6078 

R J 

゜5B076 竺）
r: 14.IOm 

'0 

゜
4 ,n 

゜
20cm 

Fig. IS S8076竪穴住居 (I/的）.:II土遺物 (1/4)

は不安定な平底である。復原口径14.7cm、t玲rn.6cmを測る。 89はく字状U粒の妾で．復1点口
径17.3Clllである．

S6053竪穴住居 (Fig.13) 

潤究区南束に位設する．古代の5B12糾屈立柱建物と頂複する．平面形は南辺がやや不竪影な

長方形で、長軸5.16m、短紬3. 5m、面積18.06mを測る。主紬はN12• Wである。主柱穴と炉

は不明である．北西ほから北辺にかけて局溝がめぐる．

90は複合1:1様壺の1:1緑部で、 fii部に三角突帝が1条めぐる．復原n径10.0cmを測る• 91は壺

の底部で、平底である。復原駈径8.0cmである。

S8075竪穴住居 (Fig.14) 

濁査ll中央lti束祈りに位はする。SB175趾立柱建物より新しく、古代のS8127・128掘立柱

速物と頂複する．平面形は長方形で、長軸5.85m、短釉4.2m、面栢23.96m• を測る。主軸はN

76°Eである。主柱穴は不明で、 中央に炉がある。西辺にペッド状遺構、1w辺中央やや束より

に収際土壊がある，

92はミニチュアの鉢で、口径7.7cm、器高3.9cmである。93はく午状口緑の虔で、復原n径23.3 

Ctl¥を初る。94はミニチュアの体で、 U径9.8cm、骰布6.3cmを測る。95は小型の広口壺である．

ロ径11.7cmである。 96は支脚である• 971よ直口はの壺と名えられる。復原口径7.7cmで、胴部

上'I'部はハケメ．下ょド邸はケズリである。98・99は耐口絃の体である。98はやや不安定な平底

で、厠部下半部はケズリである。復原口径15.2cm、器高7.6面を測る。99は不安定な乎底で、
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Ll 弥生碍代

ロ径17,lcm、器窃7.2cmで

ある。100は屈折口給の鉢

で、底部は凸レンズ状であ

る。尻部上半部はハケメと

思われ、下半部はナデであ

る。底部付近にクタキが残

ふ復原[I径22.1cm、おiO::i

9. 4cmを測る。

S6076竪穴住唐 (Fig,15) 

関査区南東に位沼する。

5B079・117把立柱建物よ S8081

り古く、中世のSD078溝と

韮複する。平ilii形は長方形

と推定され、長軸5.15mを

測る。主軸はN75'Eであ

る。主柱穴は不明である．

中央に炉、南束隅にペッド

状遺構、南辺ほば中央に墜

際±.壊がある．

唸

＼
 

s即;7

1,1.20m ． 
! 

。
4 m 

1011:l il(口給の鉢で、 1氏

部は平底である。口径14.0 

cm笞応8.5cmを測る。102は

広口壺で、復原口径15.9cm

である。

S8080竪穴住居 (Fig,16) 

関査区南求に位滋する。

SB⑱1翌穴住居より新しく、

占代のS8077竪穴住居と瓜

複する.S8079掘立柱建物

との新1B関係は不明である。

平面形は長方形で、長軸

~---=1ij園 ニー憚＼
 
層
‘

'・; 106 

0 20cm 

F'ig.16 S8-080竪穴住居 (1/80)、出土滋物 (1/4)
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6. 34m、短袖4.7mを測る。主軸はNl3'Eで、大多数の住届とやや主軸方位が異なか主柱穴

と考えられるものは南には確認できるが北にはなく 、不明といわざるをえない。 中央に炉、

求辺はぽ中央に堕際土壌がある。南辺と、 北辺から北西閑にかけて貼床によるペソド状遺構が

ある．

103は高坪で、口緑部内外面に昭文を施す．復If/.口径30.8cmを測る， 104は（字状IJ緑の虎で、

゜
◎ i 
工◎。◎ 咆◎

｀ 

゜
◎
 56011 

臼
復原口径18.9cmである．胴

部外面下半部はケズ＇）か。

105は長頻壺の一種であろ

うか。内外面にヘラミガキ

が施される。復原u径14.6

四を測る。 106は器台で、

外面はハケメ後ナデである．

14.00m 

S8081竪穴住居 (Fig.17) 

調在区南東に位沼する。

S13080・039竪穴住居より

古い。平面形はやや不竪形

5 な仕方形である。長軸5.38
Cう
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Fig. 17 S8081・084翌穴住1月(1/80)、出土遺物 (1/2)

する。SB085竪1,住居より

古く ．古代のS811鎌恥Z柱
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廷物、中世のSK116iゾ炭と重複

する。平直j形は長方形で、長軸3.

96m、短軸3.06m、面積約II.61 

m• を褥Jる。主紬はN85'Eであ

る．主柱,.,は不明で、中央に炉が

ある．

108は上弾で、 一部に欠LLLがあ

る.£,: さ4.45cm、幅2.&,,,,、残存

煎i,126l(である。

S6085竪穴住居 (Fig.IS) 

調査区中央束奇りに位指する．

SB⑱4竪穴住居より新しく、占代

の5B11311!1立柱建物、中世のSN

IOI溝、 SEll5井戸と巫複する．

平而形は長方形と推定され、短粕

3.2mを測る。主紬はN71'Eであ

る。削平のため、主I切火や炉など

の詳細は不明である。

109は岱がの杯部で．復原1コ径

31.8cmを測'-'・ 110は直I」壺で、 ° 
底部平底である。n径9.2cm. MM 

部政大径16.4cm、底径5.3cm、粋

窃12.1cmを測る。胴部下半部はハ

ヶノ後ナデである．

S8086竪穴住居 (Fig.18) 

濶査区中央束寄りに1立泣する．

古代のSK107:t城と玉複する．平

面形はやや不梵形な長方形で、長

釉4.38m、短袖3.04m、面格12.86 

面を測る。主紬はN75'Eである．

S8085 

S9085 

o O 0 

•Im 
／ ーー ／／／／／／／／／厄

~~ ―/ 

2知

゜゚D 

SDIOI 

14.20m 

g
g
 

《

14,20m 

ク
主柱穴は;f明で、中央にか、南辺 Fig. !8 SB085・086竪穴（主屈 (1/80).Ill土遺物 (Ill:1/2、他： 1/4) 
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l'ig. 19 SB088竪穴住屈 (1/80)、出土遺物 (1/4)
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II 弥生時代

はぽ中央に迎際土凛がある。北西既の本来の壁1/tiは不明である。

111は紐で．先蟷が折れ曲がっている.IIJi面は弧状を呈し、残什即.3cm、幅1.2cm、肛さ

0. 2cmである。

S8088竪穴住居 (Fig.19) 

潤査区中央束寄りに位双する。S8089翌穴住居より新しく、 S8178掘立柱紐物との新1H関係

は不明である．古代のS8090掘立柱建物、中世のSDIOl溝、 SK125・ISOJ: 塘と重複する。平

而形は仕方形で、長軸6.54m.短紬4.25m、面積27.60m'を油1る。主軸はN84'Eである。主柱

穴は不II}]で、中央に炉、東辺にペッド状jff構、南辺ほぼ中央に吠際-,渇．墟がある．

112は須玖系の鋤先状n緑の高杯で、口径15.9cmと小型である。杯部外1面は板状工具による

0 

Sll419 

・ニ
ち
3 

SK12,1 

£5)~ 
S6089 

S0101 

゜
58088 

14.40m 

4
m
 

っん,, , , , , , , , , , , , , , , , , , , , , , , ;,_•• 

デ醐

~-=-~ 
~~, 

・、 122

。
20cm 

Fig, 20 S8089翌穴住恥 (I/80)、Ill土逍物 (1/4)
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＋デである。 113は複合口

絃壺で、復原口径17.如nを

測る。114は精製の長類壺

で、底部は不安定な平底で

ある。口径5.1cm、胴部最

大径11.7cm、ず雑笞13.1cmで

ある.Jllil部外面下半部はヘ

ラミガキを施す。 115は平

旺の広口壺で、口径11.0cm、

胴部位大径16.8cm、器高

14. 9cmである。胴部外而上

半部の一部にヘラミガキが

施されており、暗文を窓図

しているものと考えられる。

116・117はともに乎底のIII

口緑の鉢である。 116は復

原口径14.5cm、料窃6.7cm 

で、底径は2.Sanと縮小し
し

ている。 117は口径16.2cm、‘

粋邸6.8cmを測る。 118は屈

折口緑の鉢で、口径24.3cm、

岱高10.4cmである。底部平

底である。119はく字状口

絃の甕で、復原口径22.0cm i 

を測る．

゜
0~ 

5゚B092 

IL 
灸
。

,Im 

｀ ＇ ， ー2 3 

這~5

一`
〗
ゞ

127 

5B089竪穴住居 (Fig.20)

詞査区中央西寄りに位口

する。SB088・ 419竪穴住

居より古く．古代のS8090

掘立柱建物、 SK124土濱、

中世のS0101溝と頂複する．

平面形は長方形で、短軸

、7124 
n 20an 

Fig. 21 S8092竪穴住居 (1/80)、出土逍物 (1/4)
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4.32mを測る。主紬はN74"Eである。主柱穴、炉は不明である．南辺中央付近に壁際ゴ：墟が

ある．

120はれ口壺で、瓜部平低である。口径7.:!cm、胴部最大径16.8cm、器高15.1cmを濶る,121 

は複介Cl緑壺で、復原IJ径22.4cmである。122は屈折n緑の鉢で、復原n径27.2anである．

5B092竪穴住居 (Fig.21) 

肉査区束側中央に位設する。古代のS8091掘立柱建物と俎複する.SK108土濱との新18関係

'CD,29 

□ l 
。

!Clan 

Sll-094 

喜翠ミ
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応
E 

｀ ’‘‘ ‘① ‘ --、. s螂
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FiR. 22 5B093翌穴住ltli(1/80)、出J:遺物 (129・130: 1/4. 131-155: 1/2) 
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西山田二本松遺跡A区

は不明である。平面形はやや不整形の長方形である。長軸4.7m、短軸3.26m、面積14.54rriを

測る。主軸はN78'Eである。主柱穴は不明である。中央に炉、南辺中央やや西祈りに塾際土

慣がある。周溝が南西閑から南辺にかけてめぐる。

123は広口壺で、口径14.6anを測る。口絃屈曲部にハケメを施す際ハケメ原体側面が当たっ

た痕跡が観察される。124は〈字状口緑の甕で、復原口径18.2cmを測る。胴部外面上半部はハ

ケメ後ナデ、下半部はケズリを施す• 125はミニチュアの鉢で、復原口径7.4cm、器高3.4anで

ある。指頭圧痕が明瞭に残る。 126は屈折口緑の鉢で、底部はやや不安定な平底である。口径

13. 9四、器高7.3<:mを測る。127は直口緑の鉢で、底部はやや不安定な平底である。口径16.7cm、

器~8. 6cmである. 128は直口紐で深めの鉢である。底部は不安定な平底で、復("fl_ロ径13.4匹．
岱高10.4血を測る。内面にナデの際に砂粒が動いた痕跡が残る。

!I 
I 

◎

⑨
 
＠
 ◎’
 R
 

．．` 

E
t
 

---:- 14.40m 

笏 ／／―7777ク 7777"), 0 

二▽
~FTl. 

0 2知

Fig. 23 S8095翌穴住屈 (1/80).出土遺物① (1/4) 
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II 弥生時代

S6093竪穴住居 (Fig.22)

調査区中央北東寄りに位滋する。5B095竪穴住居より古く、古代のS8094冠穴住居と重複す

る。平面形は短辺がやや張り出す仕方形である。長軸7.13m、短紬4.43mを測ふ 主軸はN7!r

Eである。主柱穴と炉は不明である。屈溝は北匹悶で途切れているが、全辺にめぐっているも

のと考えられる。南西既にペッド状遺構、南辺やや東よりに壁際土積がある。

129・130はミ ニチュアの鉢である。129は口径7,3cm、岩高3.3cm、130は口径8.4cm、器高7.0 

mである。131-155はガラス小玉である。 0.3-0.4cmで、紺色の色躙が圧倒的に多い。

。
20cm 

F'ig. 24 S8095竪穴(t居出土遺物② (1/4) 
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西山田二本松瑣跡A区

S6095竪穴住居 (Fig.23・24) 

臼査区中央北東寄りに位置する.SB093・096竪穴住居、 SBI95掘立柱建物より新し〈、古

代の$B094竪穴住居と重複する。 1回達て替えがある。建て特え前は平面長方形で、長軸5.72 

m、短軸3.47mを測る．主軸はNs・Eである。中央に炉があるものと巧えられ、南辺に周溝

がめぐる．北束屈にペッド状遣構があった可能性がある．遠て替え後は南捻が硫認されていな

いが、平面長方形で、長紬

約6.45m、短軸4.18mを測

る。主軸はN5.Eである。

北辺にペッド状遺構、西辺

ほぼ中央に壁際土城がある．

いずれも主柱穴は明確では

ない。

156は広口壺で、底部は

やや不安定な平底である。

胴邸下牛部にケス・リがみら

れる．口径13.?an、諾高16.2

cmを測る。 IS7は直口緑の

鉢で、底部は平底である．

復原口径14.8cm、器高5.6 

CIUを測る。 158も直口縁の

鉢で、底部はやや不安定な

平底である．口径IS.an、

器店6.6cmである。 159はミ

ニチュアの鉢で、口径8.3

cm、若高5.3cmである.160 

は支詞である。 161は壺力‘

甕か判断に迷う。 煤の付芍

はみられない．底部平底で、

復原口径17.むm.器高24.5

anを測る。162-164はく字

状n緑の甕である。162は

底部はやや不安定な平底で、

口径18.知、器高22.6anを

゜

忍「◎ 
’― 

I ss190 

ー、
S809' 

$゚8095 

14.40m 

4m N
 

炒努

20<-
~ 

忘. 

：：： ,_, .. 
€) 
llo..... 

Fig. 25 S8096·097竪穴t~r.,; (l/80). 出土遺物 (1/4)
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11 弥生時代

測る。胴部外面下半部はケ

ズリである.163は底部乎

底で、LI径20.3an、器i岱29.9 

cmを測る。164は底部やや

不安定な平底で令復原口径

22. 3cm、沿高29.4四を測る．

n絃部内面にハケメ起点の

痕跡が残っている。

S8096竪穴住居 (Fig.25)

腐査区中央北束に位沢す

ふ 58095・190竪穴住居、

SBI95掘立柱建物より古い。囀 ＇ 

頭形は長方形で、長釉4 . 2 ~、 ·· l·゜m、短軸3.26mを測る。主 3 
さ

輸はN70"Eである。主柱

穴と炉は不明である。南西

閑にペッド状遺構がみられ

る.S8190竪穴住居との切

合で明確ではないが、酉辺

全体にペッド状遺椙があっ

た可能性がある。

165• 168は直口紬で、平

底の鉢である。165はやや

深めの形態で、内外面に丹

袷りが施される．口径14.8 

cm、器高8.5cmを測る。 166

は復原口径15.9cm、器高6.9 

cmを測る．

戸 167

三 168 

r=,,,. 

ー

＂ 

0
ー
[
)
5

S

O

 

172 

＼二｀—―ご
。

200D 

Fig. 26 SB098翌大住居 (1/80)、/JJ土遺物 (171・172:1/2、他： 1/4〉
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西山田二本松遺跡A区

S8097竪穴住屠

(Fig.25) 

調査区東側中央に位

置する．平面形は南辺

がやや不整形な長方形

である。長軸5.46m、

短軸3.62m、面積19.32 

吋を測る。主軸はN75

・Eである.2本主柱

で、ほぼ中央に炉があ

る。

S6091竪穴住居

(Fig. 26) 

祠査区束餌1中央に位

゜0 。 ~~ 忍 G I 

゜, o~® 戸＄ 173 

◎ 

⑱ I o~ 一 ゜175 
14 .40n, 

嘉
゜』"' -

Fig. 27 S8099翌穴住居 (1/80)、出土遺物 (1/2)

(I) 

I 

゜mil “‘ 
@ 

I 

孟J

,,'" 

置する。SBl77掘立柱建物より新し く、S8099竪穴住居より古い。中世のSDIOl溝、 SK203土

濱と重複する。平面形は長方形と推定され、短軸4.75mである。主軸はNll'Wである。南辺

に貼床によるペッ ド状遺構がある。中央に炉か．

167はく字状口緑の甕で、復原口径14.4cmと小型である。 168は複合口繰壺で、復原口径13.7 

oである。169は無頸壺で、復原口径14.Sanである• 170は嵩杯の坪部で、復原口径30.2cmであ

る.Jf部内外面に暗文的なヘラ ミガキが施される。口縁部内面に暗文が施されている可能性が

ある。

＂＂江 玉で、四4cmである。中央からややずれて径0.2cmの孔が開けられている。

172は鉄鈍で、断面弧状を呈する。残存長4.Sem、幅I.4c,n、厚さ0.15cmである。表面に樹皮

状のものが遺存している。

S6099竪穴住暑 (Fig.27)

調査区束憫中央に位匹する。SB098竪穴住居より新しい。古代のS8200掘立柱建物、中世の

5D101溝、 SK203土濱、 SP202土濱墓と重複する。平而影は長方形である。長軸5.3m、短軸3.糾

m、面積19.49rriを油）る。主軸はN7rEである。主柱穴は不明確で、中央やや西寄りに炉があ

る．

173- 176はガラ ス小玉である。 173• 175は淡斉色、 174 • 176は紺色である。
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II 弥生時代

14.20m 

。
4m 

rig. 28 S8122・214・3-02竪穴住居 (1/80)

S8122竪穴住居 (Fig.28・29) 

岡査区束端に位置する．ポックス部分との境界にあり、全体の形状はやや不明瞭である.SB 

214竪穴住居より新しい。S8302竪穴住居との新IEI関係は不明であるが、 S8122竪穴住居が新

しいと推定される．南東辺にもペッド状遺楕があるものと考えられ、平面形は長方形と推定さ

れる。鉗輪は3.66mを測る。主紬はNG!'Wであり、他の住居と大きく異なる。 2本主柱であ

る。中央に炉、北西辺にペッド状遺構、 I紺返辺はIt中央に壁際土濱がある。

177はミニチュアの鉢で、口径8.0cm、器ぶ4.7cmである。指頭圧叙を明瞭に残す。178は支即

で、据径II.2~m、器布9. 4cmである. 179• 180は直口様の鉢である• 179は口径14.7cmである。

180は深めの器形で、底部は凸レンズ状底である。口径15.3cm、笞窃8.0cmである。181は口径

23. 8cm. 器/.lil5.4cmを測る大型の直n緑の鉢である。底部は不安定な平底で、胴部外ilti下半部

はケズ＇）である 。182はく字状口緑の甕で、復原口径24.8cmである。183は短く直立気味の口絃

部をもつ応坪で、口径31.3cmを測る。184は壺で、底部は凸レンズ状底である．頸部に三角突

ー 47-



西山田二本松遺跡A区
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＠ R 

゜ti ·~ 
゜゜゜190 191 192 

◎ 

゜
。

fig.29 

—48-



＂ 
弥生時代

帯が1条めぐる。胴部外面下半部はケズリである。

5B214竪穴住居 (Fig.28)

濶査区束靖に位沼する。S8122竪穴住居より古い。大部分は削平されており、平面形は不明

であるが、ポックス部分の潤査の際に床面と考えられる部分が検出されている。南北軸は6.0

｀ 
u.父
)m

U,;()m 

：

ー

e
•J 

。
4m 

u1os
・
1,1
 

ヽ

。O
。

S8155 

L

一ー $~)総
14,5伽9
， ， 

Fig.JO SB148・155翌穴住居 (1/80).出土遺物 (1/2)
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西山田二本松遺跡A区

mを測る、 主紬はNIT W 

である。 い心
58302竪穴住屠

(Fig. 28・29) 

調査区東端に位置する。

S8122翌穴住居、時期不明

のSE305井戸より古いと考

えられる。平面形は方形に

近い長方形である。長紬

5.21m、短軸4.77m、面積

約24.73m• を測る。主軸は

NIS-Wである。主柱穴は

不明で、中央に炉がある．

束辺ほぼ中央の土墳が壁際

土濱になる可能性がある。

北辺と西辺に周溝が途切れ

途切れにめぐる。

usは支脚である,186は

球状胴部をもつ直口紐の鉢

である．口径15.Zanを測る。

187~197はガラス小玉であ

る．

14.40m 

~/, 0 

w. 
I -J  II R0c  

＼ LJ. C> G) (E) 203 204 205 
A O 5"' 

S8155 

。
S8141竪穴住愚 (Fig.30) 

綱査区中央北束寄りに位置する。平面形は閑九長方形で、長輪5.25m、短輸3.25m、面積約

Fig. 31 S8167竪穴住居 (1/80)、出土遺物 (203-205: 1/2、他； 1/4) 

15. 76面を測る。主軸はNrWである。 2本主柱で、径9、16011の柱痕跡が確認される。

S8155竪穴住居 (Fig.30)

調査区中央北寄りに位置する。$B156・ 167・401竪穴住居より新しく、古代の$B171樹立柱

建物、中世の5D068溝と重複する．平面形は細長い長方形である．氏軸6.9m、短軸3.8m、面

積約25.0而を詞る。主軸はNITWである。北束隅はCP部との境界で不明である。主柱穴は

不明であり、中央に炉がある。西辺から南辺、束辺にかけて周溝がめぐる。北東既と南東隣に
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II 弥生時代

ペッド状遺構、東辺はぽ中央に蚊際土濱がある。

198は鉄鎌である.f虹f.長7.6cm、幅2.4cm、序さ0.3cmを測る．

5B167竪穴住居 (Fig.31)

謂査区中央北溢に位沼する.S8174・401竪穴住居より新しく、 S8155・I邸竪穴住居より古

い。平面形は長方形に近い隅丸長方形である。長軸4.邸m、紺軸3.06m.面積13.59吋を測る。

主輪はNl7 Wである。主柱穴は不明で、中央やや東よりに炉がある。周溝が11ぼ全辺にめぐ

り、束辺はIf中央に限際土壕がある．

199はミニチュアの鉢で、 [I径9.4cm、器嵩7.2cmである。200は長胴の小型の鉢としておく ．

底部はやや不安定な平底である。口径9.4cm、器高9.3cm を切る。 201 は底部がやや不安定な•I'

底の広口壺である。口径9.6cm、沿硲13.2cmを濶る。胴部外面下半部はケスりである。202はく

字状口緑の甕で、底部は平底である．口径13.1cm. 器高13.5cmである。 203-205はガラス小玉

である。205は径は大さいが、 平ぺったいので小玉としてお〈．

5B168竪穴住屠 (Fig.32・33) 

詞査区中央北端に位沢する。住居北側が一部調企区外にある。 S8165・167・174竪穴住居よ

り新しい。平面形は隅丸艮方形になるものと推定される。短軸3.41mを謁り、主軸はNiaW 

である。主柱穴や炉は不明である。北束隅にペッド状遺構がある。

206は中型の徽造袋状鉄芹で、筋や剥離が若しく、本釆の形態を知ることは難しい。全長5.5 

cm. 袋部幅2.5cm、刃部幅3.1cmはどである。

207• 208は〈キ状n様の喪である。207は復原口径13.6cm、器高15.1cmで、底部はやや不安定

な平庇である。208は復原口径24.4anである• 209は支詞で、樹径10.6cm、牲高10.5cnである。

210は無頚壺で、底部は不安定な平底である。口径12.5cm、沿応II.2cmを測る。外面に荒いヘラ

ミガキを施す。 211は長胴の外で、底部は不安定な平底である• [I径12.&m、器高10.6cmを測る。

外面と内而上＊部に縦方向のヘラミガキを施す。212-214は屈折口給の鉢である。 212は口径

16. 年、器"//~JO. 0cmを測る． 底部は不安定な平底で、胴部外面下半部はケズリである• 213は

ロ径23.4cm、器窃14.1cmを測る。底部平底である。214は復原口径27.4cmで、底部はやや不安

定な平底になるか。215-218は複合口給壺である。215は口径19.7cmで、頸部に三角突佑：が2

条めぐる。 216は顕部に 2 条、田部に 1 条三角突帯がめぐる• 217は顆部に 1条、枷J部に2条の

三角突帯がめぐり、底部は平底である。218は口径18.7cm、料窃36.4cmで、底部やや不安定な

平底である。類部に三角突帝、胴部にコ字状突帯がそれぞれ 1 条めぐる。 219• 220は広口壺で

ある。 219は復原口径16.0cm、沿窃29.lanで、底部は平底であるが、端部に九みがある。 220は

日径17.4cm、料嵩27.9cmを測る。底部はやや不安定な平底で、胴部外iili下半部はケズリである。
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Fig, 32 S8168'1: 紗·~Mり ( 1/80) 、 出土迅物① (206: 1/2、他： 1/,1) 
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［］ 弥生時代

。
20cm 

Fig. 33 S8168竪穴fVJ:・出土遺物② (1/5) 
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西山田二本松遺跡A区

S8190竪穴住居 (Fig.34)

調査区中央北東に位置す

る.S13096竪穴住居より ---
新しく、古代の5B186竪穴

住居と煎複する。平面形は

やや不竪形な閑丸長方形に

なるものと推測される．短

紬3.2mを測る。主袖はN ¥,_゚------
I'!: Wである。2本主柱 M.50m 

で、 中央に炉がある。因溝

が束辺と西辺にめぐり、函

辺Iiば中央に壁際上城があ

゜
4m 

I'' '' 
る．

221は無頚壺で、底部は

不安定な平底である。口径

13.5cm、船むj14.9血を測る。

222はく字状u様の炎で、

底部平底である。口径15.6 

叩、器裔23.5cmを測る．

S8204竪穴住居 (Fig.35) 221 

調査区北束に位磁する。

SB205竪穴住居、時期不明 ゜
のS0!87溝より古い。SB Fig. 34 SB190竪穴住居 (1/80)'出土遺物 (1/4)

223掘立柱建物との新IEll関係は不明である。平f/jj形は長方形で、仕軸5.54m、短軸3.18m、面

偵約16.82m'を測る。主粕はKlrWである。主柱穴は不明確で． 中央に炉がある．切合で不

明説であるが、北辺にペッド状遺構がある．

S8205竪穴住居 (Fig.35)

潤査区北束に位囚する。 SB204竪穴住居より新しく、 S0187溝より古い。S8223掘立柱廷物

との新旧関係は不明である．平面形は長方形である.~ 紬5.96m、短輪4.0m、而積約23.35m• 

を測る。主軸はNl2'Wである。主柱穴、炉は不明確である．
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5D187 

＂ 
S8201 

S8223 

14.40m 

霰→—~咳咳勿ア／／え

． 
9

。

コ° S6301 

玉 4
 
9
-―
 

2
 

D
1
e

。

0
1
 0225 
5<'ffl 

14.•IOm 

、，脅~ 
0 10cm 

。
4m 

Fig. 35 S8204・205・301翌六住居 (l/80). 11¥..l:i!I物 (223・226:1/4、224・225;I/2) 
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223は長頸壺で、口径7.6cm、悩~17. lcmを測る。底部は平妊であるが、端部が丸みを帯び、

ハケメが施される。

5B301竪穴住居 (Fig.35)

潤介区北東悶に位沼する。平面形は長方形で、長軸6.02m、短軸4.98mを測る。主輸はNl3'

Wである。主柱穴は不明で、

中央に炉か。西辺函側に周清

がある．束辺中央やや北より

に墾際土漿か篇

224は切子玉で、約半分を

欠失する。長さ0,55cm、幅0.55 

cmを測る。225はガラス小玉

で、淡廿色である• 226は直

口緑の鉢で．復1,t口径14.&m

である．

S6401竪穴住居 (Fig.36)

関在区中央北寄りに位；召す

る.S8155・167翌穴住居よ

1)古い．平頂i形はやや,j,整形

な隅丸長方形になるものと考

えられる．貶紬5.92m、短紬

4. 74mを測り、 主釉はN71'

Eである。主柱穴は不明で｀

中央やや南寄りに炉がある．

227・228はガラス小玉で、

いずれも紺色である．

S8405竪穴住居 (Fig.36) 

洞査区中央やや北浴りに位

孜する。古代の5B171掘立柱

紐物と重複する。平面形は細

長い長方形で、長軸6.17m、

~ 

乞ョ
14.60m 

<ii) 

゜I I 杉
゜゜227 228 

゜
。貸。」
三 ~ C: ー四竺

。
4111 

Fig. 36 SB40I・405竪穴住//;(1/80). 出土沿物 (1/2)
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＂ 弥生時代
短軸3.17mを測る．主軸はN84'Eである．主柱穴は不明確で、中央に炉がある。北西閏から

西辺に周沿がめぐる。

S8418竪穴住居 (Fig.37・38) 

調査区中央南がりに位沢する。古代のS8021掘立柱述物、中世のSBOSOJ!i!立柱俎物、 SK025

土城と重複する。平面形はやや不整影な長方形で會長軸5.15m、短帖約3.9mである．主軸は

NlS" Wである。主柱穴は不

明確で、中央に炉か．北東閑

から北辺に途切れ途切れに因

溝がめぐる．東辺やや北寄り

に壁際土凛か．

229• 230はガラス小王であ

る。231は石包Tで、残存長

7. 4<;m、幡4.知、厚さ0.6cmで

ある。灰白色の泥岩系抗の石

材である．

14.0llm 

臼〉
SBヽ19

◎̀ 

。

5B419竪穴住居

{Fig. 37・38) 

虞査区中央やや束寄りに位

置する。S8089翌穴住居より

新しく、古代のS8113掘立柱

建物と重複する。平面形はや

や不整形の氏方影である。長

軸4.98m、租軸3.7m、面積

14. 42面を測る。主軸はN1・

Wである．主柱穴は不明で、

中央に炉がある。北束閉にペ

14.20m ッド状遺構があり、それにそ

って闘清がある。束辺ほぼ中

tuま
．r
-

4 on 

rig, 37 5B418・419竪)¥;住居 (1/80)

央に堅際土濱がある．

232は器台で、復原受け部

径15.5cm、樹径16.6an、器高

→ 7-
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SBヽ18
I 

◎ ◎ ‘‘ 
◎ 

゜゜229 230 ヽ ’‘ 'ft 
., __ 

231 

゜
10cm 

S9419 

232 

。
2知

Fig.38 S出 18・419竪穴住屈Ill土遺物 (229-231: 1/2、他： 1/4) 

20. 7cm を測る。 233 • 234はく字状口紐の甕で、いずれも平底である.233は口径25.1cm、器店

35. 0cmを測る.234はやや口給部の凪曲が強い。復原口径21.2cm、器府23.2cmを測る．

2. 掘立柱建物

弥生時代の掘立柱建物は25棟確認され、 201蒐図示した。構造は 1間X1間のものが1材屈と 1

間X2 r, りが131J訳？ある。このうち特徴的なものとして、 J間X2間の構造のS6079掘立柱廷物

には棟持柱がみられることがあげられる。なお、図示していないものも含め、 一覧表(Tab.3) 

にまとめている。
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＂ 
S6018撼立柱建物

弥生峙代

(Fig.39) 

調査区南西に位翌する。

S8019掲立柱廷物とほぼ軸

をそろえて並んでおり、同

時に建っていた可能性が高

い。構造は 1問X2問で、

梁行3.13m、桁行3.Smで

ある。主軸はN6rEであ

E
『

る。柱の掘形は0.8Xl.Om

ほどの閑丸仕方形を基本と

しているが、不整形のもの

が多い。一部の柱穴に2段

掘りがみられる。埋土は基

本的に黒色土である。柱痕

跡は径16-26cmである．

S8019撮立柱鴫物

(Fig. 39・43) 

関査区南西に位沢する。

S8018泥立柱廷物と並んで

いる．構造は 1間xz川］で、

芸 13.SOm0 
梁 行2.63m、桁行3.6mで

ある。主軸はN63'Eであ

Fig.39 S8018・OJ暉立柱氾物 (1/80) る。柱の掘形は0.7Xl.lm

ほどの隅九長方形で、 2段掘りを基本と しているが、不整形なものが多い。挫土は暗褐色土と

晶褐色土で、一部は版築状になっている。柱痕跡は径18-24cmである。

235は〈字状口緑の甕で、復原n径25.0匹である．

58042撮立柱璽物 (Fig.40)

綱査区南束に位置する。 S8052竪穴住居、 S8220掘立柱建物より新しく、古代のS8035竪穴

住居と重復する。構造は 1問X2間で、梁行3.2m.桁行4.76mである。主輪はN82"Eである．

柱の掘影は0.8XJ.2mはどの隅九長方形で、2段掘りを基本としている。P2には礎石がみら

-59-
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山os・t1

枷
゜f I ~"'~ I 

F'ig. 40 S8042・220氾立柱退物 (1/80)

れる。柱痕跡は確認されていない。

236は複合口絃壺で、復原口径11.5cmである。

S8220掘立柱建物 (Fig.40・43) 

＼ E 
~ 

"' 13. 印m

謂査区南束に位置する.S8052翌穴住居より新しく、 S8042掘立柱建物より古い。構造は 1

問x2間で、梁行2.92m、桁行3.32mである。主輪はNso・Eである。柱の掘形は一辺0.7mll 
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゜←'' Fig.41 S即79・ 172掘立柱建物 (1/80)
どの隅丸方形を碁本とするが．不祭形なものが多い．柱痕跡は確認されていない。

S6079撼立柱建物 (Fig,41)

II 弥生時代

4m 
I 

調充区南束に位沢する.S8076・040竪穴住居、 SBU7掘立柱建物より新しく、古代の5B077

翌穴住居、中世のSD078溝と頂後する.S8172掘立柱建物より新しいと考えられる。構造は、

2 IIUx 2 Oilの総柱のようにみえるが、中央の3ヶ所の柱の掘影や柱痕跡が他のものに比べて小

さく、沃いことから、中央に棟持柱をもつ1間X2間の掘立柱建物と考えられる。梁行3.51m、

桁行5.04mである。主紬はNSO"Eである。柱の掘形はl.IX].5mはどの閏丸長方形で、 2段

掲りを碁本としている。現状の深さは0.6mほどである．埋土は暗褐色土と焦褐色土で、一部

賞褐色土（地Iii土） と版築状になっている部分もある。柱痕跡は38-4恥mである。棟持柱の掘

形は一辺0.7mはどの隅丸方影が基本で、現状の深さ0.3mはどである。埋土は昭褐色土と貿掲

色土である．柱叙跡は径25-27cmと小さい．

S6172揚立柱建物 (Fig.41・43) 

綱査区南東に位沼する．古代のS8077竪穴住居と重複する。構造は 1旧IxI IUIで、梁行l.8

m、桁行2.48mである．主紬はNs・Wである。柱の掘形は一辺0.8cmを基本としているよう

ーも1一
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で、埋土は貧褐色土と焦褐色土で、確認でさる柱寂跡は径24anである。

238はミニチュアで、復原口径4.5cm、器高5.6cmである。胴部に三角突帯が2条めぐる。

56110撼立柱竃物 (Fig,42・43) 

調査区東側中央に位置する。古代のSB087竪穴住居と韮複する。S8117!足立柱建物とはぽ軸

をそろえて並んでおり．同時に建っていた可能性が高い。構造は 1問xz問で、梁行3.04m、

呟盲云云~迂呈逗竜

E
S
.
E
I
 

9

冒

ィ
A
f"＂
9

9

 

。

3
.
5
0
,
n
 

,u
o
s
・c
 

Fig.42 58110 · 111·lliJ~ 立枯建物 (1/80)
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5B019 S6042 

戸 t.
S8172 

~!8 

(I 2知

Fig.43 掘立柱迅物出土遺物 (1/4)

桁行4.06mである．主釉はN78"Eである。柱の掘形は0.6Xl.lmはどの長月形で、 2段掘り

を基本としている。埋：I.:は基本的に暗褐色土と黒褐色土で、 一部版築状になる部分がある．柱

痕跡は径20~28cmである．

237は支脚である。

S8111撼立柱建物 (Fig.42)

潤交区束1111中央に位霞する。古代のSB087竪穴住屈と煎複する。栖造は 1間X2間で、狂て

栢えがある。媒て替え前は梁行2.76m、桁行4.0mで、 主軸はN7S-Eである。達て替え後は梁

行1.85mで、桁行は南辺が2.38m.北辺が2.68mといびつである。主軸はN73'Eである。柱

の掘形は一辺0. Smほどの悶丸方影を基本としている。埋土は暗褐色土と焦褐色土黄褐色土で、

部分的に版築状になる．柱痕跡は建て替え前が径17-18cm、述て替え後が径14-19cmである。

S8117燻立柱建物 (Fig.42) 

調査区[t,j東に位沢する。 S8076竪穴住居より新しく、 S8079・172掘立柱建物より古い。古

代のS13077竪穴住居、中世のS0078溝と韮複する。 SBIIO掘立柱廷物と並んでいる。構造は 1

閲X2「りで、梁行2.54m、桁行4.48mである。主軸はN7lrEである．柱の掘形は0.5X). 2m 

はどの隅丸長方形で、 2段掲りを基本としている。埋土は暗褐色土が主体で、黒褐色土と貿褐

色土で部分的に版築状になる。柱捩跡は径18~26cmである．

S8112撼立柱建物 (Fig.44) 

調査区束側中央に位置する．古代のS8092掘立柱達物と爪複する。構造は 11¥IJX1間で、 梁

行1.92m、桁行2.65mである．主軸はN14・Wである。柱の掘形は一辺0.5mほどの閉九方形

~3-
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を墓本としている。埋土は暗～黒褐色土と黄褐色土である。柱痕跡は径14-lScmである．

S8126撼立柱建物 {Fig.44) 

潤査区東側中央に位匹する。捐盗は 1問XI問で、梁行2.7m、桁行3.12mである。主軸は

N76. Eである。柱の堀形は一辺0.5mの隅九長方形を基本としている．掘形の形状から柱が抜

き取られている可能性がある。

I~ woo・n 

=立＝圭攣14.00m

‘、肩

58140 

l1111111r 

；；喜三三三ミ[
享~worn~

口
一

126 

畷-~,~企＝三こ声

Sヽ8173 

一~~ニ13.SOm
14.00m~~-臣

。
4m 

Fig. 44 S8112・126・140・173堀立柱娃物 (J/80)
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5B140撮立柱建物 (Fig.44)

綱査区西端中央に位置する．構

造は 1間X2間で、梁行2,63m、桁

行3.4mである。主軸はNSTEであ

る。柱の掘形は径0.4-0. 5mの円形

を基本としているようであるが、

柱が抜かれている関係か全体的に

不竪形である。埋土は黒色土を主

体として、 II.¥褐色土と貨餌色土で

部分的に版築状になる。柱鋲跡は

径15~23coである。

S6173撼立柱建物 (Fig.44)

調査区中央北束窃りに位沢する。

構造は 1nnx I rmで、梁行2.15m.
桁行3.16mである．主軸はNs・W

である。柱の掘形は一辺0.4mはど

の閑丸方形を基本としているが、

不整形なものが多い。埋土は暗祁

色土が主体で、焦褐色土と寅褐色

土で祁分的に版築状になる。柱痕

跡は径16-18anである．

弐玉全-—~-
l
U
l)$
'
£
1
 m
 

9
9
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。
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3
 

ー

5D187 

,r-ぶ

S6179撮立柱遭物 (Fig.45)

言
13.SOm _ 

゜
"---_ = 
4m 

詞査区東111!中央に位笈する。中 f'ig. 45 5B179・195掘立柱建物 (1/80)

世のS0101溝と重復する．構造は 1間XIfUJで、梁行2.79m、桁行3.4mである．主軸はNlO"

Wである。柱の掘形は一辺0.6mはどの悶丸方形を基本としている。柱娯跡は確認されていない。

5B195撮立柱鴫物 (Fig.45)

祠立区北東に位氾する。 5B096掘立柱廷物より新しく、 5B095竪穴住居、時期不明の$D187

溝より古い。構造は 1間XI IUJで、梁行2.63m、桁行3.25mである。主軸はNl3'Wである。

柱の掘形は一辺0.5mほどの隣丸方形を基本としている。柱痕跡は確認されていない。
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3. 周溝状遺構

SX044周溝状遺構 (Fig.46)

調査区南束に位沢する.SBOSI竪穴住居との新1日1関係は不明である。平面形は悶九方影に近

い円形である。外径3.45m、内径は東西2.94m、南北2.85mを測る．固溝内に小穴が多数検II',

されているが、この遺構に伴うものがあるかどうかは不明である。埋土は褐色土から黒褐色:I:

である。遺物はllとんど出土していない．

239はく字状口絃の甕で．復原Cl径18.0cmである。胴部内面のh暉 l部付近に板を当てた碩跡

がlll.察される．

遠 13.50m 13.50m翌翌

I. ,;i褐色砂土
2'賀紀色J:(枯土プ0ックを含む）
3. 躇出色砂買土 （閉褐色土プロックをかなり介む）
4. /,!¥褐色土
5. 褐色砂tt土 （地~Jプロ ッ クを含む）

。
2m 

。
2知

Fig. 46 SX044屈溝状遺構 (1/40)、出土漬物 (1/4)
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4. 土濃

弥生峙代の土壊と確誌できるものは3基検Illされた。

SK1D8土凛 (Fig.21)は潤査区束側中央に位沼する。平面は屈九方形である．

SK13D土濃 (Fig.47)は潤査区束側中央に位置する．平面は不整形な楕円形で、立ち上がり

は綬やかである．いずれの土積も弥生土岱の小破片が出土したのみで、性格不明である．

SK131• 132• 133土嘱 (Fig.47)は調査区西端中央に位置する。製冷時には3基の土張の切

合としていたが、土屑図をみるともっとも新しいとされるSK131土濱も何阿か掘り宜されてい

るようである． したがって` これら 3基の土演はほぽ同一場所に何1ii1か掘り直された一述の土

演と考えられる。埋・tは暗褐色土から焦褐色土で、砂を含む肘が多い。
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Fig. 48 SK13I・132・ 133士呪l1土遺物 (1/5)

240-244はく字状口緑の甕である。 240は復原〇径30.2anで、三角突帝が1条めぐる。241は

復尿口径2:1.0cmで、胴部外面は9ヽケノ後ナデである.242は復駁口径24.3cm、2ヽ3は復原0径26.0 

cm、2ヽ4は復1以n径31.北mである。245は史の底部で、平底である。外而はハケパ友ケズ1/であ

る.246は長胴で平底の合位の底部と考えられる。 247は複合r:1緑壺の胴部ドキ部から底部で、平

底である。いずれもSK132土暖から出七しているコ

5. 河川跡 （ドig.49-51) 

濶査区西側に数条確認できる． しっとも大きなものがS0058で．それにほぼ並行するように

SD062・146・H7. S0058から分かれるようにS0149がある.S0058は、埋土が灰白色から灰
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＂ 弥生時代

。
2m 

I. 戎;I:.（茶褐色;I:)
2. 隋灰色砂
3. 黒灰色砂

4. 灰黒色砂
5. &ff灰色砂
6. 黒色土（砂を含む）
7. 暗灰色砂

8, Uff白色砂
9. 茶褐色:t.（砂を荘干含t,)
10. 暗褐色砂
11. 暗茶褐色砂
12. 地I~ (贔褐色土）

13. 地山 （咽茶褐色土）

江入ニベロ:¥Mo 
v!Cil. 冒I~ ロ〗;,

＂^ 
10., 噴9

Fig. 49 S0058河川跨土層図 (l/40)、出土遺牡i(D(l/4) 

黒色の砂であることやその堆積状況、形状、また出土遺物、切合関係から弥生時代の河/II跡と

考えられる。 S0058以外もほぼ同じような状況であり、同様に河川跡とみられる。 S0058河川

跡からは完形のものも含め．相当量の土器が出土している。なお、 S0058河川跡は大和町が綱
(I) 

査した西山田二本松遺跡4区S085溝状遺構に絞くものと考えられる。

248-285はS0058河川跡出土遺物である,248-251はミニチュア土岩で、 249は指頭圧痕を

残す• 258は平底で直口緑の鉢である。口径14.9cm、硲高7.2cm., 259は長朋の鉢としておく．

復原口径14.4cmで、不安定な平底と考えられる。 260は口繰部がわずかに外反する鉢で、やや

不安定な平底である。口径15.0cm、笞高6.6cm, 261は直口緑の鉢で、不安定な平底と考えられ

ふ復原口径17.2cm, 262は屈折口繰の鉢で、やや不安定な平底である。口径20.OClll、若高9.1

cm, 263は平底で球形胴部の直口縁の鉢である．口径15.lea,、岱?.'li9.4cm, 264・265はやや不安

定な平底のコップ形の鉢である。264は復原口径8.8cm、265は口径12.4cm、若高12. ~m.

266-210は広口壺である• 266• 261は不安定な平底、 268 • 210は平底である。 266は口径12.3 

cm、若高15.Jm.261は復1点口径12. 8cmで、胴部に穿孔がある• 268は口径14.0cm、器高16.6cm. 

269は復原口径13.0cm. 210は口径14.0cm、諾高17.2cm, 211はた顕壺で、不安定な平底である．

胴部下半部はケズリである。272は直□緑のミニチュアの壺としておく。復原口径8.公叫蒻高

9. 1cm。 213 • 214は小型の壺である。 273は口径9.2cm、若高10.1四で、胴部外面には雑なヘラ

ミガキが施される。 274は口径11.4cm、笞高11.釦..

,9--



西tlllll二本松遺跡A区

269 

271 ゜Fig.50 S00認河川跡出土遺物② (1/4) 
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＂ 弥生時代
275はく字状口絃の史で、平底である• n径16.0cm、粒ii'li20.2cm. 276は鋤先状口緑の高杯で、

復原n径30.0cmである。277は忘坪脚邸で、 外面に上部はどT寧なヘラミガキが施される。 278

• 279は支＂である• 278は内面に板状工具によるナデの痕跡が残る。 280-284は器台である。

285は石包丁で、 2ヶ所で穿孔の中止が確認される。刃部も研ぎ直しの途中のようである。

暗緑色の粘板岩系統の石材である。残存長11.1cm、残存闊I.1cm、原さ1.1cmを測る。

"v
 

,o.,. 

278 

277 

279 2帥 281 

282 233 。
284 
1如

l'ig,51 SDO我河川跡出土遺物③ (285 : 1/2、他； 1/4) 
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西山田二本松遺跡A区

6. 小結

以上のように、この調査区では弥生時代後期前半代を中心とする集落が確認された。検出さ

れた遺構としては、翌穴住居80棟、趾立柱建物25lll!、周溝状遺構1基、土濱3碁、河川跡数条

である。ここでは、それぞれの遺構の特徴などをまとめてみたい。

竪穴住磨は平面が長方形と隣丸長方形のものである。 主柱穴は、明確なものはすぺて2本で

あるが、不明なものも多い。主軸方位は、長軸をiii北1ことるものはNJO-JS-W、東西にとる

ものはN7s-so・Eのものが多い．これは住居の主紬を決める際に10・ほど西傾した基汎のよ

うなものがあったことを示唆する。後述するように、 7世紀代の竪穴住居も西傾しており、方

位に関する別の規制がない場合には主軸がやや西傾するのがこの地区の癖である可能性もある．

たば弥生時代後期後半代の$8080・122竪穴住屈はその他の住居とは主軸方位がかなり異な

っており、時期的に主軸が変化するようでもある。後期後半代に斜行する主軸の竪穴住居があ
に）

るこ とは本綱査区の東に隣接する東山Bl一本杉遺跡n・Ill区でも似たような状況がみられる．

ペッド状遺構は住居の全容が明確な邸棟のうち、27棟に確認される。この調査区では峙期的

に新しい$B080のペッド状遺楕が床面での占有率がもっとも高い。全体的にみても、峙期が下
(3) 

るにつれて占有率が芯くなるようで、すでに指摘されている変化の中で理解できる。

また、限際土濱は41棟に確認される。南辺と東辺につくものが多い。完形の土笞が出土した

ものがかなりみられ、ミニチュアなどの出土こそ明確ではないが、祭祀的な場所であったとい
(4) 

う推定を支持するものと思われる。

時期は出土土器からすると後期前半のものが多い。集落の上限は、中期末までさかのぼる可

能性もあるが、明確なものとしては後期初頭である。下限は後期後半であるが、後牛代の住居

は少ない。ただ、これらの状況は本悶査区内でのものであり、周辺の状況と合わせて検討する

ことで集落の動向を巧えていかなければならない．

握立柱遵物は調査区南東部分にかなりまとまって検出されているが、特に倉屈群を形成して

いるわけではない。主軸方位も閃辺の竪穴住居と似ており、住居に伴う倉慮と考えられる。

特徴的な掘立柱建物としては、棟持柱があるS8079があげられる。規模も3.51X5,04mと大

きく、柱寂跡も径40cmを越えるものが多い。したがって、かなり窃刷の廷物であったことが考

えられ、単なる倉庫とは考えにくい。集落におけるシンポリックな廷物ではないだろうか.* 
期は1l/1確ではないが、切合関係や主翰方位などからすると後期中頃であろう．

濶査区西側には河川鑢が検出されている。特に$0058からは完形を含む相当黛の土器が出土

している。若種は甕｀応坪が少なく、壺が多い。またミニチュア土器が多数みられる．これは、

この小河川が巣落に生活用水を運ぷ機能をもっており、祭祀の対象であったことを示唆してい

るものと考えられる。

また、何回も掘り直されているSK131 ・ 132• 133土嘱は、 S0058を始めとする河川跡の周囲
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西山ll1二本松遺跨A区

に弥生時代の遺構がみられない中、唯一確認される弥生時代の土）Mである。水（み場などの機

能が考えられるかもしれない．

出土遺物の中で注目される遺物として、 鋼釦がある。 SB002竪穴住居から出土した銅釦は、

時期が判明する例としてl't重である。住居の時期は、出土土岱が小破片が多（明確ではないが、

前半代のものが主体で、 一部中頃のものが確認できる．銅釦は本例と佐賀県小城町布施ヶ里遺
(S) (G) (71 

跡22号土濱梨3点、熊本県神水遺跡23号住居址1点 ．京都府三111木遺跡1点で、 8本におい

て4遺跡から 6点が出土している。

このように、数多くの竪穴住居．象徴的な掘立柱建物、錆釘などから後期前半から中頃の時

期は、この地域の中でも中心的な集落であったことが考えられる．

ここで、製査区周辺との関係を若―F述ぺてみたい。関査区の西側には本報告所収の洒Ill田三

本松遺跡があり、やはり後期前半代を主体とする集路が確認されている。 二つの竪穴住居群が

認められるようである。

東側に隣接する西山田二本松遺跡B区．束山田一本杉遺跡11・ Ill区では、後期前半の横口式

土濱砒を主体とする30甚はどの1J't墓群と後期後半を中心とするかなり大規撲な集落が確認され

ている。出土土器には須玖系高杯が少なく．後期前半の住居は少ない。束西に細長い関査区の

ため北1l11や南側の状況が明らかにされる必要はあるのだが、このような状況から、後期前半の

坑立を営んだ恥団は西IIJIII二本松遺跡A区の集蕗である可能性が高いと思われる．また、西

山田三本松 ・ニ本松遺跡では後期1iりキを主体とする集落で、後期後半になって束山田一本杉遺

跡n-ru区に集落の主体が移動したものと考えられる．
以上のように、今匝j(l)関在によってさまざまな成果を上げることができた．ここでは、躙査

(8) 

区とその周辺の様相をまとめるだけに終わったが．嘉瀬Ill対燦の惣座遺跡などの環溝菓落群

との対比など興味ある問題が数多くある．今後、この地域の弥生時代から古墳時代への社会の

動態が解明されることが期待される。

〈註〉

1 大和町教行委H会 1992『束山田一本杉遺跡・西11.1m天神濱跡・ 西山田二本松遺跡・西LIJ田三本松

遺跡』大和町文化財講査報告苔第13梨

2 佐賀県孜行委U会 1995『東山田一本杉遺跡』佐賀県文化財潤査報竹笞第1お集

3 福r.1,J県教行委R会 1977『九州縦只'l'I動車追関係埋磁文化財関査報告』 XIX

4 福岡県教行委n全 1992 『権田パイパス関係埋蔵文化財潤査報告』 ~8巷

佐賀市教打委U会 1994r大野原遺跡』佐只iii文化財潤査穀ぢ苔第4糾し
5 1984年度小城町教育委n全関査
6 熊本市教Yl't!Jl全 1986『神水遺跡発掘調査報告書』

7 山田良三 1970'E.111木出土の異形？／銅器J 『日本古文化論孜』

8 佐費県数f1委j~会 1990『惣座遺跡』佐賀lしし文化財悶査1'!l佑杏第96集
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弥生時代

Tab. I ガラス小玉観衣表

峠ヽUt昧径 孔径 If/. 色 登録番号 難S号紅輯 径 孔径 Iii- 色 登鉗番サ

22 004 0. 3 o. 15 0.2 紺 95-1446 135 093 0. 3 0.1 0.2 紺 95-1862 

23 0. 3 0.1 0.3 淡育 95-1464 136 0. 3 0. I 0.2 紺 95-1867 

24 0. 4 0.2 0. 4 淡冑 95-1447 137 0. 3 0. I 0. 2 紺 95-1901 

25 0. 6 0.2 0. 45 i炎斉 95-1463 138 0. 3 0, I 0.25 紺 95-1858 

29 006 0. 45 0. I 0. 4 淡育 95-1470 139 0. 3 0. I 0. 3 紺 95-1868 

30 o. 5 0.2 0.5 淡・rr・95-1445 140 0. 3 0. I 0.3 淡・,195-1866 

42 009 0. 25 0. 15 0. 35淡n・95-1451 141 0. 3 0.1 0.3 紺 95-1864 

43 0. 3 0.1 0. 3 淡・J!i'95-1466 142 0. 35 0. 15 0. 2 紺 95-1865 

44 0.3 0. 15 0. 3 紺 95-1454 143 0. 35 0. 15 0. 2 紺 95-1854 

45 0. 45 0. 25 0. 35淡肯 95-1453 144 0. 35 0. I 0.2 紺 95-l900 

46 0. 5 0.2 0. 4 淡甘 95-1452 145 0.35 0.1 0. 2 淡'i'f95-1904 
47 0. 55 0. 25 0. 35 i炎i!i'95-1472 146 0. 35 0. 15 0. 25 紺 95-1899 

50 012 0.25 0.1 0.15 紺 95-1469 147 0.4 0. 15 0. 2 柑 95-1861 

51 0.3 0. 15 0. 3 紺 95-1468 148 0. 4 0.15 0. 2 紺 95-1863 

52 0. 4 0.15 0. 2 紺 95-1467 149 0.4 0.1 0. 2 紺 95-1898 

53 0.45 0. 2 0. 4 紺 95-1456 150 0.4 0. I 0. 2 柑 95-1897 

54 0. 45 0. 15 0. 45 紺 95-1830 151 0.4 0.1 0. 3 紺 95-1860 

ぷ 1.0 o. 35 0. 5 柑 95-1443 152 0. 4 0. 15 0. 35 紺 95-1857 

62 024 0. 2 0. 05 0. l 紺 95-1893 153 0. 42 0. 15 0. 45育緑 95-1905

63 0. 3 0.1 0. 15 紺 95-1892 154 0.5 0.15 0. 3 紺 95-1856 

64 0. 3 0, 1 0. 18 紺 95-1891 155 0. 5 0. 2 0, 3 紺 95-1859 

65 0. 3 0.1 0. 25 紺 95-1846 173 099 0. 4 0. 15 0. 3 淡青 95-1908

66 0.3 0.1 0. 35淡'i'i95-1882 174 0.4 0. l 0. 3 紺 95-1907 

67 0. 35 0. I 0. 2 紺 95-1881 175 0.4 0. 18 0. 3 淡斉 95-1839

68 0.35 0.1 0. 25淡育 95-1884 176 0.5 0.2 0. 2 紺 95-1906 

69 0. 38 O. J 0. 28淡育 95-1894 187 302 0. 65 0. 2 0. 5 淡育 95-1907

70 o. 4 0, 2 0. 3 淡1'.f95-1邸3 188 0. 35 0. 1 0.15 紺 95-1611 

71 0. 4 0.15 0.15 紺 95-1890 189 0. 35 0. 15 0. 2 淡~95- 1616

72 0. 4 0.15 0. 18 紺 95-1889 190 0.3 0.1 0. 3 淡育 95-1615

73 0. 4 0. 15 0. 25甘緑 95-1886 191 0.3 0.1 0. 2 紺 95-1610 

74 0. 4 0. 2 0. 25背緑 95-1885 192 0.3 0.1 0. 18 柑 95-1612 

75 0. 4 0. 2 0.25淡音 95-1848 193 0. 75 0. 35 0. 7 淡育 95-1606

76 0. 4 0.15 0.28 紺 95-1880 194 0. 35 0. 12 0. 35 紺 95-1609 

77 0. 45 0.1 0.4 紺 95-1844 195 o. 4 0, 15 0, 3 淡W 95-1613 

78 0. 48 0. 2 0.28 紺 95-1邸8 196 0. 4 0.15 0. 2 淡W 95-)614 

79 0. 5 0. 25 0. 2 紺 95-1879 197 0. 4 0. 15 0. 35 紺 95-1608 

80 0. 5 0. 15 0. 4 紺 95-1847 203 167 0. 45 0. 2 0. 25淡'l!t95-1460 
81 0. 52 0. 18 0. 25 紺 95-1邸7 204 0. 7 0.18 0. 5 緑 95-1444 

82 0. 55 0. 15 0. 45 紺 95-1878 205 0. 95 0.3 0. 4 紺 95-1473 

83 0. 55 0. 2 0. 4 紺 95-1845 225 301 0. 3 0.1 0. 15淡脊 95-1605

84 0. 55 0. 15 0. 5 紺 95-1877 227 401 0. 5 0. 2 0. 25 紺・ 95-1602 

131 093 0. 15 0. 05 0. 2 紺 95-1855 228 0. 4 0. 15 0. 25 紺 95-1603 

132 0,28 0.1 0, 3 紺 95-1903 229 418 0. 35 0. 15 0. 35 耕 95-1850 

133 0.3 0.1 0. 18 紺 95-1902 230 0. 55 0, 25 0. 35淡背 95-1625

134 0.3 0.1 0. 2 紺 95-1869 
JI¥位はcm
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西山田二本松遺跡A区

Tab. 2 弥生時代竪穴住居一覧汲

nn 平面彩 規w;(m) 面偵(-,)主軸ガ位主柱 炉 因溝 ぺ,tHt• 時期 偉・グ 戦約

002004005006007008009011012016017022023024028032039040043048049051052053064065015076080081083084085086088089092093095096097098099102122143148153154155156162165166167168174 

艮方形

縞丸艮方形

長方形

長方形

隅九長方形

長月形

艮方形

隅九仕方影
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西山田二本松遺跡A区

[I] 古代

1. 竪穴住居

56026竪穴住居 (Fig,53・54) 

調企区南西に位設する。弥生時代のS0062河川跡と重複する。平面形はやや不整形な長方形

で、長紬4.97m、短軸3.9m、面積18.75吋を測る。主軸はN14'Wである。4本主柱で、西堕

は内外どちらの立ち上がりが本米のものかは心男である。

カマドは北辺ほぼ中央に設滋され、壁外方に掲りこむ形態である。右袖は調査時に掘り鋲っ

ている。燃焼部床而は住居床面から15cmほど掘り＜ぽめている．右袖内に径20cmほどの礫石が

あり、補独材の可能性がある．

参。
、、

14.00m 

彦
= 1"' 

乙 301

~ -- 1 :~ 

鍔誓ク！

~ 04 

ハ＂ JOem 

Fif(. 53 58026翌穴住居 (1/60)、出土遺物 (1/3)
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Ill 古代

301は須憑笞I屈登で、復原口径6.8cmである。天井部は同転ヘラケズリである。 302は須恵器

杯で、復原口径12.6cmである。底部は大部分欠失し不正確であるが、手持ちヘラケズリのよ う

である。 303は応杯で、 脚部外面ヘラケズ1/である。30ヽは小甕で、後原□径13.3cmである．

5B027竪穴住屠 (Fig.54)

調査区南西に位置する.S8030掘立柱建物より古いものと考えられ、弥生時代のSD058河川

跡と重複する。残存状況が悪く、東半部は削平され、平面形は不明である。南北粕3.86mで、

主柏はS70' Wである。主柱穴は不明である。
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Fig,54 S8026翌穴住居カマド (1/30)、S8027竪穴住居 (1/60)、カマド士．屑図 (1/30)
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西II暉二本松遺跡A区

カマドは西辺中央に設沼され、捻外方に掘りこむ形態である．燃焼部床面は住居床面よりや

や掘りくばめている。袖などは確認できなかった．

SB03S竪穴住居 (Fig.55-59) 

潤査区南束に位殺する。弥生時代のS8042・079伽立柱建物と頂恨する．平面形は3.5X3. 4 

mほどの方形である。而積は11.33岡主軸はssrEである. 4本主柱で、北辺に因沿がある．

u1oo・t1 

。

□言

_JiJ!Q!!, I 

冒
＂^ 2111 

Fig. お SB035竪穴住柑 (1/40)
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m 古代

貼床が10cm強みられる．

カマドは東辺中央北斉りに設置され、煙道部がわずかに既外方に張り出す形態である．袖な

どは明確には検出されておらず、断面形でその形態を復原した (F'ig.55). 住居床而上に構築

されている。まず、住居床面を掘り＜ぽめ、その上に屈出色土と暗褐色土を匿き、抽部の基礎

と燃焼部床面としている．袖部は灰白色枯土で築かれている。燃焼部床面は赤く焼け硬化して

おり、袖部内憫は赤変している。カマド内と周辺に土器が集中して廃棄されている。

305-308は須恵若蓋である。 306はつまみが欠失しており“天井部はヘラ切り後ヨコナデで

ある• 301は扁平なつまみがつき、天井部はヘラ切り後ヨコナデでおふ 308は日平なつまみで、

天井部は粗雑な@転ヘラケズリを施す。

309は須砥楼杯で、底部は回転ヘラケズリを施す．やや焼成が悪く、灰寅色～にぷい寅橙色

を呈する• 310• 311は須思器長頚壺である。 312は須思沿鉢で、胴部下半部は回転ヘラケズリ

である。須忠僻は301• 301 • 312を除き、小破片のものが多い．

313• 314は把手付の土師器甕である• 314は胴部下牛部に 1iiJ転ヘラケズリを施す。 315• 316 

は土師器甕で、 316は駆みや内面ヨコナデの状態から土師料と判断した．

--

u
0
 Om 

I. 暗褐色土 （カマド袷郎をおさえる土）
2'暗褐色土 （崩栢後の地偵：焼土を多く含む）
3'灰白色帖j:(袖部：カマド内割は赤変する）
4. 黒掲色土 （袖構築の基臼か）

5. 暗渇色土 (l~構築のためにおかれた土）
6. 昭褐色:r.(6'の部分がしっとし赤変している）
7. 0~ 褐色士
8. Pit褐色土 （帖土プ〇ック・鋭土プO •ックをかなり含む）
9. S8042涅土（昂褐色土）
LO. SBOW置土 (』I!¥褐色土）
II. SB-042燻1:(』I褐色土）

゜

1ヽ1.00m

lm 

Fig. 56 S8035竪穴住店カマド (1/20)
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西山m二本松遺跡A区

317は土師器並益で．つまみがつかない形態である。天井部は手持ちヘラケズリで．口給部

内外面は回転ヘラミガキで、他の部位にはヘラ ミガキが施される。 318-323は土師器装で，い

ずれも天井部同転ヘラケスりで、全面に回転ヘラミガキが施される。 321にも品平なつまみが

つく bのと考えられる。 324は曰状のつまみがつく土師粒送である。外面は回転ヘラケズリ後

回転ヘラミガキ、内而ヘラミガキである。

325-331 は土糾j硲杯である。 325のみ圃転ヘラミガキが施される。 底部は325• 326が阿転へ

ラケズ1)、327が外縁部のみ阿転ヘラケズリ、 328がヘラ切り未関整、 329が手持ちヘラケズリ、

330• 331が外は祁のみ手持ちヘラケズリである。 332-339は土師器硲台付杯である。いずれも

~d ~ 305 ¥ ， I llO ¥ 7 l. 
← —; 306 

乙ヨ ヽ
307 

／ーア
-, 308 ＜ 

C 7 .. 

r ,,,,, 
1/ 

ヽ / 313 

~ 7 ~ ／／ ．廿

316 

~ 10,.., 

Fig. 57 5B035翌穴住屈出土遺物① (1/3) 
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Ill 古代

こ皇饂『~:ll7 —コ~~321

~ — 318 =、

~ ・319~---=ーニr--"" ~ 323 

三こ
324 

338 

Fig. 58 SR035竪9ヽ住居出I:遺物② (1/3) 
。 '°"' 
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て一―-1--云公
¥ -—1 ·:~ 久2
一 一戸 こ rn345

~~ ・疇.. ra 
\~~~ 琴ーニ之 ～ 

0 ,b',_, J 
349 

rig. 59 5B035翌穴住居出土遺物③ (l/3) 

Tab. ヽIS13035竪穴住居出土土器一蛇表

祖祐サ 極別 器種 口径 底径 器高 蒻Ht,砂lj 器cl'Jt 口径 底径 器麻

305 ! 月忠悩 溢 (12. 2) 326 :l・・師器 坪 (14_ 4) 4. 4 
306 (13, 6) 327 (15. 6) 4. 0 
307 04. 0) 2. 2 328 (14. 7) (JO, 0) 3. 4 
308 15. ,1 2. 9 329 (¥4. 8) 3. 9 
309 杯 (17. 6) 4, 2 330 14. 5 10.2 4. 0 
310 投頚壺 (8. 2) 331 (15, 6) 3. 9 
311 (JO. 0) 332 高台（寸¥03.86) ) 4. 45 
312 鉢 (22. I) 333 (14. 3. 9 
313土師硲把手付甕 (24.4) 334 (15. 0) (10. 8) 4. 2 
314 (33.0) 15. 5 335 15. 0 4. 9 
315 甕 (21.4) 336 15. 0 10. 9 4.1 
316 (15.6) 337 (15. 6) 3. 8 
317 嵌蛮 13.0 2. 75 338 (16. O) (JO. 3) 6. 6 
318 溢 (1（ 5. 7) 2.65 339 (19. 0) (13. 5) 6. 95 
319 15.S) 3. 15 :l40 高台付鉢 )4. 0 
320 16.2 2.6 341 皿 (20. 6) (18. 1) I. 9 
321 (14.0) 3,12 (25. 0) (23. 4) 2. 5 
322 06. 6) 2.5 343 (30. 0) 
323 (20. 2) 4. 0 344 鉢 (18. 2) 9. 5 
324 23.0 3. 9 :!47 高L不 23. 2 
325 坪 (14. 2) 3, 2 348 23. 8 
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回転ヘラミガキを施す。底部は332 • 333は回転ヘラケズリ、 334• 337• 331はヘラ切り未調整、

335はヘラ切り後ヨコナデ、 339は外縁部のみ回転ヘラケズリである．

340は土師器高台付鉢で、 胴部下キ部から底部にかけて回転ヘラケズリを施す• 341~343は

土師器皿である。 341• 342の底部にはヘラケズリは観察されない。343は把手がつき、底部は

回転ヘラケズリで、全面回転ヘラミガキが施される。 344は土師器鉢で、胴部下半部は回転へ

ラケズ 1) である。全面に粗いヘラミガキを施す。 345• 348はミニチュア土器である。弥生時代

のものの可能性がある• 345は口径3.1cm、器高3.25anを測る。347-349は土師特石杯である。

347は坪部外面に r郡國Jのヘラ書きがある。調整は磨滅により正確ではないが、坪部内面が

回転ヘラミガキで、口緑部はヨコナデである。 坪部外面はかなり雑に回転ヘラケス: •1 を施 L 、

ヘラミガキは不明である• 348は坪部外面は回転ヘラケズリであるが、器面の凹凸のためにケ

ズリが施されていない部分が目立つ。打、部内外面には祖い回転ヘラミガキを施す.3ヽ9は坪部

内外面回転ヘラミガキである．

゜
⑨◎ 

S8057 

ノ

S0059 

14.SOm 
， ， 

゜
Fig, 60 SB-056翌穴住居 (1/60)
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S8056竪穴住屠 (Fig.60)

関査区中央北西寄りに位況する。 S8057竪穴住屈、SBl3財屈立柱逹物、時期不明のS0059溝

より古い。平面形は一辺6.16mほどの方形になるものと推定される。 主軸はN2oWである。

主柱穴は不明で、10cmほどの貼床がある。北辺西側に固溝がめぐる．

星:

月

SDOS9 

◎
◎
 

。
。

14.40m 

2m 

/二:三戸？

T
,
 

玉一ぎ

-、．

t
-
f

1

[
9
 353 
庁

11
7,
0
 

351
』

戸‘
Fig.61 S即57竪穴住居 (1/60)、出土遺物 (1/3)
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カマドは北辺ほぽ中央に設置され．峡外方を掘りこむ形態である．袖など詳細は不明である．

ただ、図示はしていないが、土層図からみると焼土が広がっている範囲程度の張り出しであっ

たと考えられる．

S8057竪穴住居 (Fig.61)

謂査区中央北西窃りに位滋する。 S8056竪穴住届より新し〈.S8138掘立柱建物、峙期不明

のSD059溝より古い。平面形は5.42X5.16mの方形である．面積は約27.31吋で、主軸はN25'

Wである。4本主柱で、全辺に周溝がめぐる．北辺はば中央の床面にわずかな掘り込みが確

認されており、カマドの痕防であったと考えられる．

350は土師器撲倣杯で、外面手持ちヘラケズリで、内面ヘラミガキである。 35 1 • 352は須恵

器杯である• 351は復原口径13.2anで、底部回転ヘラケズりである。352は復原口径10.6cmで、

底部回転ヘラケズリと思われる。 353• 354は土師粒疫で.353は復原11径13.8cm. 354は復原[I

径18.如である。

S8011竪穴住暑 (Fig.62・63) 

潤企区南東に位霞する。弥生時代の5B080竪穴住居、 5B079・117・172掘立柱娃物と頂複す

る。閃査時は弥生時代の竪穴住居と考えていた。ただ、 5B080上肘焼土としていた部分の土肘

断面図にカマドの断面とみられる土l約があり、その焼土囚辺には完形に近い土面器が10点はど

分布していた。報告甚作成段陪で、そのカマドと考えられる部分が西辺から考えられる住居束

辺のほぽ中央にあることから、奈良時代の住居と判断した．

西辺は判明するものの、南辺が一部確認できるのみで残存状況は非常に悪い。平面形は、残

存している部分とカマドと考えられる焼土の状況から、 5.4X4,5mはどの長方形に復原できる。

主柱穴、床面などの詳細は不明である．

カマドは束辺中央部にあるものと巧えられる。カマドの袖は灰黒色土と黒褐色土で構築され

る．土層断面図からみると、燃焼部床面はやや(I印められている。

355-358は土師沿蓋である。すべてつまみがつくものと考えられ、いずれも内外面に回転へ

ラミガキを施す• 355は復原口径13.3cm、358は口径20.4cm、 ·2•高3.0cmで、ともに天井部囮転

ヘラケズ＇）は施されていない。 356は復原口径15.2cm、35)は口径16.0cm、若高3.0cmで、天井

部は同転ヘラケズリを施す。

359• 360は土師器高台イがそで、内外面に回転ヘラミガキを施す。359は口径13.2cm、骰窃4.0

cmで、底部ヘラ切り後ヨコナデか,360は復原口径14.3cm、器麻4.0cmで、底部は一部机い回転

ヘラケズ＇）か。 361-36311土師怪Hヽである。 361は口径14.2cm、器嵩4.0cm、362は復lfi-ロ径15.0 

cm、岱~3. 6cc,、 3631:1 □径15.4cm、料高4.なmである。底部は361• 362が手持ちヘラケズリ、
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こ~~355

こ 357ニ
□璽12~

ー I ー ~2

,--------,;.・・・ 一ニ~3

乙二＿一三室巨モ~356

違

364 

。
I知 。

1知

Fig. 63 SBOii竪穴住椒II土遺物 (366: l/4、他 ：1/3) 

363が回転ヘラケズリである。364は邸杯で、裾径14.6cmである。杯部内而は回転ヘラミガキで

ある• 365はt師怜小寝て・｀復原口径16.2cm. 器高II.9cmである。外面はハケノ後ナデである．

366は土師沿甕で、復原口径22.1cmである．

S8081竪穴住居 (F'ig.64)

潤査区東側中央に位沢する。弥生時代のSBlll掘立柱建物、中世のSE106井戸と重複する．

平面形は尺輸4.46m.短紬3.38mの平行四辺形で｀面積約14.77m• である。主軸は長辺に合わ

せるとN88'Eで、短辺に合わせるとS邸 Eである．
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Fig. 64 S8-087竪穴住居 (1/60)、カマド (I/30)、出土遺物 (367:1/4. 368 : 1/3) 
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9
 

。
2m 

Fig. 65 S8094竪穴住居 (l/60)、出土遺物 (1/4)

カマドは東辺中央南寄りに設置され、煙道部がわずかに壁外方に張り出す形態である。住居

の平面形からみると不自然な方向に袖が向いている。

387は土師器甑で、破片のため傾きなどは確実ではない。復原底径約14.Oc,,, である。381は須

恵器杯で、復原口径11.5cmである。底部はヘラ切り未調整である。

5B094墾穴住屠 (Fig.65)

調査区中央北東寄りに位置する。弥生時代のSB093・095竪穴住居と重複する。平面形は4.36 

X4.2mのやや不整形な方形である。北西隅は明確ではないが、内側が本来の認のようである。

面積17.67rriで、 主軸はN24'Wである. 4本主柱で、カマドは確認できない。

389• 370は土師器甕である。389は復原口径15.&m、370は復原口径18.6cmである。
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14.40,n 

。
2m 

＋ 
S8100竪穴住居 (Fig.66)

調査区北東に位置する．平面形は一辺4.28mはどのやや不整形な方形で、面積約17.64m'を

f'ig. 66 Sl:!100翌穴住居 (1/60)

測る．主軸はN39'Wである.4本主柱で、床面の標高がほぽ検出面と一致しているために、

正確な床面については不明である。住居掘形は壁因辺が掘りくばめられている。カマドは不明

である．

S9105竪穴住居 (Fig.67)

詞査区北西に位置する．中世の5D069溝と厖複する。平面形は一辺3.8mほどの方形で、而

積)4.29吋を測る。主軸はNS"Wである．主柱穴は不明で、 10cm弱の貼床が確認できる。

カマドは北辺はぽ中央に設謹され、怯外方に掘りこむ形態である。袖は砂混じりの褐色粘質

土で構築されているようである。袖の内睛には焼土や上部構造の崩れと思われるものが枯ち込

んでいる．

371は土師器甕で、復原口径20.4cmである。 372は須恵料応坪脚部で、裾径14.6cmである．透

かしがある．
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I. 昂色土（焼土 ・炭化物を多量に含む）
2. 出色土 （怖の崩れか．焼土を少鼠含む）
3. 2と同質
4. 懇褐色土（焼土を含む）

5. 出色土（檎の崩れか．焼土を少tillこ含む）

ll. 焼土
13. 黒褐色;1:(燒土を少絨含む）
14. 黒褐色土（地山土粒を含む）

15. ift氾色:t: (袖の崩れか）
17. カつド ヒ邸構造の崩れ （焼土を多泣に含む）
19. 黒褐色土 (I層に奴似．焼土拉を多えに含む）

14.40m 
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。
Im 

•こー一・ーロ "'＝ ゴ゜
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!Oca 

Fig.67 SBIOS竪穴住居 (1/60)、カマド (1/3-0).出土遺物 (1/3)
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58139竪穴住居 (Fig.68)

調査区西端ほぼ中央に位置する。住居中央が攪乱されている。平面形は5.5X5. 36mの方形

である。面積約29.66m'で、主軸はN2rWを測る．主柱穴は不明である。カマドも不明であ

るが、北辺中央やや束寄りにあった可能性がある。北辺に因溝がある。

373は土師岱甕で、復原口径18.4cmである。 374は須恵器杯で、復原口径12.0cmを測る。底部

は回転ヘラケズリである．

＼ー
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Fig. 68 SBl39翌穴住居 (1/60).出土遺物 (1/3)
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58150竪穴住居

(Fig,69) 

詞査区北端の中央や

や西寄りに位滋する。

$B183・185竪穴住居

より新しい。平面形は

3.85X3.3mのやや不

整影な方形で、面積約

12. 80m'を測る。主軸

はN40"Wである。主

柱穴は不明である。 5

-7cmほどの貼床がみ

られる。

カマドは北西辺ほぼ

中央に設置され、此外

方に掘りこむ形態であ

る。カマド周辺には柱

穴などがみられるが、

どれがカマドに関進す

るかどうかは不明であ

る。袖などについても

〗悩

1/,hパ ク
, 0 2m 

I I ' 

--~ ;6 
。

lb 

Fig. 69 S8150翌穴住居 (1/60).出土遺物 (1/3)

不明である。袖付近と考えられる位霞から、土面硲椀がIll土している。

375は直線的な体部の土師骰椀である。口径13.9cm、粒~5.9cm、高台径8.1cmを測る。底部

はヘラ切り後ヨコナデである。376は須恵器高台付杯で、高台径8.6cmである。磨滅により不明

較であるが.IiE部は回転ヘラケズリと思われる。焼成が悪く、灰白色を呈する。

5B152竪穴住屠 (Fig.70) 

関査区中央北西寄りに位国する。弥生時代のSB153・154竪穴住居、中世のSDO邸 ・069・070

溝と露複する。平面形は一辺5.97mほどの方形で、主軸はN3l'Wである。 4本主柱で、北東

辺と南東辺に周溝がめぐる．

カマドは北西辺の形態や炭化物が確認されていることから、北西辺ほぼ中央に設困され、岳

外方に掘りこむ形懇であると推定される。袖などは確認されていない。
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58161竪穴住屠 (Fig.71・72) 

調査区中央北端に位置する。平面形は4.48X4. 43mの方形で、面積19.42m• を濶る． 主軸は

N33'Wである. 4本主柱で、全辺に周溝がめぐる．住居掘形には壁に沿って幅0.3mほどの

抵り込みがある。

カマドは北西辺中央那に設置され、墜外方に掘りこむ形態である．袖は地LL!土である砂批し

'・・ 

◎ ◎ ー

I 

~ I 

.. 2m 

ー：て云 口
。

10cm 

Fig. 71 S8161竪穴住居 (1/60)、出土遺物 (1/3)
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りの灰賀褐色帖質土と暗褐色土で構築される。燃焼部床面は住居床面より若干掘り〈ぽめられ

ている。

3771:t土師笞坪で復原口径II.6cmである。口唇部外面に沈線が 1条めぐる。外面は横方向

のヘラミガキで、内面は硝文を迂図したと思われるヘラミガキを斜めに施す。 378は土師粒甕

で、復原口径20.6cmである。
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Fig, 70 S8152竪穴住居 (1/60)

→ 7-



i!!i山田二本松遺駐A区

I. 暗褐色土（地山土の灰寅褐色帖質土粒を含む）

2. 晴褐色土 （カマド上部構造の店れ、埠山土粒を
多量に含む）

3. 暗褐色土 （地lU土は、 焼土を含む）
4. 暗褐色土 （燒土 ・地llfj-.を多量に含む）

5. 褐色土 （焼土 ・地山土を多量に含む）
6. 地山土プロック （上部の構造の崩れ）
7. 褐色土（地山土を多量に含む）
8. 晴褐色土 （地Iiは・燒土を含む）
9. 8と同じ
10. 褐色:1:（地山土粒を多量に.燎土を少量含む）
11. 黒褐色土（炭化物を多量に、地山土拉・焼土

を含む）
12. 褐色:t:（地lU土拉．燒土を含む）
13. 1a褐色土（地山土位 ・焼土・炭化物を含む）
14. 睛褐色± (I層に類似するが、地山土位をより
多く含む）

15. 暗褐色1:(焼土・地山土粒を含む）
16. 褐色土（燒；I: ・地山土粒・反化物を多量に含む）
17. 褐色土 （燒ゴ： ・地lU土粒 ・炭化物を多量に含む）

14,70m 

0 lm 

"''''一，
Fig. 72 S8161竪穴住居カマド (1/30)

379は須恵器蓋で、店いポタン

状のつまみがつく。天井部は回転

ヘラケズ リである。380は須恵器

高坪である。坪部外面に 1条沈線

がめぐり、脚部にも沈線が施され

ているようである。焼成がやや不

良で、にぶい賀橙色を呈す。

5B164璽穴住屠 (Fig.73) 

調査区北端西寄りに位置する。

北側約半分が調査区外にある。乎

面形は方形になるものと考えられ、

東西軸は3.82mである。 4本主柱

と推定できる。調査時にはカマド

が西辺にあったとされるが、不明

確である。

-・ —• 
ー

0

竺1-一，-

1• .80m 

。
努
2m 

Fig. 73 S8164翌穴住居 (l/60)
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ー ；
14.70m 

冒
。

2m 

Fig. 74 S8183・185竪穴住居 (1/60)
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S6183• 185竪穴住居

(Fig. 74・75) 

詞査区中央北端西寄りに

七づ＇ 位四する。 SB150翌穴住居
- 384 

より古く、弥生時代のSB

184竪火住居と賃複する．

潤介時には北西．南西部

分をS8183竪穴住居、 ,ti束

部分をS8151翌穴住居、中

央をS8185竪穴住居として、

三つの遺構番号を付してい

た。しかし、平面図でみる

限り、 S8183とS8151は同

ー住届とみられる．また、

Fig, 75 Slll83竪穴0澤出土遺物 (387: 1/4、他 :1/3) 

g
I
 

S8185は位沼的にみて、建

て替え以前のものと考えら

れる。そこで、ここでは同

ー住居の比て替えとして報

告し、 SB151を欠番とした．

建て行え以前の5B185竪

穴住居は．平面形が4.92X 

4,82mの方形である．主輪

は1'43°Wで、4本宅柱である．ヵマドは北西辺ほぼ中央にある掘り込みがその紅跡と名えら

れる。

紐て替え後のSBIS:l竪穴住居は、北東部が不明確であるが、平面形が一・i/15.94mはどの方影

になると考えられる．主軸は1'42"Wで.4本主柱である。カマドは北西辺ほぼ中央に設はさ

れ、既外方に｛阻）こむ形態である。袖は1天白色枯土で構築される。

38 1 • 382は須忍器溢で、品平なつまみがつく ,381はつまみ径I.5cmと小さなものである。382

は須恵器杯で、復It(底径9.0cmである．底部はヘラ切り未関整である.3841:i:l: 師笞窃台付杯で、

復尿底径7.4cmである。 385は土師をが杯で~ 復原底径8.2cmである．底部ヘラ切り＊関整である。

386は上師器甑で、復原口径19.4cmである。387は土製支脚である．図示できないが．土製カマ

ドの破9ヤが出：I: している．
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5B186竪穴住屠 (Fig.76) 

閲査区中央北端束寄りに位滋する。住居の北側約半分が関査区外にある。SB192・193竪穴

住居より新しく、弥生特代のSBI90竪穴住居と璽複する。平面形は、カマドの位置をi酎西辺中

央とすると長方形となり、東西軸7.15mである。主軸はS64.Wで、 4本主柱と考えられる。

カマドは南西辺に構築され、わずかに壁外方に張り出す形懇である。右袖は不明である。

「---こ・-~~-7―•一•一•一·-----
"'@◎ 
◎ 

＼攣 三 j

〇◎

゜唸゜ oo~O
t.l.40m 

二 、
2m 

。
Fig. 76 S8186翌穴住居 (1/60)、出土遺物 （捻8-390;1/3、391・392;1/4) 
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．マー

___!i,40旦 I

、.

S8186 

.) ___ !i S8188 

14.40m 

E
~
 

✓ 
、~

Fig. 77 SB! 邸 ・192竪穴住居 (1/60)
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388は須忠器杯で．復原

ロ径11.2cmである。 389•

390は須忠粒蓋である。 389

は復原口径14.2cmである．

390は復原口径12.4cm、若

高4.4cmで、扁平なつまみ

がつ〈．天井部は回転ヘラ

ケズリで、「x」のヘラ記 《ピ
号がある。にぷい賞楼色を

呈する。 391は土師笞甕で、

~ 孟

。
I知

Fig. 78 S8188竪穴住居Ill土遺物 (1/2)

復原〇径24.2cmである。392

は土師粒甑で、復原口径16.6cmである．

S8188竪穴住農 (Fig.77・78) 

閃査区北束に位望する。 5B192・194竪穴住居より新しい。平面形は仕軸4.13m、短軸3.56 

mの長方形である。主軸はN!O"Wで、 4本主柱である。南東閏から酎辺にかけて屈溝がめぐ

る．カマドは北辺ほぼ中央に設沢され、既外方に掘りこむ形態である。袖などは不明である．

393は鉄鎌である．ほぼ光存しているが、基部が一部欠損している．先端部は鉗のためどこ

までが欠机しているか正確には不明である。残存長17.2cm、幅3.Ian、野さ0.4血である。

S6192竪穴住居 (Fig.77) 

調査区中央北端東寄りに位置する。住居北側が調査区外にある。 S8186・188竪穴住居、時

期不明の5D187溝より古く、58193翌穴住居より新しい．平面形は方形になるものと考えられ、

束西輪5.51mである。主紬はN34'Wで、 4本主柱である。カマドは不明である。

S6194竪穴住屋 (Fig.79) 

閃査区北東に位沢する。S8188竪穴住居、 S8201掘立柱娃物、時期不明のSD187溝より古い。

S8196竪穴住居との新旧関係は不明である。平面形は西辺が不整形な4.92X4. Gmはどの方形

である。主輪はN28"Wで、 4本主柱である。北辺中央西寄りに焼土が検出されており、カマ

ドのIll跡と考えられる。壁外方に張り出さない形態のものが想定される。

394は須忠器椀で、復原口径12.Sanである。休部下半部に沈線が1条めぐる．底部は外縁部

のみ固転ヘラケズリで、他は手持ちヘラケズリか。 395は須恵器壺の口緑部で．復JU.ロ径14.7 

cmである。
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冒

゜

2m 

＼ N
 

。
Illa, 

Fig. 79 S8!94竪穴住居 (1/60)、出:t:遺物 (1/3)
S8198竪穴住屠 (Fig.SO)

綱査区北東に位置する.SB!97竪穴住居、 SB20!掘立柱建物より古い。 SB!虹竪穴住居との

新1B関係は不明である。平面形は方形になるものと考えられるが．北側半分は明確ではない。

東西軸3.88mで、主軸はN28"Wである。主柱穴は不明である。カマドは西辺にあった可能性

がある．

なお、調査時にはこの住居の北1111を$8198竪穴住居としていたが、住居とするには難しいと

考えて報告書では欠番とした。
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14.50m ． 

ヽ
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。
2m 
霧
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Fig. 80 S8196・197竪穴住居 (1/60)、出土遺物 (J/3)

＇ I
I

 

ーLi
> 397 

S6197竪穴住居 (Fig.SO)

潤査区北束に位区する。S8196竪穴住居より新しく、 S8201掘立柱建物との新旧関係は不明

である。平面形は正確には不明であるが、カマドの位滋などからみて長方形になるものと推定

される．俎軸2.68mで、主紬はN35"Wである。主柱穴は不明である．

カマドは北西辺に設五され、ほぼ中央にあるものと考えられる．怯外方に掘り こむ形態で．

袖などは不明である。

396は土糾澤の桟倣杯で、復／点口径10.2cmである。内外面に黒控りが施される。397は土師器

甑で．胴部に把手の痕跡がみられる．

5B206竪穴住居 (Fig.81・ 82) 

詞査区北束閑に位霞する。SB210翌穴住居より古いと名えられ、 SB209竪穴住居より新Lぃ．

弥生時代のS8211・215竪穴住居と預複する．平面形は4.4X4.02mの不整形な方形になると推
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5B209 
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゜
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~ 
グ労労完m

／―777//, 刀 7 / / 

14.30m 
』

/ ,,; ノ/-;;--fT, 
／ 

14.20m ． ． 
✓, , , , /ノ//ノク

。
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Fig, 81 S8206・209・210翌)'¥;f烈I.ii(1/60) 
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Fig.82 S8206竪穴住居ヵマド (1/30)、S8206・209・210翌穴住居出土遺物 (401: 1/4. 他： 1/3) 

定され、主柏はN5'Eである．主柱穴は不明である。

悶の貼床下に堡に沿って深さ 3cmほどの小溝がある．

6 -8cmはどの貼床がみられる。北束

カマドは北辺ほぽ中央に設武され、壁外方に掘りこむ形態である。燃焼部床面は住居床面か

ら15anはど掘りくばめられ、一部焼けて赤変している部分がある。左袖などに礫石があるがカ

マドとの関連は不明である。

398は須恵料嵩台付杯で、復原高台径7.4cmである．底部はヘラ切り未調整である。399は須

忠器牙、で、復In,口径12.2cmである。

5B209竪穴住暑 (Fig,81・82) 

詞査区北東閏に位区する。 S6206・210翌穴住居より古い。平面形は4.6X4. 54mのやや不整

形な方形で、 主輪はS7o

その寂跡と考えられる．

Wである。主柱穴は不明である．カマドは匹辺やや北寄りの焼土が

400は須恵器査で、復原口径14.4cmである。天井部回転ヘラケズ＇）である ．
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58210竪穴住居 (Fig.81・ 82) 

内査区北東隅に位因する。 S8209

竪穴住居より新しい。S8206竪穴住

屈」こに貼床が確認できたことから本

竪穴住居が新しいと考えられる。残

存状況は非常に悪く、明確なのは北

東閑のみである．主軸はNIO'Eは

どと考えられる。北辺のほぱ中央に

ある小穴 (P-1206)は、深さから

は本住居にj(1接的な関係がないとみ

られるが、カマドに何らかの関連が

ある可能性もある。

401は土面器甕で、復原口径28.7 

cmである。S8206から出土した鞍片

と接合する。胴部内外面は板状工具

によるナデである• 402はP-1206

小穴出土の土師器牙、で、口径14.恥m、

器硲3.3cat、底径11.3cmである。底

部は手持ちヘラケズリである．

5B302竪穴住居 (Fig.83)

S8313 、、
‘・‘― 

----,,, __ Q)/; ◎◎ ` 
--

゜S811ヽ゜

◎ 

01,, 

◎ 

_,,,,,.-✓· 

ン
／ 

．／  

13.80m 

゜c-,'' fig. 83 S8302翌穴住居 (1/60)

2m 

調査区南東隅に位営する。北束屈が綱査区外にあり、弥生時代の$8313掘立柱佳物との重1及

などで南西閉は不明確である。平面形は方形で、南北軸3.32mである．主軸はN7・Eで、主

柱;i;は不明である。北辺と附東閏に周清がめぐる。カマ ドが構築されているとすれば、東辺や

や北寄りと考えられる。

2. 撼立柱建物

S8013揚立柱竃物 (Fig.84)

潤査区中央西寄りに位冠する。弥生閃代のS8006・007・008・009翌穴住居と碩複する。梁

行3IHI (5. 08m)、桁行5間 (12.6m)で、主軸をN6'Wにとる南北棟建物である。 北辺か

ら1間目の中間の柱穴列は、建て替えなど別の掘立柱辻物のものとは考えに〈いので、確実で

はないが半間の庇と しておく。PS-PIS問にIUIII:切りとみられる柱穴がある。仕問距鎧は梁

行平均1.69m、桁行平均2.52mであるが、それぞれ1.62-1.74m、2.3-2,Smとばらつきがあ
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る。柱痕跡はPl3、P

14、P15で平面的に検

出されており、土肘断

面での確認ではないが、

径16-20cmである。柱

の掘形は0.6X0.7mは

どの閉丸艮方形を甚本

としているが、やや不

整形なものが多い。

P7とP16のはは中

間にオ．師器窃台付打、と

森がセットで埋納され

たSX216埋納遣構があ

り、位；出的にみて本掘

立柱建物に関係するも

のと考えられる。何ら
Pl 
かの祭祀的な意味があ

ると想定される。

S8015撼立柱建物

PS 
(Fig,85) 

閃査区洒憫中央に位

囚する。2fU1(3. 56m) 

X 2 Ill! (3. 84m)の総

柱建物で、主紬はN4・

Wである。5B030(古）

・138掘立柱氾物と束

辺をはばそろえて並ん

でいる．柱間心々距離

は桁行で1.92mとはIf

等間隔であるが、梁行

はJ.66mとl.9mと均

等ではない。柱痕跡は
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径 0~32cmで、平均24cmである。柱

の掘litは一辺0.6~0.9mの隅丸方形

を~J;本としている。埋土は暗褐色土

と焦褐色土で、版築状をなす部分が

ある。

58020撼立柱建物 (Fig.86)

潤査区jf;j端中央西岱りに位索する。

•I• 世のS1305環立柱建物と重複す
る。梁行3間、桁行4間の東西棟速

物であるが、ややゆがんだ構造であ

る。梁行束辺4.82m、西辺5.02m、

柱Oil距離I.24-l.94m、桁行北辺

8. 24m、南辺7.92m、柱問距績I.64 

-2.32mと全体的に不揃いである．

主柏は、柱fくの形状を考慮してなる

ペ〈長方形に近い形で復原するとN

釦 言

記 13,50nl

0 •Im 

Fig. 85 S8015磁立柱建物 (l/80)

so・Eとなる。また、平面のみでの検出で不確実ではあるが｀柱痕跡から北辺の柱筋を主輪に

とるとN79"Wとなふ S8021掘立柱建物と北辺をほぽそろえている．土陪断面での確認では

ないが、柱痕跡は径17-20anである．柱の掘形は一辺0.3-0. 4mの閉九方形を碁本としている

と考えられるが｀切合をもつものがあり、明らかにできなかったが建て替えがあった可能性も

ある．

403は須恵器嵩台付坪で、復原口径14.0an、器l茄.4cmである。全体的に雑なつくりである。

5B021揚立柱建物 (Fig.86)

潤査区南燐中央に位；とする．弥生時代のS8418竪穴住居、中世のS8050船立柱述物、 SK025

上）と組複する。市半が潤査区外にある。束西は 3問 (6.94m)で、南北は3問まで確認でき

る。それぞれの柱fill心々距離を考慮すると、束西棟娃物であろうか。主軸は、柱穴を考慮して

長方形に復原すればNso・Eで、北辺の柱筋をとればN79"Eとなる.S8020掘立柱述物と北辺

をはl;fそろえている。柱間心々距隈は北辺で平均2.31mであるが、 Pl-P2問は2.12mであ

り．ばらつさがあるようである。束辺でも1.SmとI.Smはどで、梁行、桁行ともばらつさがあ

るものとみられる。柱級跡は径18-20cmである。柱の掘形は0.6X0. 8mはどの悶九.Ii:方形で．

浬土は黒褐色系統士と暗灰褐色土である。
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Fig, 86 SB02狐紐柱娃物 (1/80)、出士遺物 (l/3),SB02H属立柱媒物 (1/80)
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S6030撼立柱建物

(Fig. 87・88) 

謂介区南西に位滋する。

SB027竪穴住居より新しい

と考えられ、弥生時代のSD

058河川跡と重複する。兌

掘潤査時点では 1棟の紐物

と考えられており、 2問x

3間の総柱建物で、北に庇

がつく掘立柱建物と考えら

れなくもない。

尖ではないが、

しかし、 I氏

の部分が半間にも満たない

ことや、柱穴に切合がある

ものが存在するなど述て替

えとした方がよいと思われ

る。そこで、新IA関係は確

2問X2 fHJ 

の総柱姥物から 2間X3Jlff 

の娃物への姥て替えとして｀

それぞれSBO:lo(古）、SB

弓 可 7二三言＂りs・t1息
叶

。
Fig.87 

~ m 

：
 

SB030掘立柱姓物 (1/80)

030 (新）として報告することにする。

5B030 (古）掘立柱建物は、 2 IUI (4. 54ml X 2 fllJ (4. 58m)の総柱娃物で．主釉はN4. 

Wである。 SBOIS・138掘立柱建物と東辺をIiぽそろえて花んでいる。柱rJI距舷は約2.28mで

ある。柱痕跡は土/fl断面での確認ではないが、 20-30cmである。柱の掘形は一辺 （径）0.5-

0.7mの閑丸方形から円形である。

404はかえりがある釘連器沼こで、復/.i;¥ロ径12.2cmで、天井部に 'XJのヘラ記号がある。天

井祁は回転ヘラケスりである。 405は須恵器椀で、復lfi,口径12.3cmである。胴部に沈椋が3条

めぐり．底部は回転ヘラケスりである。

58030 (新）掘立柱建物は、梁行2間 (4.44ml、桁行3IUI (5. 42m)で、主軸をN2• 30' 

Wにとる南北棟建物である。固 IJ距離は梁行.22m、桁行1.8mとはぽ等I叫けである。柱痕跡

は土府断面での確認ではないが、 20-40cmとばらつきがある。柱の掘形は一辺0.6-0.9mの閉

九方形を基本としている。

406• 407は須恵船返で、 ともにかえりがある。406は復原口径10.6cm、407は復原口径12.如n
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58030(古）． 鬱
二 04

SBOlO(斬）

こエ~06

l
ノ

二~07
~ 8 

。
I知 、三 d ・Ill
Fig.88 S803暉 立柱娃物出上遺物 (1/3)

である． 天井部はいずれも同転ヘラケズリを施す。 408• 409は須恵岱窃台付杯である,408は

復原底径10.0cm、409は復原底径10.2cu, で、ともに底部はヘラ切り未謂整である,410は土師お

高台付坪で、復原底径11.4cmである.I?,、部内外面回転ヘラミガキである．

S6033撼立柱建物 (Fig.89)

潤査区南酉に位氾する。弥生時代のSD062河Ill跡と．頂複する。21111 (2. 78ml x 2間 (3.02

m)の総柱建物で｀ 主紬はNlT 30'Wである。柱l閉距陵は平均で梁行1.39m、桁行J.5lmと

なるが．ばらつさがあると推走される．柱の掘形は径0.5mほどの円形を甚本としている。柱

痕跡は確認されていない．

411は須恵器溢で、かえりがある。復原口径10.6anで、天井部は同転ヘラケズリである．

SBOヽ5撼立柱重物 (Fig,89)

調査区南嬬束寄りに位滋する。弥生時代のSB052竪穴住居と煎復し、1tJキが潤査区外にある。

東函は 4llll (7. 3mlで、南北は 2問確認できる。主紬はN8fEで、東西棟建物であるうか．

北辺の柱間心々距雇は平均するとl.83mであるが、 1.66-2. Omとばらつさがある。直辺のPS

-P6間の柱問心々距罐は1.56mを測る。柱痕跡は径20-2年である。柱の掘形は一辺0.8-

I.Omの悶丸方形で、本綱査区の中ではもっとbしっかりと したしのである。埋土は/,¥¥褐色土

が主体で、特に版築状をなしてはいない．

412は須恵器涵で、復原U径16.0cmである。天井部は回転ヘラケズリである。4131よ士師器杯

で、 復原口径14.2cm、骰高3.0cmである．底部は11!1転ヘラケズリを施す．
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叫 56033 

こ~411

f ニニ=! :: 遍~
412 

こ二に二~3
SBOヽ5 0 10cm 

1 C7  " —1 --― ’ 
E
含

圭仁三~~立巨ミ~訂ら手至~壬考13.50m

゜I I I 
4m 
I 

Fig.89 S細 ・04成立柱達物 (1/80)、出土遺物 (1/3)

S8090撮立柱遵物 (Fig.90)

調査区中央北東寄りに位醤する。SK124土墳より新しく、弥生時代のS8088・089・404竪穴

住居と重復する。梁行は3fill (東辺4.8m・ 西辺4.84mlで、桁行は北辺で5問 (9.Im)、aJ

辺で3間 (8.28m)と不規則で、北辺の柱間距離をはll'均等とみれば北辺は本来61111となる．

3間X3間の東西棟建物とみるのがよいだろうか．梁行がゆがんでいるが、桁行を基準とする

と主軸はN8'l:Eとなる。柱間距離は梁行1.35-1. 78m、桁行は北辺1.26-1. 92m、内辺2.62 

-3.0mとばらつきがある。柱痕跡は径約20anである。柱の掘形は0.7X0.5mほどの隅丸仕方

形を甚本とする。埋土は焦褐色系統土が主体で、 一部灰黒色土と版築状をなす。

58103蝙立柱建物 (Fig.90・91) 

調査区束側中央に位置する。時期不明のSK129土濱より古く、弥生時代のS8176掘立柱建物

と重複する。 3間 (4.42m)X 4間 (6.78m)で、主軸をN86'30'Eにとる東西棟建物であ

る。SB171掘立柱娃物と並ぶ。柱問心々酎離は梁行1.47m、桁行1.70mとは11そろっている．
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Fig,90 S8090・103掘立柱這物 (1/80)
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面 一

．．．弐噴彗環

0 し — ~

阻祖=宰ご二詞日言
⑬石

O・ 4m 

。
4m 

S9091 

rrc 
58103 

．．
 

．
 

fig. 92 SB!l3掘立柱姥物 (l/8-0)

柱痰跡は径l3-25onで、平均19cmである。柱の掘形は

一辺0.5-0.8mの閲丸方形が碁本である。埋土は茶褐

色系統と賀褐色系絨の土で、版築状をなす。ただ、 P

11のみ灰褐色砂質土 （地山土） で、地山との間に明茶

色の鉄サピのような土が数皿はさまっている。また、

柱痕跡も検出されず、特異な柱穴である。

1ヽ5は須恵器硲外で、復原裾径15.4cmである。長方

形の3方透かしがある。

4l5 

0
ぃ
●

10cm 

Fig. 91 S8091掘立柱建物 (1/80).
S8091・103幽立柱娃物出土ill物 (1/3)S8112掘立柱廷物と重復する。 2ru, (3. 18ml x 2間

58091撼立柱鴫物 (Fig.91) 

調査区東側中央にある。弥生時代のS8092翌穴住居、

(3. 28m)の総柱建物で、主軸はl¥39'Wである。柱間距澄は梁行1.59m、桁行1.64mである。

柱痕跡は径17~24cmで、平均20cmである．柱の揺形は一辺 （径）O.Smほどの隅丸方形から円

形である。埋土は暗～黒褐色土と貿褐色土で、部分的に版築状をなす。

414は須恵荘壺で、復原口径5.9cmである。
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sam纏立柱纏綸 I 迅｝
(Fig. 92) 

調査区中央やや東寄

代のS8084・085・419I 
竪穴住居と重複する．

2間 (3.6m)X 2間
I 

(3.9m)の総柱建物

屑瓦

゜
で、 主 軸 はN9"W 

である。柱間距離は梁 I 
行I.Sm、桁 行1.95m

とほぼそろっている。

柱痕跡は径18-30cm

胃:
゜

で、平均25cmである。柱

の掘形は一辺（径）0.6 ---: 
ー0.8mの醗丸方形か
ら円形であるが、不

聾形な綿分は枯の抜 <
き跡と考え られる。 P I・ 
I・3・4・9には根 ' 

~ 
゜石がある．埋士は暗褐

色土と黒褐色土が主体

で、版築状をなしてい

る。

5B127編立柱鴫物

(Fig. 93) 

謂査区中央やや南東 '"' 

寄り に位沢する。SB

128掘立柱姓物と璽複

するが、切合での新1日 i 4m 

関係は不明であふ弥

生時代のS8075・083
Fig. 93 S8127掘立柱建物 (!ISO)
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・102・413・414竪穴住居、 5B175掘立柱廷物、中世の$D101溝、時期不明のS0217溝と1ll複

する。梁行31111(5. 4m). ffi行7[llJ(11.94m)で主軸をN84'30'Eにとる東西棟建物であ

る．桁行南辺ではP12が検出されず.Pl7も呼間隔ではない位沢にある．柱11IJ距離は梁行1.8m

ではほそろっているのに対し、桁行は平均で1.71mであるが、 1.42-1.96mとばらつきがある．

由ii跡は19-31叩で。平均24cmである。.t.tの掘形は一辺0.6-0.9mの方形を甚本としているが、

やや不竪形なものが多い。 埋土はS,i •嗅、＼褐色土貸褐色系統土、茶褐色系統土で、阪築状をな

している．

5B128掘立柱建物 (Fig,94) 

綱査区中央南東寄りに位辺する。 5B127掘立柱建物との新In関係は不OJIである．弥生昧代の

S8049・053・07S竪穴住居、 5B175掘立柁建物、中世のSOIOJ消と屯複する。梁行3IH](4. 8ml、

桁行3間 (7.32mlで、主紬をNSJ"£にとる東西棟娃物である。柱fll]距雇は梁行で平均1.6m

であるが．中央の If間が2.06mと長いため不均等である．桁行は2.4ヽIm等Jillである．柱痕跡は

~:Ilこ:, ,~wos·t1 l
u
o
s
.
C
 

au口
A
 

&一—閾

。

J:l.50m 

＂^ 
4m 

fig. 94 S8128掘立柱紐物 (1/80)
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径16-2知で、 平均20cmである．

柱の掘形は0.5XO. Smほどの閑丸

長方形を基本とする。埋土は昭～

焦褐色土、黄褐色系統土、茶褐色

系統土で、版築状をなLている。

S6138撼立柱竃物 (Fig,95) 

洞充区北西に位沢する。SK061

オ．壊よ り新しく、弥生時代のSB

016・056・057竪穴住居と四桟す

る.2 IWI (4. 04m) x 2間 (4.56 

mlの総往紐物で、 主袖はN4' 

Wである．柱!Ill距離は梁行1.88m

と2.16m. 桁行2.28mである。柱

の掘形は一辺 （径）0.5-0.Smの

既丸方形から円形である。柱痕跡

は確認されていない。

416は須恵骰で、胎土は9が殺さ

れ、焼成も緻密であり、愚の痕跡

はないものの硯と考えられる。横
{I) 

Ill分類 のlV-B類特殊円形硯に

あたるであらう。復原口径20.7an 

である尊

S8141掘立柱建物 (Fig.95) 

関査区北西に位訳する。弥生時

代のS0058・146・147河川跡と頂

複する。2fill (3. 13ml x 2 JIり(3.

33mlの総柱述物で、主軸はN15・

30'Wである。柱fill距離は梁行I.

57m、桁行1.67mであるが、やや

不揃いである．柱痕跡は径10-16

cmである。住の掘形は径0.3-0. 4 

Ill ,ti代

戸~

ロニニ―-~-~―-
、=

； 

0 IOca 

; ,3 . 50旦一戸亘~
Fig. 95 S8138掘立柱建物 (1/80〉・出土遺物 (1/3)、
S8141掘立柱建物 (I/80)
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cmの円形を必本とLているが、柱の抜さ跡のためか不整形なものがある。埋土は黒褐色砂質土、

暗褐色砂質土、灰祁色砂質土で、版築状をなす部分もある。

嘔島
SBllO 

『14.00m~ -

゜ j
 

13
.50m ; 昌—'.._E l3.5fJm

Fig. 96 S8170・171掘立往述物 (1/&0)
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S6170掘立柱建物 (Fig,96) 

調査区中央西寄りに位置する。中世のSK157土凛と並複する。身合が梁行2rJl (3. 6m)、桁

行2問 (4.8m)で、東西2面庇の東西1姐建物である．身含は総柱になる可能性がある。全体

30'Eである。身合の柱問距

離は平均梁行1.8m、桁行2.4mであるが、ばらつさがある。庇は両面とも出 l問 (1.65m)で

にゆがんだ構造をしているが、北辺を甚準にすると主翰はN83"

ある。柱の掘形は一辺 （径）0. 4~0.6mの隅丸方形から円形であるが、不整影なものがほとん

どである．柱娯跡は確認されていない．

S8171掘立柱重物 (Fig.96) 

調査区中央北西寄りに位田する。弥生時代のSBl55・156・405竪穴住居、中世のSK003土潰

woo·~, 
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戸 一
(==弐呈14.00m

Fig, 97 S8200・218掘立柱娃物 (1/80)

-121-



西山田二本松遺跡A区

と韮複する。梁行3間 (4.8ml、桁行3

間 (6.64m)で、主軸をN80'30'Eに

とる束西棟建物である。SB090掘立柱建

物と並列する。柱間距離は梁行が1.6m

等問で、桁行は平均2.21mであるが、不

均守である。柱の掘形は一・辺0.3-0.5m 

の開丸方形を甚本としているようである

が、不整形なものがIiとんどである。柱

痕跡は確認されていない．

S6200掘立柱建物 (Fig.97)

調査区北東に位沢する。SB218掘立柱

建物より新しく、時期不明のS0!87溝よ

り古い。弥生時代のSB099翌穴住居と頂

複する。構造は、身令梁行3間 (4.0m)、

桁行4間 (5.16ml、南北2面庇の東西

棟建物である。主釉は1¥78'30'Eであ

る。身令の柱問距離は梁行l.3m等IHJで、

桁行は平均1.29mであるが、 l.0-l.52 

mとばらつきがある。庇部は出 l間で、

削平されたた，，，か桁行と対応する位沢に

柱穴がないとこ,,がある．柱痕跡は径14

-22cmで、平均18cmである。柱の掘形は

13.50m 

~~ C:417 

゜,-,' 

tug
.-~— 

I知

"
7
 

籍
戸し—~ ::?
. - 13.50m 
0 4m 

身含部は0.5mほどの閑丸方形で、庇部
Fig. 98 S8201福立往往物 (1/80)・出土遺物 (1/3).

は0.3-0.4mほどの略円形である。埋士 SB222掘立柱述物 (1/80)

は研-m褐色土を絡本とし、版築状をなす部分がある。

S6201掘立柱建物 (Fig.98)

両在区北東に位沼する。5B194・196翌ク¥:ti:居より新しい。SB197竪穴住店との新lfl関係は

イ湧lである。2llllx 2 IUIの総柱建物で｀ 主紬はN3'Eである。規桟はJj形になるように復原

すると．一辺2,8mllどであるが。全体的にゆがんだ構迄であると考えられる。柱1111距離は単

純に平均すると1.4mとなるが、不均等であろう。柱17)掘形は径 （一・辺）0.4-0.Smのl'l形か
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4m 
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而
嘉
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ら悶丸方形を基本としている。柱扱跡は

確認されていない．

4171;l須恵諾涯で、 温平なつまみがつ

く。つまみ径2.6cmで、天井部は回転へ

ラケス: •) である。

58218掘立柱建物 (Fig.97) 

講査区北東に位況する。 SB200掘立柱

建物、時期不明のS0187溝より古い。2

間 (3.0mlx 2間 (4.0m)の総柱建物

で、主軸は N24• Wである。柱りII距離は

梁行I.Sm、桁行2.0mである。柱の堀形

は径0.5mはどの円形である。柱糾跡は

確認されていない．

Fig, 99 S8312掘立柱娃物 (l/80)

S6222掘立柱建物 (Fig.98) 

詞査区南東に位沢する。弥生時代のS8039・064竪穴住屈、 中世のSP046士吸裕と爪複する．

図上で確認した。 2Ill! (3. 3m) X 2問 (3.78m)の総柱紐物である。主軸は不正確ではある

が、 N2 ' Wはどである．柱間距離は梁l•ti'l. 65m、桁行I.82-l. 96mである．柱の掘形は径0.3 

-0.Smの略円形であるが、かなり不整形である。柱拭跡は確認されていないe

S9312撮立柱遵物 (Fig.99)

濶介区南束隅に位沢すか弥生時代のSB310竪穴住居、 S13313掘立柱建物と韮複する。2flll 

X2間の総往建物とみられるが西辺は潤査区外にあふ 主軸はNlS-Wである。東辺の柱間

距離は2.35m、東西の柱間距離は2.3mである．柱艇跡は20-25cmである。柱の掘形は0.7X0. 9 

mほどの閏丸艮方形を基本としているが、不整形なものが多い。埋土は黒茶褐色土を中体とL

ているc

3. 埋納遺構

SX181壇納遺構 (Fig.100) 

調在区中央東寄りに位ll1している。平面形が検出面で0.33XO.39mほどの不整な長方形で、

残存する深さ0.23mの小,・,に、底面からO.Imほど浮いた状態で、土師器の高台付杯と込をセ

ットで埋納している。個別の建物に伴うような位滋にはない．
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Fig. 100 SX 181埋納ll'I構 (1/10).SXl8I・216埋納遺構出土il'tt勿(1/3)

421 

IOon 

1ヽ8は土師器社で、 0径20.5cm、 2昨~3. 1cmである．口粒部の屈1111は明瞭で断面ひし形のつ

まみがつく。天井部は回転ヘラケズIJ,外而は磨滅が若しく不明確ではあるが回転ヘラミガキ、

内面はナテ後精緻な手持ちヘラミガキが施される。橙色を呈する．

419は土師諾府台付杯で、口径19,8cm、答窃4,7cmである。内外面ともにれ？徴な手持ちヘラミ

ガキで、特に内面は単位を判別できないほどである。低部も回転ヘラケズりの後に回転ヘラミ

ガキを施し、芯台部に bヘラミガキがみられる。ほ色を閑する。

SX216埋納遺構 (f'ig,84・100) 

潟査区中央西寄りのSBOJ3掘立柱建物のほぽ中央に位沢する．掘形は確認でさなかったが、

出土状況や位沼的にみて埋納遺構と推定される.S8013掘立柱建物に関述する祭祀的なぼ、味を

もつものと巧えられる．

420は土師器盗で、口径18.7cm. 器芯3.Sonである。 0絃部のI叫曲はやや不明斑で、届平なっ

まみがつく。天井部囮転ヘラケズリで、 内外ilriともに回転ヘラミガキが施される。橙色を呈す

る。内面に摂が付活しており、墨人れとして使用されていたものと考えられる。

421は土師粉麻台付杯で．口径18.如n、器硲6.4cmである。内外面ともに回転ヘラミガキが施

される。底部はヘラ切り未潤整である。橙色を旦する．
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Fig. 101 SE031・142・191井F'(1/60).Ill土遺物 (1/3)

4. 井戸

SE031井戸 (Fig.IOI) 

閤在区南西に位四する。弥生時代のSD058河川跡とちょうど重複する。索掘りで、平面形は

l,3Xl.5mの不登楕円形である。断面形は2段掘りで、位はややきつく立ち上がる。底而の楼

高は13.12mである。

422は土師器椀で、底径7.7cmである。

SE142井戸 (Fig,101) 

潤査区西慨中央に位置する．弥生時代のS0149河川跡と項複する。索掘りで、平面形は0.9 

XI. 2mの情円形である。断面形は 2段掘りで．壁は垂政に近く立ち上がる．底面の楼窃は13.0 

mである。礫石が埋土上部にみられる．

423は土師器杯で、復原口径13,2cm、粒窃3.Sanである。底部はヘラ切り未濶整で、板状It飯
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がみられる。424は府台が高い」・・函器椀で、口径13.9cm、底径8.2匹、器il'/i6.lcmである。磨耗

が若しく不明瞭であるが、坪部外面に沈線がめぐるようである．底部に板状圧痕がみられる．

SE:191井戸 (Fig.101} 

謂査区北嬬中央に位窪する。北半部が悶査区外にある。素掘りで、平面形は径1.6mはどの

不整な円形で、虹は垂町に立ち上がる．駈面の標窃は13.19mである．

425は土師器高杯で、口径16.4cm、裾径12.7cm、器高13.2cmである。杯部内外面に丹塗りが

みられる。開部外面はヘラミガキである。

s. 土讀
SK060土蠣 (Fig.102)

潤査区北西に位滋する。残存状況は悪い。平面形は2.0X2.3mの不整な長方形である。

426は土師器杯で、復原口径13.San、器麻3.5cmである。 底部は手持ちヘラケズリである• 427 

は須恵岱鉢で、復原庇径9.4cmである。底部はヘラ切り未調整である。

SK061土壌 (Fig.102) 

禰査区北洒に位沼する。$8138掘立柱建物より古い。平面形はI.28X2. 24mはどの不竪形で、

2段掘りになっていると考えられる．

428は須忠器小杯で、復原n径8.8匹、若高3.3cmである。底部回転ヘラケズリである。 429は

須忠器杯で、復原口径to.Janである。底部回転ヘラケズリである。430は上師器麻杯で、復原

据径10.0cmである．

SK107土濃 (Fig.102) 

潤査区中央西寄りに位置する。弥生時代のS8086竪穴住届、中世のS0109溝と重復する.2、

3基の小土演の切合のようであるが、新旧関係などは不明で、 ］基の土濱として報告する。束

偶はJ.3XJ.5mほどの不整な方形である．

(31は土師器桟倣杯で、復原口径12.0cm、器高4.0cmである＂杯部内外面ミガキで、妊部は手

持ちヘラケズリである。内外面に晶塗りが施されているようである．

SK118土凛 (Fig.102)

団査区束側中央に位沼する。平面影は].5Xl,6mの方形である。埋土中から土師沿などの小

）ヤが出土したが、図示はできなかった。
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Fig. 103 SK124土禎 (1/60)、rll土遺物 (435: 1/4、他： 1/3) 

SK124土嘱 (Fig.103) 

閉査区中央北東寄りに位置する.5B090掘立柱廷物より古く、弥生時代のSB089竪穴住居と

韮複する．平面形はl.52X2,8mほどの楕円形である。

432は須恵器否で、復原口径13.2cmである。天井部は同転ヘラケズリである。 433は土師径1及

倣杯で、復原口径10.4cmである。 434は土師器高坪で、復原裾径11.0cmである。開部外面はヘ

ラ ミ ガキである。 435 1むk師器把手付褻で、復原,~径26.2cmである。

6. 緑釉陶器 ・小穴出土土翡・ヘラ書き土器 (Fig.104) 

436は緑粕紺沿皿で、復原底径6.2cmである。胎土は灰白色を呈する。ポックス部検出面出土

である。

437はほぼ完形の土師粋椀で、口径12.9an. 底径7.8cm、若高5.6cmである。底部ヘラ切り未

閃整で、 他の部位はヨコナデである。 1 区P23/II土である• 438は完形の須恵器坪で• I]径12.4 

〇、底径6. 1cm、器高4 . 0cmを測る。 底部ヘラ切り未潤整である• I区Pl3出土である。439は

須恵沿壺で、復1,(口径10.4cm、器ifr,ll.6ca,である。口紐部を約 1/2欠失する。胴部下半は国
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l'ig.104 緑精屈岱・小大出ゴ：土沿・ヘラ笞さ土若 (1/3)

転ヘラケズリである。弥生時代のSB005竪穴住居内小穴出：しである．これら 3点はいずれも窪

図的に小火内に埋沢された可能性が高い。

440-442はヘラ書き土器である。4ヽ0は土師器高台付杯で、復原底径10.3cn, である．底部外

面に 『厨j と記されている。底部外面にもヘラ切り後回転ヘラミガキが施される。弥生時代の

S8005竪穴住居埋土出土である。441は土師器窃台付杯で、復原底径9.7匹である。底部外面に

rJII」と記されている。底部ヘラ切り後ヨコナデである。S8035竪穴住居出土である。442は

土面笞皿底部と思われる。ヘラ苔きで文字が記されているが、破片のため正確に読みとれない。

中世のSK157土猥埋土出土である。 443は土師沿坪で、復原口径18.2cmである。杯部外面にヘ

ラ苔きがみられるが、文字であるかどうかは不明である。 S8035竪穴住居埋土出;l:.である。

本綱査区内で出土したヘラ書き土器は、 「郡圏」と記されたS8035竪穴住居出土土師岱沈坪

を合わせて確実なものは計4点である．
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1. ヽJヽ結

古代の遺構は、竪穴住居27棟、掘立柱珪物n棟、梗納遺構2基、井戸3差、土漿5基が確認
された。これらはおおよそ 7世紀代から 9世紀代のものである。このなかで掘立柱建物は計画

的な配囚がみられることや、ヘラ苔き土iiなどから官街的な性格が想定される。そこで、それ

ぞれの遺構の特徴をまとめ、この建物群の性格について考えてみたい。

竪穴住居

竪穴住居は平面が方形か仕方形で、カマドをもつ形懇である。主柱数は 4本のものと主柱が

みられないものがある。ほとんどの住居からは時期を明らかにするような遺物が出土していな

い。そこで、出土土器から時期が明確になる翌穴住居の規槙、平面形、主輪方位、カマドの位

置などの特徴を手がかりとして、翌穴住居の時期を区分してみたい。

出土土器から時期が判明する竪穴住居としては、 S8035・057・077・139・150・161・186竪

穴住居があげられる。これらをおおよそ時期的に区分すれば、 SB057・139・161・186が7世

紀代、 S8035・077が8世紀代、 SBI50が9世紀代となる。

S8057・139・ 186から出土した須恵器溢杯は口径10.5~12cmほどで、回転ヘラケズリが施さ

れており、小III紺年111B-rlA期にあたる。これより明らかにさかのぽるような遺物を出土す

る翌穴住居はみられないようで、この時期に集落が形成されるものと巧えられる。九州におけ
(2) 

る須忍船編年の実年代については、最近従来の年代設を引き下げている山村信榮氏の研究が

あり、まだ流動的な部分が大きい。ここではとりあえず集落の出現を 6世紀後半代としてお〈．

S8161からは高いポクン状のつまみがつく須恵器蓋や暗文を施した土師骰坪が出土しており、

これは7世紀代のものである。

これら 6-7世紀代の竪穴住居に共通する点として、 S8186(一辺7.15mlに代表されるよ

うに大型であること、主軸が21-33' と大き（西ほすること、カマドが北辺から西辺に設沼さ

れることがあげられる。主柱数もしっかりとした 4本のようである。

8世紀代の竪穴住居のうちS8077は形懇が明確ではない。そこで、 S8035の特徴を7世紀代

のものと比較すると、 3.4X3, Smと小型化していること、主軸が10'ほど束傾すること、カマ

ドが束辺に設沼されることが異なる。ただ、主柱は4本であることは変化はない.S8077も主
(3) 

軸はやや西傾するが、正方位に近い主軸をとるようである。なお、大宰府での編年を参考に

すれば S8035、S8077出土土器はいずれも 8世紀後半代とみられるが、打、の形態がやや開き

気味になる点、須忠器が出土していない点でS8077出土土器の方が後出するものととらえるこ

とができよう。

9世紀代のS8150は、 3.3X3. 85mと小型である点はS8035と同様であるが、主軸はN40'

W と大きく洒傾し、カマドが北西辺に設潰されている。 主柱は不明である。
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これらのことから、出土逍物からは時期が明確にできない竪穴住居を時期区分する基準とし

て次のようなことがあげられる．

①住居の規撲が縮小する。

②主柱が不明になる （無主柱と思われる）．

③主軸方位が20-40・西傾するものから東傾、または正方位に近いものになる。ただし、 9世

紀代になると再び西鋲するようになる。

④束辺にカマドをもつものは8世紀代の可能性が忘い。

Ill 古代

① ・②の傾向は大顛寺二本松遺跡でも指摘されている．
(4) 

この牽準により時期区分すると、以下のようになる。

6-7世紀：5B027・056・094・100・152・183・185・192・194・196・209 

8世紀：SB026・087・105・164・188・206・210・314 

9世紀：S8197 

このうち、問題となりそうなのは8・9世紀代のものであろう。S8105・164・188は小型で、

ほぽ正方位に主粕をとり、 S8206・210・314は主紬が東傾することから8世紀代であろう。SB
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Fig.105 古代遺構配置図 (1/600)
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026は主軸がNl4'Wであることから 81~:紀代としたがやや不確実である.SB087は束にカマ

ドをもち、不笠な平面形をもつことから 7世紀代にはさかのぽらないであみう．

掘立柱竃物

批立柱建物は倉庫棟と牙えられる 2Ollx 2間の総柱建物とそれ以外に分かれる。まず、主納

方位によってグルービングしてみることにする．

まず、 4・西傾し、東辺をそろえ巾北に並ぶS8030(古）・015・138のグループがある。規

ほは若干異なるものの、いずれも 2間X2間の総柱建物で、倉庫群と考えられる。Nが 30'

Wとやや主柏は異なるものの述て替えとみられるS8030(新）、雄れているが：1・30'西傾す

るS8103がこのグル・-プに含まれる.S8222は主軸方位からはこのグループに含まれてもおか

しくないが、主軸方位そのものがやや不正確であるため可能性としてあげておく ．

次に、 6・西傾するグループをあげることがでさる。S80!3・045・127・171がこれに含ま

れる。3/IQX5間 (SBOl3).3間X7 fill (S8127)とこの調査区内の中ではもっとも規棋の

大きな2棟がある．

また、 8-9'西傾するグループがある.S8090・ll3・128・171が含まれ、 S8090・171が

はば並列しており．全体的にはL字形に近い配沿をとる。S8128が6・グループのSBl27と璽

複するのでそれぞれ区別する必要がある。

さらに、 10・-JZ'西傾するグループがある。S8020・021・033・200が含まれ、 S8020・

021は棟をそろえて並列するようである。 8-9・グループとの区別するのは、他のグループ

がある角度でIiぼ一致していることからばらつきの幅が大きくなると思われるからである。

また、以上のように主紬方位でグルーピングが可能なもの以外に.5棟グルーピングできな

いものがあるが、いずれも2IIOx 2間の総柱娃物である。これらについては全体の変遷の中で

考えていくことにする．

これらのグループの時期については、柱穴Ill土遺物が直接的に建物の時期を知る手がかりで

あるが、時期を明雑にするほど土採が出土している例ははとんどない..:: こではおおよその時

期について示しておく.4・グループの中ではS80301.ll土遺物が手がかりとなる．かえりのあ

る須恵岱益が多く、土師粒高台付杯が 1点ある。8世紀前キ代が考えられる。 6・グループで

は、 S8045から底部回転ヘラケズリのt師器坪のやや大きめの破片や口緑部の/Ill曲がない須忠

器が出土しており、 8世紀後半代であろう。10-12"グループは、 5B020出土の須恵i.硲台付
杯の形態から8世紀末-9世紀初頭の年代が与えられるbのと思われる。このようにみてくる

と、時期が下るにつれ西傾の度合いが強くなる傾向を読みとることができよう。

ここで使用尺について若干考えてみてみたい。いずれの建物も小尺が用いられているようで

ある。 奈良時代の尺については、 713年の大尺が廃11:された度絨衡改正以後,Jヽ 尺のみが用いら
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れているわけであるが、 8世紀末から9世紀になると 1尺が問延びすることが指摘されている．
(S) 

そこで、ここでは仮に 1尺を0.295mと0.3mの二つの数iれを用いて、図上作業ではあるが使用

尺について潤ぺてみることにする。』粒＂がが明らかな bのでみてみると、 4・グループのSB

015・103については IR.-0.295mの方がよく適合する。それ以外のグループでは0.3mの方が

適合する．前述したように4・グループは8世紀前半代と考えられ、尺がIUI延びすることがこ

の遺跡でもいえそうである。

埋納遺構

2基確認されている。SX181埠納遣構は、 Ill土士師器の形態、手持ちヘラミガキなどの特徴

から 811t紀前牛代と考えれる。しかし、鮨別の掘立柱建物に直校的に関係するような位沼には

ない。SX216埋納滋構は、出土土師器の形態、徊転ヘラミガキなどの特徴からSX181よ＇）時期

が下り、 8世紀後半代とみられる。さらに、 SB013屈立柱建物のはぽ中央にあり．遠物にかか

わる祭祀的な迂味合いがあるものとみられる．なお、出土しt;tt.収器窃台付杯と硲のセットは

侵入れとして用いられていたものを転Illしたものと巧えられる。

時期的変遷

以上のことから、西lhlll二本松遺跡A区の時期的変遥 (Fig.106-I08)をまとめてみたい。

まず、 6-7世紀代に竪,・,住居を中心とする楳殆が党まれる。竪穴住居は主紬が20-35'll

ど西傾する。これに対応するものとして.2 X 2 llll総柱の$B141・218・312-掘立柱建物がこの

時期に位沼づけられよう。この築落の上限は須恵若小mia年IUB期とみられるが、下限は特定

することが難しい．ただ。かえ＇）のある須恵器溢が S8209翌穴住居や泣査区全体でかなり出十．

しており、 7世紀代には継続して集落が営まれたように思われる。ただ、この翌穴住居を中心

とする集落と次の掘,l柱建物を中心とする建物群とのHllには空白期間がある可能性がある．
8 llt紀代になると掘W.柱建物を中心にした建物群が確認される。翌穴i柑 8世紀代のもの

があり、批立柱建物がはIfill)断なく変遷するようであるので、掘立柱建物のグループのいずれ

かに伴う bのと考えられる．竪穴住居も掘立柱廷物と同様主軸方位をグルービングの参井にし｀

また掘立柱紐物の紀沼から考えられる槃観も考慮したい。

8世紀ijij!日代に掘立柱廷物のがグループが出現するものと考えられる。SXJ81埋納遺構も

爪独で存在するとは息えないので、このグループに何らかの関連があるものと推測される。主

軸方位からこのグループにSB105・164翌穴住居が伴う可能性があふこのグループは5B138

・015・030 (;';)と 2問xz問の総柱建物が南北に並んでおり、倉尿群の性格が強い。また、

この3棟は規校こそやや異なるものの束辺をほぼそろえており、東からの依観を、程磁している

ようである．
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次に、 8世紀後半代には東にカマドをもち、東傾する竪穴住届を小心とするグループ. 6. 

グループ、 8・グループが存在するが、時代が下るにつれ西傾する度合いが珪くなる傾向から

すると束傾→6・ーがと変遷するものと推定される。これは、東傾するグループに含まれる

5B035翌穴住居出土土器の方ががないしは6・グループに含まれるSB077竪穴住居出土土お

より古れlを呈することにも矛mをきたさない。
束節グループは.SB035・087・206・210・314翌穴住居、 5B201掘立柱建物で構成される．

調在区の束IJ!ll半分に集中して確比される．位辺的にみると、 S8222掘立柱建物はこのグループ

i
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とした方がよさそうである．

6. グループには前述の掘立柱建物群で構成され、 SB013とS13170は不規ffl]ながらレ手形に

配滋されている。主軸方位からするとSB077・105・Iい竪穴住居がこの群に含まれる可能性が

ある。ただ、 S8013・170のL字形配震状況など掘立柱建物の配沢は、南束ないしは南方向か

らの景観を阻視しているようである。敢観的にはS8013掘立柱廷物と20mはどの空間地がある

S8105・164竪穴住居は同時に存在する可能性があるが、 SB077竪穴住居はS8045・127趾立柱

建物と並ぶことになり、保観的には同時存在の可能性は低いものとみられる。
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なお、時期不明の遺構と して中世の項で報告しているが｀方位からこの6・グループに伴う

可能性のある遺構としてSK036・0:!7土城がある。この二つの土城はj(ifりに配囚され、かなり
(6) 

類似する形懇である。潤査区外の状況が不明であるが、東山田一本杉遺跡11・111区で検出
さ

れているような両1l11に側溝をもつ築地のコーナーになることも考えられなくはない。ただ、 束

山田一本杉遺跡のものと比ぺ、幅が広いことが異なる特徴と してあげられる．

8-9・グループは．やや不規則ではあるが、掘立柱述物全体がほぼL字形に配匹されてい

ふただし.SB113のみ2間X2間の総柱紐物である。主柏方位からSB077竪穴住居が伴うと
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身えられ、 S6188竪穴住居し含まれる可能性がある。し字影配沼からすれば南西あるいは西か

らの費観を重視していると思われるので、穀観的にも同時に1i-:/ELていたとしてb不思謙では

ない．

8世紀末から9世紀初頭にかけては10-12' グループが存在したものと与えられる。主軸方

位からすればS8026・188竪穴住居が伴う可能性がある。しかし、 S8026はSB0.13掘立柱建物

に.S8188は5B200掘立柱建物にかなり近接しており｀栄観的には同時に存在するかどうかは

疑わしい、点があるe

9世紀代にはS8150・197竪穴住居、 SE031・ 142井戸があり、 5B091掘立w紐物も含まれる
しのと考えられる。 主伯方位がN40'Wほどと再び大き (i!!j傾するようになることが大きな特

徴である．

遺跡の性格

これまでみてきたように、峙期ごとに社物の変遷がとらえられたので、それぞれの紐物群の

性格について井えてみたい。

6批紀後半ー 7世紀は竪穴住居を主体としており、 一般的な集落であったものと与えられる。

8世紀代の建物とは異なり、西傾度が強いことが特徴としてあげられよう。遺楕の分布は洞査

区の北側に偏っており、集落の中心は潤査区北にあるものと推定される。この集活の下限につ

いては不明な点が多いが、次のがグループが出現する問にある程度のヒアクスがあった可能

性が店いと思われる．

8世紀削半代と考えられるがグループは、束辺をはI?そろえて直線的に紀置された介庫群

に特徴がある。また、それまでとは異なり、はll'iE方位に近い主軸をとること b特徴の一つで

ある。これらの特徴から官街に伴う含庫群.r正介」的な性格ともつことが推測される．ただ

し、建物自体の規1及は大きくなく、周辺を含めて 1列しか現時点で確認でさないことから大規

楳なものとは身えられない．

峙期的にこのグループに関係があると考えられるSX!81埋納遺構は、建物群にかかわる何ら

かの祭祀的なものであろう。倉Jill群とS8103掘立柱建物の配滋をL字形とみれば、「広場J((1 

な空間に位辺していることになる。建物群を建てる際の地飢的な迂味があるのだろうか．

8世紀後半代には東傾ー6.-s-9・ グループが次々と廷てられる。東傾グループは翌穴

住届を主体とするが、 S8035竪穴住居から r郡圏J のヘラ芍さ土器が出土しており、 一粒的な

染活とは身えにくい。やは＇）官荷。それも郡街の付属施設とみられる ．弥生時代のS8005竪穴

住居埋土から惰fJのヘラ沿さ土骰が出土しており。あるいは郡面の中て.r厨J的な性格をも

つ竪穴住居群の可能性しある．

次に建てられると思われるのが6・グループである。これにはこの関査区内ではもっとも大
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さい3IUJx 7間 (S8127).はぽ岡規模の3IH!X 5間 (Sil013)の掘立柱建物が含まれている。

また、 5B013と5B170がやや不規則ながらもL字形に配滋されている。しかし、竪穴住居を伴

う可能性があることや、謂査区l乱辺を含めてみてもこれらの娃物を囲む溝、柵列などの区画が

存在しないとみられることなどから官街の中心的な述物群とは考えにくく、やはり付属施設の

可能性が窃い．

次に出現するとみられる 8-9・グループは視立柱建物全体がおおよそL字形に配泣されて

いる。また、 8世紀末-9世紀初頭の10-12" グループは1えば並列する掘立柱娃物 (5B020・

021)や、南北両面に庇をもつ東西棟建物 (S8200)などから、いずれのグループもまた官附

的な性格をもつしのであろう．しかし．建物の規棋などを考慮するとやはり付属施設と推測さ

れる．

9世紀代になると、再び竪穴住居が主体となるようで、主軸がいずれも大きく西傾すること

と合わせて一般的な集落であると考えられる。

まとめ

これまでやや冗長に述ぺてさたが、以上のことから西山Iii二本松遺跡A区における古代の建

物の変遷と性格をまとめると、次のようになる。7世紀代は竪穴住屈を中心とする一般的な集

落であったが、ある程度の空自期間をおいた後に8世紀前半から 9世紀初頭にかけて掘立柱廷

物を中心とする官街の付属施設が次々と建てられていく．しかし、9世紀代には再び一般的な

集落へと性格を変化させている。

8 世紀前~--9世紀初頭の建物群は、 r郡匿」 「mi」 などのヘラ守き上器から郡術の付属施設

と考えてよさそ うである。厩 ．厨とも『上野国交替実録帳』にみられる．出土遺物のなかで硯

に注目してみると、 fllilii硯などは出土しておらず、実際に使用されたかどうか不明の特殊円形

硯と埋納遺構に転）1lされた土邸岱侵入れのみ確認される。これは、佐藤浩司氏が示した律令体
(7) 

制下での地方支配の各クラスと硯の配備との関係のモデルに符合する。また、西1J11ll二本松

追跡の西方約I.lionには r佐賀郡司 （大領〉佐賀府を壇越とする r椅寺」に比定される公算が
(8! 

きわめて大きいであろうJ とされる大願寺廃寺が所在している．このことから、古旧時代中

期以降この地域で有力な地方豪族であった r佐買君j の本顧地が近いことが推潤され、その本

願地付近に佐嘉郡樹が区かれた可能性は高い。

それでは、郡街の中心である郡庁と考えられるような遺構は周辺で確認できるのである うか．

がグループには束辺をそろえた倉庫群が認められ令束傾グループは閃査区の東側に集中して

確認される。そこで、濶在区東問に所在する東山田一本杉遺跡U・lll区、西山田二本松遺跡B
(9! 
区ついてみてみよう．ここでは. 8 世紀前半から·~頃とみられる築地側溝とそれに伴う磁立

柱建物が確認されている。築地内部の状況など全体像は明らかになっていないが、この築地の
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内部に郎庁があった可能性がある.1111溝や掘立柱建物の主輪方位もわずかに西傾するほll'.iE方

位であり、時期的にもll.l;f二つのグループと一致すとまた、 tll土遺物も 8世紀後半代のもの

はごく少磁のようである．

6' グループの建物陀沼は南東方向からの禁観を屯視しているようであるが、その方向につ

いては現在のところまったく不明である。ただ、前述したようにSK036・037土濱が築地瀾溝

のコーナ一部になる可能性がないわけではないので、調査区南東部に郡庁が所在するのかもし

れない。

8-9' ・10-12' グループはいずれも西側からの只観を頂視しているようである。国査区

匹隕の匹iJJOI三本松遺跡では、掘立柱建物群と区画溝が確認されている。掘立柱建物の主軸方

位はこれらのグループと傾似している。区両溝は数条確認されているが、特に方 1町はどの方

形と推定される区画溝があることは注目される。この区固溝は柑端のみが隣査されているため、

その内部の状況は不明であるが、この内部に郡庁が沼かれていた可能性がある．，れ期的に l.,U

ぽ同時期のようである．

このように西JIJOI二木松iii跡周辺には郡庁に関連すると考えられる遺構がいくつか確認さ

れている。西山田二本松遺跡A区の状況と合わせて、 8世紀前半から 9世紀初頭にかけてこの

地域が郡筒と して機能していたことが推測される。この中で本潤査区の地区は付属施設と して

利用されているようである．

ただ、以上のような推定では郡Ii'が数lol移動していることになる。また、この地域の周辺に

は肥前固府、大願寺脱寺、大願寺二本松遺跡などはぱ同時期の官面、寺院関連の遺跡が展開し

ており｀これらとの関係など今後検討すぺき課題が数多くある。これらの問題を解明してゆけ

ば、この地域の古代の様柑やその特徴などが＇引らかになっていくであろう。

〈Ii〉
1 横lll'tf次郎 19邸 'tid岡県内出：I: の硯について一分類と編年に関する一試案ーJr九州脹史沢料館

研究論集J 9 

2 Ill中{f氾榮 1995r八世紀初頭の開問題」『大平府因磁岱研究』

3 太宰府町教W委只会 1982r大宰府条坊跡』太宰府町の文化財第5集
太ッ府市教rt委n会 1983『大幸府条坊跡II』太宰府市の文化財m1集
太宰府市教↑委貝会 1984r大乎府条JJj跡Ill』太宰府市の文化財第8集

4 大相町教'f.t委n会 1993r大顛寺二＊松遺跡』大和町文化財調査報告苔第22集
5 町m沢 1986r都市Jr岩波講l::l!El本考古学』 4

6 佐沢県教育委貝全 1995『東山田一本杉遺跡』佐双県文化財綱査報告苔m12s扱

7 佐藤浩司 1993r墨苔;l:沿ヘラ苔さ土器と硯に関する一考東一Ill令峙代のn前地域と大中府を中
心にして一」『古文化絞帯』第30集（下）

8 ,1、mr.t士雄 1995r肥前の奈良時代寺院跡,r風土記の巧古学』⑤

g 2.1:6 
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Tab.5 古代竪穴住居一覧表

覇構ll} 平面形 規設 (m) 面積 (m") 主軸方位 主柱 カマド囚溝 時期 i範i唇サ

6
7
3
5
5
6
5
7
7
7
8
7
9
4
0
0
0
5
3
9
5
0
5
2
6
1
6
4
8
3
8
5
8
6
8
8
9
2
9
4
9
6
9
7
0
6
0
9
1
0
U
 

0202 0
0
0
0
0
 0
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
1
2
2
2
3
 

？

形

？

・

形
？
，

影
影
形
影
形
形
影
？
．形
形

＇
？

形

？

形

形

彰

形

9
9
 

方

？

形

盟

9
況
娑
券
mt方
方
？
＇知
加
方
加

h
方
方
？
＇方

＇ 
ヵ
晶

方

長

長 4,97X3.9 
If/北3.86
3.5X3.4 
6.16X6. 16 
5. 42X5. 16 
5.4X4.5 
4.46X3.38 
4.J6X4.2 
4. 28X4. 謁
3. 邸XJ.8
5.5X5.36 
3. 邸X3.3
5. 98X5. 96 
4, 48X4. 43 
東洒3.82 
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Tab.6 古代揺立柱建物一区表

退構暑9 構 造 庇 主軸方位 梁行 (m) 桁行 (m) グループ挿固沿サ
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洒u,m二本松追跡A区

W 中世

1. 溝 (Fig.109・110) 

中世の溝として確認できるものは6条遣構番号が付されているが、 S0068-071は一つの溝

の掘り直しなどととらえることがでさ、 3条検出されたことになる。さらに、 SD078・ 101は

一連の区画洛と巧えられる。

S0068• 069·070• 071溝は関査区北西部に位因する。S0069沿が中央やや北西寄りの部分

で屈曲していることから区画溝の一はとみられる。S0069溝は西fillが潤査区外にのびている．

市偵りは溝底と検/II面の楳応がIll;?'一致するために検出でさておらず、本米どこまでのびていた

かは不明である。S0068溝は東側の本米の状況が1渭月である。S0070溝はS0069溝の掘り nL

とみられる。いずれも溝胚ははば水平である。この区画溝に伴うとみられる建物などは認めら

れない。図示した1.,のの他にS0069溝から龍泉窯系脊磁椀 1-1穎の破片などが出土している

が、遺物の批は少ない，

501-503はSD068溝出土である,501は底部糸切りの土師器小Bilで、口径8.0cm.器碍l.4oo

である。板状圧紙がみられる。 502は白磁皿1X類で、復原U径9.2anである.503は須恵器史で、

復屈ti.I径17.0cmである。

5D078溝は調査区itl東部に位沼する。S0101溝とは1ょ同時期と身えられ、｛如五的な関係から

一連の区画を形成するものであろう．西端はやや不明駁であるが、立ち上がるようであり、SD

101消とは連絞していないようである。溝庇は東憫の方がO.lmほど低くなっている。

504-508は底部糸切りの：K師器小皿で．いずれも板状圧叙がみられる.504は復1以口径8.なm、

粋窃1.o • ..,,、 sosは復原口径8.3叩、器窃1.4cm、506は復原口径8.6cm、沿莉l.3an. 507は復1点I]
径8.6cm、若窃I.0cm. 508は復原11径8.9cm、器心a.2cmで．平均t:1径8.San、笞窃1.2cmである．

509• 510は底部糸切りの土師器杯で、とLに板状圧痕がみられる。 509は復Ill.ロ径13.7cm. 器

箪 ．釦m、510は復原I.I径14.2cm. 岱窃3.3cmである。511は罷呆窯系w磁伯で、復原底径5.4cm
である。 1-4類であろうか．

S0101溝は渭先区西llllJに位汲し．中央やや北西がりの部分でIii!曲する.S0078消、時期不明

のS0109溝と関連する可能性が高い。2-3回掘りj((されており、 SKISO:l湯じが掘')i(される

以前の溝の一部である可能性もある,SEI15井戸付近でやや張り出す．溝1氏は0.15mはど北西

開が窃くなっている.f, 溝の南側は消底と検出面の標府がほぼ一致Lており不明であるが、東饒

はレペル的には検出されるはずであり、 SK212」力責の手前で終わっていると推定される．屈曲

は100・はどを測り、直角ではないことから、方形区i面の一部であるとは思われない。図示し

たものの他に瓦器椀．削泉窯系行磁椀I-5類などが出：l:Lている．

512-525は底部糸切りの土師器小皿で、llとんどのものに板状圧が（がみられる．口径7.7-
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8.8cm. 沿沿ii.0-1. 3cmで、平均

はそれぞれ8.4cm、沿高1.2cmであ

る。526-533は底部糸切りの上師

器坪で、いずれも板状圧娯がみら

れる．口径12.0-14. 7cm. 沿麻2.1 

-3. 如で．平均はそれぞれ13.8 

cm、3.0cmである,534は龍泉窯系

脊磁椀1-1類で、底径5.8cmで

ある。内面見込みに 1ヶ所目跡が

残る。 535は災釉淘岱盤で、復/~

ロ径30.4cmで、悩邸20cmll.どに復

原できる。図示していないが、同

一個体破｝，，，の内面に褐柚で文様を

描いたものがある.ti註部内面か

ら外而には施柏しない。

まに時期不明の溝が6条確認

されている。このうち、前述した

ように5D109溝はS0101溝との関

運性が強い。また、 5D187溝は1団

曲がみられ｀区画溝の可能性が高

ぃ．調充区北側で大和町教'f.f委H
(l) 

会が関査した西山田二本松遺跡

2区SDll溝に絞くものとみられ

ふ 5D207溝もこの溝と関連する

区画溝と考えられ、大和町教委濶

査西山m二本松遺跡1区S027溝

と同一の可能性がある。ともに出

土遺物が乏しく 、時期比定はでさ

ない。 他の溝については性格不明

である。

536• 537はS0187溝出土で、と

もに底部ヘラ切りの土師器杯であ

る。 536は復原口径11.4cm、器高

w ,,, 世

EOP 

ヒ---1.o,¥ ヽ I ' ❖ / 5-02 

I (磁底
＼ 

>
゜

l'ig. 109 中世遺揖配沈図 (1/800)、SD068出土遺物 (1/3)
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西山田二本松遺跡A区

2. 1cmで、537は復原口径13.5cm、器高3.6 

cmである．

2, 掘立柱建物

5B050撮立柱建物 (Fig,110) 

調査区南嬬中央に位滋する。発掘閲査

時にはSA055としていた逍構で、報告杏

作成段階で検討した結果推定された掘立

柱建物である。図上の再検討によって、

SA0551以序 形に配置される2棟の掘立

柱建物とみなした方がよいと思われるの

で、西側の全体が判明する 3Xl2問の掘

立柱建物をSB055、東側のものをSB050

として報告することにする。その理由と

して、すでに現地においてSA055の西側

には対応する南北2列の柱穴列が13基ま

で確認されていたが、束側に関しては南

側の柱穴列に明確に対応する北側の柱穴

列がみられないことがまずあげられる。

Tab. 7 S0101溝出土土師骰観察表

直喩奮9器種 ロ径 器高 底径 切羅ナデ圧痕

512513514515516517518519520521522523524525526527528529530531532533 

小Jill

J{-

(7. 7) 

8.0 
(8.0) 
(8.1) 

8. 3 
(8. 3) 

8. 4 
8. 4 
(8. 5) 

8. 7 
(8. 7) 

(8. 7) 

8. 7 

8.8 
(12. 0) 
(13. 2) 
(13. 2) 

13.8 
14. 4 

(14. 6) 

(14.6) 

(14. 7) 

0
2
3
5
3
2
3
1
2
0
1
1
2
3
3
6
1
9
2
5
1
5
8
 

L

L

L
L

L
L
L

L

L
L
L
L
L
L
2
2
2
3
1
1
1
2
 

(6. 2) イト

6. 8 イト
(6. 9) イト

(5. 5)イト

7. 0 イト
(5. 9) イト

6. 3 イト
6. 6 イト
(6. 8)イト

7. 3 イト
(7. 8) イト

(6.8)イト
6. 5 イト
6.8 イト
(9.6)イト

(IO. 0)イト

(9.1)イト
9.6 イト

9. 4 イト
(9. 6)イト

(JO. I)イト

(10. 6)イト

0

0

 

0

0

 
0
 0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

0
 0
0
0
0
 

0
 0
0
0
0
0
 

0

0

 
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

怜i列についても西から14碁目の柱穴が検出されていない。それに対して、 13基目の柱穴の間に

は西端と同様に2基の柱穴が検出されており、さらに後述するように規則的に問仕切りと考え

られるような柱穴が確認でき る。そこで、 SA055の西側は3Xl2間の掘立柱建物の可能性が高

いと推定した。

SA055の東側の部分は南列のみ確認できるが、西側に比ぺて柱穴間がやや不規則になってい

る。これをS8055掘立柱建物に密接に関連する栂列ととらえることもできる。しかし、怜j列に

百交する柱火列を南側に不規則ながら確認することができ、ここでは梁行4問で、洒面に庇を

もつ南北棟建物、 SBOSO掘立柱建物として報告する。

この2棟の掘立柱建物ははば虹交するように配翌されている。

建てられてものとみられる。

したがって、計両的に同時に

時期については、出土遣物から明確にするこ とはできなかった．古代の5B020掘立柱建物と

の切合関係も不明瞭である。主軸方位をみると、奈良• 平安時代と判明する掘立柱建物でこの

2棟と軸をそろえる建物は確認できない。主輪がほぼ同じ建物としては、調査区北束端に位置

する5B199掘立柱建物がある。後述するよう に、この掘立柱建物は平安時代以降と考えられる。
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S0078 No 1 $D078 悩 2

I. 暉褐色砂＂土（燒土を少位含む）
2. 闘褐色土 (Iより11/lるい．炭化物を少H含む）

3. 黒紺色土

1. 略褐色土
2. 息褐色土

3. ill褐色土
4. 哨褐色（地tlJ土粒を多く含む）

SDIOl No.I 

SDI切

辛 14.00m

SDIOI No.2 

" l;; す ;7504

~.n ~」 ここ 文二］二~6

＼ 
SOISI 

三~三3 ―14 .00m 竺文三~乏 14.00m

SOJO! W•3 S0101 応 4

ぎI'ー~13.SOm玉空―~
13.SOm て――-.:f?s1s

I. 茶出色土（嬉Ui土：貿褐色土拉を含む）
2. 茶褐色土 〈地山土プ0ックを多く含む）
3. 暗茶褐色土 （旭山土粒を含む）
4. 昭茶褐色土（地山土プロックを含む）
5. 茶褐色土 （地山土拉を含む）
6. 茶褐色土 （地山土プロックを含t,)
7. 灰褐色帖土
8. 明掲色土 （地山土プロックを多く含む）
9. 略褐色土（地山土プ0ックを少し含む）

10. S以迅U璽土(~茶褐色土）
11. SK180埋土 （瞳出色土）
12. SK180塊土（昂褐色土） てーー b--ク 517
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Fig, 110 $D078・IOI・ 187溝土用図 (1/40)、出土遺物 (535:1/4、他： J/3)、S8050・055掘立柱達物 (1/150) ー145- -ー146-



IV •I消t

そして、 S8050・055趾立柱建物とS8199掘立柱廷物の間に前述のSDIOI溝があり、 1関連性が

窃いと考えられる。また、柱の掘形も円形であることから、中世のものと推定される。

5B050掘立柱違物は，梁行4JHJ (7. 25m)で、主紬をN窃 WIことるfli北棟建物である。弥

生時代のS8024・418竪穴住居、古代の5B021掘立柱建物と煎複する．桁行は3間まで確認で

き、而半部が隣査区外にある．西面に庇がある．身合は梁行3間で、柱!Bl距離は東から1.65m.

1.2m、2.25mとばらつきがある．梁行の柱till距隈についても2.1-3.0mとばらつきがあり、

東辺と西辺が正確には対応していない。柱の掘形は径0.5mはどの略円形のものが多い。庇は

出1問 (2.25mlで、柱の掘形は径0.3mほどのもので身含部分に比較して小さい．

S6055撼立柱纏物 (Fig.HO)

綱炎区南端中央西寄りに位寂する。S8050掘立柱建物の項で述ぺたように、発掘閃査時にSA

055としていた遺構の西側部分である。弥生時代のSB012・022・417竪穴住屈、古代のS8020

掘立柱建物と重複する。梁行3flll(4. lm)、桁行1211n(24. 6m)で．主軸をN69"Eにとる細

長い東西棟建物である．東西両端から 4本flの柱から 2111!ごとに間仕切りの柱穴がある。柱問

距蝶は桁行は2.05mではぽ等1111隔であるが、梁行は平均1.37mであるが、ばらつきがある。柱

c
 

• 一•—• 十•一

，
 
◎ 
◎ 

◎デ゚

e~ 

の掘形は径0.4-0. 6mの略円形であ

る。なお、 Fig.HOには5B050・055

掘立柱建物に関連する可能性がある

柱穴を図示している．

゜
14.00m 

¥／- 三:8t・ 17  I ↑ ., 

S6199撮立柱建物 (Fig.Ill)

悶査区北束端に位置する。弥生時

代のSB213掘立柱辻物、時期不明の

S0207溝と瓜複する。梁行3Jill(4. 54 

m)で、主軸をN2l'Wにとるrfi北

練廷物 と推定される。 SBOSO・055

掘立柱建物と主軸方位がは,:そろう。

桁行は3問まで確認でき、北半部が

紐区外にある。柱間距離は梁行で

中問の 1問分が1.72mと大きいため

に不均等で、桁行もI.42-2.02mと

10.,. 不均等である。柱根跡は17-22cmで、
二：

Fig. Ill SB! 的掘立柱廷物 (1/80).出:J:遺物 (1/3)
平均18cmである。 PiとP8の問に
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床束あるいは11fl仕切りと思われる柱穴がある．柱の掘形は径0.6mほどの略円形で、埋土は褐

～黒褐色土が主体である。

538は土師笞椀で、復原底径9.0cmである。窃台部内側のみ懇色化している。

3. 集石遺構

SX072• 074集石遺蠣 (Fig,112) 

祠査区北西端に位置する。SX072集石逍構は平面形がo.ax J. 74rnほどの不整な長方形で．
検出面からの深さ約0.45mの掘形に径2-15cinはどの礫石がぎっしり訪まっている。礫石の中

には、土師怪、瓦粒、須恵沿肉磁器の破片が混入している．性格は不明といわざるをえない。
12) 

539は土師器鍋で、復原口径30.900を測る。徳永分類 1V類である。540は底部糸t;JJりの土師

諾小皿で、底径4.2cmである。 541 • 543は同安窯系斉磁碗I-lb類である。 541は底径5.Jc:m. 

S43は底径4.9cmである。 542は瀧泉窯系背磁椀I-4類で、底径5.3anである。内底見込みにキ

ノコ状の文様を片彫りしている。全面施粕後高台畳付のみ浅く削り取り、高台内側に目跡が残る．

SX074はSX072集石遺構より古い土濱で、築石遺構であったかどうかは不明である．

SX073集石遺構 (Fig.112)

閥査区北西嬬に位置する。掘形の平面影は長粕1.13m、短軸0.63-0, 82mの北東悶が不整な

長方形で、検出而からの深さ0,25mほどである。」こ展に2-!Oemはどの礫石が2ヶ所に集中し

ているが、 SX072集石遺構はどぎっしり詰まっているわけではない。礫石の中に土的硲、須忠

器、閲磁器の破片が混入している。慕の可能性がある．

544は育磁小椀で、底径4.5<:mである。内而見込みは釉をカキ取っている。胎土は灰白色で、

釉は明絃灰色を,!il.する。 545は底部糸切りのJ:師器杯で、復原底径5.Sanである。

4. 井戸

SEOOI井戸 (Fig,113) 

祠査区中央西寄りに位遺する。紫掘りの井戸て。亀平面形はl.4Xl.66mの不整な楕円形であ

る．面壁と東壁はほぽ垂租に、北壁と西壁は綬やかに立ち上がる．底面の標店は12.85mであ

る．図示していないが、上師器鍋（徳永分類Ob類）、白磁皿旧類、龍泉窯系行磁椀l類が出

土している．

SE029井戸 (Fig.113) 

潤査区南西に位口する。索掘りの井戸で、平面形は径I.Smほどの不整な円形である．蹟査

中に崩落があったために、氏の立ち上がりを土層図からみると、束堕はやや急に立ち上がり、
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Fig. I 12 SX072・073・074如i逍構 (1/20).Ill」磁物 (1/3)
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F'ig, 113 S£001・029井戸 (1/60)、出土遺物 (1/3)

丙壁は下半部は亜直近くに、上半部はかなり綬やかに立ち上がる。底面の標なは12,40mほど

と推定される．

546-548は涅土下州から、 549-553は上層からの出土である• 546は底部ヘラ切りの土師辟

小皿で、口径9.3cm、牲高I.6cmである。板状圧痕がみられる。547は黒色土笞B類椀で、復原

底径7.2cmである0 548は白磁椀11類である。

549は黒色土硲A類椀で、底径7.3cmである。 550 • 551は底部ヘラ切りの土師粒がである。 550

は復原口径15,4cm、器高2.8cm、551は復原口径l4.8cm、器il'li3.lcmで會いずれも板状圧痕がみ

られる,552・553は底部ヘラ切りの土師器丸底坪である。552は口径15.3cm、沿高3,3cmで、 553
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勺》IJI 一—-

SE03ヽ

SE106 

゜

13.00,n 

2m 

。
10cm 

L. 

ー

13.00m 

Fig. 114 SE034・106井戸 (1/60)、出±遺物 (1/3)

は復原口径15.0cmで、いずれも外而に指頭圧級が残る．

SE034井戸 (Fig.114) 

綱査区中央南寄りに位霊する．索掘りの井戸で、平面形は0,8Xl.Omの略円形で、井戸にす

るにはやや小型である。西壁が綬やかに立ち上がり、その他の壁はほぼ垂直に立ち上がる。底

面のほil'fiは12.74mである。

554は瓦器椀で、復原口径16.6cm、器高6.5cmであと内外面にやや雑なヘラミガキを施し、

底邪内外面に指頭圧痕が残る。底部ヘラ切りで、板状圧痕がみられる。

SE106井戸 (Fig.U4) 

閃企区東側中央に位沢する。古代の5B087竪穴住居と煎複する。索掘りの井戸で、平面形は

径1.3mほどのl'J形である.!'.tはやや怠に立ち上がり會底面の標硲は12.95mである。図示した

ものの他に、 瓦硲椀、 土師器,Jヽ皿の破片が出土している．

555は同安窯系肯磁皿 I-la類である。口径12.7cm、笞窃2.4cmである．

SE115井戸 (Fig.115)

調査区中央束寄りに位僅する。S0101溝より新しいと考えられる。弥生時代のS8085翌穴住

居と重複する。索掘りの井戸で、平面形は2.06X2.2mの不整な円形である。壁ははば垂直に

立ち上がり、底面の標高は12.92mである。図示したものの他に、白磁椀V類、 瓦若椀、SK114

土壌出土の掬笞四耳壺と接合する破片などが出土している．

556は行磁か白磁かの判断が難しいが、ここでは廿磁と しておく。底径5.1cmの椀で、外面に

細かい櫛目が施される。内面見込みに目跡が4ヶ所みられる。胎土は灰白色で、やや背みがか
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Fig. 115 SE115井戸 (1/60)、出土遺物 (1/3)
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った透明な粘を施している。 5S7• 558は龍泉窯系斉磁椀である.557は1-Sa類で、復原口

径16.2cmである。556は 1-1類で、 ロ径16.7cm、若窃7.1cmである。

559-563は底部糸切りの土師わ小皿である.559は復原口径9.0cm、おr.:;1.0cm、560は口径7.8 

an、笞高I.3cm、561は口径7.9cm、笞窃0.9cm、562は復原口径8.2cm、荏窃1.0cm、563は口径8.8 

〇、諾高1.5cmである。いずれも板状圧痕がみられる。

564-567は庇部糸切りの土師岩杯である• 564は復原□径12.6an、諾店2.6c皿 565は復原n

径13,Oan、器高2.7匹、 566は口径14.0cm、jt;高3.0cm、567は日径14.5cm、笞窃2.3cmである．

565• 566には板状圧痰がみられる．

568 • 589は東捨系須恵笞捏鉢である。 568は復原口径30.4cm、569は復原口径31.0cmであるが、

小破片のために確実ではない．

SE134井戸 (Fig,l16) 

詞査区西端中央に位既する．素掘りの井戸で、平面形は1.86Xl, 95mの隅丸方形である．壁

は綬やかに立ち上がり．底而の標応は13.06mである。

570• 571は庇部ヘラ切りの土師器小皿である。570は口径9.1cm、器高1,5cm、571':i□径9.5 

13.00m 

ぐニニエニ~570

~571 

こ 572

こ三：：ここ

l. 昭褐色.t.
2. /Ii, 出色j:
3. J,ij褐色t(2より黒味が渡い）
4. ~-1褐色ゴ: (2より昂止が弦い）
5. 窃賀褐色土
6. Ill褐色土

。
2m 

7. 品褐色ゴ：
S. 暗賀褐色:J:
9. 陪褐色土
10. 褐色9占質:J:
11. 褐色帖質土
12. 地11,;1:(灰沢刃色帖質土）
と黙:J:の1i11かい互層

!Oen 

Fig. 116 SEL34井戸 (1/60)、出土遺物 (1/3)
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cm、沿高1,7cmで、ともに板状圧痕がみられる• 572は土閾器高台付小皿で、口径9,0cm、器布

2.6cmである。573は底部ヘラ切りの土師器杯で、復lfi.口径15.3cm、辟高3.4cmである。

574は黙色土器B類椀で、口径14,6cm、器高5.5⑳である。内面はヘラミガキで、口緑部内面

は丁寧に施される.□ 縁部外面はヘラミガキが施されているようであるが、不明蔚である．色

調や底部の形状は瓦諾を思わせるような雰圃気を持つ。 575は黒色土器A類杭で｀口径15.0cm、

採高6.3cmである。外面も一部具1色化しているが、一応A類としておく。全体的に黒色化にム

ラがある• IJ緑部から体部上半部はT寧なヘラミガキで、内面もヘラミガキであるが庖磁など

のため単位などは不明確である。体部下半部はヘラケス:,,である．

SE119井戸 (Fig.117) 

潤査区怜j束隅に位誼する。索掘りの井戸で、平面形は径1.3mはどの円形である。壁ははIi'

亜直に立ち上がり、底面の楼高は12.16mである。奈良時代とみられる：L:師器、須忍器の細）ヤ

が相対的に多いが、同安窯系行磁椀の破片がIll.II¥土している。したがって、明確な時期は不

明である．

SE305井戸 (Fig.117)

潤査区東端中央に位滋す
Si;:119 SE305 

る。弥生時代のS8302翌穴

住居と瓜複する。索揺りの

［口）井戸で、平面形はJ.88X _j 1 ~ 
2.06mのfll形である．底面

の標高は11.80mで、潤在

区内の井戸ではもっとし深

く掘り下げている。出土遺

物がllとんどないために時

期は不明である．
13.00m 

5. 土填

中世の土濱は19基確認さ

れるが、いずれし出土遺物

は多くない。その中で比較

゜
2m 

的ま とまって遺物が出土L

たしのや特徴ある遺物を出 ドig.117 SE119・305.Jt-戸 (1/60)
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土したものを報告することにすふなお、 SK036・037・038土濱は峙期不明のものである。

SK010土嘱 (Fig.118) 

閃査区中央南がりに位誼する。平面形は3.52X3.9mはどの不竪な隣九長方形と思われるが、

残存状況が悪く、特に南洒隅は正確ではない。底面は中央部が深くなる。図示したものの他に、

束播系須思器捏鉢が出土している。

516は販部糸切りの瓦若小皿で、復fl;(CI径9.3cm、器高I.4cmである．板状圧痕がみられる．

577・518は龍泉窯系背磁椀 I-Sb類である.5111:l底径5.2cmで、 578は復原口径15.Oanであ

る。 579は土師器鍋で、復原日径32.Banを測る．徳水分類 1類である．

゜

N =--,... u 

SK014土嘱 (Fig,119) 

詞査区中央西寄りに位笠す

る。SK221土壊より新しく、

弥生時代のSBOOS竪穴住居と

重複する。相当笠の弥生士．笞

が出土しているが、はぱ完形

の：I:師器,JヽJillが3点出土して

おり、中世の土濱とした。平

面形は閏丸長方形と推定され

るが、 S8005との頂複により

l!Jjj闊は不明である．短紬0.96 

mを測る．

___,:= m-mは妊部糸切りの土
14.00m 

ニ :6冒
r-=-===r三。 ''s;ll,.
z
 

師岱,Jヽ 皿で、いずれも板状圧

痕がみられる。580は口径8.7 

<m. 悩麻2.1cm、581は口径8.7 

o、t認:SL2cm、582は口径8.8 

10cm em、悩窃l.5cmである.583~ 

586は弥生土器である。583は

支脚で、艇径11.2an、器謀9.8 

¢Illである。584は複合口給壺

で．復原口径16,lcmである。

Fig. 118 SKO!O:I峡 0/60).m土遺物 (579: 1/4、他： 1/3) mは広[I壺で、復原n径12.2 
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Fig. 119 SK014 (l/40)・025J場I(1/60)、出1滋物 (583-586:1/4、他： 1/3) 

cmである。586は鉛先状口絃の高杯で、復原U径33.8cmである。

SK025土凛 (Fig,119) 

潟査~怜i端中央に位霰する．弥生時代のS8418竪穴住居、古代のS8021掘立柱建物と団複す

る。平面形は1.46X I. 76mのやや不整な楕円形である。阻が垂市近くに立ち上がり、底面の標

布が13.lOmであることから井戸の可能性しある．

587は底部糸切りの土師骰小nnで．復原口径8.4cm、骰高1.4cmである。板状圧痕がみられる．

588は土問i骰椀で、底径5,9anである。589は点＼色土器A類碗て、＊底径6.2cmである。590は内而

まで黒色化していないのでIt.I岱碗としておく。復原庇径6,9cmで、内面はヘラミガキであるが贔

単位は1く明 である。 59 1• 592は白磁椀IV類である。591は底径8,2cmで、釉がは じけている• 592 
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Fig.120 

は底径6.4cmである．

SK067土嘱 (1/60)・出土遺物 (1/3).SKl14土壌 (1/60)

SKOSJ土壕 (Fig.120) 

隅査区中央南祈りに位沼する。弥生時代のS8012竪穴住居と直複する．平面形はl.2Xl.5m

はどの不整な艮方形である• 38X54cmほどの石が上層で確認されるが、土濱との関連は不明で

ある• Iiぽ完形の瓦粒抗が1l!. 出土している．

593は瓦笞椀で、 ti径16.4an、笞高6.3cmである．内面と体部上半部にやや雑なヘラミガキが

施される。底部外而には糸切り痕と板状圧痕を留める，
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Fig. 121 SK 114土濱/Jl:l:il!物 (1/3)

SK114土凛 (Fig.120-122) 

潤査区束憫中央に位沢する.SDJOl沿より新しいと考えられる．平面形は2.9X3, 4mほどの

不整な楕円形である．井戸の可能性もあるが、立ち上がりが絞やかで、井戸としては大型すぎ

ると思われるので、土）J11 とする。図示したものの他に、常滑illi~の小蔽片が出土している。

59ヽ-597は底部糸切りの土師器小皿である。 594は復原U径7.7cm、器高1.4cm、595は復原口

径8.0cm亀器~l.4cm、 596は復If/.口径8.7cm、粒窃I.3cm、597は復原口径9.4cm、器高1.6cmであ

るが、いずれも小破片のためti径は確実ではない。597には板状圧瓶がみられる。 598は底部糸

切りの土師器杯で、復原口径14.0an、牲窃2.4四である．

599は縞沿四耳壺で、復If,(口径8.7cmである。胴部外而上中に沈線がめぐる。釉は灰緑色で、

ロ緑内外面に褐釉を流す。SE115井戸から出土した破片と接合した。600は白磁椀JX類で、復

原口径11.如である。 601 - 603• 608は龍呆窯系行磁椀である,601は I-5b類で、復原口径

15. 6cmである,602はI-Sd類で、底径6.2omである.603は I-Sa烈で｀庇径5.4cmである。
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Fig. l?l SK114土濱出土遺物② (1/3) 

608は1-3類である。60ヽは龍泉怨系とみられる宵磁小椀で、復原口径8.4cm.底径3.8cm、器

高4.5cmである。口緑部の釉をカキと っている。605-607は同安窯系青磁椀である。605は I-

lb類で、底径5.2cmである。606は 1-lb類と思われる。底径5.2cmで、釉は灰白色を単する。

607はI-lb類である。

609• 610は東播系須恵器捏鉢で、 609は復原口径27.4CIII、610は復原底径IS.4血である• 611 

は土師硲鍋で、復原口径35.4cmを測る．位水分類Ila類である。 612は鍔のつくクイプの滑石

製石鍋で、復原口径27.0cmである.ti緑下2.4、2.7anのところに孔が開けられており、いずれ

にも孔内に鉄が逍存している。

SK116土嘱 (Fig.123)

調査区中央束寄りに位妥する。弥生時代のSBO糾竪穴住居と頂複する。平面影は径1.3mほ

どの不整な円形である。図示したものの他に蝙滑石製石鍋｝ヤが出土している。

613は龍泉窓系脊磁小椀I-2類で、復臥口径10.9cmである。
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SK120土蠣 (Fig.123)

SK 116・120・180土濱 (1/60)、111土ill物 (1/3)

謂査区東端中央に位設する.SK306土濱より新しい。平面形は0.8X4.22mの沼状で書細荻

い土濱である。壁は長辺では11ぽ垂直に立ち上がる．

614は瀧泉怒系脊磁抗 I-Sb類で、復原口径16.San、復原底径4.釦n、器高6.6cmである。

SK180土凛 (Fig.123) 

謂査区中央束寄りに位置する．土屑図 (Fig.HO)からするとSDIOI溝より古いが、掘り直

し以前の溝の一部の可能性もある。弥生時代のS8088翌穴住居と謡複する。平面形は0.9X4. 44 

mの溝状で、細長いゴ濃である。長辺では沢がほぼ垂直に立ち上がる．

615-618は低部糸切りの土邸粒小皿で、いずれも板状圧痕がみられる。615は復原口径8.2cm、
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昴r.'il.4cm、616は復原口径8.3cm、器高1.2cm、611は日径8.5cm、器高1.3cm、618はU径8.7cm、

骰店I.Zanである• 619• 620は底部糸切りの土師器杯である。 619はCl径14.2an、器~2.8匹、

620は復原口径13.4an、器高3.2cmで喩ともに板状圧飯がみられる。

SK203土壕 (Fig.124) 

調査区束側中央に位営する。 SD!Ol溝との新IB関係は不明で、弥生時代のSB098・099翌穴

住居と煎複する。平面影はJ.52XI. 96mの隅丸長方影で、立ち上がりは綬やかである。埋土中

に径2-32cmほどの日平な礫石がみられる。

621は白磁椀IX-I類で、復原口径13.6cm、笞茄5.3cmである。 622は龍泉窯系守磁椀1-5

曲で、復[(f.O径15.9cmである。

SK306土讀 (Fig.124)

調査区東端中央に位置する。SK120土濱より古く、弥生時代のSl:!308掘立柱達物と頂複する。

平面形は2.8X3.6mの悶丸長方形で．壁はやや怠に立ち上がる．

823は底部糸切りの土師笞小皿で、復原口径8.2cm、器高I.3cmである。板状圧糾がみられる。

624• 625は低部糸切りのオ，Cililr.が名である,624は口径13.3cm. 岱窃2.6cm、625は復/fi.ロ径14,2 

四、若高3.2t1t1で、ともに板状圧痕がみられる。 626は白磁椀IV類で、復原口径15,5cmである．

627は龍泉怒系w磁椀 I-5a類で、復原口径16.2四、底径5.8cm、沿窃6.3cmである。

SK036土纂 (Fig.125)

調査区南東端に位置する．南側が閲査区外にある.SK037土演とは1印代交するような位沼関

係にある。短紬2.05mで、底面はIiiが平預であり、 SK037土壌と同じような形愈が牙えられる．

出土遺物は小破片のみで、時期は不明である。

SK037土嘱 (Fig.125) 

調査区i~束端に位滋する。弥生時代のS8065翌穴住居と煎複する，平面形は2.04 X3. 92mの

屈九長方形である。出土遣物は小破）ヤのみで、時期は不明である．

SK038土嘱 (Fig.125) 

潤究区南嬬中央束寄りに位沼すふ弥生時代のS8052竪穴住居、 S8220掘立柱辻物と1f（複す

る．平面形はJ.54X3. 2mの悶九長方形である。出土逍物は小破）ヤが多く 、時期は不111Jである．

628は須恵器杯で、復原口径10.7cai、器高3.6cmである。体部に沈線が3条めぐり、底部外緑

部のみ回転ヘラケズ＇）である。 629は龍泉窓系甘磁椀I-Sb類である．
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6. 土壕墓

SP046土蠣墓 (Fig.126)

調査区南束に位笠する。古代の5B222掘立柱建物と重複する．平面形は1.06Xl. 46mの不整

な隅丸長方形である。底而は西～北側がやや硲く、壁はやや急に立ち上がる。南西屈に青磁椀

が2点副葬されている．

630• 631は龍泉窯系脊磁椀I-4b類である。 630は口径16.0cm、底径6.1cm、お窃6.9anで、

釉は全体の4/511ど貫入が著しく 、発色が悪くなっている。 631は口径16.lan、底径6.San、

岩i!li7.0cmである．
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Fig. 125 SK036・037・038土濱 (1/60)、出士遺物 (1/3)
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＂ 中世
SP202土濃墓 {Fig,126) 

贋在区束但l•I•央に位沼する．弥生,.}代のS8099翌火住居と11!複する．平面ilftは0.97X 1. 33m 

の不整な翡丸長方形で、底面は1-ll炉平坦である。 11!1閲と両長辺に径7-13cmの1/l!石があり．土

府では木棺は不明だが、 tii台の可能性がある。1引側中央に行磁椀がI.点副葬されている．

632は龍泉窟系背磁椀 l-4a顕で、 [I径16.3cm、底径6,3血、器高7.0cmである．

7. 小穴・検出面出土遺物 (Fig.127) 

633は滑石製で、口径2.3cm、高さl.?anの憐状のものを二つ横に連結したものと推定される．

1 区去採。 834• 635は古代の$13094検出面l:IJ:i:QJ脊白磁合子である• 634は口径5.3cat、粒窃2.I 

如で、口唇部から内而は露胎であるが、 天井部内面には釉がかかる。635は口径4.4cm、器高2.8 

cmで、外面ーI:半部と内面全体に釉が施される• 636は天目茶碗で、復原口径10.6cmである。胎

土は灰色で、漆屈色の鉄釉が施される。 11 区P1 02出土• 637は白磁IIIIIX-2類で、復原n径8.9 

m、器窃2.4cmである，JI区P1146出：I:。638は龍泉烹系存磁椀 I- I類で、口径16.3cm、底径

-

633 

辺
〗

こ 634

Q D635 

三 36

こュニ:37

。
10cm 0

し
IOom 

I ~ I 

Fig.127 小穴・検Ill面出土滋物 (633-635:1/2、636-639; 1/3) 
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6.)cm、俗窃6.紐である。 11 区検出面出土• 639は土師荘椀で、口径16.加n、底径5.8an、鈴高

6, 7anである。口緑部ヨコナデで、他の部位はナデである。弥生時代のSBOI9柱穴上層出土．

8. 小結

中世の遺構と しては、 溝3条、掘立柱廷物3棟、集石遺構2基、井戸6碁、 土濱19基．土濱
(3) 

墓2基を検出した。時期は既存の土師器杯・小皿の編年を参考にすれば、 11世紀末-13世紀、

IS世紀のものが確認される。

11世紀末-12世紀初頭の遺構としては、 SE029・13411手 があげられる。可能性のあるもの

としてSK025士濱がある,SEI34井戸から出土した焦色土器椀は瓦器椀に近い雰囲気をもち、

黒色土器の終末期で、瓦器が出現しているか．出現直前の様相を呈している。

これに続く 12世紀中葉-13世紀前葉とみられるものに、土潰慕2基がある。いずれにも洞泉

窯系青磁椀I-4類が副葬されている．確認できたものは2甚であるが、検出面から完形に近

い責磁杭や行白磁合子などが出土しており、他にも土J廣溢があったものと考えられる。以上の

時期の遺楕は少なく、調査区外にこの時期の主体があると推測される。

13世紀代には、区画と考えられる溝など多くの遺構 ・遺物が確認される。SDIO!溝は出土L

た土師辟杯、小皿から13世紀前半～中頃のものと考えられる。細長いS8055掘立柱建物もSD

101溝との関係でこの時期の可能性が高い。SBOSO・05弧ぃ立柱速物はL字形に配滋され、主軸

方位から5B199掘立柱建物もこの2棟と関連性が強く、 SBOSO・055とSB199の問の空間にSD

101が配霊されているからである。このような中世の細尺い掘立柱建物は、福岡市洒区消末遺
(• ) 

跡群2次調究に類例がある．清末遺跡群では細長い建物3棟がコ字形に配滋されている。そ

のような類例からすると、S8055とほぼ同規模の掘立柱建物が潤査区南側に存在する可能性が

ある。以上のような状況から、 13世紀代に調査区一帯が大いに利用されたものと推測される．
(5) 

同様の傾向が西に隣接する束山田一本杉遺跡a• ID区、西山田二本松遺跡B区でも認められる．

礫石が詰まった状態で検出された築石遺構はいずれも調査区北西に位復している。出土遺物

からやや時期が下った15世紀代と推測される．性格についてはまったく不明といわざるをえず、

今後の類例の増加に期待したい。

（註｝

1 大和町教訂委只会 1992r東山田一本杉遺跡•西山田天神遺跡・西山田二本松遺跡 ・ 西山田三本松

遺跡』 大和町文化財調査報告書第13集
2 徳氷貞紹 1990r肥前における中世後期の在地土笞」＇中近世土器の苓礎研究 J VI 

3 山本信夫 1990r統計上の土沿ー歴史時代士面器の編年研究によせて一J『九州」；代文化論集』
佐霞県教行委貝会 1991『本村遺跡J 佐賀県文化財調査報告笛第102.集
4 福岡市教廿委n会 1992『入部111,福岡市埋蔵文化財綱代報告苔第103集
5 佐双県教行委U会 1995『東山田一本杉遺跡』佐賀県文化財潤1i.報告苔第125簗
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西山田三本松A遺跡

遺跡名：西山田三本松A遺跡（略号 NYS-A) 
所在地：佐賀郡大和町大字川上字三本松



西山a1三本松A遺跡

西山田三本松A遺跡

I 遺跡の概要

1. ii跡の立地環境

洒llllll三本松A遺跡は大杓町大字Ill上字西山田に在って、嘉瀬Illが存恨山地から平野邪に流

れ出るあたりの丙岸に形成された楼高約14mの崩状地上に位設する．潤社前、一帯は主に姐地

として耕作され、また一部は水Mに利mされていた．

嘉瀬Ill西tやのこの地区ではこれまであまり関査例がなく、このたびの九州横断日勁車辺建設

に関わる一連の詞査でようやくその様相の一端が知られるようになった。四査区の東側に連絞

する西山rn三本松B遺跡・西LIIHI二本松遺跡・束111田一本杉遺跡では、弥生時代前期末を中心

とした甕柁裕地および後期の大規哀な集落、さらには奈良 ・平安時代を中心とした大型掘立柱

建物や倉庫等からなる建物群および集落跡が潤査され、弥生時代以来、嘉瀬川渓口部の西岸に

居住した地域勢力の存在が明らかになってきている．

この地区における集団の姓格を考える船合、弥生峙代に関して無視できないのは嘉瀬川を挟

んで向かい合う東岸の惣座jrf跡の存在である。惣座遺跡は佐n平野中部における弥生後期の"'
核的格沼の一つと目される多頂ば壕集沿であり、これら西沿地区の弥生後期染硲も大局的には

同し地域努hとしてその外邪を構成する集団であろうと考えられる。 また、奈良 • 平安時代で

は、翌穴住居跡を主体とする梨落が分敗的に形成される。一方．企画性にmんだ配閉の掘立柱
建物跡群や溝が存在し、さらに r辰Jヽ r郡」努のヘラむき土路や帯誨りなどの出土から、やは

り嘉瀬川束内に相対朽する肥前国庁跡に関連した官街的機能、あるいは居館等の特殊な施設の

存在が想定される。t肥前風土記』に登場し、現在でも地名として残る山川繹の一部をなすも

のであろう．この間、古tJ1時代に関する知見は少ないが、本遺跡の北側IIJ麓部には、 ！［下位大

の船塚前方後円墳をはじめ、小炭Ill、9)女神社、水上の各前方後f'lt.Aが存在しており、古れ時

代においてもやはり布力な地域な族の勢力地であったことがわかる．

このように、本遺跡は弥生峙代以来、常に佐償平野における布力地域の一つであった出瀬/II

束岸の惣座遺跡や肥前位l庁跡と関わりを持ちながら形成された西片遺籾群の一角を占める点で

注目される遺跡である．

2. 遺構の分布状況

西山田三本松A遺跡Ii、広く捉えれば、束濶に接する西11,ru三本松B遺跡 1区と一括すべき

ものである。 これは弥生特代、奈良 • 平安時代のいずれについても甘える．

検出した選構は、大まかに酋えば弥生時代と奈良 • 平安時代の2時期である。他に古れ時代
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四山田三本松A遺跡

に遡る辺物も出土しているが、土J,W2基以外に遺構の存在は明確でない。

まず弥生時代では、蒔期は11ぽ後期前半に限られる．竪1,住居跡JO棟、掘立柱娃物跡17棟、

土壊2基を検出した。全体としては集沼跡の性格がつよい。この内、竪穴住居跡は潤企区の面

1111から束側に偏っ て分布する。 平面プランで分けると長方形 6 棟、 }J.lf~3 棟である。 長方形の

場合．束西主紬の4棟が東西に分かれ、南北主軸のS8015・SBOl6の21,1!がその間に位沢する

形をとる．方形プランに比ぺて比較的小形である．また、竪穴住居跡IOI皮の内6棟がペット状

迅構を付設する。

掘立柱建物跡は、全体的に見る と潤査区西半で2群を形成するばか、S13028とSB026が潤査

区の東辺と南辺にそれぞれ単独で存在する。形態は211りXIr, りが13棟、 1間XI1111が4棟で、

そのうちでは2IHJX I fill束西棟が圧倒的に多くJW!iを数える。注目すぺさは函北部にあってSB

007-SBOII・S8022・S8027・SR030・S8031の9基からなる群棟の存在である.9 JJ; はさら

にその中で4群に分かれ．しかも各々 1-2向の建て替えが認められる。これらの紐物の性格

は碁本的に倉庫と考えられ、整然と紀沢されたものでないにせよ、ある一定期間には最大4棟

が南北に建ち並んだ．いわぱ群倉のような梨観をなしていたと考えられる。先後関係は、SB

031→ S8030以外は不明であるが、まず、 2fillxl IUIの辻物が西面を揃えるように並び、各々

建て杵えはその束憫にやや位況を移していったと推測される。

奈良 ・ 平安時代では、 掘立柱建物跡 7 棟 ・ 局溝状遺構 ,I 基•土J,WI 基•井戸跡 1 基を検出し

た。このうち批立柱建物は同地区の中心的となる居館のような特殊な性格の述物と考えられる。

また、潤衣区束辺では3lllJx 2問の総柱の掘立柱建物跡3棟S8017・S8018・S8019が軸線を

10・前後LL'iに傾けながら南北に並ぶ。厳密な企両性はないが、恐らく同時期に計両的に配沼さ

れたであろう群介の影態を示すものである。方位が西山Ill三本松B遺跡1区のS0110や同II区

S0206・S0207恋の区画溝にほば一致することから、同じ地隕りに沿づくものと考えられる．

その他、$B007は1棟のみ西辺に離れるが、先の3棟とはぽ同じ3間X2間であり、同時期か

と見られる。他2棟は3柑IX2問、または2JIIIX 2 IHI総柱で、柱並び揃わずしかも小規阪であ

る．聞溝状遺精には方形．正円形、裕円形、不整楕円形が各 1碁ずつ見られる．このうち方形

の 1基は柱大の紀四からみて建物があったと考えられる。時期、性格は確定できないが、他遣

跡の類例からみて平安時代頃に下る関溝某の可能性がつよい。

Tab. I 西Ill田三本松A遺跡遺構一覧表 • 『Ill番サ』（よ調査良9の遺鳩番サ.( )UBOXエ’‘区

迅構番サ 種）/IJ 構造等 時代 旧番ザ匝

SBOOI 掘立柱建物跡 束西棟 (5間x4 mn、方位N74"E 奈良 SBOOI 13 

5B002 掘立：紐物跡 不整南北棟 (2問X2問）、方位N2TW 不明 58002 I 

SE003 井戸跡 円形 奈良か S8003 17 

SX004 方形周清状遺捐 束辺台影気味の方形 平安か SX珈 II 
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（ 遺跡の概要

遺構香サ 種別 構造守 時代 IEI番号 Fig. 

sxoos fll形周構遺 南北長楕円形 平安か sxoos 11 

SX006 fl! 形H汎状遺構 西辺直線久味の不整楕円形 平安か SX006 12 

SB007 掘立柱建物跡 束西棟 (2JM)X1間）、方位N66'E 弥生後期 SB007 6 

S8008 掘立柱建物跡 東西棟 (2/UJXl問）、方位N10・E 弥生後期 S8008 7 

S80-09 掘立柱建物跡 東西棟 (2/UJXI 間）、方位N74• E 弥生後期 S8009 6 

S8010 掘立柱建物跡 束酉棟 (2間X1間）、方位N79'E 弥生後期 SBOIO 6 

S8011 掘立柱廷物跡 東西棟 (2/ll}x 1問）、方位N79"E 弥生後期 S8011 7 

S8012 翌穴住居跡 方形 弥生後期 SB012 2 

S8013 竪穴住居跡 長方影東西棟 弥生後期 S80!3 3 

S8014 竪穴住居跡 方形 弥生後期 SB014 3 

Sll015 竪穴住居跡 長方形南北棟 弥生後期 S8015 3 

SBOl6 竪穴住居跡 長方形面北棟 弥生後期 S8016 4 

S8017 掘立柱建物跡 総柱南北棟 (3間X2/lll)、71{¥7.Nll'W 奈良か SB017 14 

S8018 掘立柱建物跡 総柱南北棟 (3間X2間）、方位NS'W 奈良か $B018 14 

S8019 掘立柱建物跡 総柱雨北棟 (3間X2問）、方位N10・W 奈良か SBOl9 15 

5B020 竪穴住居跡 長方形東西棟 弥生後期 SB020 4 

S8021 翌穴住居跡 方形 弥生後期か S8021 5 

5B022 掘立柱建物跡 方形東西棟 (l問XI問）、方位N66'E 弥生後JUI 6 

S8024 掘立柱建物跡 南北棟 (21lllXl間）｀方位N29'W 弥生後期 SB024 8 

SK025 土墟 不整閉丸長台形 古lJ't後期 SK025 16 

5B026 掘立柱建物跡 束西棟 (2lllJX 1間）、方位N77'E 弥生後期 5B026 8 

S8027 掘立柱建物跡 南北棟 (IHl!x J間）、方位N66'E 弥生後期か SB027 7 

S8028 掘立枯建物跡 南北棟 (2[H)X I [Ill)、方位N90'W 弥生後期 S8028 ， 
5B029 翌穴住居跡 方形 弥生後期 $8029 5 

S8030 掘立柱建物跡 束西棟 (Ir,:ix I問）、方位N65'E 弥生後期か $B030 7 

S8031 掘立柱建物跡 東西棟 (lllOX l間）、方位N71"E 弥生後期か S8031 7 

SK032 土墟 隅丸•長方形 奈良 (SK002) 16 

SK033 ±墟 長方形 弥生後期 (SK003) 16 

SX034 H形月溝状遺構 円形 平安か (SX004) 12 

S8036 掘立柱建物跡 東西棟 (2Jlffx1 fill)、方位N74"E 弥生後期 (SB006) ， 
SB037 掘立柱建物跡 東西棟 (2問XI問）、方位N10・ E 弥生後期 (SK007) ， 
S8038 掘立柱建物跡 総柱南北棟 (3IIIJX 2間）、方位Nl4"W 奈良か (S6008) 15 

S8039 掘立柱建物跡 南北棟 (2問XI「月）、方位NJO"W 弥生後期か (SB009) 10 

SB040 I掘立柱建物跡 東西棟 (3問Xl問）、力位N62.E 不明 (S6010) I 

S即・11 翌穴住屈跡 長方形束西保 弥生後期 (SBOJJ) 5 

SK042 土壌 方形 弥生後期 (SKOJ2) I 

SB043 竪火住居跡 長方形求西糾 弥生後期か (S8013) 5 

S8044 掘立柱廷物跡 南北棟 (I間XI間）、方位N21"W 弥生後期 (S8014) 10 

SB045 掘立柱建物跡 東西棟 (2Htlx I問）、方位Ns6・E 弥生後期 (5B015) 10 

SK046 土損 不整半月形 古墳後期 (SKOOI) 16 
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n
 

遺 構

1. 弥生時代

潤査区内で検出した遺構は、竪穴住居跡10棟、掘立柱建物跡17棟、円形及び方形周消状遺構

4甚、土壊3甚の計34基である。弥生後期の集落跡である．

竪穴住居跡10棟はいずれも削ギのため遺存状態が悪く 、壁の＂勺さはせいぜい 20<:lll程度しか残

っていない．住居跡内の遺物もS8015とS8020で比較的まとまって土器芍が出土したはかは概

して少なく、ようや（時期が推定できる程度である．時期はすぺて後期削牛～中頃に納まると

推定する。掘立柱廷物跡m東は、出土遺物は殆どないが、 2 IIUx I間を基本とする平面形およ
び柱穴の構造から、竪穴住居が存絞した時期に並行する倉庫群と推定する。群在する傾向をも

ち、 とくに北側に在って並倉の状況を示す9棟の存在が注目される。円形周溝状遺構3基の性

格は不明、方形周溝状遺構 1基は建物跡に伴うものと考える．いずれも残りが浅い。時期はや

はり後期の内と推定する．

(1) 竪穴住屠跡

@ 

門

H
H"
＂|

ヽ
Q
 

••• 

58012竪穴住居鰭
形態長方形
規棟 5,05mX約4.4m
特徴削平のため4墾ともわずか
に残存。北慨に楕円形の掘
り込みがあるが、別時期か．
枯穴不明．

⑤ 
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S8012竪穴住屈跡
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n 遺構
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S8013竪穴住居躊
形寇艮方影

規扱 5.36m x 3. 08m 
特徴束西創膊にペット状遺構付設。中央

やや西寄りに炉蹟、柱穴は東西に2
側。南壁閃中央に入口施設に関わる

駈り込みあり。周溝を巡らす。SB
014に切られる。

S6014竪穴住居躊
形懇方if,
規約4.Smx約4.4m
特徴 n評のため4壁としわずかに残存．
中央に炉跡。柱穴不明。床面全体が

荒らされているが、北堕ちかくには

円形砿り込みをもつ.S8013を切る．

胤

至
一

竺

E
s
,
FI
 

5B015竪穴住居瓢
影想長方形

規楳 5.88m x 3. OOm 
特徴束丙両憫にペット状遺構付餃．ぺ.,

ト上に掘り込みをもつ．柱穴不明．

西堕から北既にかけては周溝を巡ら

す。床面広範に煉土が散らばか SX
006l~ 溝と切り合うが先後不明．

三老室
14.Sm 

Fig. 3 SB013・014・015竪穴住居跡
。

4m 
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ヽ

⑥ ゜08 

58016竪穴住居跡
影懇艮方形

規l,i 5.28mX3,87m 
特徴 束北隅にペッ 日状遺構付設．中央に

炉跡、杵穴不明．東i悧墾際中央に入
IJ旅設に関わるPl影掲り込みが）．
洒腿閉に闘溝を巡らす。ペッ ト上お

よび床上一部に土溢片散在．

,t.5
m
 奎 ~ 

,... た

14.5m 

b
 
N 

凶
ー

ロ

ー

三彎二言ニ讐〗14.5~•
Fig. 4 S13016・020翌穴住居跡

56020竪穴住屠緯
影態 k方形
屁15! 7. 2mX5. 58m 
特徴西閾には．上面に掘り込み

をしつペッ ト状遺構付設．

中火やや南lff'Iの土濱は力す
跨にしてはかなり深い。市

限際中央に人')P施設に関
わる）i影撮り込みあり．柱
穴不明.,Ii閾は奈.QS,)代の
S8017振立柱毬物にり）られ
る．西側に閲溝を巡らす．

E
s
.『

• m 
''' 

_, 
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S8021竪穴住居跡
影態方形
規収 6. 27m X 6. 32m 
特徴北1喝にペット状滋構付設．枯穴411¥1. 
束埜ちかくに焼：I:が残る,5B029を
切り、内北""j側IH印
紐物に荒らされている＂

S8029竪穴住居緯
形悠仕方形
規揆 6. 28m x 6. 52m 
持岱大部分を5B021にり）られ．束憫と 1♦i

鋼がわずかに残る．詳細,f~IJl l, 南聞
を奈良峙代のS8018に切られる．

S80ヽ1竪穴住居躊
形態長方形
規桟 4. 79m x 2. 64m 
特徴平lrii形が肉北に良い特徴をしつ.fli 
憫にペット状遺構付設.ti, 穴心,1.
5B043を切る．

S8043竪穴住居踪
形態長方形
規桟 5.6mX3.56m 
特徴残存が没（．詳細1渭I.中央の批,,
込みは炉跡か.5B041に切られる．
また北吠がSB044掘立柱述物と切り
合うが、先後不明．

4m 

Fig.5 SB02I・ 029・041・ 043竪穴住居'*
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(2) 撼立柱竃物跡

叫

SB007 

訂
14.Sm

S6001撼立柱竃物鑢
形懇 2nnx 1 nn束四棟
叫 l1 3.0omx2. 79m 
方位： N66" E 
特徴 柱掘形は基本的に方形また
は長方彩．柱恨径約15cm,
S0022柱穴と一部切り合う
が亀先後和VI.

S6022鐵立柱鴫物躊
影態 1 IIOx I間束洒棟
規校 3. 08m X 2. 90m 
方lit. N66'E 
特徴柱掘影は甚本的に1;影．柱
根径約20on.5B007柱穴と
一部切り合うが、先後不明．

_—-~14.5m 

H
.
5
3
 

‘、’

二 14.Sm

5B009撼立柱纏物鑢
形懇 2問X11関東西棟
規校 3. 73mX2. 88m 
方≪r.N74'£ 
特徴枯掘形は屈本的に方形。柱根径約20
cm. SBOIO柱大と一邪切り合うが，

先後不明．

。

S8010撼立柱違物跡
形態 2間X1113来函棟
規段 4.44mX3.19m 
方位 N79" F. 
ty徴往掘形は絡本的に 2f~艇り長方形．
柱根径約20cm,S8009と柱穴と一部

切り合うが、先後不'"・

• m 

Fig.6 SB007・022・009・010掘立柱社物跡
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S6008撮立柱建物躊
形匹 znffx I問東西棟 特徴柱掘形は基本的に2段掘')
規I>'! 4. llmX2. 92m の艮方形。柱恨径約1如n.
) i'til. N10・E 

S6027撼立柱建物跡
形態 1間 X l間南北棟
規撲 2.76m x 2. 42m 
方位 N6o E 
特徴柱掘形は基本的に方形．
柱根径約20cュ

; 

Sm 
14.Sm ー 旱＿ー［コ呈

S6011撼立柱鴫物緯
影懇 2間XI閥東西棟
規般 3. 77mX2.87m 
方位 N79. E 
特徴柱掘形は基本的に2段掘
りの方影または長方形と

見られる。柱根径不明．
S8030および58031との
先後不明．

$B030纏立柱●物鑢
影態 1問XI間束西棟
規撲 2. 82m X 2. 22m 
方位 N65'E 
特徴柱掘形は不扱円形．柱根

径約20an.SB031柱穴を

切る．

゜

S8031鐵立柱鴫物鰭
影態 J lll!X l間東西棟
規棲 3. 04m x 5. 85m 
方位 N71" E 
特 柱掘形は基本的に2段揺
りの方形または長方形．

柱根径不明.S8030柱穴
に切られる．

4 ,n 

Fig. 7 SB008・027・Oil・030・031撼立柱達物跡
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CCiJ 戸 r

ヽ

5B02ヽ 撼立柱建物鑢
形態 2間Xlflll南北棟
姻 3.24mX2. 49m 
力位 N29'W 
特徴柱掘形は某本的に2段掘りの長方
形と見られるが、形状も並びも不
揃い。柱根径，，咄．柱穴がS8043
翌穴住屈およびSK025土撰と一部
切り合うが、先後不明．

ー一＿ ＿旱—~14. 5m

58026撮立柱●物躊
形態 2 IUIX llll! 束西棟
規段 3. 60m x 2. 40m 
方位 N77'E 
特徴柱掘形は基本的に2段掘
りの艮方形と見られる、

一定して建物の外側方向

を溝状に斜めに掘り込む．

柱根径約20cm.柱穴埋土
中から弥生後期前半の；；；

影の甕l.oa./ll土．

E
9.
u
 

．璽葦疇14.5111

。
4m 

fig. 8 S8024・02礁 立柱紐物跡
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11 遺構

S8028撮立柱建物跡
形態 2 ffUX I 11nm北棟
規1.11 3. 98mX3. 64m 
Jj位 NOO'W
特徴柱掘影は2絞掘りの艮
方形．柱根径不明。柱

穴がS8013竪穴住居東
墾と一部切り合うが．

先後心,1.

S8036鐵立柱竃物躊
形慇 2間XI間束洒棟
規尿 4. 88mx 3. 05m 
方位 N74'E 
特徴柱掘形は甚本的に 2紋
掘りの長方形。柱根径

不明,S8037と煎複す
るが．柱穴の切り合い

がなく．先後不明．

S8031撼立柱鴫物魏
形態 2 r.ux 1間東西棟
規埃 3. 62m X 3. 05m 
方位 N70'E 
特徴柱掘形は碁木的に2段
泥りの反方影．柱根径

不明．

冒
ヒ今

........... 

鴻
品
．n 4m 

Fig. 9 S8028・036・037掘立柱氾物跡
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i
 
S8039 

藍 冒 員二旦4.0m

EO.P-

S8039蠣立柱重物鯵
形想 2間XI問南北棟
規楳 3. 99m X 3. 40m 
方位 NIO'W 
特徴柱掘形は某本的に2穀
掘りの長月影．柱撮径

不明• SX34円形r.Jill
に切られる。

S8044揚立柱璽物鎗
形態 1間XIliff南北棟
規I~4.75mX3. 78m 
方位 N21'W 
特徴 柱掘形は基本的に方形．

柱根径不明.S8045掘
立姐物の柱穴を切る。

SBOヽ5纏立柱遵物鰺
形態 2間XI間束i!!i棟
規荻 3.30m X 3. 08m 
方位 N邸 E
特徴柱拐形は基本的に2段
掘りの長方形。柱根径

不明.S8044掘立柱狂
物の柱穴に切られる．

ヽ

S8045 

[
 

14 . Sm工〗 二 戸

，
 

別
訓
冊
ド

鼠
E
g
n

Id.Smこ ＼
 
亘言o 4m 

Fig.JO S8039・044・045撼立柱辻物跡
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II 遺鳩

2. 奈良 • 平安時代

徐良時代では、掘立柱建物跡 7棟 ・ 方形及び円形周溝状遺構 4 屈·土演 1 基 • 井戸跡 1 基を

検出した．

掘立柱建物のうちではSBOOIが同地区の中心的な性格をもつ建物と見られ、東辺に並ぶ総柱

掘立柱建物跡3棟及び洒辺のSBO綿がこれと近接した時期の介／以群かと考えられる。詳しい時

期は明確ではないが．他の土潰及び井戸が奈良時代に属し、また、同開杢区におけるIll土遺物

の状況とも合わせ、これらの建物も奈良時代を中心とすると推定する。ただし、北辺のSB002

とSB040については平安時代以降に下る可能性もある．周溝状遺構は平安時代頃に下る周溝墓

かと推定する．

(1) 撼立柱建物躊

且 ―—― ＿＿

::!: 

＝ c:;g 
14.Sm 

ws· ic手~

,'ー叫
□

｀
 
"' ~

 
S8001撮立柱璽物緯
形態 5間X4間東西棟

規撲 7.39mX4. 98m 
方位 N7が E

特徴潤査区の北側に単独で位mし、規投
は最も大さい．柱列の上面は布掘り
状にし、各柱撮形は不整円形で形状
深さ共に不揃い．柱根径約20cm.

゜
• m 

Fig. 11 S1:lOOI掘立柱廷物跡
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g 閾

~ ― 一一 旱仁匡14 .5~

の色

関

E
s
 

S8017纏立柱竃物鑢
形懇 3間X2間総柱南
北棟

規俣 5. 47mX4. 52m 
方位 Nil'W 
特徴柱掘形は澤本的に

隅丸方形．柱恨径

約20cm.桁行の中
央と西閲の柱列に

見られる別の柱列

は廷て抒えを示す

と見られ、東f111柱

列を基準に西側へ

柱間で1尺ずつ拡
張している。SB
01遁立柱逹物と
東111lの桁行柱列お
よび方位をほぼ揃

えて並ぶ．

58018鐵立柱鴫物鯵
形態 3間X2問総柱南
北棟

規揆 S. 48m X 4. 28m 
方位 NS" W 
特徴 S8017と東側の桁
行柱列および方位

をUぽ揃えて並ぶ
柱抱形Iii墨本的に
閑丸方形．柱楳径

約20Clll•

且
号ー＿匡旱―吼三式-竺弓~14.Sm

。
• m 

Fig. 12 S8017・018掘立柱廷物跡
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II 遺構
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冒
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一ーー』言□竺三勾Sm゚

S8019撮立柱璽物鎗
形態 3ffllx 2問給柱iii北棟
規桟 5. 28m x 4. 36m 
ゾj位 NJO'W
特徴 S8017・S8018と）j位
を揃えて並び、両棟を
意坦した配置だがやや

束にずれる．建て各Fえ
なし．柱掘影は碁本的

に隅九方形．柱根径約
20-25cm, Iii鯖は潤査
区外．

S6031撮立柱纏物鑢
影態 3間X21llJ総柱南北棟
規揆 5. 35m x 3. 96m 
方位 Nl4'W 
特徴柱掘彩は閏九方影また

は円形で不揃い。柱根

径不明s 西桁行柱列に
規俣を総9卜して紐て替

えた跡が認められる．

o I 
4m 

＇ 
Fig, 13 5B019・038掘立柱退物跡
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(2) 周溝状遺構

J
 

sxooヽ方形Ji1溝
形懇 Jj影
規撲 4.56m x 4. 12m 
特徴底が平也な清が浅く残存。清幅約70
cm, 4隅の小穴が柱穴の可能性があ
リ、祖；','¥のような特殊な媒物があっ
／こと名えられる．

＝ _, - '-~ 
14.5m 

1
A
1
4
 

f_
＼

n"
 

sxoos円形周溝
形店惰円影
規I葵 5.32m x 3. 76m 
特徴溝は浅く残存し、底Iが白坦。溝幅約
50-70an. 削平のため r主体部」の
有撫が確認でさず性格和,1.

u
 4m 。

4m 

Fig. 14 SX004・005関消状遺構
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n 遺構

‘ 
c ◎ 

障゚

◎
◎
の 危

SX006円形周溝
影態不整楕円形

規模 7. 32mX4, 85m 
特徴溝は浅く残存し、

底は平坦．溝幅

約0.55m書局清
墓の可能性が考

えられるが、r主
体部Jのれ照イ：：

明。域内の小穴

が柱穴になると

すれば、建物跡

の可能性もある，＇

14.Sm 

SX034円形圏溝
形態円形

規模東西径'5,77m
特徴 溝は浅く残存・し、

底は平坦．溝栢

約0.85m.因溝
墓の可能性が考

えられるが、r主
体部Jのな無不

明。SK033士．攘
に切られる。SR
039掘．立柱廷物

を切る．

SB009 

室巨匡 ＼
 

。

巨
14.5m 

4m 

Fig. 15 SX006・034周沿状遺構
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(3) 土 嘱

SK032 

圭ニ二二

SK033 

‘ヽ

1,1.Sm 

胃
I E 

~ □ 15.0m~ 

SK02S土蝙
影匹不整形閉丸長台彩
規校 ・氏3.32mX中央蝙1.85m
特徴平面形は北側が幅のv.:,ヽ台
形で、 llillllを一段深く墳底
平坦に趾り込む．」：濱ぶの
可能性はあるが、不明確．

SK032土蠣
形態不整閏九仕方形

規IJ! 2. 26mX 1. 25m 
特伍 平面形は西辺が斜め袖jす。

演底は束闊がやや深く ．墾

はやや急に祉り込む．

SK033土鑽
形態長方影

規椒 3. 15mXJ.02m 
特m濱底は平坦で、没く残存．
北潤が若干幅が広い。土城

ぶの可能性はあるが、 不明

確 SX034円形閲溝を切る．

SK046土鑽
形態不整半月形

船具長l.87mX幅約1.4m
特徴平面はキ月形にちかく ．壁

はほぽl(に深く批り下げる．
埋土,,,から複等出土．

O 2m 

Fig. 16 SK0~5·032 · 033 · 046 I鴻
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11 遺構

（ヽ） 井戸鑓

・・・・・・-.......... -0-SE003井声鯵

形態円形
規 0.7mX0.8m 
特 SB-001掘立柱狂物の西市側にJI¥独で
撮られており、同廷物に伴うかと恩
われる。深さ約0.9m残存．木枠等
の遺存なし．

15.0m 

゜
2m 

Fig. 17 SE003井戸跡

m 遺物

1. 弥生時代

遺構の上面が若しく削平されていたため残存する遺物の量は攪して少なく、全体の組成がわ

かるような貸料に恵まれなかった。土器は弥生後期前半～中頃を中心とするものと考えられる。

土鉛以外では石おおよびガラス小玉が若干出土した。

(1) 土曇

比較的まとまった点数が出土したS8015とS8020竪穴住居跡2棟の土器群のみ図示する．

S8015竪穴住居跡からは甕・ 壷・鉢・器台 ・支脚が出土した． 甕は日があまり張らずに丑胴

化するが、未だ口縁部は明瞭に屈曲し．底部は安定した平底を残す。壷・鉢には中形と小形が

見られ、口緑部の屈曲は台付鉢13を除いて比較的明瞭であるが、底部は九底化の傾向を示すも

のが見られる。また、器台は受部が上位で開き．外面調整にククキ目が出現している。

S8020竪穴住居跡出土品は残存する沿種が一部にすぎない。高杯・鉢・焼のみ図示する。高

杯17は口縁部が鋤先状に開く中期形の形態を残す、碗2点は粗製を含む小形品。鉢2点は大形

で、 20は突帯1条を巡らせ、底部は丸底化傾向が苓しい。

これら 2棟の竪穴住居跡出土の土器はU給部や底部の特徴に未だ中期的な姿索を残すものの、

タタキの出現や一部の九底化に新しい様相を比せはじめていることから、後期前半～中項にか

かる時期の複雑な状況を示すものと言えよ う。
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5B015 
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1 ~. 

Fig. IS 弥生・I:.図）
0 2知
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ヽ
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Fig. 19 弥生土訟⑫

ッt

ー 189ー



西lhlII三本松A遺跡

Tab.2 弥生土笞観察表 豪 r図爵4わ下后数字は遠掬§!iいが

図寄サ 出土遣鳩 籟 法泣cm 影氾.t史法等の特a

＇ 
S801; 甕 nほ 20.6 体節はHがあ:,, 彊らずに,..位がす11まる久紀をみせ、 II縁瓢u'デ<．J1'に折れ．

90000913 ?ll~ 外II.公試にllll(,IHllll<1外面9 ヤヽIIのあとナチ．内編ナ'f'.ll誡愚.,. i●贄褐色

l S以）IS 這 ll{覧 22,5 体闇Ii.≪があより囁；，ず.n械籠は '<J *に折ヽl直縁的に開く．嗣幌は外薦9ヽ
90000913 li1ll .. u. 内面-~1'. na,1111, ヽケUのあと＋デ． 峯褐色．

S S0016 甕 庇往 7,8 民鵞のみ,.. 体謁外臓ヽ ヶヽfl,内ifi,ヽケ11,n>,と++.褐色．
¥碑18 公石

ヽ S8016 甕 nll: 15.3 馴鯰rが1ヽ位デ~•) . 仝令~に纏~. u峰鴨は不町駆I:折れてぶに立つ.If鑢は内外
90000919 捻高 ili-'"Uのあと＋チ、 11鍼罵ナデ．｛●貨褐色”

5 $8015 蟻 □ fl¥ 12.0 馴昂II紙（つぷ"・中にI:でつよ（蛋＆．やや不安出な干氏 II鍼瓢"頃1111に折れ~i
—·と z;~IS.I 如 "'l<;,.っ．騎ll!IU外函＾ヶLI">hとナデ．内面』5よびII給隠ナテ．鱒J荼褐e

ヽ S8015 黛 nl治 10., 尉紐9よ-.・..らみで項昂がつよく緯ユり.n., 紐IUえくりillて外反．嗣瓢"外1籠9ヽ
— J Z応 o/l-1, 内面1"-,,..Uli謬十テ．嶋I曇褐色
， S以I> <P. IJU: 11.6 馴紐"丸絨僭びてやぺ・.nが張り.,, 皐.u械廓9ょ●1輩""'"'"・的に立つ． 馴節

碑 0901 沿応 12. 7 は外直ヽヶHの，，とナテ、内iiiナヤ."誡摩ナれ町碁褐色

a S8015 奮 nt~10, 7 馴隅u凡舷膏びて中位のややl:で筆り.:t"と-.安.,..定ャ.な平民 I1J11e1J r < .,1・t,』こ討IL
8901007< 岱麻 IZ.S 外bl'.<I珠にllll(.馴illlrl'i-i/Jiヽヽヤ""あ 内叫+'I'.ll鍼属＋れ貧褐色

， S8015 .,. a径 10.8 馴釦2球U1.;肇11.nw:eu rく、・y.1.; 11r n湯い~stでft(< 閉 ＜． 尉綿1:1 H-dJ,~ 
890100た 溢m ケHのムと＋テ．内函+1'.IIN糀.,.チ． 碁褐色

10 S8015 鉢 日往 26.1 体墨lj安li!しに平良から祠1111しながらやや汲く立ら上がり、 II械藁Ulli/Lて外反
8901碑 おl,li 11.2 久疇'"大さ く!II<.:~!ltllliiヽ9 よびUlt!研直ハ'>'Cl.鑢..,,.. 蒼褐色

11 S8015 ＄に ll!J: 24.0 体釦9ややIfを失った平庇から立r,J-.がり」:il.で兌に汽曲，II械墨9明攣に折れW綸
90000905 笞迄 9.5 的に閉(,<till!Ul¥ifi,ヽヶII.内ifljr,」;（むヽ9ャズ•1."FL>:1-ヂ・"妙瓢ナデ・"'褐色

I! SllOIS 鉢 fl/洛 16,S 鼠氾"~'i滋又平庇、から笥庫しながら立ら I,がl..体隠U外面9 グヽII.内iliJiよ
89010073 li/.l 6, 2 VII械隅ナヤ・ 賞褐色
I 

" SIJ015 台付鉢 ＂径 15,6 /1/fl<. 体綿u,i曲Lて心に'/I.らI:がり . n繕~"ょ 4叩0に折"~ '~ (. 内外,fi
90000117 ねヽt 9, • ，、，，flのあと...,,,..'! 沃褐色．
14 S8015 支即 底It 11.S 体馳獣1!11(鍼的1こ悶さ、上綱1いり彎1こ肥してU瓢をつくる．内外“と し飢くナ

9000091• お囚 8.6 ，，，・外ililこ<lit沼．賞褐色

" SIIOl5 丈詞 庇径 11,0 体氾獣lltft<lとがら開さ、」：編1よ貞鯛IOl!J'/.して,.,111をつくる.u: 昂外iiiへ9
8901螂 7 Z碍 9.9 ナ1',内ili@L<・>ャ． 外闘に復ft怜．賞碁色．

1ヽ S勘 15 むt, 狂ij; IS. ヽ tい閲9よIO(b噴 緻的に開さ.....鷹O'llやかに大さ（外以."'隔u外~1??'I'll" 
'l(畑 12 z;~ 人と＋ヤ、内鍼ナた町褐色．

11 s隣 0 ~)(. 1-11壱 22.3 “郎は )t( 冷曲Lながら立らJ•.がり.1111: Ku tJJ麟に折l\•f(出にらか（関（．囀
細 0022 Z.1'f. 氾を久次.>(. 塵rm,、9 ケヽII.>~ffil+デ. " .. 墨ナ1'.., 出~

II S8020 粗 ntt l<.9 体糀W/i:>i!した平史•ら“線的に 1畠いて立 ,,上が り ,U械糀やべ•内方に，，くれる．
900009と おぶ II. ヽ 体廓内外面ナゲ.I庚ぬ色．

19 S8020 小彩婉 ＂径 9.J flt賛の{'l¥lhS心 ．丸11ヵ.,... 昂祠Ill.内~illi .,.デ．泊賞島色．ーl.l お麻 4.0 

20 S8016 ＊形鉢 ntt 23.4 •t昂は小さ く不安:i!, 体11111!笥粛して（（ら」；がり l:f.:でつよ（景り・"緑続内饂・一l Uilli 13.3 尉閉蚊kl董に三~J 突帯． 体謁内外lliJ入t11111111,こヽ •'rJJ. •1褐色．

11 $11016 大形鉢 □I.Ii 27.1 体隅は公::i!t.. t.:61: 戴から珂幽して立らJ:がり • 11t1墨1よ＋デて平坦につく る．体
90000il20 〇高 14.4 墨I!外蠣ハケl-1.内ili+.:Y.1 1 贔椛f中近➔•れ
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(2) 石 雌

石剣 1点のほか、石包Tと砥石の残欠が数点Iii土した“

22はS8020翌穴住屈跡II.I土の凝灰岩製石包T。約半分が残存し、 そのfill端を折損している。

残存長5.5cm。23はS8011竪穴住lli-1が出土の役/ii(岩製石包丁。完形にちかいが刃部の半分を欠

く。残存長12.6cm、幅4.4cm, 

24はSX006楕1り形周溝状遺構の関溝埋土中から出土した．石剣あるいはその未製品かと考え

られ、 上·F~とし折損している。断面は紙をもたない扁平な作りで、脊は輯広く平坦にし、両

躙刃部との間にかすかに稜をつくる。残存長9.6cm、面5.如m、序1.1cm.明灰色の頁製．

25はS8015翌穴住居跡出土の砥石．きめの細かい粘板宕を用いている。表楽1i1j面は極端に湾

1111しており、曲刃の研窮に使m、さらに側面/',-方も,flj)IJされている。
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西山田三木松A遺跡

(3) 玉 類

いずれも竪穴住居跡埋土中から検出されたもので、 5B020からガラス行玉1点、ガラス小li

6点、その他SB014からガラス小玉 l点.S8017から碧玉製行玉1!.'i.、ガラス小玉l点、 SB

021からガラス小玉2-~ が出土した。

このうち. 34管玉は深緑色のi~玉製で全-11:1.Scm.外径0.5cm, 片側からの穿孔と見られる。

また．ガラス類は全てコパルトプルーに発色しており、 26ガラス管玉は全長1.1cmを計る。

SBO⑳ 

R ◎ 

゜゜ ゜゜
@ 

I I 

＇ I 

゜
0 

゜゜ ゜゜゜27 28 29 珀 31 32 
26 

S8014 SBOl7 S8021 

゜
◎ 

゜ ゜
． 

I ＇ 
I 

゜

゜
゜ ゜゜祁 35 36 37 

34 

゜
5四

" 
fig,21 玉類

2. 奈良• 平安時代

検出された遺構が樹立柱建物跡と一部土濱に限られこともあって、出土した逍物は須恵岱と

土的沿のみで會点数も少ない。同地区の遺構の峙期をある程度推定させるものとLて一部を図

示してお〈．

(1) 土師雑・須恵雑

図示した資料のうち.38・39・40は須恵器、他は上的岱である。

38杯身は内傾した冠いたちあがりが付き、 39菟は天井部から体部にかけて九味をもつ。とも

に6世紀末の特徴をもつが、使宜上ここに挙げてお〈 0 40蛮は口緑部が短く立って天井部外而

にヘラ、記号をもつ。8世紀に位沢付けられる．

:t師器のうち、41はふっくらとして深めの大形麻 44は口緑部が稜をなして氏く直ゞ［する小

形の庇 42・43は丸底気味の杯である。また、 45硲％は杯部は不明であるが、脚部は樹が短く

淵く 。これらの土師器も8世紀のうちに含められるbのであろう。

Tab.31こ偶々の設察を挙げておく ．
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゜
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Fig. 22 :l:illi船 ・須忠笞

Tab.3 土面器 ・須忠器奴烈表 豪 r図盆'},下ぼ数字は遺物登U番サ

図書·•} 出 .~.ill構 穫 法鼠cm 形9・ 往法子の特m

＂ SK025 項患怜I□径 11.4 U:ffflはi1蒼<.菫~瓢探か定：＇な慶郎からU織的に関さ．つよ （内傾した烈いたらみがりを
90001303 杯 お紅 3.9 しつ．外 体郎2 分，， 1 へうケズ •1. 11111-デ．灰色

3t SK025 須必沿 n径 11.3 天井節は丸誠を沃しち体鵬が汽曲してそのュェ t!N昴をつく↓・天J~8'>H-'1へ9ヶ
90001301 葺 牡il'il 3. 7 ズ•J . はナデ． 色

＂ 
SB姻 須恵苔 TI往 12.6 体節は丸いぺ1~11.,ら笥11!して下り． 復をなして口籍郎が殻く立つ．天II郎外iii

90001302 葦 雌石 <. I にへう紀サ，，?,躙覧万溝1鼈．焼成不Rで．歓質．ほ灰褐色

" SKOOI ~:COii! 口径 15.5 体密"双••ら笥慮して立ら上がふ体鰈内外面ナデか． 内弧~•e.. 外iii貿褐色
90001328 磁 蒻店 $.5 

＂ 
SKOOJ 土~c ＂径 10.0 体絡1よ双<.Ji.otから汽曲してl1械瓢が111に立ら上がる．内外創ナチ．汲蒼褐色

90001327 * お況 3.0 

“ SKOOl :I:閲B n代 12.2 体輯1よ店べ戯の庇饂から笥·~て立ち上がる."'郁内外面ナデ.r貞褐色
90001紅I ff 沿石

44 SKOOl I±I!! 1151t D径 8.8 ＂鳥 i,1,1が2に外以.I{, 懇i•"1. 外r.i/1!1!'1/11絹．内鍼へ,,.ズ'I.l負賞褐色．
90001326 栢Ill 6.3 

“ SKOOl 土臼呑 氏径 10.9 ”愚1よ惰が3に外u.ヰ懸不"'・外iillf畠り序騎．内ヽヘ9ケズ•1. It賞褐色．
90001囚0 応杯 お瓜
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にしやま ださんぼんまつ

西山田三本松B遺跡

遺跡名 ：西山田三本松B遺跡 （略号 NYS-B) 
所在地 ：佐賀郡大和町大字川上字三本松
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l!iililil三本松8遺跡

西山田三本松B遺跡

1 遺跡の概要

1. 主な遺構の分布状況

西山Ill三本松Ailt跡と西山田二本松遺跡A区とに挟まれた、東西船約300mの区間に当たる。

遺跡名は行政地区名に基づくものであり、また、今Ii.iiは工事に合わせて潤在区を I・II・Illと

呼んだが、あくまで使宜的なしのにすぎない。地域全体としては孫瀑)If西はの東山m一本杉迅

跡から西山Ill三本松A逍跡まで続く、弥生後期及び奈良 ・平安時代を中心とした一述の逍跨の

一部とUてよいであろう。地形的にし同様な立地環投にある“

1-111区を通して全体的に概観すると．まず弥生峙代では翌火住屈群を中心として 2つの地

区に大さく分けられる。一つは1区の竪火住居跡14棟及び掘立柱建物跡5棟t似からなる一群、

もう一つはIll区の竪穴住居跡15棟及び掘立柱廷物跡2棟等からなる一群である。前名はi;;;(促

えれば洒側に接する西JII UI三本杉A遺跡の弥生時代濱構群と l•Iーのものと見るぺさであろう。

両地区は約100m離れているが、 ともに弥生後期nil竺r-- 中頃を中心としており ． は 1引~I時期に

併存L.,~,]ヽ集団の存化を示すものと巧えられる．

次に、奈良 • 平安9さ代では、この一帯に一定の甚準に必づく地割りが行われた結米、企画性

をもって祀沼された活、道路、掘立柱娃物跡苓が出現する。これらの逍構は、 1-111区を束西

に走るSUIOI大溝によって南北に仕切られ、さらにII区の中央にあってlai側にS0206とS0207

溝をbつ南北道路で束世に大きく分けられる。仮に 1区及び11区西半部の遺構群を r西区」・

II区束＇杓部及びIll区の遺構群を r東区ーと呼んで区分することにしよ う．

まず ri!!i区」では、 m辺部に大影掘立柱建物群が集中して建てられ、これらをIIH・iように洒
傾20・を晶準と して北側にSDIOI東西溝、西側にS0110南北消、東側にはS0206・SD207の1iij

側溝をもつ南北道路が通る。S0101の場合は、 Ill区のSIJ:102に繁がるS0109溝が先に掘られた

後に大沿に改変され、さらに浚水によ って絵形が/~Iれていった と考えられる。 S0110溝束様と

S0207西粒との1111は約54m雄れている。掘立柱述物群は狐複する..:とが多く、的期別にどのよ

うな構成をとるかは明確でないが. 2時期以上にわたることは明らかである。形態は各種の米

l!!i練あるいは南北棟がみられ、大型建物ではS8119のみ総柱構造である。このうち共通性が見

られるのは.S131 1 8 · SB11 9 · S8277の 31東で-~物方位は西傾20・の地割りに合わせ、柱掘

形も大型の方形である。S8126・S8128・S8129・S8265の3棟し方位は近似するが、 tt掘影

はそれらより一回り小さい。S8118とS8265は東西に並ぷかのように見えるが、柱列の接近状

況からみて同時期ではない。これらの建物は奈良時代のうちに幾度か娃て杵えられながらも、

先の区衝溝及び地割りに方位守を規制されたことは明らかである。他のIii.立柱社物跡はjj枷If~
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西山田：：：：本松B遺跡

が小形で、出沼に企画性が乏しい。その他の遺楕では、カマドをもつ竪穴住屈跡力'D区の中央

付近に分散している。

一方.r束区」で特に注lJされるのは、 11区束1さ及びIll区の北辺にある$1)304方形区岡活の

存在である．東西輻106mは奈良期の 1町に当たり ．屋敷地限りのような形態をもっ．区岡内

の全容は明らかでないが、検出した遺構ではIll区にあって東西に並ふ：S8449・S845011!! 立柱建

物 2棟とその南面のSB452柱列がこれに伴うと見られる，II区のS8310は国面廂の大型掘立柱

建物でr紺illi及び東西両OOを柱列で囲まれるが、 S0304溝を切っており、同時期ではない。11区

中央の南北道路を~.~準として見た西傾約20・の地隅りの中では、 SD304溝が西傾18・でこれに

ちかく、一連の地割りに沿う区11fij溝と名えられる。したがってS8310掘立柱建物は， SD304溝

が埋まった後の新しい地割りに基づく建物跡である．

他に地冽りに関係する遺構では、 Ill区南辺のS0288とSD289が道路膊溝とグえられるほか、

これらと全く別の方位をもつIll区のSD506・S0511溝等がある。また、カマドをもつ竪穴住居

跡及び企画性に乏しい拙立柱建物跡が、弥生時代の翌火住届群と煎なるように分散している．

2. 各地区の遺構

(1) I区の遺構

検：11 した遺構は弥生時代と奈良• 平安時代に限られる。

弥生時代では後期前半ー中頃を中心とした翌穴住居跡1-tt東・掘立柱建物跡5棟、「1J形土壌 l

店がある．竪穴住居rn-は$B121が方形である以外は全て艮方形で,1;位は一定せず、小さな広
場を囲むよ うに配氾されている。 1材東のうち 8棟がペット状逍情を付設する,SKJJ3fll形l:城

も竪穴lt居跡に類する特殊な建物遺構であろう．掘立柱建物跡はいずれ{,211Ux 11111で、SB

102が際立って大型である。 翌穴住屈群の北側に集中しており、付属するな床介-~群と考えら

れる。また、鴎査区西i紺召のSXI23土凜は南北に長い大型の掘り込みで、埋土中から弥生後期

前'I'-中頃の土器が多倣に出土した．生活に伴う土笞守の税棄に利用された：I扱であろう。

奈良 • 平安詩代では溝4条と掘立柱姓物跡6棟がある。時期［よ奈良時代を中心とする。消は

S0110南北溝が西傾20・の地喝りに伴うものであり、 S0109もこれに関係する束西溝であろう．

S0109はII区のSD302に繋がる溝で、その後、 SDIOI大溝に改変されたと考えられる。 SDlOI

はかなりの水飛のある大溝で， 9世紀まで機能したようである.s0120はII区のS0232に絞＜

やや不定方向の東西沿である．掘立柱建物跡群は漑在区釆南閑にあってII区の西南閑建物群と

一群をなす。S8119のみ総柱構造では大型で2nux 2間1付：ltf束。 $8118は唯一束哨棟の3Jll)X

3 Ill! でII区の$8265と束西に並ぷが柱列の接し方からみて同時期ではないと思われる。 S8126

とS8!29は各々 '1lll)X 211り、 3 r::1x 2 nuの南北棟で、桁行柱列の切り合いからUて前者が新L
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1 遺跡の慨要

い。共に建物方位は匹傾グループに属す。SBJ28も、桁行は不明であるが、方位は同じく西傾

20・グループに屈し近按した時期の紐て替えと名えられる．その他の建物では、 SBl25とSB

127が2m1x21用の小形総柱で、 S8125は掘影.r.面が布掘りの特徴を bつ。共に力位は大きく

四に傾き、岡時期と兄られる,S8127がS8129の柱穴を切ることから、先の一群の建物に後絞

する時期のものとしてよいであろう．

Tab. l 西L11III三本松B遺跡1区遺構一覧表 峯 りa 畠•; 』 IJlllti的の遺慎蓄<)

遺構番号 棟別 鳩造等 時代 IEI番号 Fig. 

$0101 溝 東西大溝 奈良一平安 S0001 1 

Sll102 掘立柱建物跡 南北棟 (2間XIfill)、方位21°W 弥生後期 S1:1002 8 

Sll103 堀立柱建物跡 東西棟 (2lll]X11111)、Ti位so・w 弥生後期 SB003 8 

Sll!04 竪穴住居跡 長方形東西棟 弥生後期 S8004 3 

S8105 竪穴住Ji!½跡 長方形 弥生後期 SB005 3 

S8106 I竪穴住//}跡 長方形東西棟 弥生後期か SB006 l 

sn101 竪穴住屈跡 長方形 弥生後期 SB007 4 

S8108 竪穴住届跡 方形 弥生後期 S8008 4 

SD!09 溝 東西溝、方位93'E 奈良 SD009 I 

s0110 溝 南北溝．方位IO-W 奈良 SD010 I 

S8111 竪穴住屈跡 長方形束函棟．鉄粒片出土 弥生後期 SBOII 4 

S8112 竪穴住居防 長方形康西棟 弥生後期 5B012 5 

SK113 土J.J( 大形円形｀鉄鏃.7J子 ・鉄滓出土 奈良 SXOl3 20 

5B114 竪穴住屈跡 長方形南北棟 弥生後期 SB014 5 

$B115 翌穴住居跡 貶方形南北棟 弥生後期 58015 5 

SB116 竪穴住居跡 Sc方形束洒棟、鉄祁出上 弥生後期 SB016 6 

S6117 竪穴住居跡 長方形東西棟、不明鉄器片出土 弥生後期 S8017 7 

S8118 掘立柱建物跡 束匝棟 (2間X1/lll)、方位Nso・£ 奈良か $8018 18 

SBll9 揺立柱建物跡 総柱m北棟 (2IHJx 2 IIU)亀方位N78'E 奈良か S8019 18 

5D120 溝 屎西溝、方位86'E、S0232に続く 奈良 SD020 l 

5B121 竪穴f主屈跡 方形 弥生後期か S8021 6 

S8122 翌穴住居跡 "形 弥生後期か S8022 6 

SK123 ..l:檄 不整形落ち込み、 土沿等多嚢出上 弥生後期 SX023 I 

SRl24 竪穴住屈跡 方形 弥生後期 S8024 1 

SBl25 掘立柱建物跡 総柱南北棟 (2fHJx 2問）、方位N6!"E 奈良か S6025 26 

5B126 掘立柱廷物跡 南北棟 (4r,l)x 2旧))、方位N7'W 奈良か SB026 17 

S8127 掘立柱建物跡 東西棟 (2/ll!XI間）、方位1'63'E 奈良か S6027 19 

S13128 掘立柱娃物跡 南北棟 (41lllx3nrllか、方位N79°E 奈良か S8028 19 

5B129 掘立住建物跡 南北棟 (3llJJX 2間）、方位1'82'F. 奈良か S8029 19 

S8130 掘立柱建物跡 南北棟 (2IIIJX I間）、方位N3"W 弥生後期か S8030 8 

S8131 掘立柱建物跡 南北棟 (2問XI間）、 方位N29.W 弥生後期か 8 

S8132 掘立柱廷物跡 東西棟 (2r,IJX1)か、）］位N97'W 弥生後期か I 

-199-



西lltW三本松8遺9が

(2) U区の遺構

主に祭良 • 平安時代の遺構が分布する。

弥生時代では竪穴住居跡等は見当らず、東南阻のSX306円形因溝状遺構l甚だけである.sx 

306は外径約3. 8mで周沼墓の可能性もあるが、上面削平のため性格は不明である． 奈良 • 平安

時代の遺構は、清35条 ・ 掘立柱建物跡 8棟 ・ 柱列 2列 ・ 竪穴住／函跡 7棟 • 井戸跡2基土墳26

基である．時間は奈良時代を中心とする。

溝のうち地割りに関係するbのでは、 5D302が1区のS0109の絃きであり、その後）区から

伸びるSOJO!大溝に掘り衣される。中央を約21・西傾して南北に並走するS0206と5D207は内

法輻3.0m(JO尺）の道路側溝と見られ、それぞれ北側のS0270とSD294に続く。東南隅のSD

288・S0289も同じプ5位の道路椙1溝であろう．但し、幅は約2.3mと狭い。束北悶のS0304はlll

区に粒く駐敷地割り状の区画溝で、輯約l.Om, 18・西傾する。時期は8世紀後'"から9世紀

前半である．既に述ぺたように、 20・西傾地荊')に基づくものと考えられ、その埋没後にSB

310掘,/,ff,物跡が柱列に囲まれて出現する。他に直綿清では南辺のS0287束西溝．東がりS0241

南北滑があるが．方位はそれぞれ西傾76'、8・で時期は異なると考えられる。その他にも多

くの溝はあるが、正方位に対Lてn行あるいは不定）；向に走ることから、 本来の地割りが消滅
した後に掘削された可能性がつよい．

掘立柱建物跡のうち西雨閉の一群では、 S8265カ'r"iffri廂の4問X3 r,11束函棟で大型.5B277 

は梁Iii!3間の南北棟で柱掘形がとくに大きく、共に20・地割りに合う。58266は3r,ox 2 Iiりの

大型東西棟であるが、前2棟と傾さが異なる。5B295!,さらに西に傾き、柱穴は小形、 5B267

は一群から束に隈れる．これらの建物のうちには地鎮具を埋めたものが見られ、玉を被せた大

形坪がSB265から 1個、 SB266から2個出土した。東北閉の一群ではS13310が面面廂の3問X

2問大型東西I東で、 SA311柱列が而面と東西両fll1jをコ芍；形にJIiiがってこれにi半う．柱穴がやや

小形のSA313柱列はその建て伶えであろう。いずれも82・西傾する。5D304を切ることから、

同区両建物群の系窃に述なる娃物群の中心的な建物であったと名えられる。その他、 S8307南

北棟も区画内の建物ではあるが、北憫が調査区外となるためどのグループに屈すか不明である。

また北辺にSB305は柱転形の-~-面が布浪い）で、方位は大さく匹に傾＜ ．

竪1,ti:I和の多くは掘立柱娃物群1こ替わって出現したと思われるが．とくに明確な詳をなさな

い。いずれも方形プランで大部分がカマドを付設し．規撲は大小様々である。

士積は一帯に撫数に掘られている。遺構と呼ぺるのは26荘ほどであるが、 SK2117i形土濱や

SK2l2円形土漿のように形が整ったしのは少なく、殆どは性格が不叩である。Jt-戸跡はS8310

西脇にSE308がある．
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1 遺跡の漑咲

Tab. 2 西山田三本松B逍踪U区遺構一覧表 o; '111喬サ』 1が賃迂峙の遺情~'}. ( )は80X工事区

遺構番サ 極別 構造等 時代 旧番号 Fill. 
$D101 溝 束西大溝 奈良～平安 5D004 2 
SK202 土壌 不整溝状土漿 奈良 SKOOZ 30 
5B203 竪穴住柑粉 不整方形 奈良 SB003 22 
SD205 沼 不定南北滑 奈良 S0005 2 
SD206 溝 南北溝、方位Nil'W、S0207との船4m 奈良 SD006 2 

5D207 溝 ill北溝、方位NlrW 奈良 SD007 2 
$D208 溝 不定束西溝、刀子 ・鉄梓出土 奈良 SD008 2 

SD209 沼 不定南北溝、几子片 ・鉄捻 ・鉄滓出土 奈良か SK009 2 
SK210 土壊 円形 奈良か SKOlO 2 
SK211 土J廣 方形 奈良か SKOi! 31 

SK212 土犠 円形、鉄釦11土 奈良 SK012 31 
S8213 竪穴住居跡 方形 奈良 SBOl3 22 
SK214 土壌 不整長方形 奈良か 2 
SK215 土濱 不整楕円形 奈良か SKOI9 31 
S8216 竪穴住居跡 方影 奈良 S氾15・21923 
5B217 竪穴住居跨 方形 I奈良 S8017 24 
SD220 溝 不定束西消 奈良～平安 S暉・78-81 2 
5D221 溝 不定南北溝 奈良か SD021 2 

SD223 洛 東西溝、 T字影鉄沿出土 奈良 S0023 I 
SK224 土壊 楕円形 奈良か SK024 2 
SD227 溝 it/北清 奈良 SD027 2 
S8229 竪穴住居跡 長方形束洒様、鉄滓/IJ:I: 奈良 S8029 24 
SB230 竪穴住居跡 方形、 一部残 奈良 S8030 24 

S0231 清 $0232と合流 奈良 S0031 2 
$D232 溝 不定束西溝、鉄片出土 奈良 $0032 2 
SK234 土濱 奈良か SK034 2 
SK235 土壊 楕円形 奈良か SK035 2 
SK239 土濱 楕円形 奈良か SK039 31 

S0241 溝 南北溝．方位N7'W、鉄祥出土 平安 S0041 2 
SD243 溝 不定東西溝 奈良か 5D043 2 
SK244 土J., 不整楕円形 奈良か SK044 32 
SB247 竪穴住居跡 ）］形 奈良か S8047 23 
SK248 土濱 長方形 奈良か SK248 32 
SK249 土濱 l#ltJ形 奈良か SK049 2 
SK250 土濱 閏丸長方形、鉄鏃片出土 奈良か SKOSO 32 
SK257 士壕 不整形 奈良か SK057 32 
SD258 溝 不定東西溝 奈良か S0058 2 
S0259 溝 不定東西溺 奈良か S0059 2 
S0260 溝 南北溝 奈良 S0060 2 
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西111田三＊松B遺跡

f遺構番号 種別 I 揖造等 時代 I In番サ Fio. 

SK261 土濱 楕円形、鉄器片出土 奈良 SK061 2 

I SD262 溝 不定束西溝 奈良 ~0062·506 2 
S8265 屈叫追物跨 東西棟 (4問xzrdll.窯酉冠 ｛出1問）、ガ船N9'IV 奈良か SB065 26 

5B266 紺立柱姐物跡 束西棟 (3IUJX 2 mJ)、方位NS!'E 奈良 S8066 25 

S8267 紺立柱棲物跡 南北棟 (3間X311り）、力位N6'W 奈良か 5B067 27 

5D268 溝 不定東西溝 奈良か SD068 2 

SD269 溝 南北溝 奈良か 5D069 2 

S0270 消 南北溝、 S0260に続〈 奈良か S0070 2 

SK273 土損 長方形 奈良か SK073 32 

SK275 :I: 墟 不整惰円形 奈良か SK075 2 

S0276 溝 西北一束南溝、）］位N64"W 奈良か SD075 2 

5B277 提立柱籠物窃 南北棟(?X 2 llll)、方位Nl3'W 奈良 S8077 27 

SK279 土填 隅）L長方形 奈良か SK079 2 

SK280 :l:J. 廣 楕円形 奈良か SK080 32 

S0282 溝 不定束西溝 奈良か $D082 2 

SK283 土濱 楕111形 I余良か SK097 2 

5D285 溝 南北溝 な良 $D085 2 

SD286 溝 1fi北溝 奈良か SD086 2 

S0287 溝 南北溝、方位N76'£ 朱良 S0087 2 

S0288 溝 南北溝．方位Nl4"W. S0289との幅2.4m 奈良か 5D088 2 

SD289 溝 函北溝 奈良か S0089 j 2 
SK290 土濱 方形 奈良か SK090 32 

SK291 土塘 不整楕円形 奈良か SK091 2 

SK293 士墟 長方形 奈良か SK093 32 

S0294 溝 南北溝 SD207に絞＜ 奈良か SK094 2 

Sil295 揺立柱建物跡 W北棟 (3間x2l1ll)、方位><13'W 奈良か 5B095 29 

SK297 土壌 複数回掘込み 奈良 SK097 32 

SK2吟 土犠 大形松円形 奈良 SK099 30 

S0300 溝 束西溝、方位N82'W 奈良か SDJOO 2 

S0301 1昇 不定束西溝 平安 SDlOI 2 

S0302 溝 束函溝、方位NS!'E 奈良か S0102 2 

SD304 溝 ガ形区画溝、力.位N76'E 奈良か S0104 2 

S8305 揖立柱珪物跡 束西棟 (2IUJX I問）、方位N52"E 奈良か ~ ~JOj 25 
SX~06 PJ(i¥'l椙状遼檎 外径3.8m 弥生後期か SXI06 28 

S8307 砿立往追物跡 南北Ii!!か (?X 2間）、方位Nl4.E 奈良か S8107 29 

SE308 井戸 f1.J形 奈良か SEIOS 31 

SE309 井戸 楕円形 奈良 SE109 31 

S8310 糾立柱佳伶跡 束西棟 (5間X2間）．方位N82'E 平安前期か SBllO 28 

SA311 柱列 束西棟 平安前期か S6111 28 

S83!2 翌ク;;u,居跡 方形、隅のみ検出 平安前期か S8112 2 
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1 遺跡の概要

還構番サ 極別 構遺等 時代 IEI番サ｝ Fio. 
SB313 柱列 6間、方位N82.E 奈良か SBUO 28 

SD314 沿 奈良か (S0048) 2 

SK3!5 土凝 不整楕円形土濱 奈良か (SK078) 2 

$D316 溝 不整束西清 奈良か 2 

S0317 溝 西北一束南溝 奈良か 2 

(3) Ill区の遺構

弥生時代と奈良 • 平安時代の遺椙が見られる，

弥生時代では後期前半～中頃を中心に、竪穴住居跡15棟・掘立柱建物跡2練・円形周溝状遺

構 1基がある．竪穴住居跡は長方形プランを西本とし、ペット状遺構を付設する ものが多い．

関査区の中ではとくに明確な群は認められず、やや北側に寄って分布する。揖立柱建物跡は西

部にあって、 S13460が3間X2間で面北に長い長棟、 S8455は2間X1間東西棟とμられる。

古打峙代については、竪穴住居跡等から 7世紀に遡る須忠骰も希に出土しているが、共伴滋

物は8世紀であり、他に遺構が＃在する可能性もあるが明らかではない．

奈良• 平安時代では溝11条 ・ 竪穴住居跡11棟、掘立柱建物跡 7棟、 柱列 l 列 • 土濱20萎があ

るe 時期は奈良時代を中心とする．

溝はSOJO!がII区から直線的に伸び、東OOで南に曲がる。方形区画溝SD304もn区から親い

て束側で北に訳角に曲がる。地割りに関係する直稼溝は他にS0506東西溝とSDSllifi北清が調

査区の東憫で交染するが方位は大さく西に傾き、他の地割り濁との関係は不明である。不定方

向に走る小溝のうちでS0301はn区のS0208から校くものであろう．

掘立柱建物跡は2群に分かれる．一つは霜交区の西北閑にあってS8499とS8450の2棟が束

西に並び、その術面にSA452柱列をもつ。S0304区画溝に伴う建物遺構と考えられる。但し、

SA452柱列は2棟の建物の南面だけで終わり、 n区までは統かないようである。S8493は時期

的にはこれと関係なく、 $D304区画溝外にJjl独で位匹する。もう 1群は調査区中央の4棟で、

4問X3問、 3問X2間、 2間X2間、 llH]X J間の各形態が見られる。いずれも南北棟で建

物方位はSB490のみ直北にちかく、他は15'前後西に傾く。

土濱はn区と同様、数多く分布しており、その多くは奈良時代に属すと見られる。 SK412・

SK440・SK448は方形竪穴ともいえる形状をもち、またSK424・SK468・SK502は比較的整っ

た大型の円形または楕円形の掘り込みである。長方形プランのSK443・SK445は土嘱翡状であ

るが、副葬品等は一切なく｀その可能性は少ないように思われる。東南部のSK475・SK484・

SK513は何回も掘り込まれた結朱形成された不翌形の大型土濱で、廃棄演として集中Lて揺ら

れたものかと考えられる。但し、埋土中からの土器類の出土は少ない．
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以上、 Ill区の遺構でもとくに注目されるのは.II区束半から続く北辺のS0304区画溝とそれ

に伴うとみられる建物群の存在である。奈良時代における困府の出現と軌を一にする現象であ

り、・ピ両的あるいは在地咲族の居館的建物群、双方の可能性を考える必要があろう。但し、区

画の中心部が今回の詞査区から北側に外れており、将来の濶査を待ってその性格が明らかにな

ることを期待する．

Tab.3 西山田三本松B遺跡Ill区遺構一覧表 豪 'Ill爵サ,ttlll!li.-, の迅1鼻番号.( ) UBOX工事区

遺構番サ 種別 構造等 時代 I IB番サ Fi!!. 
SD304 溝 方形区画溝、方位：N76'W、鉄器出土 奈良～平玖： SDOOl 2 

S8402 竪穴住居跡 長方形束洒棟 弥生後期 S8002 ， 
SR403 翌穴住居跡 方形 奈良か 5B003 ， 
$D101 溝 束西溝 奈良～平安 SD004 2 

5B405 竪穴住居跡 方形、鉄鎌出土 奈良 S8005 35 

S8406 翌穴住居跡 長1i形南北1巣 弥生後期 SB006 l3 

S8407 竪穴住居跡 方形 弥生後期 S8007 13 

S8408 翌穴住居跡 方形 奈良 SB008 35 

S1<410 土塘 楕円形、鉄滓出土 奈良か SKOJO 2 

SK411 土潰 楕円形、ふいご羽□・鉄梓出土 奈良 SKOll 2 

SK412 t壊 方形、 ―fJ子 ・釘出土 奈良 SKOl2 2 

SB413 竪穴住居跡 長方形束函棟 奈良 $8013 2 

SK414 :f-. 壊 不整榜ffl形 奈良か SK014 2 

SB416 竪穴住居跡 長方形南北棟 奈良か S8016 2 

5B417 竪穴住居跡 方形 弥生後期 5B017 15 

S8418 竪穴住居跡 方形 弥生後期 S8018 2 

5B419 竪穴住居跡 長方形南北棟 弥生後期 S8019 10 

SB421 竪穴住居跡 方形 弥生後期 6B021・S悦 2 

SK423 土壌 悶丸長方形 奈良か SK023 2 

SK424 土濱 楕円形、鉄滓出土 奈良 SK024 41 

S8425 竪穴住居跡 方形 弥生後期 5B025 11 

S8426 翌穴住居跡 仕方形、鉄棒・帖土塊出土 奈良 S8026 36 

SK427 土漿 不整形 奈良 SK027 41 

$0428 溝 不定南北溝 奈良 SD028 2 

S8429 翌穴住居跡 方形、鉄棒 ・粘土塊出土 奈良 5B029 37 

S8431 翌穴住居跡 方形、鉄搾出土 奈良 S8031 34 

SX432 円糾塁涛れ遺勇 一部残、推定外長径約4m 弥生後期 S8032 16 

S8433 竪1(住居跡 長方形束西棟 弥生後期 閲33・583IO 

S0435 溝 不定南北溝 奈良か S0035 2 

SK4:J6 上壌 悶九艮方形 奈良か SK036 41 

S8437 竪穴住居跡 方形 奈良か S8037 34 
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1 遺跡の概要

遣構番サ 種別 構滋等 時代 旧番分 Fig. 
S8438 竪穴住｝；；"跡 長方形束西棟 弥生後期か S8038 2 
SK439 ±壊 円形 奈良か SK039 42 
SK440 土壌 方形 奈良 SK040 42 
SK441 土墳 惰円形 奈良か SK04l 2 
S8442 竪穴住居跡 仕方形束西棟 弥生後期 S13042 11 
SK443 土漿 長方彩 奈良か SK343 2 
S8444 翌穴住居跡 長方形南北棟、鉄滓・鉄）;・ . 銅片出土 奈良 S8044 36 
SK445 土壌 長方形 奈良か SK045 2 
SK448 土壌 ブj影 奈良 SK048 2 
S13-449 掘立柱廷物跡 束西棟 (4問X2問か）、方位Nso・r,; 奈良か SB049 2 
S8450 掘立柱建物跡 束西棟 (4間X2間か）、方位N82"E 奈良か S8050 2 
SA452 柱列 12問か。西半N82'E、東半N86'E 奈良か SB052 2 
SK454 土濱 楕円形 奈良 SK054 42 
S8455 !Iii立柱建物跡 束西棟 （？間X?)か、方位N79'E 弥生後期 S8055 14 
SB4胡 竪穴住居跡 氏方形東西棟 弥生後期 $8058 2 
SB459 掘立柱建物跡 南北棟 (4間x3問）、方位N9'W 奈良か S8059 38 
SB460 趾立尤紐物跡 南北棟 (31笥XI間）、方位N19・W 弥生後期 5B046 14 
SB462 翌穴住屈跡 方影 弥生後期 SR062 12 
SD464 I溝 東西溝 奈良か 5D064 2 
S0301 溝 不定東西溝 奈良か S0065、? 2 
S8466 翌穴住屈跡 長方形南北棟 弥生後期か S13066 11 
SK468 土塘 円形 奈良か SK068 42 
S6470 掲立柱紐物跡 南北械 (2間x2問）、方位N8'W 奈良か S8070 39 
SB•l7l 掘立柱姓物跡 紺北棟 (I/UIX I間）、万位N9'W 奈良か S8071 39 
5B472 竪穴住居跡 方形｀鉄滓出土 奈良 S8072 2 
SB473 竪穴住居跡 方形 奈良か SB073 2 
SK475 土漿 不梵楕円形、鉄片出土 奈良 SKo;; ヽSK!43 
SK484 ±損 不整l'l形 奈良 SK084 43 
$8490 掘立柱建物跡 南北棟 ( 3 問 X2 間）、方位:--.4• W 奈良か 2 
S0491 溝 束西沿 奈良か 2 
S0492 潰 束西溝 奈良か 2 
S8493 掘立柱建物跡 酎北棟 (I/lllx 1間）、方位N24"W 奈良カ・ 2 
S85-01 竪穴住居跡 長方形東西棟 弥生後期 ($KOOi) 12 
SK502 土犠 楕円影 奈良か (SK002) 42 
SK505 土濱 円形 奈良か (SK005) 2 
S0506 滋 束西溝．方位N74"E 奈良か 1暉啜） 2 
S0511 溝 南北溝、方位方位Nl9'W 奈良か (SDOII) 2 
SB512 翌穴住居跡 、氏方形束西棟 弥生後期か (S8012) 13 
SK513 I土壊 複数回掘り込み 奈良か 2 
SD519溝 ill:ltt肩 奈良か 2 
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酉1l11JJ三本松B遺跡

II 遺 構

1. 弥生時代

(I) I区の遺構

弥生後期後半を中心として t 翌,¥:('I澤跡14棟 .・掘立柱建物跡51成、 1り形JC城 lJふがあか以

下、穐片I)ことに主な辺構を図示する．

a. 竪穴住居跡

,
u
s
·

►i訓皿
可
団
国
げ
日

ー
，

2い
い
附
い
し
_

S6104竪穴住居跡
形態長1;形
規Ii.¥ 5.40mX3.8<1m 
特徴 4辺を拡張し、 JI(
1111にペッH状遺構

付設．東I遠からiii
壁際に一邪因溝を
巡らす。南父中央
の抵り込みは入LI

怨施設か.II: 穴;i;
明．

＝ =戸亨手＝
_ __  !>l,5m 

I 
~ .. -

0 o ~ 
c◎ 
◎ 

＠ 

ら
✓ 

u
-s
.
n
 

．
 

5B105竪穴住尾跡
形態艮）；形

規ほ 6.10mX3. 66m 
特徴東北側にペット状

遺構付拉．東北壁

から~t閉埜応に一
郎UJ溝を巡らす．
'"央に1り形が．柱
,i:l! 遁1.

""'_-. 
----

Fig. 3 SBl04 · 105翌穴 9乱•i跡

文 -14.5m 
。,- 4tn 
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＂ 
遺構

.1 

E
s
.
P-

S8107竪穴住居跡
形態氏方形
規釈約5.2mX3.邸m
朽徴東北側にペット状

遺構を付設し、屈

溝を巡らす．中央
に円形炉• I~ 懸,1,
央(7)掘り込みは入

a部施改か。柱穴
不明.Sll108翌穴
住屈を切る．

5B108竪穴住居緯
形態尺方形か

規快不明
特徴北側の大部分を

S8007竪穴住It.に
切られ、詳細不明．

.s;;;;;,. 
14,5m 二堅奎雪

◎ 
〇◎
qi, 

◎

c

◎

 

◎
 

。
◎
 ゚

◎。

E
o
g
-i
l
l

川

ー

1
1
|
~
l
ー
1
闘

5B111皇穴住屠躊

形態長方形
規挨 7, OOm x 4, 90m 
特徴 束1lllにペット状遺
構を付設。中央に

円影炉.fli",t中央
の!Iii')込みは入口
部施設か。柱穴不
19J. 

苧15.0m= 
|

=
――
 

立 ー＝豆声°
一

4m 

Fig.4 S8107・108・111翌幻紐渾
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西llilll三本松B遺跡

⑨゚SB!!• 

芦

叫
'
哺
川
I
I
l喜
Es

·~, 

m
 

[
 

¥¥ ・ヽ------------- __ ., __ 
す

！！ 

S8114竪穴住居鶴
影賎長方形

規 4.82mX3. 96m 
特徴南傭虻際に屈溝を
巡らす．中央に円

影炉。南虹中央の
掘り込みは入口部

施設か．柱穴不明．

S8115竪穴住屠篇

形懇長方形
叫艮 5.42m x 3. 40m 
特徴北1111にペット状遺

構付殷．柱穴不明．
東側をSB114に切
られる．

~ 

A ｀ 11 S8112塁穴住愚瓢
形懇長方形

;1 
規撲 4. 70mX3. !Om 
特徴西鯛にベット状遺

構を付設し、北虫

◎ 
から束朕際に周溝

を巡らす。中央に

， 円形炉。柱穴不明．

噌

言二琴塁 L==,; ご = !• .Sm 

゜
4m 

Fig. 5 58114・115・112竪穴住居防
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＂ 逍構

:~ 
/If ヽ'ff I 

ヽ
$8121 

◎ 

唸゜ ゜◎ 
SB122 

9、 ~a 

＾ --— ゜含

．． 

14.0111 
ヽ

58121竪穴住農跡

I 

ふ
形慈方影か， 
規ll! ill北約6.2m ， 

i. -- 特徴 東墜から南竪際に関溝一部残．
：； 

柱穴不明。S8122を切る。

l』I S6122竪穴住屠跡S8116 II 形態長方形

I i 
規浜東西4.48m
特徴 北綱にペット状遺横か．詳細

不明.S8121に切られる．

5B116竪穴住唐跡
形態長1;形
規！又 6.16m x 3. 90m 
特徴東北隅にペット状遣構付改．

周溝を巡らす.TWf.t小央の掘
り込みは人~·部施設カ・・

~I 
_14.Sm 工

゜
4m 

' 
Fig, 6 S8121・122・116翌穴住居跡
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西1J11fl三本松B遺跡

1
4
.
5
m
 

~ 三雪~言／ 雪 14.5m
58117竪穴住居鑓
形態 l,i);"Jlt 
戌校 6. 76m x 4. 00m 
特岱束鯖にぺ.,f状遺揖。,,,央に

円形炉あり.••J溝を巡らす．
制~•I•央の掘り込みは入U郡 0 
ぬ設か.J: 面をな良峙代のSB
117・S8119に切られる．

Fig. 7 S8117翌;・,t引店跡

4m 

S8102纏立柱建物躊
形態 211i!X I間lil,i北棟
ブj位: N21'W 
規戌 4, 98mX3, 76m 
特徴 大影建物跡.n掘影は2段艮
-JJ影。柱根径約25c<i.東南開
n穴が一部S8130掘四国物
の1訳を切る．

8103揚立柱纏物跡
影態 2 fUIX I旧j求，ij-西北棟
ガf,: N50'IV 
規般 4, 04mX2, 56m 
特徴柱掘形1がH~1i形または円形．
北閑柱をSDIOI溝に切られる．

S8130編立柱建物跡
形虹 2fllfx I ml1N北Hi
}j位 N3.W 

規1岱 3.24mX2, 73m 
特r.'..il掘形は絡本的に2mvm
か.H. 根t訊 '"JI,I/Ii北聞枯~,
が一祁SB102lbi立:n.姓物のIt
穴に切られる．

S8131撼立柱建物跡
形態 2問xllJl]ll(iN一i日北棟
/j位：N29. IV 
規.I尺 3.40m x 2. 82m 
特伍 lt/.¥tl形は/j影または円形.~t 
邑悶柱を荒らされている。SB
106翌大H,店との切り合い関
係不fJfl.
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＂ 遺構
b. 掘立柱建物跡

1
4
.
S

m

 

,・・、
江了

ヽ
⑳ 喜 a
 ｀ 

―＝早ニ--—当芦;ご謳裏言＼

。
4m 

Fig. 8 5B102・ 130・103・131掘立柱紐物蹄
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西111田三本松B遺跡

(2) Ill区の遺構

弥生時代では後期後半を中心に、竪穴住居跡15fl東・掘立柱建物跡2棟 ・円形周溝状遺構1荼

がある。以'f、種別ごとに主な遺楕を図示する。

a. 竪穴住居跡

14
.lm
 

孟 盃 O' 

JII! 

◎
 

，
 
＇ 14
.2
m
 

．
 
u' 

SBヽ02竪穴住居緯

形態貶方形
規撲 5.80m X3. 64m 
特徴西ほと東北辺にペ

ット状遺111付設．
中央1こ;i;竪彩炉．
西北堕際の掘り込

みは入りU施設か．
柱穴等不明．

c_-,--_, ー
14.lm 

5B403竪穴住居鑢
形態艮方形か
規校東西4.86m
特徴西股から南堕際に

周溝が巡る。上面
を奈良時代のSB
449・S8450に切
られる。北衝は浜
査区外．

~ 立フ・-•. -→・ 

$..l",_ . ~ 
:- _ 14.0m 

゜
4m 

Fig.9 S8402・403竪火住駈跡
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11 遺構

~ヽ
・
、
こ

哺り
I
I1
1
ー

廿

，
 

ー

S8419 

二

5B419竪穴住屠躊
形態長方形

規撲 6.68m x 4. 7Sm 
特徴北111lにペッい状遺構付

設。南梵閉中央に円形
掘り込みとその脇に注

い溝．束壁際に柑円影

の入り口お設をもつ。
fij閲をSD3041こ~)られ
る．床ifu.l::からオ沿多
数出土。

56433竪穴住暑踵
形態艮）］形か

規1及来洒約6.6m
特徴西南隅にペット状遺構

付設．中央に円影炉．
北1111に関清を巡らす．

洒りりから柱北側にかけ
ての店まりは拡張の跡

か．柱穴不明．北餌を

5D304にり）られる．

z
 .Om 
~---- _,E="'=_ I 4. 5m 

~ 
＼ 

~ 

;::::::; 

ffi ,::::;::: 当

r 

j 
ンヽ 、= • - I Ill 

◎ 玉1~ ＠ 

＼ 

•一・全•―――・ミ~11.辿,_
'-・ 

． 
;,~ 戸 14.0m

． 

--― 4m 
•゚ 

Fig. 10 S84!9・433翌火tE居跡
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西UI田三本松B遺跡

゜
i
 
＠ 

1111 S8◄ 25竪穴住暑鑢
形態氏方影

規呉 6.Z8mX4.2m
特徴束西濁側にぺ>~
状遺構付詮．東壁

および北堕、南壁

際の一邸に紺溝を

巡らす＂柱穴不明．

北111をS0304に切
られる．

一―ユし一と
一

在言 14.Sm ~
E 

~ 

- 1---

SBヽ 2ヽ竪穴住屠躊
影想長方形

規楳 5, 16mX約3.6m
特徴床面11).日時期の掘り込
みれが多く、詳編1湖 ．
中央に1'1形炉。北側は
謂査区外、北西閏をSB
342に切られる．

5B466竪穴住屠魏
形態長1j形

炭撲 5. 84mX3. 72m 
特徴 北側がペッド状に高ま

り、東北隅に円影貶1)

込みをもつ。S0428溝
とS0506溝に切られる．

4m 

Fig. 11 5B425・442・466竪穴住f,o_}跡
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II 遺構

゜゜◎ 

ー
，．

。,＇‘9999,
'
 

9
9

9

9
9
9
9
 

拿

，
ヽ
◎ 

三 - ~ 
13.5m 

~ 

S8501竪穴住屠跡
彩舷長Jj形
規伐 6.56mX5. 12m 
特伝 削平が行しく、柱穴等

詳細不明．北憫は調査

区外．

SBヽ62竪穴住居躊
形想不明

規し又 不明
特徴削平が苔しく．北辺お

よび西辺のf,•J溝でかる
うじて住）＆跡とわかる．

III間は5D30I溝に切ら
れる。

13.Sm ~ 二＝二主主亡芦

。
<Im 

Fig. 12 SBSOI・462翌穴住居跡
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西山田三本松B遺跡

>
l
 5B40S ー、

S8405 
（奈良時代）

◎
-

c
 ゜

、甘

゜
-a, ....... ―̀―・-----. @! ______ , 

@
O
 

〇
c
拿
っ ◎ 

Sfl,106 
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臼
〗

9
蕊
◎
―
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1

1

 

m
 。

血
ー
叫
i`
u-0.n-

14 

_
_
_
_
 
|

|
い
川~
7国[~
E
gマ
一

疇
札

m

S8407 

c
@
 

SBヽDB竪穴住屠躊
形態仕方影
規戻 4.>2mX約3.2n, 
特徴円形掘り込みをも

つペット状遺構を

否南開に付設。中

央に1り影汎 束限
際の長方影伍り込

みは入り口施設か．

柱穴不明。S8406
翌穴住屈を切り、

北慨は奈R砧代の
S8405竪火住居に
切られる．

58407竪穴住扇鑓
形懇長方形

規棟約6.6mX4.36m
特徴東北隅に楕円形掘

り込みをしつ。柱

穴不明。 S8407竪
火住肘を切り、北
憫は奈良時代の

S840>竪穴住居に
切られる。

=='¥..,, 

I 
すー＝吋下心

゜SN85l2 • ゜

--・ 
゜

‘/
 

58512竪穴住唐誼

影慈長方形
規楳 5.40mX約3.2m

特徴円影挺り込みをも
つペッい状追構を

束詞に付設。ペッ
ト上にも浅い堀り

込みあり。中央に
炉，柁穴不明．

~ 
4m 

Fig. 13 SB406・407・512竪穴住居跡
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n 遺構

b. 撼立柱遭物緯

E
0
 
品
図
ピ

S846-0 

‘ 
|
 

奎 戸戸~-~竺戸 ー 一ー ＝ヨ— 14.0m 

eo
.
 

A
 

¥，． 
.¥ 

＼
 

¥
 ｀
 

＼
 

.¥
 

＼
 

＝ニー戸竺□言14.0;

S8460揚立柱遵物鑢
形態 3間X lffりIll北棟
規収 7, 60m X3, OOm 
方位 Nl9'W 
特徴柱掲形不揃いであるが．
基本的に貶方形2段か．
柱根径約20cm.JI! 桁行
柱穴が奈良時代のSD
301に切られる．

S8455撮立柱醸物緯
形怒 2間xI IUJ東西棟
方位 NS!'E 
規模 3.30m X 2. 96m 
特徴西lllll:1翌査区外となる
が東西21!11か．柱掘形
;i,~ 舅いであるが、基本
的に長方形と思われる。

柱恨径約30cmi!!i南閏を
S0301に切られる．

4 ,n 

Fig. 14 S8460・455掘立柱娃物跡
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西山HJ三本松B遠鯰

l◎° 
唸

。
．．．
 

ー

＼

．．
 

SBヽ11竪穴住眉躊
影懇 ）i形
規校東函3.3m
特削平のためYli既不IIJJ,小央付
近に焼上． 柱穴は東南悶を除

く3聞に残存．

至
a. z

 
14.0m 

。
4m 

Fig. 15 SB417竪穴住居跡

e, 周溝状遺構

/
 /

 

l
'
 

/
 

SX02円形周溝
形懇 不整惰l'J形
規阪東西外径約5.0m
特徴東関の大部分が

58431竪穴住居に
削られて残りが汲
く形状不明確．東

1111がjれ線的に走る

ように見えるが、
完周する可能性が

芯い．溝茄約0.6
m, 

--.==, 
I 

こ二= :s; コ 15.0m 

。̀
•Im 
＝ 

Fig.16 SX432関溝状遭構
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II 遺構

2 . 奈良•平安時代

(1) I区の遺構

奈良 • 平安峙代では溝 4 条と ． 掘立柱建物跡 7棟がある． 全体の遺楕配四としては北辺をSD

JOli名が東西に走り、西をSDIOIに、北を5D109西線区画溝に囲まれて T区東南闊から11区西

lti阻にかけて掘立柱廷物跡の一群がある．掘立柱建物跡群は、全体として軸が西に傾き比較的

企画的な配四をとるかのように見えるが、方位の多少の違い及び切り合いから明らかな時期苑

が認められる。時期は$D101消が鎌介峙代まで機能していたと推定されるが、掘立柱建遺跡群

をはじめとするその他の遺構は主に奈良時代を中心とすると考えられる．

a. 撼立柱建物鑢

--

工戸芦-亨亨産言言ユ戸~14.0m
5B126墨立柱鷺物跡
形態 4 lll)X 2間岡面廂南北棟
方位 N7. W 

規段 8.10mX4.38m

特徴柱間からみて南北面1111には出
6尺の廂が付くと．思われる．
暉形は円形｀柱恨径約20-
25""。東111lfii行柱列がS8129
磁立柱建物の柱穴を切る．

゜

軋
E
0
.M
 

4m 

Fig, 17 5B126掘立柱娃幼跡
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西山田三本松Bil'.I跡

sn119 

GJ ，
 

仁〗

S9118撼立柱違物跡
形態 3 lllJX 2間束jl'!j棟
方位 Nso・E 
規撲 6. 25mX4. 49m 
特徴 桁行に比ぺて災行の柱

間が極靖に狭い。1主捉
形方形．柱根径約2知＂
束桁行柱穴の一部が

$B125掘立柱辻物に切
られる。東側の5B265
掘立往娃物と東西にit
ぷが．柱穴の近接状況

から比て同騎存イ£はし

ない．

S8119撮立柱建物鑢
形態 21閉X2間総柱南北棟
方位 N78'E 
規ルi5.24mX4.24m 
特ー群のi蘭立柁述物群の
西嬬に位孜し、唯一、

総柱構造をしつ。柱掘

形方形．往根径約20-
2涵 ．

'. 、,.:,m

ー

仔

Fig. 18 SB!l8・1191屈立柱建物跡
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ll 遺楕

A SBl29 

S6129撼立柱建物躊
形態 3問x2間南北棟
方位 Ns2• E 
規 4.52mX6, 06m 
特徴柱掘形は不揃いな円形。柱根
径約20on.伺し奈良峙代のSB
126掘立柱廷物に切られる。
S8!28掘立柱社物とは先後不
明。

1
9
 

．
 

EO.
b-Ill』

~ —コ~ー 14.Sm

S8127揚立柱鴫物篇
形店 2問Xl問東西棟
（弥生後期）

方位 N63. E 
規Ii,¥ 3. 27m x 2. 76m 

特徴柱掘形はl'I形または長方形2
段挺り。柱根径約20c,n,奈R
鼻9代のS812邸紅直娃物と重
複し、柱穴の一部をS8129掘
立柱廷物1主穴にり）られるCSI.

゜

S8128撼立柱違物躊
形態南北棟．梁3間x桁2
問以上

万位 N79" E 
規校 5. 32mX3. 84m 
特徴柱撼形は不消いで方形

または円形。往根径約
2如 ．同じ奈良時代の
SB129掘立柱也物と箪
復するが、先後不鵡I.

4m 

Fig. 19 5B127・12&・129堀立柱建物跡
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b. 土 蠣

SK113土蠣
形態円形
規埃径3.6~4.4m
特徴やや不整形なPl形で、濱底は
平坦。貯蔵用竪穴か．

鳳 -
~ 14.Sm 

゜
4m 

c. 溝
Fig, 20 SK 113:i損

SDJOI 
濠断ilii位置はFig.Iに示す

a 

W・E 
---,. . ~ b

 
c
 

15.00m 

へ「―
$D109 d 

W-F. 

。
2m 

Fig.21 I区溝断面図

(2l a区の遺欄

奈良• 平安時代では、溝35条、掘立柱廷物跡8棟、 柱列2列、竪穴住居跡7棟、井戸跡2甚．

J燎 l基がある。 主な遣構としては、西術閏に 1区から紋く掘立柱建物跡の一群があってその

東方は両側にSD206とS0207溝をもつ道で区画される。また、北束辺には屋敷地割り状の区画

溝があって．この消と切り合い、柱列で囲まれた大形掘立柱建物跡がある。竪i',住居跡は全体

として胴社区の中央付近に分布する。これらの建物跡及び区画溝の碍期は奈良時代を中心とする．
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＂ 
遺構

a. 竪穴住居跡

叫
伯
冊
叫

，胤
応
胤
圃
―4.5m

E
s
.b
 S8203竪穴住屠躊
形態不良方形
叫反 2.94mX2.9m
饂主柱穴 •I,t,:. 北壁際にカマド
付設。HI!に関溝を巡らす．

室 >=< 2 z
 
14.Sm 

0 (l) 

Q@◎ 

r:; 
心〉
c
 

◎

Q

唸
R

＠
 

R
 
②
 

l• .5m 

◎ 

噂
③

◎

 
◎
 

I 
~c—0L ¥Jー

S6213竪穴住居蒻

形態方形
規桟東北ー南函5.60m
特徴 主柱穴 4本．北東"・'を
堀り込んでカマド付設。
附111lがS0232溝とり）り
合うが先後不明．

。
4m 

l'ig. 22 S8203・2!3登穴住居跡
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i
 

I
 
I
 Ii "' :: ＝― -トー~!Um

，.`三‘，， 
', , f 
'' ¥ I ,, 

u1s
·•1 

~ 亡プー千 :::.,=_:;: さー 14,5m 

゜

SBZ16竪穴住暑鑢
形態方形

規段 5.16mX約4.6m
暉闇平が著しく會床面の

状況不祥• SDIO!i鼻に
切られる．

S8241竪穴住磨謹
影慈方形

規t~4.86mX4, 8m 
特徴主柱穴は 4本と思われ

るが撹乱が花しく、床
面の状況不祥,S0304 

にり）られる．

4m 

Fig. 23 S8216・247竪穴住居踪
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11 遺構

~ 早旱戸~~-5m

5B211竪穴住居躊

影態方形
規楳 4.06mX3. 86m 
特徴主柱穴4,1'か。殷乱が
苓しく、床面の状況不

祥

58229竪穴住居鑢
影懇方形
規9具 4.04m X 3. 44m 
特徴東北壁中央にカマト付

設。削平が著しく｀床
面の状況不tf..丙北閏
がS8267粘立柱建物柱
穴と切り合うが、先後

不明．

1
4
.
0

m

 

巨 u 一

14.0m 

E
0
.
n
 ui 

＂̂U-

5B230竪穴住晨鑢
形態方形

規桟 一辺約3m
特徴 東北代を掘り込んでカマド付

設． 撹乱が'~しく、床面の状
況不祥。東側はS0207清に切

られる．

才

1。
4m 

Fig. 24 5B217・229・230竪穴住居跡
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b. 撼立柱遭物鑢

5B305 

ヽ

5B305撼立柱塵物躊
形態 zr,nx I間東西棟
方位 N52'E 
規桟 3, 59mX2, 91m 
特徴 関在区の北側にlll独で位沢す

る．往伯形は上面を南北方向
に布掘りした後、 1,•J形に 2 段
批り込む．柱恨は径約20-30
ロと大形．

1
4
.
5

m

 冒 14.5m

14.Sm至 戸 戸

゜

し皇

厠
1

圃

＼

l

軋

出
山
~
E
2
I
4n, 

Fig. 25 SB洵5・266掘立柱辻物蹄
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ll 遺構

S8266編立柱建物縫
形態 3 fll]X 2 IIIJ東洒棟
方位 NSr E 
規1及 7.28mX5.30n1
特徴柱掘彩は不揃いな小影

円影。柱恨径約20cm.
建物内東開の掘り込み

と小溝上面から玉を依
せた状笠て'J'(.2個が並
んで出土。内吝物なし．

閲埠物に伴う地鋲具か．

-

峯H、出土状況
(I彩

E
5『
~

I 

: I 

ヽ
14. 5n, 首蓑差言言冦目言言~妾含昌器芦

S6265撮立柱竃物緯
形態 4 r.nx 3問褐而廂束西棟
方位 N9'W 
規撲 8.87mX4.72m 
特徴東西両側に出各7尺の廂をし
っ.ffi行に比ぺて梁行のurり1
が11i嬬に挟い。柱磁形は方影．
柱根径約1知．丙憫は同じ奈
良時代のS8125掘立柱紐物に
切られ｀東側柱穴の一部はSK
211土演に切られる。束憫の
身含梁r.n柱穴の.J:面から盗を
妓せた人形IfI偵出土。地鋲
具か．

口鳳
~ 14.Sm 

S812~ 鐵立柱鴫物鶉
影態 2間X2間総柱南北棟
方位 N61" E 
規楳 3. 35m x 2. 96m 

特徴 柱掘形は上面を南北方向に布
掘りた後、 2段のほ丸方形ま
たは円形に掘り込む。柱根径

不明。5B265掘立柱辻物の柱
穴を切る。

。
4m 

fig.26 S8265・125掘立柱狂物跡

ー 229-



西山田三本松B遺跡

◎
 

5B267撮立柱鴫物跡
形態 3間X3ff0南北棟
方位 N6'W 
規瓜 4.75m x 4. 24m 
特徴柱掘形は不揃いな小影

円形．柱根径不明。 SB
229竪穴住恥と切り合
うが先後不明．

5B277撼立柱鴫物躊

形態 iii北棟
方位 NIJ'W 
規撲梁5.08m
特徴柱間からみてJI(西が梁

1::1か。柱船影は方形．
柱根径約15~20cm,南
鋼の大部分は調査区外．

.Om ニ ー匡茎至 弐こ14.0m 
E
 
o
・
t
1
 

‘‘, 
・ ―•一·—• —• 一•一•一・• 一

奎 14.0m

。
4m 

Fig. 27 S8267・277掘立柱紐物跡

ー230-



---ベ麦乞ジる•一•一•一•一

•―•一・――------- @ (0 —· 一----・r=-.. ~ c::=ニ疇

◎
 

⑤

@

o

 

、゚A
c ＠ 

c
屠
＼

,

．
 

1
1
 
..
.

.

..

.
 .
 

9
 

.

.

.

.
 .
 

ー・
1
..
.
.
..
 ,．
 

＇ 

~
 皿

E

s・n
 

＂ 

E
 s・ti 

14.0m 

SX306円形周溝状遣蠣（弥生峙代か）
形慈円形
規模外4至3.7m、内径2.4m,
特徴上面を削平され｀浅く残存．
SB311柱列に切られる。溝幅
0.6-0.Sm。周溝墓の可能性
はあるが、性格不明．

~ 琴二＝二ご竺□戸竺□竺デ戸L阜 14.Sm
5B310蝙立柱竃物鶴
方位 N82" E 
形態 5問X2間術面廂東西棟
規撲 ll.12mX3.60m 
特徴束西に出8尺の廂が付く。北
側にも廂が付く。北側にも 1
閲の庇が付く可能性があるが、
調査区外のため不明。柱撮形
は基本的に方影。柱根径約30
本来、 SB311がこれに伴うと
見られる．

5B311柱列
形態柱列東西6間、南北3閲
方位 NS-0. E 
規莫東西12.96m、南北6.04m
特徴 SB310掘立柱建物の南面から
東面に直角に曲がってこれを
囲む。西側も曲がる可能性が
あるが、その場合はSB3IOの
廂は東側だけとなる。柱撼形
は基本的に方形。柱根径約25

""・ 
Fig, 28 

5B313柱列
影慈東否柱列6問
方位 Nao• E 
規模束西12.96m 
特徴 S8311柱列の建替えと推測さ
れるが、切り合いがなく不明。
柱掘形はやや小形の方形。柱
根径約20cm,

SB310掘立柱逢物跡、 SB311・31:lt主列、 SX円形周溝状遺構

。
4m 
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u 遺構

叫
r,.,.. 

Sll295 

5
 ｀ 
薗
1'1
.S
m
=い==-==4_匡~三匡ー14.Sm

且

~ 声差言三~亘亘奎匡H.Omエ

SB29S撮立柱建物緯
形想 3JH)X 2間清北棟
方位 Nl3'W 
規桟 6. 2Jm><4. 29m 
特徴 柱掘形は不揃いな小彩

円形。柱根径不明．

5B307撼立柱璽物躊
形態南北棟か

方位： Nl4" W 
規撲梁3.18m
特徴柱拙影は不揃いな小形

円影．柱根径不明．北

側は潤介区外．

。
4m 

Fig. 29 SB295・307偲立柱述物跡
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C• 土凛•井戸躊

H
.5
m
 

一 三雪ミニ言Sm

SK202土鑽
形懇溝状長惰円形

規撲長3.4m.幅約 Im
特徴全体に清.]ti傭を〗段深く
掘り下げる．廃棄濱か．

SK299土蠣
形態惰円影
規撲 5.lmX2. 7m 
特徴濱底は全体に鍋底状に深く掘

り下げ.JI(壁がかぶさる．本

来袋状か.5D241溝を切る．

K A 、,・; 
ー ・し

\、\、\",、ミーミ•こ
SK299 

。
zm 

Fig. 30 SK202・299土擦
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13.Sm 

SK211 SK212 

ン、一
{j"・ 

• o"-
総

/y !~ ~-
14.Sm~ 一 涅咤こ~

SK215 イ

SE309 

[] 遺構

SE308井戸鎗
形懇不翌惰円形
規桟 1.35mXI.Om 
特徴上面はS8310掘立柱建
物と切り合うが、先後

不明。平面形は西濶に

角が付く ．深さ約1.3
m. *枠等の遺存なし．

SE309井戸鑢
形慇楕円形

規校,1.08mX約I.Gm
特徴 紐面はやや斜めに深く

掘り下げふ深さ約I.2 
m。井戸跡と思われる
が、木枠等の遺存がな

14.0m (不明確．
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掘

岱

下
平

い

く

方

く

土

り

ば

浮

多

丸

深

に

掘

は

や

や

m
く

は

や

や

78
深

底

ら

器

隅

rn
に
中
．

ぃ
63
状

土

入

か

L
底

埋

混

形

0
段

凛

か

土

ち

X

鍋

．
＜

円

X

―
土
版
で

に

m
は

む

多

惰

m
を

．

漬

態

。

蠣

形

乃

底

込

や

蠣

整

48
側

る

。

状

土

土
円

L
墳

り

や

土
不

L
南

げ

坦
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細
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細
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>
-

0
,-

至 戸

SK211土鑽
形態方影

規撲 l.47mXl.42m 
特徴紐面は綬く立ち上がり、

濱底平也。凛庇から20
o前後浮いた状態で土
器多数出土。時期は平

安末ー鎌倉。 奈ae~代
のS826渾立柱娃物を
切る．

SK239土嘱
形慇不整楕円影

規校 l.28mXO. 94m 
特徴 壁面はやや急に掘り下

14.0m 
げ、濱底平坦．

。
2m 

Fig, 31 SE308井戸跡はか土墳
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SK244 SK248 

ーこごーニー
SK2ヽ4土蠣
形態不整長惰円形

規撲 I. 58mX0.6m 
特徴 墾面は束西両側の上而を斜め

に掘り下げ中央郎は急に下が

る．演底平坦．

SK248土珊

影慈氏方形

規~l.62mX0.8m
特徴削平のため汲く残存．濱／たは

平坦で、煎而が綬く立ち上が

る．

14.Sm 

SK213 

＿＿＿-丘三Sm

SK290 SK293 

SK2SO土鑽

形舷糾丸長方影

規校 J.7mX0.8m 
特徴濱底は平坦で、政面が

やや怠に立ち上がる．

SK257土績
形態不竪形

規楳約2.4mX約l.2m
特徴壌底はllぽ平坦で浅く
残存。 平面影状は長方

形にちかいが)(;明確疇

SK273土蠣

形態艮方形
規釈 l.62mx0.8m 
特徴濱底はllぽ平坦で、唸
面がやや綬く立ち上が

る。濱底束1#11llがわず
かにtfiまり、小穴あり．

SK297 

一三
＝ ~14 .::sn、こ >

:::S:: ニ?-_ J-;14.5m 

SK290土蠣

形態方形

規楼 l.48mXI. 36m 
特徴束憫を7cm税度深く 2段に掘
り下げる匹．塙底平坦．浅く

残存．

SK293土蠣
形態

規 I.l2mX0.68m 
特徴濱底は平現で、択面が

綬く 立ち上がる。汲<

残存．

。

SK297土蠣
形懇不竪長万形

規阪 l.6mX0. 7m 
特岱 平面形は北倒が袂くなる．濱

底は平坦で．焚面rれ直に立ち
上がる。

2m 

Fig. 32 SK244ほか土濱ー236-



d. 溝

a
 

n 逍構

※断面位訳はFig.2に示す

14.70m 

N-S SDIOI 
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ー・
14. 70m 
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d
 

15.60m 

WE  S0206 
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Iヽ1.40m
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S切槌 S0289 

~15.00m 

________,, 一

S0304 h 15.00m 
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S0216 

N-S ~ 
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ー＼—-戸
15.IOm I 
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SD302 14, !Om 

---..___,,..-

S0241 n, n
 

14.80111 。
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14.-IOm 

N-S -----------
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。
ー

＇ ＇ 
9
』-

Fig,33 11区漬断面図
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(3) Ill区の遺構

奈良• 平安時代では．溝II条．掘立柱建物跡7棟、翌穴住居跡11棟．柱列）基、土壌20基が

ある。主な遺構としては、 1区から続く北辺のS0304区画溝は束嬬で曲がり、束辺に方位を違

えたSDSU直綜区画溝がある。企画性のある掘立柱廷物跡は見られず、かわって竪穴住居跡が

s0101大溝の北側に集中して造られている。時期は奈良時代を中心とする。

a. 竪穴住居跡
I 

1(=三 ...:::.、｝
¥ .-・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 匹～、ヽぐ '(、.....
¥・--..、

＼ 

＿＼ 参彎'i
\~,,~ M

R
川
川

58431竪穴住居縛
形態方形
規校 ，1.2mX、1.6m
特徴 削平のため兒が浅く残
存。主柱穴4本のうち
東北隅が荒らされてい
る．西墾際中央の土城
中に煉土あり．カマド
施設．

t ~ ー一 ~14.Sm 

Fig, 34 S8431・437翌穴住居跡
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SBヽi1竪穴住屠鑓
形態
規俣一辺約4.4m
朽徴削平のため位の残存が
が汲＜．形状不明確．
主柱穴4本。北竪椋中
央にカマ F付設．

。
↓ nヽ
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1
4
.
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58405竪穴住居跡
形態万形

規埃 5.2mX4.52m 
特徴削平のたの平面影不竪

影に見えるが、本来方

影か。西南閏に一部因

溝残．東南部がS8416
翌穴住居と切り合う．

柱穴不明．中央を東西

にSD304に切られる。

58408竪穴住屋鑢
影態方形

規諜 6. 08mX6. 24m 
特徴墾面が没く残存。西虹
に比ぺて東唸がやや狭

ぃ.4周に周溝が巡る。
主柱1,44。北壁際中
央にカマド付祓．

14.0m 
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fig.35 S8405・408翌穴住居跡
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$B426竪穴住居跡
形態長ガ形

規校 5. 7mX4.4m 
暉 ，円面影I!台形にJlえるが、束
開が削平のため1洵］確．柱穴
~;'111 . 南竺の西奇りにカマド
付孜．南閏をS6444竪,,tt.//1
とりJI)合うが先後不明．

1<1.0m 

58444竪穴住局鑢
形態長方形

規校 6. OOm X 4. 32m 
特徴主往穴4本。束限際の中央に
カマド付設．東南隅に深さ約

20cmの不整円形の掘り込みを
しつ。

R
 
｀ 

$8!44 

ヽ 稼

＼
 

ニー
一言□三g叩言13.5m
゜

4m 

Fig.36 SB426・444竪火住居跡
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SBヽ29竪穴住屠鑢
形態方形

規撲 4.28mx4. 32m 
特徴柱1c4本．西竪際中央にカマ
ド付設。東側は奈良時代のSB
459掘立柱建物跡の柱穴に切
られる．

SBヽ59撼立柱建物瓢
形態 4閲X3間iii北1東
方位: N9'W 
規IJ-,7. 10mX4. 72m 
特徴柱撼形は石本的にr11彩.l.t根
径は凛底の寂跡から推定して

約20co.南憫梁間の柱穴がSK
448土壌と切り合うが、先後

不明。
, Im 

14.0m ‘― 匡垂亘
Fig. 37 S5429翌穴住居跡

b. 撼立柱鴫物跡

ー
川
恨
|
|
_

4仙
川
仙
仰
—
l
旧
川
川
[
□
相

いJこ
m ~ ― ンー戸~I=_ ＝＝ ー一 !◄ .Om

。
4m 

Fig, 38 SB-159擬立柱建物跡

ー241一



西山田三本松B遺跡

S8470 

--
llJ Ill 

: 

＝ .. ’ I)=  
ぐ. .;: ニ

13.5m 

区1111
58410纏立柱鴫物篇

S8471 ~ 形懇 2問X21111給柱内北棟
万位 N s・W 
規校 5. 26m x 3. 60m 
特徴柱閲は1fr行に比ぺて梁間が狭
くなる。柱掘形は甚本的に方

J 1111 I 
形．困辺の並びが乱れる。柱

恨径約15cm,S0301およびSD
464溝と切り合うが、先後不
明．

58471鐵立柱竃物鑢
形紐 1 r.ux 1問内北棟
)j位 N9'W
規撲 3. 34mX3. 5(jm 
特徴 柱間は桁行に比ぺて梁間が狭

q ぃ．柱掘形は基本的に方形．

柱根径約20cm. ~_lj開に若干位

M 一 置をずらして繕て咎えの1iJ能

室 L— し．
Fょ＝ 13.Sm 

性しあるが不明確．

。
4m 

Fig, 39 S8470・471掘立柱達物絣
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14.0m 

SB44S編立柱建物謡
影烈 4 !UlX (2)間束西棟
方位 N80" E 
規 ・l!, 9.65mX≪ 

特 S8450とはIJH'llliiを揃えて東
西に並ぶ．北側は不明だが、
菜IIJl2聞か．柱掘形は甚本的
にガ形．柱根径約20cm南閥Wl
iliiに約3.0m離れて同峙馴の
築地と見られる柱列がある。
SDIOLとは方位が異なり、別
時期か。

SBヽ50編立柱建物随
形態 4間X (2) fill東西棟
方位 N82. E 
規模 9.6SmXa 

特徴 北11111ジ不明だが、 S13449と同
構造と見て、梁IUJ2 IUJか．柱
掘形は基本的に方形。柱根径
約2如m.南潤）肖面に約3.0m
離れて同時期の築地と見られ
る柱列がある。 5Dl01とは方
位が異なり、 }JI)時期か．

SA02柱列
形懇 u間以上
方位西半N82.W、束半N84.W 

規戌全仕20.5m以上

特徴 S8449及びS8450に伴う築地

柱列と見られ｀西嬬は少な（
とももう 1間絞く可能性が強
ぃ.jilj建物の前面小央に位沢
する柱穴を境に東西で柱列の
乃位が異なる．入り口の揖造
に関わるものか。柱振形は本
的に方形。柱根径約!Sc叫

Fig,40 S8449・-1颯立柱建物粉、 SA452柱列

。
•m 
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11 遺構

c. 土鑽

SK424 SK436 

◎ ◎ 

゜
泊
0

◎

o
 

ヽ

芸一 鴫
ーケ

12. lrn 
13.Sm 

二 二"·~

SK426土纏
形態惰円形

規模 2.02mXL 76m 
特徴上段は楕円形、東西両鋼は途

中にステップを設けてさらに
下段を長楕円形に直に掘り込

む。涅土上面から須恵料壷、
土鈍沿甕および礫出土。

SKヽ36土鑽
形態不整楕円形

規撲 3.45mx2.6m 
特徴翌穴住居跡の可能性もあるが

不明．墳底は平坦で、多数の

浅い磁みが見られる。

SKヽ27土蠣
形態不整隅丸長方形
規模 3.2mX2.3m 
特徴 璧面は西鋼は斜めに、他はや

や急に掘り込まれている。南

鋼を掘')荒らされている．埋

葬遺構か。

2m 

Fig. 41 SK424・436・427土漬
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◎ ^  ゚゚~
14.0mデ=

てこゴ た

言
ー一

写 14.0m
ー・- ・- . 

SKヽ39土讀
形惣閑丸方形
規模 l.6mXl.5m 
特徴濱底は11ぽ平坦で、
壁面は綬く立ち」；

がる。南11l1をSK
440に切られる．

SK4ヽ0土績
形態方形
規模 2. 4mX2. 4m 
特徴濱底はほぼ平也で、

3筒所の径みは別
峙期の氏り込みと

見られる．

=13.Sm I I 1)1 SK5:-¥ 

SKヽヽ 8土讀
影態方形

規I及 I.76mXI. 74m 
特岱濱底ははI?平也で、
中央2薗所に浅い
窪みが見られる．

SKヽ68土蠣
形懇隅九方形
規挟 2.lmXl.8m 
特徴下段は惰円形状に

2段に堀り込まれ
ている。 SDIOHこ
切られる．

7、

SK45-4 `~ 
4
.0

m

 

14.0m三
p
 

器
‘n
¥
9

『．
 

．
 

1
4
.0
r
n
 。

2m 

Fig. 42 SK439ほか土濱
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II 遺構

SK454土讀
形懸隅九貶方形

規撲 2,0mXI.Om 
特徴壁面は東関は急に、

他は綬く立ち上が
り、北側が1段深
く掘り込まれてい
る。

SK502土蠣
形慈楕円形
規躾 2. 7mX1. 3m 
特徴濱底はは11:平也で、
壁面Ii絞く 立ち上
がる。 埋土·~から
出土...I::. iliiをSD
428溝に切られる。

可
主 ~ ニ~

SK41$土績
影慈楕円影掲り込みの

集合

東西長約4,2m
9回以上にわたる
集中的な掘り込み．三 9

SK484 

SK484土蠣
形態 不竪円形
規撲東西長約5.0m
特徴全体として大形の
円形土濱だが、 濱

底は凹凸が顕若で、

数l!!Iにわたる掘り
込みの結果と見ら
れる．

三 ",.
2m 

Fig. 43 SK475ほか土壌
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d. 溝
14.40m 

14.40m 

S03-04 c
 

d
 N-S 

ー「―
14.70m 

八J ―
g
 

14.!0m 

l• .30m 

2m 

‘、「

／
 .／ 

。
20,n ~ -—_ _j_ごL—·

Fig, 44 Ill区溝llli面図
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Ill 遺物

[1J 遺 物

1. 弥生時代

l・ TI・m区から土硲、石骰、鉄器、 玉類が出土した．

土おは1区のSK123土壌からの出土が大部分で．外に多くの竪穴住居跡からも出土している

が、削平が著しいため黛は比較的少ない。JJ区からも小批出土しているが、弥生期の明確な遺

構が見られないので、ここでは図示しない．樟別は生活用の土笞が殆どである。1区のSKJ23

土演では凌棺片も混入していたが、元位辺を保つ甕柁等は見られない。時期は弥生後期前半～

終末にわたるが、主体は後期前半から中頃にあって、終末期に下るようなものは極めて限られ

る。このことは、東方に位置する東山田一本杉遺跡の集落跡が後期後半を中心に営まれたこと

と対照的であり、嘉瀬川西岸地域としてみれば、その中で集落の変遷に峙代的な爪心移動があ

りえたことを示すものである。

石おは石包T、石芹、砥石などが出土したが点数は少なく．また、いずれも破棋品である．

鉄器は土濱や後世の溝などから出土したが、少数で形状を残すもの力<J.I.られないのでここで

は図示しない。

玉類はガラス小玉を中心に、多くの竪穴住居跡や土壌から出土している。ただし、遺構全体

の残りが浅いことからみて殆どは埋土中に混入したものと考えられ、必ずしも大部分の竪穴住

屈跡で小玉が一般に用いられていたということにはならないであろう。

以下、 1区、 n区、 llJ区の顛にことに図示する。

(1) I区の遺物

1区では竪穴住居跡、土凛等から土器、石器、鉄器、 玉類が出土した。土器は圧倒的に大部

分がsx123±J•からの出土である。

a. 土雌

SKI23土壌からの出土土器は大部分が生活用土器で、外に小歳の史棺片がifl入していた。

図示した甕柁のうち、 1は大形で、口緑部はく字形に屈曲して口緑下と胴下位に突帝を巡ら

せ、底部は未だ明瞭な平底で後期初頭の特徴をもつ．これに対して 2の小形甕柁は口緑部の屈

曲及び底部の平底がやや甘くなる．

同様に、生活用土器にも若干の時期差が見られる。甕には大形3・4、中形S、小形6-9、

面胴甕10・11がある。このうち7は台付甕．後期前半を主体としながらも｀中形、小形虔には
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西111111三本松B遺跡

後期中頃に下るものも含まれる。査は、大形12-15・18のうち12は退化した勤先状口絃、 14・

15は複合n緑で後期中項に下る。中形のうち16・17は長頸、 19・20球Jllil紺顕壷。小影壷21-32

には球胴＜字J:I緑、長頚．撫頸などの各桟がある。j¥°/淋には偽先l'JI&の33-35、口投部が屈曲

して立つ36-38、面に開く 39、L1緑部が内泊するやや小形の40といった4タイプが見られる．

時期は後期前半から後期中頃に渡る。鉢41-60には大、 中、小の各種及び手捏土路があ')、全

体として丸社化が目立つ。器台61-69では61・62が後期でもやや古い形態をもつ。68は口絃上

面に円形浮文を釣る．支脚は、大形で袋状口緑の70・71.小形品にはIll形72・73、｛引形71、袋

状口緑の75・76.鼓形11・18の各桃がある.72にはタタキ目関整が見られる。これらの鉢、器

台及び支即の時期も後期前半から後期中項である．

このように、 SK!23J:演出土土器には後期)ii/半から後期中頃までのものが浪在Lているが、

その出土状況から見て．後期中切に一括して廃棄されたものと考えられる。

その他、翌穴住居跡出土の土岱もあるが、遺構削平のため只は少ない。比餃的まとまって出

土したSBIII・S8112・S8117竪穴住居跡のもののみ図示する．時期は後期前半から後期中煩

を中心とする。検出面からの表採ではあるが. I点のみジョッキ形土粒の破｝ヤ93が見られる．

。
400n 

Fig. 45 I区SXI23tll:l弥生土2刃）
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Fig, 46 I区SX123出土弥生土骰②
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fig,47 I区SX123出土弥生土若③
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Fig.48 I区SX123/I¥土弥生：1・. 妬④
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＂＼ 

直 。
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Fig,49 I区SXl23/il土弥生ゴ：註⑤
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45 

43 

て ェ忍'SY.
ロピ三三0c宣言60

F'ig.50 I区SX123tll土弥生土公⑥
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。
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"ニ
- 凰' ~-Fig.51 1区SX123出土弥生土笞⑦
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S8111 
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SB Ill 
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喪採
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Fig.52 I区翌穴住/Ji跡/IJ:I:弥生J:~il
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西山田三本松B遺跡

Tab.4 I区出土弥生土器観察表 ,. r図書<;,,下IJt数字は遺物黒n書サ

凶書サ DI土遺讀 檀訓 法鼠cm 形懇 ・技法ぞの杓徴

I SKl23 擾棺 口経 ,2. 6 体瓢aQStUで下位がす,ri. ., • 小さな平寵金1:函(J.『<J字l.l綸で.a縁

88001m 笞高 87,0 下と馴中位下に台駐突需．外iljt;椙い，、..o. 内面ハケHの人とナチ．荼掲し

? SKl23 大形直 □ Ill 36.9 大さ（関いた・<,字tl蠍でOltfl:三角穴膏．体記1バ~!OUで小さな平皐．外
88001160 註/.Ii57.、 面1よ9 ヶヽHのあとかる (-1'1'.内面に 9ヽ ケ日を預す..l!l褐色で外面一藝に1l付着．

l SKI23 人形甕 口径 32.9 1161紐はやや外反気心の 『<J ·r.m彙で.~聾：:l.t位に最大往とおさ、平IA.~
89009759 潟高 47. ヽ 鼻外面にヽ ケヽu.内ilf<J, 、.,.~のみと-t-1',□ 繰墨内Illヽこハケllを桟す．茶褐色

， SK! お 中彩II! 口径乃.& ＂籟邑 I!r <、字船： t'r'し-~節はあ2り侵らず安定した平墓、 体紀外面にハケ
姻 09765 わ裏 37.1 U、内虜"ヽ ヶヽ0のあとナテ．口誡襲外甑1こ,_,,.Hを1い． 外面愚褐色内藝鴫色

I SK123 中影ll! u往 21,0 ., .. 纂は不哨鼈"折れて外以し.14'謳I!置りがよか・・仝体にIf.'!>でやや籟11.
碑 0025 ”ぶお.z外嘱9バ恒い,., ・(1のあと体瓢下位ヘラケズ'I.内厖はハヤ日のみとナデ．鳩色

6 SK123 小形甕 口往 17.2 "嫌＇記ば<r < J字に折れ．体純はあまり彊らず大きのの平歎をつ(.,,..匹

細 116< 往高 20,5 孔体記外遁1こ9ヽケロを残し．籠ll-t-デ(t.tJf,荼褐色で外樹上位に111付着．

1 SK123 小形甕 Oil 16. I 台｛，J聾．口誡昴" 『 （ 』 字に l~Iして大さく問さ．体綿IがI>(むやや上で大さ（ ●ら
細 1734 咋高 21.8 tJ. 体節外伍は,. .,. yのみとかる＜ナヂ．在は+-.,,仕上If,略蒼褐色

｀ 
SK123 ,, ヽ形復 ロ代 17, 7 ＂贔肥IH呵 載に祈It,体饂""い）聾らず大さ，，の平慶をつ(..体郎やや厚

880019,2 お高 16. 2 1,.;, 祁外ililこ,.ヶnを残し.~i,+-,, 虹 ,r.囀るい褐色

， SK123 1・ 影史 I]径 11.Z Uは釦:!IIく'<,字に祈n~r11 さ．体瓢'"心 'I 彊らず大さnの平邑紐に＂乎
認001918 ≫高 18.3 でUも歪t:.fl:lt~頃 と口は内1111:",.H.也111ヤ虹 rヽ.苓悶色で外面にはf.l!l'I.

II SK123 小影史 u径 15.7 叩 遵.0縁瓢Utfli:Wlに『<,字に折"・ 体郎U"11flで安定した平裏をつ（

細 1769 も高 13.5 る．体腿f!内外薔ヽ ケヽ＂，，，あと外固十ヂ．既懇 fこtヽ ヶヽti,峯褐色で．外籠に煤什漕．

II SKJ23 小形甕 Dil 12.7 迂Ill聾.tl械罪11日（ぺ,-r-,こ折It.体籐,m~で安足した平畿をつくる．内
8畑 l的 a高 11.9 外面ヽ ウ・11の，，と体雇外慟,rig_+デ．沃褐色で．外孤9こ煤Hill.

12 SKJ23 大影遍 口径 21.2 D贔墨1よ上iii平坦を愈日し．隕瓢から馴部にかIIてS字彰をつくる．台U突需を綱籟
88001752 訪涵 閏に2急尉lll•l'fiやや下に1最追らす．内外[A;, ャヽnの，，と内面.,.デfl:J:げ◆蒼褐色

I! SKl23 大彩嶽 嗣径 27.0 環瓢から駅瓢1こかけてs•r-J>をつくらぷ給角突霧と瓢鯛閏2条．胴瓢ににhi条迅

88002110 沿高 ら 1·.•積61こJむの砧土鮎 ')1'111あ,,.,~~~ヤ,-,11のあと内Iii+ヤIJ:J:<f.貿患已

" SK!Z3 大彰蔓 ＂径 19.0
r < .J字彩の復合口縁から隕郎が急にすI?!り．尉鄭ヽ3籟記と tlをなLU~にち

細 1913 お区 かく¥3.o.預尉間と駅瓢q心 I条．外面に 9 ヶヽU鍼が）．汲褐色．

" SK123 大彰iii
u往 18.0 '< ,7-1)の頂が 1檜から lll墨が心に"tlrt り ．駒観"'~位がつよく帳る．預馴閏と

&9009743 む高 41.5 馴印J•(,Zやや下に三角笑帯各Jilu!らず．外鍼頸尉饂と痕隠内面にハケU残...浚鳩色．

,. SK123 中形董 n径 14.I 傾謁がやつ讀いて直行し．そ，，，JJ ll繰郎となる．畏釦：叩しやや上がつよく懺
88001幽 笞高双.5 •>. やや不安定な平沢をつく o.撃嗣閏I:三角宍賽．外甜9 ケヽD.褐色

1l SK123 中形濠 ロ径 12.9 覗巳が開さながら直↑？し〇誡那をつく.,.. ぼ"低（檎につよく岱る.Ill馴間と胴瓢ヽ ヤ位に

呻 730 甚高 ?1., 三角交奇 lfl染．外董と鴨艦内面"'、，，8 奴，，・夏属,.位に内霞から~IL.褐色

18 SKl23 大杉棗 a怪 IS.9 n-.,,iu球JJII愚から 『(』 ・r-ヽニ折Itて閂（．胴紐外面9、-,.[J.馴郎内而“よび

880017鵡 柑寛 u嫌畢なでIt.ヒげ．峯褐色．

＂ 
SK123 中影豪 a径 12.2 n繰瓢u, ( _J ~ ドにl'itt. 罐瓢肥N,.1t•1よ埠彩につよ（屯 ,,. 隕駅間に三角宍

総001737 若高 22.7 臀 2 条を辺らす．馴船外翼に1・＊がヽケ M~ll-t, 蒼屯色

21 SKl23 中彩噸 ロ経 13.6 n蛉瓢は '(J・r.1:折＾て外以火紘に鵬b.II紀はほ射に膨らみ安定し9こnぃ平

螂 OO』 笞;!Ii 21.S 紙、巴船外白は9 ,ヽ-uの，，とナ1"'U:J,1f.峯褐色．
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Ill 遺物

図書サ 111:t: 遺鳩 桟 LJ 法駄cm 影往 ・I皇法亭の帖徴

＂ 
SKL23 中影蔓 lllt. 13,0 n絨謳Ur < J字に訴it.嗣蔀ヽがl•(<l・ペベ>.t:c.: QJ.:.ff. をJ;< • If ti£ 外iliiUハケU

88002003 四応 18.S ，，，，とナテ匹If.荼褐色

22 SK123 中形壷 Alf. 16,6 ＂籍麗 fが『<lJ:1.;: 祈れ、馴随ヽi低くつぶれでI•位ややJ・・ヽ!tt"k.代をJSさ'/c:.i!しI:.平
鯰0017◄2 U恣 16,8 紀をつくる．嗣瓢外面はヘ,tfflt.1!!+テ仕上 rヽ.馴節,..位に内胃からll'll.茶褐色．

l! SKl23 小影賣 Cl!} 9. 7 ＂贔鴫u・c」字に付れて頚酪がつよ く繕2ヽ）．綱鄭は中位が償る・外葺澪滅，，
蕊⑲71' おIll 17.1 （こ，，舅望1渭I攣．嗅改不Rで歓賢．灰褐色．

＂ 
$Kl23 Iヽヽ影蛋 口1全 14.2 馴謁ru位が齋）.UljU,,i員（祈れて貨立只峰,:立つ．貸郎,.,,.さ（やや~'安定．＂

細 976' 諾i!¥I 18.1 邸外!1111ヽ ケヽ11のみと,.'llへうなでル直""誡郎に9ヽケUを残し鯰.......峯褐色．

25 SKIね 小影盗 a径 12.0 "り厄u『(』 ・r-影9こ直＜折It.絃t!tl扉をしつ．仝釦：ば-f-.l'il¥lliとLへう
88001磁 石潟 14.0 -t-'f'仕上げ． 賞嶋~

II SK123 小彰盪 ＂径 12.7 馴瓢UJ:位Mが嘱り、"織隠"急に祈れて直立 摩減のt,nlllR~凜疇ながら、
88001738 ≫..-i 12.5 馴陥外il(i,,ヽヶHI見る."'苓氾色

” SKl23 小彰壷
口径 9.3 嗣墨UJ:ら心.nが綽つ層よ►-ドくと景聞り剛.lW閏Mi11鰻<-~ 只鰊に立ら上がり.Ptll!Gi'ナデてlit_tq 

88001800 :l;tl につく にM駐欠繁を逼らす．外樹9ヽケHの，，と＋チ．浪茶嶋色

＂ 
SK123 小形蒼 口怪 6.6 H霞泣尉鵬Iょ肩が懺 •J, IJI昴は罐く折Itて外U沢猿に立らJ;がる．嗣塵やや”

89009708 お岱 16.5 if-. 外禰I~ハヤB賓残る．該苓褐色

” SKIZ3 
小盗 n径 1. ヽ 馴瓢"」；位が煩'l.n以繹9よ辺（后I¥て立ち先燿と層,.,.,,,る．外jlj,ヽケ11."'

8800192゚
召応 10, I 菖ナデ仕上"・ 蒼褐色．

ID SKI乞 小豪 口托 6.8 篇霞9ヽ...嗣紀"不安定な蔽揺から立',l・.がって下位が伝9』.UNfl5U+テて逍
細 1767 召嘉 7.8 （外以する．外証穀船付近,:---,.rmる．町荼褐色．

31 SK12l 小囁 口径 8.5 饉頸壕． 馴廓1がr安定な騒紐から立ち上がって,..位が債 •J. 111、11111は（立ら.J:
呻 712 缶~15. 0 がる．仝体に庫'f>.内外iiiにヽヽケ ~ IJI~ . 峯褐色．

” SK123 
,Jヽ彰峯 a径 8.4 霧爆章、嗣郎11中位がつよ（最•).. t&. が内傾してII械記をつく...騒郎f』平寵

邸 1005 沿1-li 1'.2 !!•'·*ささのhりにやや不＊出外馘ヽヽケ IJ のあと+1'.•直,.,.,,(J:上げ．哨褐色．

” SK123 高り ＂径 30.6 斗饂n給は鯛元で外鴫,.~.. 調UIIII襲から犯部までウッパ状1ゴ場(.tJ,Zliへう
88001743 沿麻 21,6 Sガ今と.l!,httるが高托，，にの鯛望不●1疇．鱒郎"内外it!とレヘうケズ,,.茶褐色

＂ 
SKl23 嘉杯 ＂往 31),9 杯瓢l'.lttUじt-.ttで外嬬べ、や.t向."は閃襲から崖愚までうャパ状に1111(. If. ・郎

細 1733 お応 22. 7 "内孤へ,?ガ令、外薗ヽ•TUのあとナテ...鵬lll'l!}ifllとしハ'TU桟る・"'苓掲e.

IS SKIZJ 窃t-(, n径 27.4 斗瓢nttru配紐."u鱈瓢から獣郎工で9 ~， パ状に闊(. if. 穆りへう ミガキと
細 01917 臼応 11, 1 思われるが胴II.のため讚聾不町鴫．ー闊9ヽヶH錢る．鱒郎"外iiiヽ ヶヽH.峯褐色

36 SKl:tl 高杯 11!t 29,0 斗瓢1111$腿が祈れて“織的に立ら.'9UU小さく9ャパ状に1111< .!(. ・瓢内面へう
880017況 四応 22, 9 ケズ＇，、外ilUハケ日＋デの上にヘ.,Ii !-II文.WMUヽ→. tiのあと＋乞哨茶褐色

＂ 
SK123 1lii¥ n托 32.l ,i蘭は上嬌外面に校を作り旧鈎n械にμせ． 疇聾外.ti(.綱綿uう・9バ状に悶さ．

880011玲 む応 25.3 附が大さ く闊（． 胴耗の''""'聾不鴫．苓褐色

＂ 
$Kl23 高杯 CIII¥ 33,8 ＇／瓢は上鴻外 111に檀を作り騒薗LI綸loll.せo,•1111 う がq状"窯が関さ ． 遭lL

88001744 岱碍 26.9 I冑tll'ける,J(.811>'1面,..,.、外面および”島.., ヽヶHのあとナデ・ 汲蒼褐色．

19 SKl23 在杯 ti托 28,6 杯繹は11誡2で直●的に大き（開さ．＂船 r:.,ッパ状に関（．“艦は内外函とt
88001745 芯I!22. 7 ヽヽヶu,嬬,,.. ~... 闇"外面へ7!ガ令．ヰ籠台篇ナデ9ヶ．ほ碁褐色．

“ 
SK123 j;lll.(. n往勾.. ィ隠Ufl(、II械畢が内鸞に急さ込Uように内清．外両ハケ且 n誡昴から内訓

紺曲128 わ硲 にかけて十1'."'隣欠失．苓褐色
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西山田三本松B遺跡

f.l1番号 出土遺鳩 ＂別 法Item 影n-技法亭の特徴

11 SKI23 ＊形鉢 口径 31.2 tlitllllバF.ltて大き（外に閂さ． 体lllli丸みを僭びて決（．安定しlo平迎をつ（
88001928 鯰ぷ 17.6 b. 内外蒼とt,ヽヤ[I.峯褐色．

‘’ SK123 大形鉢 口径 32.0 n綸駕は内漕する体閲からそのよゑ立らJ~がり．やや不と足な大さな平既,a繰
88001四 Uil'I; 15.3 ''"交帯l条を迅らす．外ililよ9 ゲヽ□,,,, と.,.チ,Jill.,. テ仕tげ．囀蒼褐色

＂ 
$Kl23 大影鉢 口径 Z8.9 体糀Ult(.u繰おは直行気慧にil.ら上がる．口刊詞はかる<+1'る．外頃9島ケ

細 1999 岱応 19.3 M<nあと'1ft饂と体船下位ナテ． 内直ナテ． 荼患色

4ヽ SK123 中彰鉢 ＂径 22.5 nは紀は体紐から伸ツてやや~にXlらJ-.がる．内外血ナテft.l:lfで．外体罰の裏
螂 H68 指瓦 11.8 痴付近にへう ミ，，キ．一峯褐色

45 双 123 中影鉢Int甚勾.8 やや岨いつくり，，，ない u誡齢IH峯慇..,, ややVi1'!~N:1こ立ちLがり. Cl)記1;
88001997 請店 17.5 かる （ナデる．体絡に内●から1檜所孔を!I'llる．外ilir'f'、内直へ?.,.デ.Iii嶋色．

8ヽ SK123 中形鉢 □1蚤 21.8 II贔怒は枡nて外に閉さ.11:811! 比餃的森（． 安足し,,.,.,足をつ(4,体畢は外
8800地 召;lli 12.0 國9 ケヽ1 内jlfナデ．＇＂ 鹸郎,,.,.ヤて1±1:げる．貫嬌色．

＂ 
SK123 中形鉢 ロIJ, 24. 7 n繰釦：：Ai."iftにらか（折れて外に露さ．体節は桟＜．ハやヶべ1U万；を安残出すな．平氏をつくる．

88001知 お高 9.8 体郷仕外1if内ヽ ヶヽ1:1.内面ヘラ・rデ.11 lrillliU pt~ に 後褐色

“ SKIね 中影体 U往 22.0 ＂績聾 9れ斤れて大さ （外に肩さ,U:l!IU比""'i長（．尖テ．り燒久直鴫や，，や凡,疵,aをでつ褐く・ h, 体艦細 2997 お高 8, 9 は外鍼1;ー鵬9 ケヽHをI.IL.内面へう1"7'.Uif膠＋ 色

4t SK!23 中影Sク "径 19.8 U誡瓢ar < "・r.1.: 祈ft,~ 繹は低くつよれて外1.:弧り， ;r-lJ;:定な平紙をつくる．
ssoo1m na 10.2 体嵐外慟9 ケヽIJ.Ill! ナデ化」；げ．峯色

50 SKl2J ,ヽ.彰体 n径 12.6 帽製深紅体郎/J・t,Of彙郎にか,:tて宜fr會内外漏ハゲIJのあとかる<+デ曇苓褐
邸001781 沿店 12., 色

51 SK!23 小影鉢 U径 16.9 II縁懇1よI!!(祈れて外に開さ．体隠t!Jt蚊的楳くやや1i1,.14'懇外IIヽ--,~. 内
88001962 召紅 9.6 面HよびII械郎ナテ．浅褐色

” SK!23 小形鉢 ntt 13.7 絹製a>i<.体尾1!11(立らI:が?.n蟻舶直11.14'郷,,外爪iヽヽヶtiのみとナテ、細 1180 ”応 10.9 内鍼へ,.. .,,、＂鍼瓢ナた峯船色

” SK123 小彩9に tl[t 16.0 体部Ult蚊的深く．九依をしってtらいが?.Ill<認H近で寅Ii.内外181としナ邸009127 栢応 8. 7 ナ血:<r.決褐色

so SK123 小杉鉢 11径 IS.? 体聟はあま＇）栖ら Zずに立ら,,が'I.Ille瓢付近と襄訛肥"'・ 外鉗9 ャヽU、内叫
88001171 お互 s., .,.テft.l:1r.11,褐色．

55 SK123 小体 TI径 10.8 lll)l.Utt開"かる（ナデ．既陥"やや不安,.,,... 見＂外涵と Lハ,-u,,,,と
88001988 U高 s. 7 " .. 饗+f'."I色

＂ SK123 小I~ n往 9.8 体聾はやや2,1;;と<,,!:がり．不安んな中史．内外面とt,,ケ,1,,,心ナデ．褐色．
88001981 お店 5.3 

II SK123 小体 n径 6.5 体記か,,.... 墨が“立し. ~:1,1,;iな"•fA. 全体に;ti.II,内外面と L•••・IIのあと
8細 136 名店 7.8 ＂鯰聞+.-.ill色

＂ 
SKI勾 ,) 、s~ 〇径 8,0 糾丸 体Sか ,ヽ111•:m1:力•IHW!織的1ことりとが•1. ~;~ 定な平恥内外面とけ

細 9735 沿硲 7, 6 1', 褐色．

＂ 
SKIね 小鈷 ＂托 9,0 (t(<-f,~ 氏体l!lll!o'.(鳳的にEさ．六郎"'が''*~(/;(1111(, つ ( ') li,t,1•. 内

89009740 ％高 9, I 11-iliとしへ?-rチ． 色`．

10 SK123 、,.体 ＂径 6. 7 Al閏liJ.t,J ・沐. ~阻r,;又(.1, 墨"Kolがヽ，ょ •JI恥り・ 1'1{ぃ． 内外面t !,1'ャ．紺
8蜘？箕 お紅 5, 7 色
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Ill 遺物

図番サ 出土遭構 樟 法!item 形D・ 技法守の I~ !I,

Iヽ SK! 勾 笞台 n径 12,6 体幅11!11影”台,iJ;霰をわずかに喪すが.DI、1111、髯郎し大さ（開く．内外記と
細 2039 妙高 17,0 b-t-ヂttJ,rr.茶褐色．

“ SK123 召台 n径 13.9 体郎憲テ（がヒ_t貞鳳lf的.茶に開褐さ．口縁隠flllやかに外£すし・内外爾上位に9 ケヽ＂を積し．88002050 わ高 19.3 信ナ 色

＂ 
SK123 苔台 口径 14.8 体絡鬱が直織的に関さ・"繰節I!怠に大さ（外反・rる.""'郎内面にヽ ヶヽHt惰

88002043 侶3:519. 7 し．偉1・テfl:.l:•r. 靖灰褐色．

＂ 
SK123 召f, a径 13.7 体船桝"やや滑曲久珠に開さ.,, .. 鵬"やや$1:tflえする．体狐外iiiにヽ ケヽ目を

8珈 1051 諄高 20.5 残し．位,,,,,,仕上If.睛褐色．

IS SK123 粕も tit]¥ 15.0 体郎竃が竃線的に開さ."綸怒I!'<,'r-にらかく210折れ"・内外lliハケu,i
88001789 沿ii:¥21, I あと0縁節および体謁内繭下位ナデ．苓粕色．

＂ 
SKJ23 雑t; n径 11.2 Jヽ,6llll.JI: 感州が1fi鑢的に鵬さ、 U繰謁"'く．字9こらか（怠,:折れ"・"'紬

89009UI ≫.tll 14.5 饂内戯と体郎外鍼ー鵬l:ヽ ケヽIIを侵し．檀ナr.褐色・

‘’ 
SKJ23 牡f; a径 ＂械節"よび崇欝"置やかに開（か．外jtir,絹い9、-,.H,Pliliナ7'.浪褐色

8800磁 2 柑甚

＂ 
SK123 沿む 口径 18.5 浪鰤を編し"隋彗給tllt,IJ械1111!内面に憤をつ<-,て＊平'"らか（外仄.J-.面に

認001150 蒻ぶ 円文を貼る.nM,に2条天僭．体懸内面ヘラケズ'I.餃はヽ ヶヽUのあとナ1'.荼褐色

＂ 
SKI23 祐も n往 10.2 帷製．体瓢Utl状"繹艮く伸びる．内外面とし問＜沿'"はヘラナデ．掲色

訪00叫 5 祐高 19,0 

10 SK123 粕白 n琵 '・7 体鬱11i,;編約に14(1111さ．袋状口紬瓢をつくる．内外illとしナデ．蒼褐色
8800/,0ヽ6 笞氏 n.1 

71 SK123 わ白 D(甚 S.6 体l!IIJ讀やかに慰が胃さ．袋状Ultl!Iをつくる．内外面とi-tデ． 茶褐色．
籾 09712 苫衣 19, I 

72 SK123 支蜘 底往 12.? 体瓢"れ●的に闊さ． 上面にPl!Lをかft る．外面は棺いヽヽヶ~ - 内面ナデ• Ill(!.. 
880020l9 〇i$ II.I 

11 SK123 支閲 託1J. 5, 9 体鼻上化UII(に立..~. がり.tlliに円孔を穿I/.it! 隅が扱(Ill(.内外直としナ.Y.
88009103 笞応 8, 5 峯嶋色

,、 SKl23 支騨 氏往 9, 6 体孤上flに11(に立ら とが •) .. t111i,i,11に内Jl突駐をもt,PJ!Lを!1-ltる．謝墨仕
6碑 1と3 召応 9,2 紐く間＜．内面獣網9こヽ ヶヽu.僅ナテ．碁褐色．

15 SK123 丈綱 託径 11.3 体懇尉u直縁的に1111さ."瓢jj宍鯰状に授をもって外に弧り.J:lliにl'HLを!l'<t
8畑 118 Gill! 10.1 る．内外面としナ況 峯褐色

1' $Kl23 支舅 経托 9,8 体昴烈l!ll<闊さ."網9よ貸状に檜をt,て外に汲り．＊さな円孔をll<I/る．内
89001795 ね高 9,2 外11iと!,</"テ．藁褐色

II SK123 支胃 既!), 8, I 姐影．内外樹としナt',愚褐色．
88001975 ね涵 8,5 

II $Kl23 え調 底托 5.4 餃ながら樹が大さく関く．外iii-隅にヽ-~u を残して内外漏としナヤ．決褐色．

8800197< お高 7.1 

Jt $11111 中影従 ＂径 2<.6 ＂械紐lJr < J *~~It-. 体靡は聾りが少ない．内外幽といゾバ1のあと体訛内
89(如 8 Htil 祀へうナデ．沢褐色

＂ 
SBIII ·~• 丸虔 底む 7.2 体瓢9がP>l:から艦く立ら」・.が＆．”と~,彰か． 体扉外iiiヽ ヶヽn、内面へ9ナデ．

8900珀 9 お“
明謁色
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丙山田三本松B遺跡

図番勺 出土遺構 樟 法景cm 彩9・ 技法等の特徽

II SBJII 小鉢 口往 8.5 ~ 駆I!九（立ら上がる．丸歎．手はわで内外記ユピオサ....,. デ．焼成不凡で褐
89009652 召高 3.4 色

＂ 
S8111 小紅 口径 ~.o 凡夷から体鶴賓Ir,手代わで内外面ユピオサニ．ナ....町褐色

89009653 社高 4.7 

＂ SBIII 小鉢 口棧： 6.5 nH~ 体郷は比較的浅く．台郎11謝が噴（間<."f>l'thで内外面ユピオサ工.+ 
89009651 沿高 テ．＂褐色

Iヽ 5B111 応0(, a托公.2 年総のみー瓢残. II緑瓢u●紐で遭郎,.•向. &{, 瓢11f良い．内外遍としハヤ11の
89009650 罰高 あと＋デ．＂瓢との代合は 1、騒郎内面から鱗状に砧士を充濱． ●茶紀e,.

＂ 
S8112 中彩甕 n径四.3 u織椙はややあ之く『<J :t-に折れ． 体紅1ふ,.,,.り彊らない．内外iiiとい..,.. hi 

8的函57 岱互 のみと口縁瓢ナデ．茶灰色

Iヽ S8112 * 鵬径 17. 7 馴瓢"'''位がつよく囁り..f''O<定な~-平罠．隕馴問と 1M患•I・位に門""曹を各1粂．
89009656 お高 類瓢は内傾して,;;(.. びしか．外iJliヽ ケヽHのhとナテ，内iiiユピ、ヘラ-tf'.茶氾色．

11 58112 小鉢 a径 3.6 平箪から体!Iがやや心にこら上がる・冑行, f•r.\hで内外百ユピオサエ，ナデ．
89009654 u高 3.8 褐色

＂ 
S8112 Iヽヽ体 口径 7.1 丸肇から体瓢が蜻曲して立ら上がる．手Ill>で内外iiiユピオサi, ナデ． 茶褐色．

89009655 岱嘉 3.0 

＂ 
S8117 小彰史 い径 IL. • l<ll"h:lり塵らみが，，くu縁下.tlが鍼最墨大お径よとUな体り1111、内安i!i定-t-しf'た.平載.llllllilitll( 

岬 100 ti~14.0 急に折れ~. はftllJ/11籠9ヽケIJ. 藁褐色

，． S8117 鉢、 口径 l•.O やや不安定な平成から体瓢が直緯的に1111いて伸びる．む鸞は上位肥厚．外ilillffl
呻 699 お漏 7, I （へう：ガ~-内iiiおよびr.tN.絡＋デ．褐色疇

＂ 
S8117 鉢 ＂径 II, ◄ 体瓢は安定した平応から玲戯Lて立ち上が，，てtl(.110115'1..,. ヤて外ヽ このくれ

89009697 ね高 6,8 るか．外w,ヽケUのあとナチ．内ili+1'.荼褐色

11 S8117 小鉢 n往 4.3 丸慶から体綿が笥1111してJr.ら上がる．手にわで内外面ユピオサふナデ．寡褐色
8細 698 蒻高 4,0 

＂ 
検出面 把f'{す 底径 13. 2 ジ9ッ＊影．広慨で-t.t:艦I!つよく内鑓して立らJ:.がる．鼠墨らかくに把乎暴瓢．全体

89009749 統 精高 に11/f•t#IAなつ （ り ·外．甚郎と体内覆u ,ヽケ Hのあとナテ.~闇外ii-t-た 演峯掲色．

b. 石籍

主に竪穴住居跡から、石包T、石芹、紡錘車、砥石が出土した。 I・Ill区を合わせて示す．

94~99は石包丁。図示した 6点に見られるように、形態には、脊の両側嬬部を研ぎ落とした

94・ 95・97と、芥が祖線をなす96・99、及び両側沿部を行と直角に切り落とした98の3クイプ

がある。 94は))-部が破損、他はいずれも半分ちかくを欠失しており、そのため廃棄されたも

のと見られる。94は全体の整形がやや雑である。穿孔が一方に偏っているが、破損等による再

加工の結果かあるいは加工途中に一方を短〈削る必淡があったものであろう．横幅11.3cm、綬

幅4.7cm、序さ0.8cm. 凝灰岩。 Ill区表面採集• 95は薄い板石を使用しており、面がやや涛曲し

ている。紐通し孔は介の近くに小さく穿ける。横船は残存長約7.5cm、縦幅5.1cm、厄さ0.5cm.

緑泥片岩.$B415竪穴住居跡出土。 96は研ぎ減りによるものか、刃幅が薄くなっている。横輻

残存長約7.!km、縦幅3.6cin、厚さ0.7cm。緑泥片岩.$8419翌穴住居跡出土。 97は残存長9.5cm、

縦幅5.0cm、厚さ0.8cm. l廷灰岩.$B472竪穴住居跡出土。 98は両1lll端を切り落とした特殊なタ
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イプで行濶が異様に長い。横ほ残存長約8.9cm、縦幅4.4cm、)!7.さ0.6an, 凝灰岩.S8409竪,・,

住居跡出土.99は刃部が西端で怠にカープして脊にあたる。横椛残存長7,8cm、縦幅4.1cm、原

さ0.9cm, 1廷灰岩。 SK423土頃出土．

100は緑泥Jr岩製の紡錘IJI。両面及び周緑は丹念に窮いて九<tl:J.: げている。約4分の1を

欠失する。外径4.1cm. 中心孔径0.5cm。S8414竪穴住居跡II¥士◆

101は泥岩製の袂入柱状石芹で、 1点のみllけ1している。脊側は平坦に調整し、頭部がりに

浅〈袂りを施す。反対関の面には丸味をもたせる。頭部は荒割り潤整をそのまま残し、刃部は

折損している。残存長12.9cm、厚さ:i.2cm。SK484土濱U1土．

102は硬質泥岩製の砥石。図の下端を欠損し裏面は剥離によ って薄く残存しているが、もと

もと細長い棒状の砥石として使用されていたと考えられる。残存長18.7cm. S8419竪穴住居跡

からIll土。 103は太影蛤})石芹の残欠。刃部は鋭利に研がれ、使用時の欠捐が見られる。横断

面は楕円形を呈す。残存長8.8叩、幅6.8匹、厚さ3.8cm。今111産の玄武岩を使用している。 SK

123土濱から後期の多塁の土料に混しって出土した。

C • 玉類

翌穴住屈跡を中心に、勾玉1点、管玉2.屯垂節 1点の他、ガラス小玉が多数出土した．

勾玉104は表採のため、帰屈不明．石材は蛇文岩かとみられる．い 〈ぶん択緑色がかった渇

りのつよい白色を呈す。小形品ながら丹念によく研磨されている．頭部から下踏部まで比較的

整った弧を描さ、両端が尖る特徴をもつ。全長2.Ian。笞王のうち、 105は縦断面が台形で小玉

にちかい特殊な形をもつ．石材は濃緑色の蛇文岩を使用.-aさ0.9cm、径0會9cm,SD104溝出土．
177は深緑色をした細形の符玉である。長さ0.6cm. 径0.35cm. SK027土濱出土。垂鏑132はプ

ルーの薄いガラス板をハー t 形に竪形し、頭部に小~Lを穿った小形品。 長さ 1. 2cm、蝙0.8cm、

印さ0.25an, S8016竪穴住居跡からガラス小玉と共に出土した。ただし｀セットかどうかは不

明である．

その他は全てガラス小玉。色潤はコパルトプルーを主とし、稀にスカイプルー、が色のも(l)

が混じる。径約3、4... SBOll、S8016、S8017竪穴住屈跡から比餃的まとまって出土した

はか、他の竪穴住居跡、溝、上城からも数．点ずつ出土している．

(2) Ill区の遺物

翌穴住居跡を中心に、ゴ：器のほか若干の石骰及びガラス小玉が出：tした。ここでは土沿のみ

図示するが、 S8419翌穴住屈耕から後期前半を中心とする時期の土器が比較的まとまって出土

した以外は点数が少ない．
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a. 土繕

5B411 

181 

。

182 

w. 

184 

Fig. 55 lll区竪穴住居跡出土弥!I;土溢'<D

ー266-



Ill 遺物

S8402 

SBヽ06

S8420 

二三土—\
191 

SBヽ25

て 90

192 

w. 
SBヽヽ 2

。
Fig.56 111区翌穴住居蹄：11:l沿；生土訟②

ー267-



西山田三本松B遺跡

Tab.5 田区出土弥生土鈴諷察表 棗 r図書サ,,..綬敬キl:lil物皇1l暑分

図書号 出土遺構 楓 法量血 影懇・桟法等の特ほ

111 Sll019 中彩甕 口径 21,6 ロ縁瓢11バ 』字に祈n.体墨,.中位上で攘り、やや不安定な亭駈をつくる． 体
91細 ;3 沿高 32.8 懸外ilfヽ ヶヽ日、内譴ナテ.0織瓢内董のあとr'f',褐色

111 S0019 中形賽 口径 21.4 ＂縁艶"只』字に折れ、体聾l111に三角突鬱．体鵬111J織編に比ぺて大さく鬱ら
畑 l!槌 鯰高 み．中位下に突曹.Cit齢ハケ□．体瓢"外藍9、...o. 内面ナデ．覆色

111 S0019 小影甕 ロ径 13.S 口緯嘉..体墾から不剛電に屈慮して外反．全体に歪み，やや1ll彎．内外iiiと~-ヽ

畑 31胆 若高 13.5 ヶ0の，，とナチか.II<嶋色

111 S0019 鉢 ロ径 20. 7 体節は比較的浅く． 小さ8の平駆から繊く1111いて立ら上がる． 体慧は外畜9 ヶヽo.
＆碑775 若高 9.5 l'lilヘ,.,.ヂ．褐色

112 S0019 鉢 D径 27.2 体綿は比較的茂（．平畢から重(11!1いて立ら上がり，口縁瓢は平l!Iにらかく石れ
畑 3183 西寓 9.9 る．体瓢Ii外面＾ヶ月のあとナテ、内iii-I-デ．蝙色

Ill S0019 鉢 ロ経 15.0 体瓢"讚（携魯して立ら上がり、小さめの平慮をつくる．内外illヽ ケヽ日の1,と0
9100181S 霧高 7.3 It葬ナデ．檀色．

114 S0019 召古 ロ径 14.4 体昂"中位で直に立ら、 U緯鵬と崖が繊(JIii(.内外膏とし一隠9 ケヽ目を残して
畑 l磁 彗高 17.5 .,..,, 仕上げ．級櫨色疇

115 SB珈 中形甕 ロ径 19. 7 Olil瓢はあまり闘かず '<』字に祈It.外面では纏曲がよわい． 体鵬U彊りが少

一 彗高 ない．体瓢は外面ハケ目．内繭11n縁饂付近ヘラケズり．憧ナデ． 鳩色

IIヽ SB珈 鉢 ロ径 15.1 体紀,,繊く槽·して立ち上がりやや不安定な平鰻をつくる．外面9ヽケ 011{1>•1.

一 臼高 7.1 内繭'1-1'か・"'褐色．

Ill 5B306 畳 口径 13.3 体鶴"玖影でオ安定な平畿• Cl縁綿は急に祈れて壽（外反ク輯9こ霞（．体墨は外
91000~ 沿高 16. • 鰤9ヽヶ B、内iiハケ11のあと下字ナデ．口縁聾ナデ．貫褐色~

111 5B306 鋼 口径 JS.8 体懇1111<蜻曲して立ら上がり、やや不安定な平此をつくる． 外菖ヽヽケU、U械
90003392 罰高 7.2 瓢•も内爾＋テ．疇荼鴨色

119 5B306 鉢 0也 1,.0 体畢"鵬（槽劇して立ら上が').fl(. ロ縁鴫で内鍔9心となる．ゃゃ不安定な
90003m 蒻高 8, I 平戴をつ（と外董9ヽ ヶ目霰あり、内外ill属聾不鴫．鴫荼褐色．

Ill SB函 小鉢 n径 8.8 丸気鰊の虞昂から体続が浅く立ら上力'"・内外l11ナデ．明嶋色．
90003393 鯰“ 3.1 

Ill S8320 大彰甕 u往 31.2 体藝は棗りがつよく．口縁綿は不鴫●に祈It.ii曲鳥に三角突曹l灸這らず．内
91000954 沿高 外面9 ヶヽHの人と口誡瓢と体墨内園ナ1'.檀色

111 58320 甕 厩径 5.6 裏鄭付近のみ鰻．平底で体畢""''比.,,"か．体1115ヽmn;員+'f'.覆色-
91000498 鈴高

ltl Sll325 鉢 ロ往 14,1 体瓢11!暑く．鴫 （ 溝曲して立ち上が• • 置墨,:安定し"平亮．外jllj,ヽヶII.P!lli 
岬）74 1:1高 9,3 ナテ． 嶋褐色

114 S血 鉢 ロ径 17,6 体紐..浅く、繊＜鴻曲して立ら上がる．厩瓢はやや不安定な亭患外面ヽヽケW.
“如Ol 蒻高 7.3 内ill上字ヘラケズ`）．下拿＋，，，で一瓢9ヽ ヤ＂残る． 贄褐色

115 SB硲 鉢 ロ!J.14,I 不安之な平虞から体懇が緩（立ち上がる．外面へ9ャズ,,.内Ill+ヤ．呵嶋色．
細 10003 鱈高 7.0 

11ヽ $83'2 鉢 口径 12,4 体綿は窪（．安足した平霞から急に立ち上がる．体聾I¥函,_,.日、 体鴨内面およ
91磁只 む高 10.9 I.FD誡瓢ナデ．黒褐色

111 SB3ヽ2 甕 ロll15.6 体謁は中位やや上でつよく彊り、0誡學は内国で艘をしたずヽ :Id幽して綱（．体
＆細15 仔高 17.0 紐1よ内外函ハケ1lのあと外ill"f飢へうケズ,,.11縁謳ナデ．荼膏色
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2. 奈良• 平安時代

竪穴住居跡．掘立柱建物跡、清土濱から須恵牲及び土師楼を中心として若干の磁笞が混じ

り、他に石粒類と鉄沿が小泣出土した。削平のため竪i¥;住居跡からの出土は少なく、 SOJO!を

中心に溝からの出土が多くを占める。

須慰諾及び土師粋は奈良時代を主体とする。一部、 7世紀及び平安時代から中世に及ぷもの

が見られるが禁は少なく、出土遺構は溝に限られる．これは、同遺跡が1区-Ill区を通して弥

生時代以降はしばらく土地利用がなされず、古項時代終末期になって再び集落形成が始まり。

奈良時代に向かうことを示すしのであ ＇）、奈良時代になって嘉瀬/II東岸に肥前国Frが出現する

ことと軌を一にするbのであろう。また、 SDIOIのううな大溝では、平安時代以降に下る土師

器及び須恵器、さらには磁硲が混じることから、 一部の溝は平安時代以砕も土地区画溝や道路

の存絞に伴って長い期間機能していたことを物語っている。

土師笞Iが付慎を主休に高ir-、央、鉢、甑等がある。 1区-Ill区を東西に流れるSD!Ol大溝か
らの出土が多く．他にSK412土塘から比較的まとまって出土した。その中で注目されるのは、

11区の5B26針屈立柱娃物跡の範囲内にある小演及び小溝から出土した大形の五付杯である．ぃ

ずれも内容物は検出されなかったが、出土状況からみて掘立柱建物に伴う鎮撹具の可能性がつ

よい．同様な大形姿付杯は、 1区のS8128竪穴住居跡付近からも出土している。時期はいずれ

も奈良時代に属す。また、人名等を記した幾む土器が数点見られる．

I((恵器は、遺跡全体が奈良時代を中心とすることから比較的多いが、やはりS0l01溝からの

tll土が大部分を 山める。杯類を主体に 、 碍杯、 壷、甕芍が見られる． その内には、判読不•I能

ではあるが、摂杏」：器及びヘラ描き土器が数点が含まれ、国庁囚辺ならではの地域的特殊性を

示している。磁諾類はSD!Ol溝から百磁片が数点出土しtる他に土笞類ではふいこ羽口が1点

のみ、 SDIOI溝から出土しているほか、竪穴住届跡岬から土錘が小凪出土している．

石器はわ帯、防錘車、砥石が出土しらとくに石帯は、丸柄と鈍尾の各 1点があり．これも

肥前国Ir跡に近く位訟する本遺跡の特殊性を示すものである．
鉄器は翌穴住屈跡、 ：I: 壊及び溝からl!.数はかなり；Iばしているが.litは少ない。鎌、 JJ子、

などAU→．具のほかに、鉄践、さらには鎚、釘といった建築材が見られる。

(1) I区の遺物

竪穴住居跡、福立柱建物跡及び溝等から土師粒、須恵t紗のはか亀若干の鉄器Jヤが出土したが

遣構上面が削平されていたこともあって浜は少ない。時期は奈良時代を中心とする．

ここで比較的まとま った損が出土したSDIOI溝の土Cifi路、須恵岱を中心に凶示する。
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a. 土鰤繕・須憲繕
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Tab.6 I区出土土師器 ・須恵岱観寮表 蔓 't!I書~,,..、9数字は遺綸登“書.,,,

図苔,9 出土遺頃＇I匹 I） 法黛血 駐＂・技法辱の特徴

1U SDIOI 1: 閾石 C径 18.3 体瓢は霜くやや笥曲して立ら」；がり、店台Uやや外万に景る．内外藝＋テ．茶褐
駁碑155

“ 
iijlll 7,0 色

1U SD!Ol 土妍笞 D径 16.5 11:!lfjなく嵐縄的に立t,J,が＇）．窮 nはやや庇紐内鱒に入ってやや外)/に裳る．
細 2156

“ 
醤石 6.6 ＂外画ナ デ． 外鰻瓢ヘラケズ'),蒼褐色

m 50101 ,t価石 a径 14.8 体謳llil(纏的に"''ヽて立ら上がり，稟れUMiに仮ら．内111の終昂中央に漏状の
邸0021n 鉢 註高 6.3 置后さみり．、り外面ナデ．賞峯褐色

201 SDIOI ±鯰訟 n往 13.3 体謁"やや祠霞火妹立ら上がる.~•*fij-,. テ． 外醒疇1に!'<Utt.llllll色
88002151 17- 註高 3. 7 

m SDIOI 土閾沿 口径 11.8 体節は曇織的にtら.Jcがる．内外Illナデ．騒属へう切り晨しナ7',ISi鴫色．
88002136 <(. U高 3., 

2DI 5D101 土閾召 口社 12.5 体瓢は減纏的に立,,.1:,がる．内外面ナデ- ~昂へ9切り竃しナチ． 該鴫色
88002157 J{- 紐応 2.6 

204 SDIOI 土ばお 口径 16, I 体慧Ul!!(il!鑢が）に立<,J-.がる．内外蝙＋デ． 既郎へ,.,.,摩し・ "'外iii<こ不"
a如 170

“ 
籍応 2. 0 覺書．峯褐色

m S0101 土ばお ＂径 12,6 体畠I!浅(,l>li.S¥鰊に開いて立らJ:がる．鍼内面に墨賃が入るが．訣，，ず．内
細 2169 嗣 お応 I. ヽ iiiおよび体節外iiiヤヤ．渥外面へ9ャズ,,.浪荼褐し

m s0101 ゴ：訓お 底往 7.8 体鷹"惰曲して立りヒがり 、 バれがやや外）；に囁る．外鍼面』..tv体龍外直fl~
紐 2142 ff. む高 ヘ9ヶズ lj• 偉+-r.茶掲色

m S0101 t師若 口径 L3.0 広（安定した紐記から体船が笥癌して立ら上がり.a械躯外a.体墨内外鍼およ
8800216ヽ •<· 蒻高 6.1 び""絡＋デ・""馳へう切.,鴫し＋デ．贔褐色．

208 5D101 須恵蔚 口径 11,; 体紀r;深く 宣鍼約1こ立ら上が＇）． 応もが直に立つ．内外董.,.テ．既瓢ヘラ tG•> •
88002165 ヰ 召2 6.0 L. 灰色

209 SOIOI 須忠わ fllJ. 13.3 体隠9よQ.1こ直縁的に立ら.L:がり..綿やや内●,~ 入って“力が直に立つ． 内外面
8800214ヽ 杯 註芯 3.8 ナi',外遍仄氾色、内面蒼褐色．

210 S0101 l/1忠拉 11tl¥ 14.4 体郭は貨繊的に立らJ:がり．戯璽やや内償に人って吐い高もが立つ．虞外面へ9
88002126 

“ 
，，高 4.1 切り嶋しのあとへ9ヶx,,.u: 鄭内外国ナデ．灰色

211 $0101 瑣忠柑 nil! 13.8 体釦llli繊的に急に立つ．内外面ナデ．灰色
螂 161

“ 
欝店 3. 7 

m s0101 須患臼 !lit 8.6 li:!IU濾織的にもに立つ． 体g,内llill十デ.It外面ヘラケズ •I.Iii色．
螂 133

“ 柑応 2.8 m SDIOI 須~v n穫 18.2 体訟＂辰饗からやや~:●J嶽に紐曲して収絨的に立ち」：がり，毀<rA<. 内外面＋
＆如189 “• 料店 z, z テ，虞外面へうヶズり・ぷ褐色

II• 5D101 絹忠臼 n往 9.7 馴蒙,rnが丸（梨り．口＂氾•直＜ヽ心べる．内外iii+デ． 灰色．
細 2145 囁 公ぶ

11S SDJOI 絹恵詣 IJ径 13.Z “瓢Ultが恨'I.n,. 瓢9よ<('/{.から外以して1111(.耐郎"外漏格-r-,•~tt. 内
88002174 壷 む高 鉗r~.wr 文．＂鍼狐・げ． 灰褐色

216 SXJJ3 .t細お U径 l~.6 体瀑u1ur1<t:牡りに；とら上がり.u誡瓢け近でhずかに外仄公蛛..P;fiはやや外
89009687 ヰ 沿紅 5.1 方に蟹る.~ 節内外面へう:ガ＊・外良函へ9切り鴫.L.荼褐色

211 SX113 ;l:~ 沿 n径 16.4 庇墨111"く.u. 紅"~-に祠曲したのらが編的に.,.ち上が，，・体編"内外di+f'か．
8碑 73

“ 
衿石 5.6 旺外直へ9切'/Illしの，，と＋デ． 纏峯褐色

211 $Xll3 ;t.1$お n経 14.8 飩氾"筍幽Lに不安定な人で."'氾1;.;i.に柁れて11(!/,!I:瓢内外iii+ヤ、 虹墨
89009663 >{, 泊口 4.1 "外遍へ9ケズ,,.内劇ナテ． 潰峯褐色．
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Ill 遺物

図雷サ 出オ．渭携 種 法J;icm 彩虹・伎法子の持徴

m SX113 .t師粉 ロ佳 IS. I 艮瓢は不安定な干紙で． 体船l!:il霞しながら立ら上がり.nit懇内笥メ叫．体節
8900細 ll' 笞店 3,; 内外面ナi".託 11外iiiヘラケかJ.内面ナデ． 潰褐色．

m SXll3 土節詣 n径 l<.6 体瓢"""頑緯的に立ち上が?.a峰瓢付近でhずかに外反久輯濤体1111内外葦.,.
呻 669 牙 苔応 '-' テ．旺謳"外iiiヘラ IJJ •) 鴫しのムと ...... '、ilf-t デ． 濃峯褐色．

111 SX113 土節骰 Olf. 16.9 ~!Ill! 鉦欝から不可瓢1;折れて戴織的に立ら上がる．体部内外面.,.,,,,置節I!外
89009668 * 召応 3.6 

葺へ9切 ')Iiiし，，，，と -!•'f". 内i!!-1"1'.潰蒼褐色

lll SX113 ±節怜 底径 17.1 天井懸のつ2みは上郎がOlli.~ 邸は平坦，"天井置から免．に曲がり下り.o絵瓢
8年~ Ill 侶万 が遅（立つ．天井整外l11へうヶか'・飽.,.,,,OJ蒼甕色
213 SXll3 土帥硲 Uf! 17, 3 天井隅のつよみI!~がl'.ll.tt.体襲I!If!. 迅な天1tE'b・ら怠に曲がり fり.u峰郎
釈碑60 外蒼 侶高 3.2 が （立つ．天芹船外“へ9ケズ.,.饂+1'.., 碁褐色

22ヽ SX113 ±. 節鉛 口往 16.9 体絲"訊（カーブをはさながら立ち上がり.Iii冑に1e手がけ（．外弧平Ir??Je 
89009662 杯西 沿店 2.8 u. 内lii~l-C•f'I文の上からへうケズ•i. "I褐色

m $Xll3 須恵笞 口1l11.6 体絹 ょヽ天丹畢からなI!らかに下り."鍼糾が・J!l(立つ． 外ill!<天井昴から体証2
89000079 17-ili. 醤石 2.6 分の1ヘラヶかI,Ill十デ． 灰色．

m SX113 れ恵拓 n往 14,4 天井記のつよみは上闊が窪tr.u: 昴U-ft ill~~l~MIJ・ら伍くつ—:tt'Cr'.l. r.i誡
＆碑77 斗憂 砂高 1.9 郎が)![(立つ.:>1・1澤外直へうヶズ＇）． 閾ナデ． 灰色．

m SXll3 釘恵石 011¥ 13.4 天If瓢に宝珠つ2み."'鵬11-f!.if撼からなI!らかにl"l.P.. 墓が虹く立つ." 
8細 78 が蓋 謁謀 2. l J~,Gtt-面へうヶズ,,. 鑑ナデ．灰色

m SXll3 翔恵苔 n往 13.2 体郁は直鼻的に立ら上が •1, ,l'! t,, r:lltlll•》やや内讐9こ 入って立つ． 内外漏としナ

89009682 “ 
・aii¥11 <.3 "・ 灰8色．

m SXJJ3 土闘苫 口径 20. 7 ィ瓢u,夷 く． 体艶が1\1 <~ち上がる,e,,11111れ甚が大さ く聞く,If謳内薔!,.!び体
89009688 1;1q: 沿況 8.7 墨へ,lガ々 、餞外面外鯛へうケズ'I、中央+デ...瓢ナデ;ffl蜀色．

m SDIIO 須患お 口径 18.4 峰紐は広（安定し.u:. 部は閏曲しながら急に立ら上がり． 口綸節がJi( 外に~(
89如 5 鉢 わ硲 10.3 ll る．体瓢は内外illrt•ヘつャズ＇｝．上,i,-,.テ，斑外ili+'f'.灰色

231 SDIIO 須恵笞 ＂径 25.0 n絨綿r!r < J・r-1.: 樹れ、沈1条を浜らす．馴襲u.viがあ出'J蛋らずに膨,,{J. 
89匹 4 棗 11,J.11 ＂鍼船＋デ．嗣瓢I!外直平11??~ □. 内面閃心Iり文灰色

m 58128 土閾む n径 19.8 上面"f•t&·~·まつ:t,,.体謁"低（つ~'れ、 天lt-!Jがな,:らかに ド`ってtllit"'fll
細吟だ t:(, お高 l.S がUをなす．外“ヘラケズ,,,,慎へ" ガ...内資へ9ミガ＊・紗tiを含"・褐e

211 5B128 土ばお n径 18.3 (l:ftlllj 丸)li'.,<叫の既鴫••ら讀曲して急1こ立ち上が,,. やや外に張った低い腐もが

890097!>ヽ )(. 拓高 6. 7 f,f'( • 外遍ヘラケズ,,の情へ,! If~. 内鮎へ,¼fl ~. 砂拉を含む．褐色

(2) n区の遺物

土的器、須恵器、土錘のほか、砥石．石4栢紡錘Jti、鉄硲が出土した．

土師器及び須恵沿は、やはりSDlOl溝からの出土が多く、他の沿及び竪穴住居跡.t濱等か

らも出土しているが、 ここでは比較的まとま った出土を見た遺構を中心に図示する。地割りに

関するSD2071h:線溝からの出土遺物をはじめ奈良時代を中心とする!.i'I恵器、土師器が多い。と

くに注目されるのはS8266及びSD262から出土した地鋲具の可能性のある壺付杯で、時期は奈

良時代を中心とする，

石帯は丸柄と鈍尾の各 l.'.、（が、それぞれSD304と5D101から出土した．

以下、須恵踏・ 土師硲、石岱、鉄器の顛に図示する．
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Tab. 7 II区出土土師器 ・須恵器観察表 豪 『図書サJ下段数キU遺慟景位書サ

図書1） 出土遺鳩 桟811 法泣cm 影!!・ll法等の特徴

”‘ S0101 絹患苔 n往 14.Z 天片廓に lヽヽさな宝広つ2み．体墨"天井厚か,,なftらかに,..り.n械罐郵に見900009;、9 I(. 董 ね応 3.5 天井怠へ9ケズ,,.他＋た 賞灰色

m s0101 ;t.C,fG 口往 ll.% 体ll!lliWl織的に立らJ:がり，寓flll低（つ皇欝ぷ.n'る[這．内」稟面および体●内外ilf-rヂ,一l fl, ね1,l 4, 2 外蟻面へ9切り嶋し． 蒼褐色外虞面に墨 』か．

”‘ S0101 
±!;J:J ll(,! 13, 0 体瓢"霞鑢的に立ち」：が')、 II綽慧やや外反．内慶函および体郎内外面ナチ・ 外

碑 13-12 I+ ”応 4.0 戻遍ヘラ切り纏し.II]賣嶋色

m s0101 土傾塁 0径 11.8 四 Uill曲しながら立ら上がる．内llillUよび体厄内外....デ、外既itiヘ,.,り
90001340 ll'• 註応 4.S 鴫L,囀l荼褐色

”‘ SDIOI :1:1.f召 a径 13.8 体聾(:1貸熊と愴となして資纏的に立ら.t-.がり｀む甕が珊い． 内氏面および体鶉内一2 ,., 祐t~ 5.3 外iii++.外底伽uへ9切り順しで板Ufl残る．褐色

lit SDIOI 土幻苔 a径 11.4 体瓢は不安定な丸庇久庫の良懇から貨纏的に立ら上がo,内外葦としへう.,.デ．
90001136 t(. 諾“ 5.2 褐色

218 SDIOI :l:16U ＂往 18.2 底体島u-体にn曲して汲＜閉(. I.I械肥ナt·、 鰻体瓢は外diヘ 9ヶ X•)、内“一11 ,r. 召嘉 3.3 +t'. 褐色疇

＂` 
$D101 土閾臼 O(J, 23,9 11¥ 饗U体郎からIll<外反．体謳"外繭9ヽ ヶ凡内藝へ9ヶズ,,.口鍼墨itl'lili

細 1565 曳 わ砧 1こ9ヽヶHを蹟して.,..,,,褐色

m SOJO! 土閾G n径 18,2 体扉"上1¥.がつよく繕ユり11繰湿が＊さく外反．体綿!i>l-iliヽ ケヽ11.内Jiへ9ャ
細 1913 甕 沿" ズリ• n鍼絡ナデ．峯褐@..

m SDlOl 土緬四 口径 17,3 n械認UU'.瓢力,;, rく、7-1こ折れて外b(,t諏に悶（．体綿は外面.,.テ書内繭へ9
90001165 吏 むぶ ケズ＇）の人と＋デ・ロ 籟置ナデ．褐色

241 SDIOI 土綽臼 Cltl 32.3 応体饗11一体に讀曲して，，（立ら」・・がり. 1:1械愚,1 ~•に檀をなLて外反．賽体
900011•3 鉢 岱硲 11.9 綿は外ir11、ヽケI].内iiiへ9ケズ•1. LI械藝ナヂ． 褐色

＂＇ S0101 須恵若 n径 17.9 天n鵬に出珠つまみ． 体籐Ii平litな天，，，謁からなt!ら•·"•''·11縁灌郎がI!{(
90001140 ヰ蛋 沿紅 u 立つ・外瀾は天>t-・Hから体島にかけてヘラケかJ・,亀ナデ．灰(.J色
2U 50101 碩恵岱 n径 IZ.7 天井襲に議な宝埠つ2み． 体昴低くつぶれてはX井糀からなf!らかに,.'.,,、口縁

9000ll89 斗憂 給硲 ?.4 唸懸が111く立つ．外蘊は天井駆から体墨2分の1へ9ケズり． 健+1'.灰色．

m s0101 瑣恵蔚 ＂毬 Iヽ.6 体艤Ull!く直鱒的に立ら」；が,,.謀むが直9こ立つ． 体郎.,.チ.II墨"内ill'!'定）I
碑 0976 If おバ 6.1 冑ヘラヶズIJ• 外藝へう切り鴫し・ 灰e

m SDIOI 須恵お "径 IS,I 体鬱I!探 ＜ 寅緯的に立らJ・・が •J. ai; 葡やや外bi.I'! 介"裏瓢，，やや内鯛に人，，．
90001909 沐 昴石 S,6 裏外面u不定方肉ヘラケズ，J• e:i~ テ．灰色

249 S0101 絹点粒 till¥ lヽ.l 体愚""'aから2に折れて直纏的に立らl:が''・ 吐くつぷ11.1'1'!/iが慶憾の内鯛
90001339 ヰ むな .ヽ0 こ`人って什＜會託外函ヘラ切＂ 戴L.緯ナデ．灰t'Jf!. 

m s0101 須恵指 a径 12.1 体釦9翫lt<瓢.か"1らや外やilf急ヘにラ折Itて頁鑢的に立ら灰」：aが色る．．氏くつぷIt/,バれが鼠謬"
90000910 fl' lit.I 3.9 内鱒に 切り· し、~.,..,._

251 SDIOI 須ぶ沿 口怪 JU 体編fj斑隅からSに折Itて虹(W(緯的に立ち上がり,ll誡節やや外以．良外面へ
90001559 序 岱石 2.3 ラ切り●しのあと＋テ． 饒＋デ． 褐灰色。

m SDIOI 須恵若 口径 WR瓢のみ”・ ,,,~、これ織 1 鵞尾る．内外園＋ャ．貫灰H色
90001畷 r.!J(- 残~10.8

251 s0101 れ忠わ lllt, 10,4 体馨1:.llがつよく張1J,11 litllが烈くW{lt.t{fH1 tt-1iにやや属いて立つ． 体墨
900011ヽ2 161 召iAi17.7 外in・牛ヘラケズ,,.~.,. テ．鍼戌不J~で賞褐色

254 SD206 土誌お 口ff: 15. 7 体薦"比n的浅（立ら」：がり、 i;t,が外};につよく景る． 体懇内外面へ",r,1-,
90001351 杯 岱店 ,ヽ9 氏外面ヘラのり亀し． 茶褐色．

m S0206 :P. 鯰仕 ロ径 15.0 体燭fl比較的沃（立ち上がり.na; 置やや外.bi';¥..氏内iiiおよび体縞ナデ.at外
90001• ね lf. む店 •. 5 iiiU ヘラ切り攣しのあと不定方肉ヘラケズIJ• 11ft褐色

251 SD'Z06 土繹店 口径 13.4 体艦1よ貸闘から2に!liltて軍繍的に立らJ:がり.u鍼瓢やや外反“舷．縦内面お
90001578 杯 笞店 3. 7 よび体儒ナ，，，、 峠外WU不定万ゆ）へ9ヶ幻J.囀褐已

251 S0206 土靡牡 口i希 18.8 裏体紐は浅（一体に笥曲して開さ..., ... が.,.デてr,(れる.tiは狐ナデ．馘体
900013$9 J?, 笞応 3.1 瓢rがf•定方向へ9ケズり． 蒼色

211 S0206 :I: 絨西 n社 18.6 体患rtll!く、峰椰力.,,,,亀しながらんに立ら上がり.lllfBl1-t<. ;Illが9託く外
90001$76 鉢 仕店 S.6 1; に人さく囀<.~ 謳"内外厖＋テ．苓Ill~
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m SD露 須恵粒 口径 10. D 馴船はHがつよく俵1.n繰絡は外反久妹に開さ．玉鍼口績をつくる.u械瓢ナ
90001<149 壷 苫高 ，，，．馴鵬は外面夕,~!Iの人と -t'f'. 内直閃心円文 賃碍色．

ISO SD初 :t閾粕 ロII II. 7 天井襲から体昴にか11て耀＜綱諏して→ドり.lllill! るがばく立つ．っエみ欠失
90001170 ヰ蔓 苔高 内外配ヘラ ミガ....i峯褐色．

m S函 7 J:閾石 岨径 10.0 体墨Iiやや心に立ら上がり．寓tar』民繹の内鯛に人9て外方に慎6.It内園“よ
細 !In !f 否氏 び体畠内外固ナデ．寵外面へうケズ'I.QI!,..

282 S0207 土鉛紗 tl/l: 15.0 体聾fj 讚 く 立 ら．卜が って口縁疇墨やや外反． 庇外面ヘラケズ IJ~ 他+'1'.荼褐色.
90001171 1T, 稽応 3,8 

2U 50207 土鐸醤 口径 l•.• 体撼...線的に立ら上がり、寓む"低（外Jiに蛋o,貸外面へう切り鴫し． 偉ナ
9()(101349 * わ応 5.0 デ.if.褐色
!U S0207 須患む n径 18.4 体郎'"良幅から不閉載"折れてぼくit.ち上がる．駈外Illヘラ切り層し.1111-t-デ．

90001お2 II! 註バ 2.2 戴不Rで霰9色

m SD磁 ゴ;ljj岱 D径 16.5 天暉ぷ珠つ2み 体郎U'I'叫な尺井瓢•らな,:らかに,...,、U誡葬が鰻く立つ．外
90001357 斗蒼 笞窮 3.1 1111:71井艦ラケズ,,のみと体馳2でにへ9 ミ ガキ、内ili l!t駄ヘラ ミ ガ~-茶蠅色．

m SD碑 J: 緬岱 n径 15.7 天9じ墓3西v~ 広い天,.瓢から体髯がな,:らか1:,、）,0縁邸が虹(:0:っ．外面
90001355 杯葦 召応 2. 8 は天井謀ヘラケズ,,のあと体昂2で旧鯰へう!lfl.内面~I転へう 1 ガ~- 賞褐色．

m SD碑 土閾粒 0径 17.5 体昴"やや＄に立ら上がってU給糀外反高ul!廠郎の内鑽に人って氏（外に笠
90001175 

“ 
笞応 S. l る．稟内11l』9 よび体聾内外面へう Sit~. 虞外面へ,,.ズ,,.蚤暢色

＂＇ 
SO碑 項恵お 1-ll泊 13.、体墨U紙皇から急に厨れて11(織的に立ら上がる.U.llll<Jl'ilfi厨＋テ．庇外慎JU不

900011n 杯 匹応 .ヽ.:,i); 向ヘラケズ,,.賃灰色
269 S0208 須患怜 n径 IS.3 ""潰曲して不安定． 体艦"騒墓から息に折Itて11[織的に立ち上がる.u: 祁お

90001353 ヰ Z心 3, 9 よび虞内面1よU-1-テ．良外illUへ9切り尾し．饒成不aで費掲色

210 S0208 '1'/111 旺径 6,0 載縁のみ残．舶土1Jf/1fl色．糟躙IJU'II色．
9200232, 綱 お

211 S0220 上鱒む 口径 13.6 体節は睾縞から急に折Itて11繊的に立ら上がる．庇外●"ヘラ切り鴫し．憶ナテ．
細 1429 J:(, む仄 3. I 賞灰色．

212 SDZ20 土闘溢 口径 12.6 体節は筆綿から急に折れて鐵織的1こ立ら上が"・貸外薦9が 9ヽ切9朧L.電.,.デ.
印001428 ,r- お“ 3-2 簸外董9こ械u≪.褐色．

m soz勾 土臼若 紙径 1.8 体聾,at纏から急に祈ftて直織的に立ち上が り．応合が高患，，やや内Illに人って
90001'32 

“ 
切渇 什＜．内外面ナデ． 賞褐色

m S02勾 土閾む 口往 17.4 体鄭"紙肥から不彎順に折れて辺（立ち上がる馘外面へう切り鑢し饒+'/'.閲
90001430 .D む石 1,9 色．

m SDね れ恵む 口径 13.2 体綿I!低（つよれる． 天井懇外iiiヘ,.,.ズ＇）． 饒-~テ．灰色．
9000143, ヰ遍 苔高

”‘ SD四 項恵わ 庇径 <. ヽ体戴IJ.既ぼから急に折tlて逍織的に立りl:.がり．低くつ;:ltf;llj.うが付く．輿外
90001434 r/, 苔贔 iiiへうケズ＇』．電ナデ.!Ii色．

m S0220 .tl>J岱 ロ径 16.2 公認"比較的汲（立ら上がり、高｛クが外方につよく張る．体瓢内外面ヘラiガ丸
90001437 

” お応 .ヽ7 
紙外面ヘラケズ •1. 茶褐色

m S0223 :t.1111岱 n往 10. • 体鵬Ii兄に“織的にfl.らとが＇）．口 鍼鶴やや外反,Aむが>1-1;につよく製る．体
900()1423 ll' 笞応 1.9 瓢内外直ヘラいゲ~- i'E外面ヘラヶズ IJ • 褐色．

”’ S0223 土“鯰 Dll 2A.8 体舶"鰻瓢から不剛鴫に折ltて'9(立ら上がる．内弧.,.ャ．体葺外11lへ,1ガキ．90001•36 謹 怜嘉 2.0 底外ill~'定）；臼ヘラヶズ ,, . 嶋色．

＂゚
S0223 土蒻む 118¥ 21,8 体郎!!41がつよ （彊9.ti織聾Iii巳げし 体郷内面で檜となして大さ（外反． 体

細 014鳩 史 お高 網は外面ヽ "'70,内直へ9ケズ,,.n械郎+1'.

211 S0223 土閾u ＂径 16,2 立埠つ2み．尺井熊lit5<.体榔がなだらかに下り.tJ縁瓢u内面に積をもって
90001424 ヰ蒼 芯“ 3.1 -JJ. 外に反,,~. 火!~A<から体狐外iiiヘ.,llfi\> . 内111ナ，，，． 褐~

2U SDね3 土綽臼 騒径 10.2 鼻台9が這狐のやや内鯛1.:人.,て恵く直に立つ．級瓢外董へう切り鼈Lのんとナテ．
細 1'96 I{, お店 内葦ヘラミカガ.¥,紐謳外面9こへう紀•>. 茶褐色

2U S0241 上幻苔 駐径 8.1 体綿Ill'[.的1こ立ら上がり．裏t,がil<llll<.高台紐昂ナデ．鯰＋デ．蒼褐色．
91000427 q. 笞高
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211 S0241 土閾臼 底径 6.4 体昴は経駆からその三立笥曲して大さ（外に関き．裏台が氾（立つ、内外菖.,..,._
91000428 'l' 怜高 賃灰色

20 50241 土綽Z 口怪 14,1 体麒"裏瓢から急に直織的に立ら上が4.体聾"内外ill-/'テ.,~ 荼彎~
91000435 

“ 
臼稟 2, 7 

IU S0241 土糾召 口径 8. I 体11111醍墨から急1こ折れて．外反久峰に開(,>Ii総外面へ9切り嶋し 餞ナテ．
91000<36 4、Jll 樟高 1,0 

211 SI辺 I 土閾S 口径 22, 2 口誡肥uw.綿がややすば立って r< ., ~;: 1.:. it; tt,. 外“貨隷に闊｛．体懸は外繭ハ
91000-129 甕 沿稟 ケff.内面へ9ケズ,,.ロ誡饂ナデ．蒼褐色．

m S0241 土飩 沿長 3.; 千1'¥hで責鴻を鑢(ltt.lfる．灰色．
95001521 料蝙 u 

JU S02<1 土飩 お長 4.9 手l¥¥hで翼嬬を纏<ttl:げる．哨蒼褐色．
紐 1522 扮蝙 1.2 

110 som 須患四 胴径 23.2 劃鬱"It賃珠影,01111曲して惰り、突鬱を巡らす．馴郎"外潟下位へ9ケズ，）、他
91000393 壷 籍高 ナヂ．灰（J色

ltl SD287 ゴ：閾召 口径 14.l 体 IJ寵騒と檜をもってれ緯的に開いて立ち上がる．霰籐外面へ9切り鴫し．庫
91000397 If 怜ぶ 1.9 郎内iiiおよび体懇内外ili-tテ.·~ 荼褐色

Ill $1.)'187 ゴ:Ill笞 IJ往 20.7 体螂9ょ謀＜樹鼻的に立，，上がり，".. 瓢..外反しfこ，，と霜節が＋ヤて鋭（立ら上
01000396 鉢 蒻高 がる．体鑢外iii下位へうケズ＇）．上（い9よび内膏ナデ.i負峯褐色

2U S£309 土臼臼 口{¥ 34,9 大影鯰.-・  紐と検をつくらず1こ．魯に立ち上が＇）、口 鍼年を1る""・ 紐 Ill記
, 90001463 鱈 骰応 4.6 謁 >W,'J'I'(.体孤と僧（する．託綿"よび体墨の内外iiiとしヘラミガ＊・明苓褐色

nヽ SK212 須．屯岱 口径 15. 6 やや潰Itた宝練つ1,,.'l'.111な天井墨わ- ~体節"兌に下?.tllilffl! が鰻＜折れて

90001•11 ヰ蓋 粕 2.3 立つ．天井鳥外II!ヘ？ケズ'I.他ナ，，，.Iii.色．

us SK212 ±~D m径 12,8 体繕‘“疋墨から急に折れて謬く立らJ,がる．紙繹外Iiはへ9切り鼈しのあとナデ．
％細81 Jf ”高 4,1 庇編内i!i』9よび体慇内外iiiナデ．明蒼褐色

m SK212 土“お D径 14,2 体郷はやや不安足な平辰から急I:折れて直纏的に立ら」っがる．峰111111ヘラ切り鴫
90001』10 * 召高 4.2 しのあと.,.ヂ．輩隠内鉛“よび体艦内外ili-/"'f'.lfl賞褐色．m SK212 土~,四 ロ径 14.4 体郷ャヽズぇや，）や、丸集鰊ナを t ~ ts駐郎から怠に折れて癒く直に立ら上がる．狐麓"~'りへ
90001181 

“ 
粕lil; 3. 6 , 1'. "1貴嶋色．

m SK212 須恵笞 n狂 15.5 潰ヽ ¥.f.こ宝峰つまみ・体閲iよ低い尖芹鵬からな,:らかに・ト・り.11縁籐が籍(ffrれて
89100030 杯董 給高 2.1 立つ．反井“外函へう，，ズ＇）．惚ナ デ.~, 灰色．

Ill SK212 須患臼 口往 15.6 体郎11低いX井瓢からなI!らかに"fり．そのun繰鵬をつくる.:,iii畢ヘラヶ
90001179 ヰ直 臼応 1,9 ズ＇）．懐ナデ．蛾成'f'flで灰R色

m SK212 土的四 U径 20,6 体瓢は既瓢から急9こ折llて貞鑢的に立らtがる．内外面としナデ． 鴫責峯褐色
細 ll82 鑓 鯰高 2.8 

Ill SK212 :t.ctD ロ往 22.0 体綿は飯りが少な<.11繰瓢11不剛載に訴れて外反沢はに講（．体饂外園ハケH.
90001412 曳 臼応 内繭へうケズ''• nは篤ナテ．褐色．

m SK202 土討岱 口径 23.6 っ＄み欠央疇(ii!は天井墨からなだらかに,.り．玉鍼状のU鍼鼻をつくる.1ft耗
90001磁 蒼 謡応 のた，，，調賓不明．浪荼褐色．

101 SK202 ゴ；げ註 ロ経 16.2 体郎""'墨から怠に祈ヽ して”く卓織的に開さ．虞台が島狐の内鯛に人って外方に
90001367 q; 鯰高 5.9 悶いて立つ． 体霧内外Iiiヘ'>!ガ＊．駁慇外繭へ9切り亀し."'~ 色．

10ヽ SK202 土“註 口径 15.1 体部"蘇墨から急9こ折9して直撼的に立ち上が')、n綽遭肥やや外に，，，くれる．虞
90001372 沐 四石 ,.s 晒外iiiヘ9ケズ,,.内iii+テ．体墓内外iiiとi+テ．賞嘉褐色．
I05 SK202 ：ば着召 nil 13.B つまみ欠失天井麟1よ丸く体隠がな,:らかに下り,II Ill濃節は外i.:.1i.hて内面に

9000137< 斗蒼 臼高 2.3 返りをしつ.~井藝外面へうャズ,,.俺ナテ．灰e

10ヽ SK202 瑣恵蒻 011 17.6 つ工み欠央 体l!iri低いA井墓からな1:らかl.!r'Ln誠謳が虹く枡れて立つ．
90001452 杯董 If~ 1,8 天井餌外itiヘラヶか,.体紐外itilらよび内遍＋デ．灰色

m SK202 須患臼 ロ往 15.9 っ2み欠央． 体麗はO(いXII謳からなI!らかに下,,.そのttr•絨畢をつ（し

90001451 杯鍼 后高 1.5 NI>繹へうケズ,,.鱚ナデ． 灰e..

”’ 
SK202 釘患各 ＂径 16.8 体撼！よ鍼隣力•ら急に折れて直嶋的に立ら上が,, , 11械頌瓢やや外ヽ .:r,くれら．既

90001453 * 彗石 5.4 隠外直ヘラ切り朧L.体謁内外編とし＋チ．灰色．

-280---



Ill 遺物

図番サ 出土遺情 桟別 法1;¥cm 形 庄 ・技法字の!-Vl'.ll

309 SK202 瑣恵沿 Mil. IZ, 3 体肥"縁瓢と It~なして折ヽ lて江縁的に立ち.I:がる．瓜闇外出へ9切り鴫し．他
畑 1367 ,r, B応 3, ヽ 1-r. 灰色．

310 SK202 須患沿 r11予 13.9 体駕Ill足瓢から ~'"11111!折れて，立ち上が,,. 111111やや外1こn ( ll~. 疵謳外面へ
900013il I(, も店 3, 2 う 切•) 層 し ，，み と +'I' . 籠+'I'.体幅外漏；こ坂Hfi,汲（<灰色

311 S0'103 ±吋お Clft ll, 3 体漏仕窮釦•ら丸法をしってJ?.1こ立ち上がり．「I械嗜肌やペナ比 高1,が外方に開いて
90001356 

“ 
I.IJCI 4.9 やや“く立つ． 体隠"内配,,,,~. 内禰不哨戯扉外直へう切り鴫し． 哨茶褐色

ll2 SD203 上蒻沿 口1:1, n.o 体戴は艇瓢からやや不呵璽ヽ ；祈Itてりi樟的に立りLがる．籠隠は外漏へうケズ9』.
90001481 ヰ 諾渇 4.3 鎗＋デ． 体墨内外漏としナデ． ＂褐色 ．

'" SD203 れ悠お u往 13.9 体昴"絨瓢から怠9二折れて直繊的にねく立ら上が').ti .. 躍郡やや外以久峰外．90001347 

“ 
苔嘉 5.6 n11u1民（やや外に慶いて立つ．般郎外“ヘラケズり．惚ヤデ． 叫蒼灰色．

31ヽ $0217 !~ 忠沿 n往 11.8 体鼻u厩記から~-に祈tしてn編的にな く ii,",上が4.ft瓢外直へう切り鴫し｀饂
90001491 Jl' Iii/$ 4.1 .,.テ.,., 灰色

315 SB217 土疵わ n(t 10.Z u:m:u丸鰻から内笥欠庫l:j/.t-,J: がり.n誡嬬郎内●を＋チて鋭いUifIll!"つく
細 115!> J?- お応 ,., る．内面へう，，ズ.,. 外面・~.,,か．囀貫荼褐色

316 S8217 土閾お 1Jlf. 15,8 嗣昴11上化が峰ユり，その,.. 外反して....謳をつく る．馴瓢外jlj,ヽ'>'IJ,内“
90001493 史 お応 ヘラヶズ,,.n繕'1111-テ．苓褐色

311 S8229 土緬お ll!f. 19, Z 体瓢U直縄的に問いてYI.らLがっ,,,,ら」：位で折れてill.I二立ら.""'魔がll!(外以．
叩 01156 鉢 じ硲 7,2 糾い扁血勺。っ． 体瓢内外面と氏内ifiヘタ '"~- 虞底外薔へ9切＇）屠し． 哨茶褐色

"' S8277 上鯰iお 口径 20.S t玲つよみ.!<瓢"双＜．平辺な天,,鵬から~!S ill皿 L-C lfl嶋的"l'る． 体墨1;
90001348 蓋 お底 6, 9 よび天,,墨内外111 と ~-r事なヘラ ミ ni,. f1'UUfJど含まずMl!.Ill色

311 S8277 in恵お IJ迂 13.9 宝珠つまみ．天,r.m≪檜n.体瓢l!'l'坦なX.)t,癌からなtt :,h•r 、, ."繰...
90001157 が返 笞お 外：こw,て玉綸状の蟷駈をつく，，・天片昴外直へうケズ,,.危内外函ナデ.a灰色．
32D Sli266 七繹沿 n径 20.7 宝よみー天Jt釦•ら叫3かけて低くな,iらかに下 •}. I―1峰懸が恵＜折tl.て立つ．

躙 01376 杯蓋 笞硲 3.2 却~,ケズ,,.他"内外禰日鉱へ""令． 叩9殆ど含2ず~lit. 外iti賃色

321 S8266 ・ヒ閾硲 ll往 19.4 体昴は&l!(i'.(鑢的に立ち上り．“むihl愚のやや内露1こ入って貞に立つ,JI! 謁外
蜘 01371 、で身 笞r.s 5.9 illU!iil駐へ9ヶズ11n1,t+ダ.it: 昴Jiよび襲肥内llil!Qtiナ1'.柑覧囀買褐t!..
322 50262 土“お ロt翌 20,5 宝珠')j.み.'I!.井聾から休藝からな,:らかに下り.11蟻邪が姐くやや折れて立つ．

90001318 1(-i, お応 3.1 )i. 井畠へうケズ.,.惚Ii内外漏且転へ.,,,ガ"・紗Rは佑ど含3ずMN.囀1貿褐色・
321 S8262 土“蒻 n悦 17.7 体懇U!l!くやや”曲気醜に立ら上り.<¥Iが9賎郎のやや内●に人る．続郭外遍"

90001379 ヰ身 も応 5,6 飼にへ9ヶズ,,のあ とナャ． 体綿および虞勧内面<:~I転＋ャ． ＂関町贄褐色．

b, 石翡

竪穴住居跡、上壌及びi11から偕飾')2. 包紡錘車2点の外、砥石が出土した．

324は石帝の九柄に当たる。石材はやや茶の混じった昭灰色をペースに白色の細かい岩脈が

樹枝状の文様をなす．裏汲iiliil面を沿らかに研磨し、側面は表面に向かってやや角度を付け。下

端を直に、その関囲は弧状にやや粗く整形し窮いている。衷miには帯に装布するための,jヽ穴を
不統一に 3対穿ける。横偽3.4cm、縦幅2.4cm、厚さo.7cm, S0304溝Iii±。
32Sは石帯の鈍尾。石材は蛇文岩かと見られ、幾分縞目のある暗緑色を呈す。面側端を弧状

に作っていたとμられるが、片側を欠失する．衷表両面を滑らかによく研磨し、曙面は表面に

向かってやや角度を付けて形を整えている。裏面には帯に装沿するための,jヽ 穴が片側のみ 1対

残る。横幅残存•長3, 7cm、縦幌:l.7cm、原さ0.6cm,S0101溝I.II土．
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〇駅心
I 324 

X///, グ／忍A I 325 

゜
s ... 

Fig.63 Cl区出土石帝 ・紡錘卓

:)29 昌冒
。

lb 

Fig,64 II区出土砥石
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Ill 逍物

326は紡錘ボの未製品と見られる．沿石製で、両面を不均ーに粗く研氏し、固緑の形を整え

ただけで終わっている．径約5.5cm、中心部lf/-1.3cm. SB413竪穴住居跡Ill土。 327紡錘市は沿

石製で、残存面には不明眈ながら粗い放射状の刻みで飾っている・全体に欠狽が若しい．外径

3.9cm亀中心孔径0.8cm. SB4!3竪穴住居跡出土．

328は方柱状の砂岩製砥石。全体を狙く整形し、図の及裏両面を使用する。残存長14.0cm、

L'f. さ約3.2cm. SDJOI溝出土。 329はliil平な板状の枯板岩製砥石。 4面を使用しているが、蝠部

の片方を欠Illしている．残存長12.7cm、幅約5.8cm、nさ約I.5cm. S8444竪穴住居跡から出土．
330は方柱状の砂岩製砥石で、半部のみ残存する．残存貶7.7cm、SDIOI溝出土。

c, 鉄彗

竪穴住居跡及び溝から出上した鉄器3点を図示する。

332は大形の刀子.'ffが[{(に伸びる直'J)であるが、研ぎ滅りのためかHに向かって刃幅が次

第に狭くなる。刃部先端と茎端を欠失する。残存部長16.6cm、刃基部面2.0cm. SD408iPl/Uct.. 

333はrtJJ刃鎌．鋒が短く綬く 曲がる。全長が短く基部を折り曲げていないことから、再加9こQ)

可能性もある。残存長8.3an、基部紺2.3cm, S6477翌穴住居跡出土• 33ヽはT字形の不明鉄器．

断面方形で図の上辺片方の端部が細くなる。鎚に類するものと推測する．上辺長7.4an、縦艮

5. 2cm. SD423溝出土。

-―」」ニコロ
333 

。
Fig,65 II区Iii土鉄器

(3) m区の遺物

土師悩、 .ti恵諾、 土錘のはか、若；ドの鉄器片が出土した。土師器及び須必岱は、 i,i及び竪穴

住居跡、土塘等から出:J・.したが、ここでは主なtのを図示する。 SK412土樅から比較的まとま

った絨のIll土を見た。北辺にある屈敷地・,¥lの直線区画溝SD304からのIll土逍物をはじめ奈良時

代を中心とする須点器、 土師器が多い，鉄沿は形状のわかるその一部を図示する．
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a. 土師粒・須恵雑
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Fig.66 111区出 J.:土師岱 • 項必沿①
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Fig,67 Ill区/JI土土師器 ・須患粒②
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SK411 
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杖Im

。
Fig.68 1111を出：I:」：t頂岱・が（必邸③
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SK421 
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~-こ・・ロニ、1
SK411 

~392 'c=ー Ld.193 ~ ニニ，4
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Fig.69 111区出上土的粒・須恵訟i④
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Fig. 70 Ill区：ll土土師沿 ・須患笞⑤
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Tab.8 JUIを出土;t.師器 ・須恵器観察表 軍 『図壽サ,r穀数字は遺珈生仕番•t

図書サ 出土遺鳩 tt:811 法黛cm 彰四・技法等の特召

”’ S8144 
;I; 鯰笞 底tを 14,4 庚郎Ui'!illl~峰で．“台"外に反bながら低く1111<.寵瓢内面には鍼状ヘラ1ヽさ

91001蜘 m t111'.1 鰭文．既島内外iii+ヂ.Ill色．

m S&144 ctllli沿 till 16, ヽ 体扉116!(.>le鉛から不町鴫1こlil1111して立ち上がり．寓""*さ（外に関＜．体
910004的

“ 
〇応 6, 6 郎外iti下字ヘラケズ ＇』 のあと•/'テ．麓ナデ． 鴫褐色．

331 Sll-144 t的石 経往 14. 7 体瓢lill<.II(縁）に急に立らJ・カ"}.法ll"'*ささ不”り介いな囀い嘉台がH
91000461 

“ 
おE （．庇藁外illヘう切り疇し.~.,. チ． 外面灰a色内iii浜賞茶褐色．

3ll sa.. ヽヽ 須恵お n粍 15.9 公つエみ．体肥I!天井郎からなにらか9こ,..,,.... 艦内f:ti<ここ（渥ヽヽはりが付
91000651 よ（蓋 沿店 2.9 ＜．天井郎外iiiヘ9ヶズ''・ 箆ナれ灰色

331 Sil<•• 碩恵む a径 16.4 宝つ3 み．天,~au寓（．体鴫"念に拷曲L て下る. u械瓢,,..... 外に!ill.
91001981 ヰ葦 笞囚 3.1 内iiiこ返りが付<.:lil!R6l'l-itiへうケズ,,.鯰ナチ．灰色．

＂＇ 
58444 J: 節四 n径 10.2 体11Jlll1'(,,I繊的に急"立ち I•.がり．“台ヽi'kさく外に関（．体昴の外面績聾

91000•58 J:(. 沿石 4.9 付近ヘラタズ,,. 也ナデ．

341 SB<ヽ4 須豆若 n怪: IS.2 体11111なく.II! 織的に急に立らJ・.がり．応れがやや悶いて立つ．内外繭としナテ．
91蜘 62 IT, -ai:s 5,8 外面灰色．内轟鵞灰色

＂＇ 
S8444 瑣厄召 ＂径 15,5 体藝"比較的浅（、れ織的"~に立らl・.がり｀嘉（］が外l:f111さ,.... に立つ．既瓢

91000634 

“ 
お石 4,4 外面ヘラ切り●L. 位.,.ヂ．迅灰色．,., SB444 須必石 ＂往 u.o 体lll<Ht緯約1こ釦こ立ら上がり.u縁饂で，，ずかに外以気庫 il'lliU庇繹の内・

91000615 “ 
蛉謁 S,3 に人って外に閉＜．民瓢外111,こヘラ紀サ．内外面-1-,;-,灰h~

, .. S8444 J~ 患お 既径 5.6 体鶴"級（立ち』•ヽがる久紀をみせ、“台"虞郎の内彎に人って小さく OI;( 開く．
9100195-1 I(. l:1~ 内外面ナヤ．内面灰ae..外祉靖灰色

145 SBm 土緬お ll(ロ径 ;>,;JI-墨外面に不糟9へ,11さ文字みり．
91001螂 ff.ii 鍔m
311 sa.≪ 土llflj 原往 22.6 llfl"瓢は大きく外/)(して樹がI~さ亀沿節が憧で立つ．内外戯＋デ.Q色．

91000ヽ槌 囚牙 苔仄

111 S以“ 瑣点お 口径 11.4 馴郎はHが弧り、 1il瓢が鍼( ·~ち.ni. 閏li~lilーて蝠瓢の位が立つ． 馴瓢ヽ9 外
9100063!1 濠 笞紅 祉力 ~o. ru遍謳+1'.灰色

341 SK424 土帥裕 口径 16.0 "'It・ 瓢は丸絨i'tって体隠と一体化L.l'1峰懸..讚tlllヽこM曲して立つ.cJI井郎外
91002269 “膏 醤illi 4.1 函へうケズ •1. 亀ナデ． 賞帽色

119 SK424 士.Clilll n径 13.8 縁靡11 丸麻をしち． 体縁ヽ•M繭して外fJ.:<{即こ立ら上がら．体外iii++か．茶褐
89009')13 

“ 
凶嘉 5.1 色

I! ● SK42• 土“日 皮径 8.0 轟古"馘綿の内●9こ人ってややI~ (. 軽瓢外遍へう切り鴫し．憾.,.テ．貫蒼褐色

91002270 J;(, 牡石

l51 SK424 '-A恵3 ＂径 IS.0 体墨i,j!fllSから屈患してやや，，111lしながら立ら.tがり．ぶ台Ii廠瓢のやや内鯛に
910(ぬ 0 fl• 怜高 S.6 人って悶<.Iii瓢外面へ9切り鴫し 鑢ナデ． 嶋灰色

m SKヽ2' 須患B "径 l◄.7 体墨"紐高から屈1!11して直織的に立ら上がり．“台が直に立つ．豪恥外111へ9切
910(的 2 I{- む応 5, ヽ り鴫し鯰ナデ．褐灰色

ISl SK'24 釈忠お 口径 9.8 体曇ll鉦瓢から磁●してii!繍的になにこら上がり．碍tが聞（立つ・""話外愴1へ
91螂 l

“ 
1111'l 4,1 ラ切.,,.し． 饒.,.,,,,鴫灰色•

35ヽ SK424 れ速む 口往 13.3 低く讀'"'宝峰つ土み． 呵X井感1101,(.体鴨U天平•！な天外瓢•へ念1: ·ド')、 「9
8細I◄ ネ置 若応 1.9 繰瓢が外にl.(hて内iii:返りが付<.);/t,昴外圏へ,.,.ズ,,.位.,..,,_褐灰色．

m SK4Zヽ 土師公 n径 19.1 尉鄭u丸II:で上位が緯1,. n織網"やや不囀瓢IC鼠曲して閾＜． 劃郎"外~,ヽ

的10001 甕 ~n 21.2 ヶII.内面ヘラ，，ズ').II鰊饂ナデ．妙Uを多く含＂． 買a色．
m SK4Z4 土師お n径 11.9 長1J1患馴鵬,rnが積をしって彊,,.安足した応むが付（．頸鵬11外反しながら

8細 912 壷 む高 27,6 長（停び．その11Ull瓢が大さ（関（．内外藝ヤテ仕上"・白灰色

lll SK4l2 j: 蝸沿 口憧 17.0 っ1みヽ9上面が丸く'Kヽ・・天II畢"真く丸く、 体懇"Ill●して1''>.nNIIIIが外
90000987 “直i お応 ,.2 ICfi(I, て内面に近りをしつ．天1~8外遍へ9ャズ OJ 、亀ナテ． 褐色．

Ill SK412 1潅Gli n往 15.9 っ2みu蝕（潰れる．体鄭U天井狐から笥曲してなI,!らかに下り.ll誡嬬瓢が剛一7 “•這 蒻i111 3.2 ＜折れて立つ．天lf~tl-liへうケズ,,. 麓.,.デ．町褐色

＂＇ 
SK412 土ば甚 口径 17,5 体籠ua:紐から緩く旭曲してやや笥幽しながら立ら上がり．紙い高台が立つ． 厩

90001~4 f(, 侶石 6.3 肥外誠へ9切り●し． 体聾内外面＋ヤか.lit色．
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図奮サ 出土遺鳩 樟 法駄an 彰想・伎法字の符徴

310 SK•L2 :tl>t翡 a怪 14.S 体隠fl比較的汲(.ll饂から誡曲してやや＂由しながら 立ら」：が')."鍼部が外
90000956 •i 沿高 3.9 ,1にめくれる．鍼塵，，やや内鯛9こ低いバ台．慮墓とは郎内外illi+1'.0,1賞me,..

)II SK•l2 土む 口径 15.3 体瓢liolc瓢から屈IIIILてやや綱曲Lながら2に立らJ:がり.LI誡扉が外Iiiこめく
畑的埠→ 'l' 謁出 $.2 れる．迄1'11厖く外1;1:冑いて立つ．純闇および体雇内外iiiとt+f'.荼褐色

311 邸◄12 土団岱 a径 14.7 鰻瓢11:11>1:褐t~ ち、体態"履曲して訳1こ立ら.I:がo.駐船および体昴内外“とし
細的59

“ 
蒻i!II 3.9 +'I'. 横賃 色

m SKヽ12 土面沿 0怪 13,7 体閲11慶郎から11l!開して直繰的に急9こ立ら上がる．虞饂外面へう切り鴫し． 誼ナ
90001ヽ01 fl: lti,'i 3.3 1'. 賞出色

m SK•IZ 土幻む 0径 13.3 体饂,.犀瓢から息曲l'Ctl縁的に2に立ら」；がる．費患外面へう切り曝し．饂＋
一』 q. 沿囚 3.5 デ．買渇色．

315 SK•l2 土的穀 口径 14.6 体饂1;>1;鯰から級（濤織して立ら上がる."'郎外面1』不定方内へ9ヶズ''・"'糀
90000983 "' 怜高 •.3 内iii』9よび体隅内外iii-/"デ．褐色

m SK412 土緬荘 a径 15.6 体忽"級戴から扇曲して1/f鑢的にぶ"立ら上が6.体糀内外iliHよび庇瓢P!lll-t
90000960 若石 3.9 デ． 庇郎外直に綱れの畿愴紅.I負賞褐色．

m SK•l2 土鯰粕 a径 18.2 体墨fl浅く．賢墨から紐(ii!曲して立ち上がる．鼠郭外直I!ヘ9切り亀しのみと
900009肪 鯰 罰高 u ..... 殿狐内iiiおよび体瓢内外“ヤ，，，• 町買嶋色．

m 部 412 :t師祐 口径 Z'/.8 体墨は慶郭と 捜をなして直緯的に閲いて立ら』：がり• IJN1-郎がやや内'Jiに＂＜
9000'°17 鯰 蒻芯 3.7 nる./.ltl11鰻瓢の内鯛に人って立つ．扉瓢外iiへうケズ＇』．亀.,.デ．賞褐色

m $K412 土邸罰 n往 21.3 体隠11桟く、患綿から扇曲して寵線的に2に立ら」：が＇）、 "(JUOI;紐の内鯛に奥
90001403 * 樟高 3.1 

よってl!i(立つ．鰻墨外;Iiiよ'fli!T,向へうケズ''・ 亀へ,',,壽． 賞褐~

310 SK• l2 土疵沿 n怪 11.2 馴尾1111が景り.IJ給謳9よ氾＜貨立・内外iiiとしナデ．硝賞褐色
91001的5 棗 罰店

3ll SK<l2 須点穀 u径 10.7 馴怒fi.tf位が屈魯.I Utll£Utl-iliで祈れて外tl(S(紐に立ち」・・ヵHJ11綽這瓢が.,.テ
9100189ヽ 甍 沿高 て桟を上に綱け，，・内外面としナテ．決賀比色．

m SK• J2 ±“骰 ロ径 23.0 体隠け巴らみが'.t<.u謙隠級 〈＊さく外反． 体紐ヽ ~'7"I』．内直へ.,! fl -¥-. f.l 
9000140ヽ 史 討高 2.4 縁隠＋デ．冨褐色

m SK•ti in恵む ロ径 14.6 潰れIこ盆珠つえみ． 体瓢uo~くし平俎な天9澤からなtiらかに下り 嗚 !'IN,~畢1:l
90000%1 ネ董 岱謁 2. • ナチて肥$Litで立つ．天井船外爾へ9ケズ,,.他＋デ．灰e

37ヽ SK• l2 須思若 口径 16.2 隕れた宝珠つ1み．体駆1:天井屋と一体化してなだらかに.,.り.u綽嬬襲u冠く
90001381 杯葦 臼高 3.0 折れて立つ．天井聾外慟へ9ャズ,,.位＋テ．訊灰褐色．

m SK412 須恵沿 a怪 17.2 体墨,:殿麗から耐曲Lて灼曲しながら立らI:がる．庇瓢外園へ9切り纏しのあと―l ~ お高 4.0 .,.,,,. 良鵡内illおよび体饂内外ill... 7'. 灰色

316 SK•l2 須忠沿 Cl径 1,.1 叫2魔•も綱薗してil1緯的に e，に立ちゆ"), ... 縁隠ヽ ,.,.デて竃い．外ili11体聾
91001880 lj( 醤高 ↑・キから庚隠にかIIてへうケズ •J. 鯰ナデ; ~郎内繭および体続内外ilir'Y.灰色

311 SK412 須恵け n往 12.8 体狐fi廠狐から砧震して直鑢的にやや急に立ら上が •I , "t;fl班節のやや内霞に
90000997 fl' 討右 4.0 人って直に立つ．良瓢外面へう切り9がないのみと＋れ灰色

311 SK•l 2 須恵沿 m怪 x/~1114こ不哨ヘラIAさ文キみ ') ,

9200込“ 沐董 怜高

ll9 SKヽ12 土輝む 戴径 11.0 ”尾獣が大~( 開 （． 騨欝内“にヘラはさ文字 『田J hり・ 内外.,.,..,.._ •'1茶褐

9200.Jと3 高ヰ 笞店 色

＂゚
SK412 :t緬岱 口径 Z<.0 杯懇"浅く、体瓢●•.l!l直して慨（闘さ．”祁C:!Kが平出9こらか（関<.』f麟9いり

90001407 高杯 西高 s.o 外面としヘラ ミガキ．＂闇内外 iiiとi+テ．賃塁I!..

311 SK412 土緬岱 口径ぶ.6 体駆fl中位のやや上で鬱 9ヽみ、属傭に把手をしつ.u繰怠"体懇から仄転して讀
90001406 Iii 註高 （＊さ（外反．内外面とし＋チ.&患色

312 SK412 土鯰岱~ n径 ~.2 体11!11よぬく． 憎い鼈鵬から嵐111tして急に立ち上がり.a鹸繍瓢ll-1"'1'てやや外IZ.
91001912 鉢 粕高 16.9 体饂"内iii慶力角のへう：ガヤ内面＋デ．明峯鳩es.祀手および庇瓢欠火
313 SK,12 土閾岱 口径 31.8 体111111平麻から親(Ill幽して急に立ら上がり."鍮畢11!11(祈Itて外反． 体瓢翼

9100191ヽ 鉢 惰;Ill 13.0 110: 帽くナテIc肥手が付く．内外iiiとしナ1'.檀e

314 SKヽ12 土緬お n径 33.2 体肥1よ深（．小さな虞懇から資躙％誡"立しKがり.a誡謳付近で複誡に折れて．
91001913 鉢 沿高 16.4 州く外方に閉く． 体Ill外創下字ヘラケズ'I.働ナテ． ＂色
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Ill il't物

閃書サ Ill土遺鳩 隕別 法量cm un-技法亨の特位

!IS SKヽ12 土閾む fl(f. 28.4 体愚fi浅く．平以な邊縣から屈蜘して五織的にaに立1,J:がり.,;aをtっ．体
90001365 体 沿紅 1.< 肥I!外漏カキHill蜆．内画→・テ． 虞色

m SK<21 須え召 n!f, 12.s >i.l>瓢..寓く.w繹.n給怒ょで;/'.(一体化 ili'f瓢へうヶズ＇』． 地ナヤ． 以褐
91002145 r{, ~tr, ~ 

m SK~27 士閾駐 ＂托 18.8 既体瓢"紐をしら、UltlJ'1M蒻してIll<蘊行.l<郎外面へうャズ''・11+'1'.
91002144 t:(. n..i 明褐色

lll SK427 閉恵醤 ＂径 JS.S 天JUい:lflj汽で．体鱗が絹曲しでrってその2』口U部をつ（り．内面を<t-7"て
91002133 :f お岱 返りをしつ． 天井饂へ,,.ズ').fl>.+デ． 灰色．

ll! SK<27 」••“召 n往 15.5 沢郎"やや~:安定で.joft!lilllく扉曲してU織的にたらムがり.1・11釦貪懸がやや
910021'2 

“ 
扮高 5.0 外1;にめくれる．寵昂外“ヘ..,.,.か,.池,.,,,_Q色．

m SK<27 土“鵡 n径 IU 体船はこく．紅饗から扇曲してれ緯的に怠立ら上がる． 駐謳外圃r!t,ヘう，，，ズ IJ •

91如 139 牙 お応 s. 7 饂+-1'.•l>l<II!(!!.. 

m SK<27 項恵笞 ＂径 17.0 fl"懇jjll¥?のつよい馴郎から息曲して外反~·ぶに開さ．嬬昴.,.,.ヂて檜が立つ．
91002132 史 お石 rlli"5内外ii+チ． 灰色

lt2 SKrn 土縛お Uff. 15.7 漬れt.:玄ほつエみ."'J.;, 片瓢tれ氏く ．体累がなだらかに下り.u綽罐部が短く 立つ．
91001714 Jf.li お“ 2.2 ＇尺井節ヘラケズ'/.饒.~teヘうミ ガ-I', 償色

m SK.IIJ 土吋む ti往 14.0 駁犯9よやや1'安定で， 体閲8汲く、高瓢から租曲して貨緯的9こ立らJ.:がる．紐部
91001711 

“ 
秒窃 3.1 外面へ,,,か'・儘+f'."'~'褐色

m I sKm 須恵笞 LI径 12.2 体郎は這星から絹曲I,.て直織的に2立ら上がり．戴縞のやや内●に入って低ヽ ｀`
910006'3 J,(. 笞嘉 3,9 f: がIf(.鰻瓢外illヘラの 'I 嶋し．鼈ナデ． 掲灰~

395 SK411 ゴ：節岱 1口径 19.4 体郎がU低lt（餃や的や汲外(. >l郎力•ら汲＜ 属曲して立,,上が'I.峰昂やや内冑に人って“
91001715 J1'!liill S. 2 台 "'こ'!!lo.体墨外鉦へう ミ""'・ 帽色．

316 SK411 須息お 口fl 14. 7 体郡.,.-.. も扇曲してヽ（緯的に急1こ 立ら上がる． 沢墨外蘊へう ~)•) 鴫 し．霞＋
91001708 

“ 
召応 3.1 デ． 灰色．

311 SK<II j: 糾岱 ＂社 27.0 体船u」：位で嶋●り．＂“藁が讚＜＊さ（外反.? イプ資償に謂(-tデた把トが
910017お ；；； 召必 It(. 体瓢は,~外直へ,,.,.ズ,'.CJ は記•』内外雌.,. デ. Q色

m SKHI ゴ：闘お Oil 15, I 体記!!11(1こ立ら亀『I械即:lilllilして外以久鵠IOI.Ill(,体槃111¥IAi磁//Ji,)のへうケ
91001116 鉢 召名 12, 4 ズ,,・内面ヽ ，ヽ，11.!!ii!.. 

m SK454 ：出ヽ岱 Ol¥ 18.6 体墨はJ~穀的桟く，騒瓢から綬く屈幽して立らJ:がり， nは嬬懇やや外にのくれ
9100碑 17- む店 3, 7 6, 襄瓢外面へつャズ,,.饂ヤ1'.褐色．

0ヽ0 SK454 HI~ LIil 18.8 ,:iteに＊さな'~状のつ2みが付く.'"瓢"な1:らかに・r,,."鯵嬬郎が近く折
勁 10002 直 "~ 3.8 れて立つ．綱g~;鴫載.111色．

0ヽ1 SK45l 瑣恵柑 口托 6,3 突＆状つょI,,体記"天井瓢から急t:JIII圃して笈く立つ． 内外面ナ.,._黒色
910006U 量 苔窪 2,5 

0ヽ2 SK4Sヽ :t・. 細侶 ロ径 11.9 馘畢9』；；；全なA庇でIt:戴9よ馘行し.n繰降瓢内繭で誡人り；flに崩曲して関（．体
91000659 央 結碍 14,2 撼外面ハケ1:1.内iii.... ラ・'r;{IJ • 褐色

Oヽ! SK475 t鯰お ロ往 15.~ 体瓢9れ震(.""郎から崩禽して急に立ら上が'),n鍼船やや外反公蛛.""絲ヘラ
910021ヽ8 ,,, 四応 4會， 切り鴫L.ね＋デ．賞0色．

m SK475 れ忠沿 Utt 16.• 宝よみ．体節は平凩な天）日闇からな1.:らか1こ下ヽ I,I-Ill鵡墨が虹（立つ.}.: 
9IOOU16 ,r-逼 岱高 3.5 If記へ9ケズリ．鍮1'1'.灰色．

m SK475 碩忠お 底往 11 . • 馴駆,:上位が復をなLてつよく景り.屋Iか外が凶広下（半安へ定うLャたズ臼＇古；．がf.r(.胴郎II位1こ
9100泣18 濠 お高 沈鑢2状に挟いしてへ9緬舟ti.文.IN 偉ナテ．灰色

＂＇ 
SK475 土閾沿 口径 13.3 体感I!桟く- ~く爾く 立ち上がる ~ 体郎は内外......, ! If"" .. 録愚U1'f di+-ヤ`

9100111?1 鯰 む/.l 2.2 外面へうケズリ． 誼色

m SDIOI 土輝お n径 18.7 w.1<,; 人氏体11!1111l!く． 歎瓢から汲く屈曲して直編的に立ち」：がり．高れが外
9100040. 

"" わ店 10.1 万に関いてtつ．既外面から体熊外面の讚懸付近土でへうケズ,,、饒.,.ャ．唸色

408 SOJO! 土“笞 〇径 14,6 体郎は峰邸から綱薗して灯鑢的に急立し上がり．＇＂羹箪やや外反処表郷のr~冑に
91000403 l{, 

沿“ 4.5 入って“台がつよ（外方に聾る．鍼屈外面へう切り纏しのあとナ1'.埠ナ1',明は~

Oヽt SDIOI .1:111お D径 13.2 体瓢1バ饗（．虞麒から嗣曲してill線的に立ち上がる．島郎外蒼へう切り鴫し．鯰
910001)) t:(. ll'i窃 4.6 ナデ.I負貨a色
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西山田三本松B遺跡

図書ウ 出上遺讀 檀別 法量cm 彩匹・技法等の特徴

1ヽ0 S0101 士幻笞 ロ!J. 14. 1 体釦9縁綿から鰻＜扇曲し． 曾幽して立ら上がる．駈昴外面ヘラ切り●Lの，，と
91000401 ”‘ 荘硲 3.2 ナデ．健ナデ．貫霞色

"' S0101 土鰤B IJ托 19,0 馴纏ヽ9嘱りがな<.a鍼瓢"緩（外b(~q,して大さく闘＜．馴饂u,ヽヶUのあと91000505 甕 沿瓦 ＋デ.fltiti ...... うヶx11.o縁孤ハヶUのみと＋テ． 荼蠅色．

"2 S0101 須恵若 □!l IS. ヽ 体昴i以l< . 、P•」な天井郎がややaに-r~てLI縁嬉墨が外方に反ゎ、内iiiに鰻い
9100219!> 斗葦 沿高 返りをしつ• X井饂へ9ケズ'I.憧ナテ．灰色．

413 SDJOI 須恵沿 11往 17.6 つまみti上園平凡天If鵬"ぼく潰れ口繰鴻鶴が檜で又つ."井墨へ9ケズ,,.
91002184 杯葺 お高 2.0 他.,.,,._'jlf灰色
414 SD!Ol , ~ 怠む n往 lJ.2 体薦"慮記・ら麗薗して直織的に関さ．冠い“台が軍に立つ．庇外iiiに不蜻Jへ"、

9IOO= ,:r- 昴万 3.6 さ，，り．緑昂外蒼から体瓢外直の駐罵ft~,:でヘラケズ'I.itナ，，• 青灰~

415 S0101 土Iiiむ n琵 IS.2 体肥U寅瓢から息曲して●繊的に立ちJ,がる．既鶴外IIヘラ切り●し`儒.,.,,,_
91000412 杯 お高 3,8 檀I!.

1ヽ8 SDIOI 土応註 日径 へうばさ文字あり．
畑珀 t:f.llli 註高

1ヽ7 S0101 須患鯰 口径 体聾下位外ililこ~;叫へ9揖き文字あり．
92002385 杯葦 召店

＂＇ 
SDIOl 綱患註 庇径 15.3 ーみ鰻◆詞い妙uを含む． 外禰灰色~,こUZIIII色．内LLILLL色に鯰IIている．

92000242 高,r. ~;q 

＂＇ 
S0101 瑣恵笞 "111 II. 4 劃墨,rnが丸く汲り・ロ縁絡が壼くv.""'II, 付近内外篇+;-.El灰色~

92000241 童 柑応

＂゚
s0101 ふいご 間往 7,9 残欠．棋いけ拉を含む．外鸞灰色また"寅魔色内lli置eに鍼Itている．

91年 1 羽口 ”応

121 SD301 ;1:妍切 ＂径 14.9 体郷は不安之な紙饂からわずか"讀となして立ら上がり，＂械紐はやや外に，，（
8!1(蜘 7 !J お応 3. 7 れo.外庇纂ヘラ切り庫し．内氏瓢及U体隠内外iii閏鯰ナテ． 賞灰色

422 SD301 瓦ぢ碗 D/f. 15., 寓が1ヽ9で（．体襲"笥曲しながら讚（関いて立ち上がる．内外配凰eA,sガ
91001駁9 雑応 5,8 +. 
m S0301 土悶咋 ll径 8,3 体瓢は内iii摺押さえて立ち上,,る．内外面ナテ.ll色．

91呻 i Jヽ、Ill お店 1.2 

"' SD301 須恵若 口径 11.6 体瓢l:)</f縞からなにらかに,..?. [I繰珊懇f1外万に反わて内1111;公りをもつ．910(締 2 ヰ蒼 笞店 2.1 天井饂ヘラケズ•J. 鶯ナt',灰色

m SD301 須恵若 a径 14.0 叩'""怒から駈幽して直縁的に急に立ち上がり,Ll鰺靖111'がやや外方にの（れる．“
910(碑 I r(, 臼紅 6.0 おはやや鰻•に人る．紐面にへう配IJあり.>I;北ヽ9ケズ,,、他テ．沃色

“‘ SD刃I Ji: 甚 n径 26.2 体Ill"貨繍的に開さ.II鍼瓢は沼（やや外反．内外直.,.デ.Iii* サュ．填賃檀~
91000826 鉢 苫店

42) SD珈 須患臼 口径 15,6 体隠I!天,r郎からなだらかに,.·•1.1Hit漏墓fil'f1JIこ反hて内ftilこ 返り "L っ．
91000987 杯蒼 笞息 天＃嶋9ヶズ,,.位ナデ．沃!!,.

＂＇ 
SD叫 須恵註 1・Jtt. 14. 2 丸 体邸1<11!(.艦墨から緩<ill幽してSt.ら上がったのら．寵織的に停Vo,

9100171 醜 お麻 7.0 霰腿外，iii..... , ケズリ．包ナデ・ 灰色

m S0304 損虻塁 口径 18,6 慮11111よ丸駄があ挟り不賞安置定色．体瓢'"員（訥曲して浪(ll'.ら上がる．虞昂外ii!ヘラケ
910(畑 牙 沿~3.1 ズ.,.他+f'.

'30 SD304 土拭i匹 口径 12.8 体狐1ょ丸底で紐 がやや峰2り.u繰郎が諷く外u..畢瓢"内外園としヘラケズ
910(螂 魏 粒石 8.1 ＇）のみとナデ． 惚け体藝外直上位にヽ,,-Hを一魁残してナ-r.Q色．
3ヽ1 S0304 土師若 a怪 8.2 体親I!直織的1こ立ち上がり．高力はやや高く胃いて立つ働体瓢外遍の下嬬へ9ケ

890!)9950 J:(. 粒応 5.3 ズ,,.亀ナテfはIf,霞色

Ill $1)304 土闘石 口径 21.0 体紐は繊（滸幽しながら立ち上がり．直nitとなる．体”上位の頁鯛にIC'I'が付
9Ul! 碑 9 甑 西硲 ＜．体記外Iiiハヶu.内面ヘラケズ.,• l'.J籍謬＋た剛叡褐色
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Ill 遺物

b. 鉄醤

登穴住J公跡及び士濱から出土した 3点を図示する．

433は曲刃鎌．沿柄基部は刃部に対してやや鈍角に折1)1111げられ｀先端部約3分の 1が絞や

かに内湾する．刃部は両刃かと見られ、研ぎ泣りのため幅が袂くなっている．先端と刃部を

少々欠損する。残存長16.2cm、碁綿幅2.7cm. S8405翌穴住居跡出土• 434は刀子.00刃と見ら

れ、茎部には柄の木質一部と貨具の鉄綸が残存する．研ぎ減りによって刃邪は邸が狭くなり、

また、茎嬬部を欠失する。残存長7.8cm, SK012.::l:1.! 『出土• 435は総.IIJi面方形の鉄棒をコ字形

に曲げ.Joi先端を薄くつくる。木質が一部残る。縦fk9.2cm、横岱6.むm.S8434翌穴住居跡か

ら出土した．

lb 羹
<コニニ戸ー＠、：34 

I 

433 

435 

。
IOan 

Fig.71 Ill区：JJ:t. 鉄岱
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おおく ぼさんぽんまつ

大久保三本松遺跡（概要）

遺跡名：大久保三本松逍跡（略号 0KB) 
所在地：佐袈郡大和町大字川上字三本松
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大久保三本松遺跡

大久保三本松遺跡 （概要）

遺跡は山麓部の舌状低丘陵先端に位滋する。襟硲約18m.南1111はそのまま扇状地に移行する

ため、傾斜はわずかで、丘陵嬬とは気付かない程である。遺跡の東端は約3mの段差をもつ急

庄となつて水田がしばら〈絨く。閃査路線内に限って甘えば、東側は函1I」田三本松A遺跡まで

は約2km熊れてその問に遺跡は殆どなく、また、西側も今山八幡原遺跡などがあるが、逍構密

度は比較的薄く、遺跡と しては孤立した感がある。

遺跡は奈良• 平安時代前期を中心とした集落跡であふ他に北辺のS0045溝付近を中心に縄

文時代の遺物が比較的多く分布することから若干広げて掘り下げたが．同時期の明確な遺情は

認められなかった。奈良 • 平安時代では溝10灸竪穴ti,居跡19棟、掘立柱建物跡161東、井戸跡

6甚、土演3基を検出した．西lll!ll二本松遺跡・洒II」田三本松渫跡と地理的に近く、また時期

も頂なるので、参巧沢料として概要を紹介しておく．

溝II条のうち．地憫り字の区画に関係すると見られるものでは、 S0042が返傾25・の南北南

溝、 SD041は西傾約18'の術北溝で浅く残存して北側に綬くと見られる。また、潤査区の西OO

にはSD030・SD031・SD032・S042・SD043がある。いずれも角をなして凪曲する区画的な沿

で、相互に関係するしのと考えられるが、性格は不明である。時期についても明確でなく｀後

世に下る可能性も否定できない。

竪穴住居跡は、潤究区の東北邪を除いて一定のまとまりある分布を示す。全てが方形プラン

で、規模はSBOl3のみ 1辺6m前後と大型であるが、拡張によるものである。他は1辺4、5

m前後が•一般的で、少数ながら 1 辺 3 m前後の小型竪穴住居跡も見られる。 19棟のうち10棟が、

原則としてその北襲lにカマドを付設する。削平のため明らかではないが、カマドの存在を推定

させる焼土が床面朕際に見られるものを含めると14棟に及び、 74%がカマドをしつことになる．

カマドを付設するもののうち、 S8002・SB003・5B013・5B016・S8019には堕面を掘り込ん

だ煙道が残存しており、また、 S8003・SBOl6では火床に甕が残っていた。特異な例ではSB

013が拡張に合わせてカマドも造り咎えていることが観寮でき、 SB002の場合は北壁際とは別

に束壁際にしカマドを もつが、これも造り杵えの結果かと考えられる．

掘立柱建物跡1帥糾よ全体として竪穴住居跡の分布と煎なる形で分布し、明らかな例では竪穴

住居跡を切って造られている。したがって、全体の傾向としては、竪穴住居群から掘立柱建物

群への変遷が考えられる。椙造は3問X2間がII棟と名も多く 、他には2rrux 2間が4棟、 2
間XI問が1棟である。 20l!X2llllの4棟はいずれも総柱で、そのうち中央付近のS8004・SR

005・SB006の3棟は西面をはぽ揃えて南北に並ぷことから、同時期あるいは近接した時期の

ー296-



Y-69.860 

I 人
Y-69.840 

I X34. き
/
 

X34.280 

＼ 

I 
＼ ＼ I ． hf.<..,'l"f,'() ,ft.':. / nv。品~ こな,.• o I I ---:. ~.In • •。i <l (J  tR ti'> R~ °b • "" .Alu~ 
． ． 
,,,. ゚ .... ~ 

I llf -'<Mo.I ． ゚

X:U.260 

＼ 

I 
Y-69.860 

／ 

＼ 

吋＼
＇〇忍

X34.300 

望4j /o/ o 
秤
1/ 

＼ 

ー I Y-69.840 

＼ 
ー

＼ 
X34. 拗／

Y-6l  

ー

.゚" 
0¥ • J "-、ゆ.280

ー 。
!Om 

Fig.I 大久保三本松遺跡遺構配置図

ー 297-298-



大久保三本松遺跡

群倉とUられる．最も多い 3JlfiX2間の11棟では特に大型のものは見当らず0 最大の5B022で

も桁行6.0m程度である．配滋は企画性に乏しく、柱掘形は円形を基本とする．

井戸跡はSE033・SE034・SE035が調査区の西辺に集中して掘られ、 SE038・SE039・S£040

が関査区の束半にやや分改する。

出土遺物は、縄文時代、弥生時代が若干で、他ははぽ奈良・平安時代に限られる．

縄文時代では前期の沿畑式土裕と石器を採集した。曽畑式土器の多くは細片であるが、その

うち唯一全体が復元できた深鉢 1点のみ佐賀平野では希少な例であるのでFig.2に図示してお

く。丸底で胴部上位が締まったのち口緑部やや外反して立つ．外面は太く粗い条痕、内面は十

デて口緑部下を仮状に連続した条痕2条、さらに口仔部を刻目で飾る。 5D045付近出土。石粒

は黒曜石のスクレーパー、石鏃、のはか、蛇製石斧が2点出土した。弥生時代では、土器｝ヤの

はかにガラス小玉数点と石包Tの未製品片が1点出土した程度で、洪はごく少ない．

奈良 • 平安時代では土師器、須恵器が大部分で、 他に瓦．土錘、砥石が若干と 5B002竪穴

住居跨からは鉄鎌片とふいご羽〇片が各1点出土している。土師岱・須恵器は大部分の遺構上

面が若しく削平されていることもあって、まとまって出土したものは少なく．わずかに時期が

推定できる竪穴住居跡、溝、井戸

跡等で見るかぎりでは 8~9世紀

を中心とする．

以上のように｀本遺跡は奈良時

代から平安時代前期、 8~9世紀

にかけての集落跡を中心とする遺

跡である。掘立柱建物跡の時期は

今一つ明確でないが、竪穴住居跡

との切り合い関係から見ると、全

体の傾向としては奈良時代に竪穴

住居跡を中心に集落形成が始まり

平安時代前期以降、掘立柱建物跡

に変わっていった様相が推定され

る。嘉瀬）II東岸に肥前国庁が出現

し、この地域が肥前国の中心地と

して発展する時期の地域勢力の動

向を示す一例として注目される遺

跡と君えよう。

＼
 

---- : -、ク
______ :,:~ 名..------::--

゜1'' 
や~m

Fig.Z 曽畑式深鉢
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大久保三本松遺跡

Tab.I 大久保三本松遺跡遺構一覧表

遺構番号 種別 形態の特徴等 規楳 (m) 出土遺物等、偉考

S8001 翌穴住居跡 方形、焼」：（カマドか） 3. 7X2.6+a 土師、須恵

S8002 竪穴住居跨 長方影、カマド2付 4. 8X3. 8 土師、須恵・ふいこ＼鎌

S8003 竪穴住居跡 方形、カマドイす 3. 9X3.6 土師亀須忠

S8004 掘立柱建物跡 東西棟(2問X2問）、方位N62"E 3. 60X3. 00 呻 1回、S8053が切る

S8005 掘立柱建物跡 東西棟(2間X2/lll).1;位N61'E 3. 30X3. 30 廷替lliiJ

S8006 掘立柱建物跡 東西棟(2間X2間）、方位N60'E 4.80X3.60 SB055に切られる

S8007 竪大住居跡 方形、 S0030に切られふ焼土 3. 8X3. 7+a 土師

S8008 竪穴住居跡 長方形、 S8056が切る、焼土 4.4X3.8 土面、須患、砥石

S8009 竪穴住居跡 不竪方形、小形、溝に切られる 2, 7X2,4 

SBOIO I竪穴住屈跡 方形か、西改削平、 カマド付 3.6X2.4+a 土師．須恵
SBOll 竪穴住居跡 方形 5. 0X4.8 土師、須恵

S8013 竪穴住居跡 方形．拡張、カマド付 6.4X6.0 土師、須恵・砥石・鉄搾

SBOJ4 竪穴住居跡 万形、 SBOl5が切る、カマド付 3,4X3, l 土師

S8015 竪大住居跡 楕円形、SBOl4・023に切られる 2. 9 x2. 9+≪ 土師、須恵

S8016 竪穴住居跡 阻九長方形、カマド付 3. 6X2. 8 土師．須恵

S8017 翌穴住居跡 方形、 S邸39に切られる、焼土 3.5X3.4 土師、須思 ・鉄滓

5B018 掘立柱建物跡 東西棟(2間X2間）、方位N25'W 2, 7QX2, 70 

S8019 竪穴住居跡 隅丸長方形、カマ ド付 5. 0X3. 6 :t師、須忠、砥石

S8020 竪穴住居跡 方形、Sll021を切る、カマド付 3.3X3.2 土邸、多f[忍、土錘、鉄滓

S8021 竪穴住届跡 方形、 S8020に切られる 3.2X? 土師、須恵、土錘

S8022 掘立柱建物跡 雨北棟(3間X2間）．方位NIS'W 6.00X4.50 S8054と切り合う

S8023 掘立柱述物跡 面北I夏(3間X2間）、方位NJ3'W 5. 40X3. 90 S8014・S13015を切る

S8024 竪穴住屈跡 隅丸長力/ft 4.2X3.6 土師

S8025 掘立柱建物跡 南北棟(3!RIX2間）、方位Nl2"W 4. 50X3. 60 SB017を切る

SB026 屈立柱雉物跡 内北棟(21用XI問）、方位N62"E 2. 80X2. 70 

SK027 土檄 不整形 2. ox 1.2 

SK029 土壊 侶丸長方影 l.8XJ.5 

SD030 溝 東西ー南北に緩く凪曲 煽約0.6

S0031 溝 束西一南北に屈曲 幅約1.4

S0032 溝 束洒一術北に屈曲 幅約0.6

SE033 井戸 円影、 S£034を切る 0, 7X0,7 

SE034 井戸 円影、 SE033に切られる 0. 7X0, 8 

SE035 井戸 円影 0. 7XO. 7 

SK037 土堀 楕円形 l.9Xl.7 土師

S0036 溝 SB013竪穴住居跡の徘水溝か 0. 4 

SE038 井戸 楕円影 l. lX0.9 

SE039 井戸 楕円影、 S8017を切る 2.3XJ.5 土師器、須忠器、鉄滓

SE040 井戸 楕円形 1.sx1. 1 

5D041 溝 南北直線溝 0. 5 土師、須恵
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大久保三＊松遺跡

遺構番号 種別 形態の特徴等 規楳 (m) 出上遺物等、 偏考

5D042 溝 南北直粒溝 幅約0.1

S0043 溝 東西一術北に屈曲 幅約0.8

S0044 溝 束凸一南北に/ill曲 節約0.4 

SD045 溝 南北曲線沼 幅約0.6

S0046 溝 ill北曲線清 船約0.4 

SB047 翌穴住居跡 方形、カマド付 5. 0X4. 6 土師、須恵

S8048 竪穴住居跡 方形、カマド付 4, I X4. 0 土誦、須恵

5B050 掘立柱建物跡 南北棟(3間x2rdl).方位NIS'W 5. 40X3. 90 

SB051 掘立柱廷物跡 内北棟(3阻IX2/Ul)、方位NtrW 4, 20X3.30 

S8052 掘立柱娃物跡 宙北棟(31llJX2間）、方位NS'W 4.80X3.30 

SB053 掘立柱建物跡 束西棟(3間xzmn、方位NSO'E 4.80X3.30 S8004を切る

SB054 掘立柱廷物跡 東i!!i棟(3IIIJX2問）、方位N66'E 4.80X3.30 5B022と切り合う

SB055 掘立柱廷物跡 宙北棟(3閾X2間）、方位Nll'IV 4.80X3.60 5B006を切る

SB056 掘立柱建物跡 束西棟(311lJX2間）、方位N85'E 5, 40X3, 90 

5B057 掘立柱珪物跡 南北棟(3間X2間）、方位Nll"IV 3.80X3.30 
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西山田二本松遺跡A区
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丙山田二本松遺蹄A区

I. 閃査区北東部（上空から〉

2 .BOX部全景 <r約から〉

3 .C P部令景 <rliから〉
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西山田二本松遺路A区

l .SB039翌穴住Illく西から＞

2 .SBOSO竪穴住届く困束から＞

3 .SB088竪穴住凩く北から＞



西山田二本松遺鉢A区

I .S8092竪穴住居（南から＞
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3 .S8155竪穴住居く東から＞



西山田二木松遺踪A区
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3. 同上



巨 ・̀ 
‘‘ ......... _ --
• !> 

.. 
•r 

.:  ・・ ~ . :"': \:~ 1 
l . . 'ヽ ~) ・、^や.'ヽ・` ・
,!・..... •• 

. .:.. 心,!..c・

.:~ 駈fヽ
ヽ← 三;<も、・,•

し.--,~1 → , : → 

置—

“
O
 ． ｀
 
”.▼ ,
 

•• 

，ヽ
ヽ
↓

~'9 >．‘』:．≫

,＇, '̀‘ 
•,9 
', ・, ” 

．
 

/ .. 、,'

璽
塁一
閾．
I.KIi 

'·•.' :ヽ・
'• 

．，． .. .. -, .. • H 
函u,m二木松遺跡A区
) .S1!079掘立柱建物く真上から＞

2 .SBIIO• 117椛立注建物（北から＞



西山田二本松遺粉A区

1 . S8018・019掘立柱達物

（北から〉

2 .SX044問溝状遺構

（北から〉

3 . SK13l・132・133土猜

<i付から＞



PL.12 

21 

SBOOI竪六住居/f¥j;

39 

40 

S8008翌穴住店出土

“ 
5B012翌穴化屈出土

56 

S8016笠,・,1む

21 

SB006竪穴紐出J:

~ 

S8009竪穴住む出J:

59 

S8017竪穴住居Ill土

i!!i山田二＊松迫跡A区 SB(J0,1・006・008・009・012・016・ 017竪穴住居Ill、:t弥生土岱



PL.13 

心 ，．
~~ ".' 

Cゴl
氾 ll 
ヽ

星
ILCl<!I, 冨l

110 

S8085竪穴住居出土

<雙ツ 120 

SB089翌穴住Ill出土

115 

~ 

で零9

112 

u
 
Li 罰... 

118 

58088竪穴住居出土

114 

函1h18二本松遺跡A区 S8085・088・089竪穴1七屈出上；；；生土器



P L.14 

そ転
I S6 1~8 

162 

i
 

で宝ぺ了
ば・ゞ尋¥(

・'. 
ダ

R:I 

逗 ．，
 ,
1
 

噌
164 

丙山田二本松遺翔A区 S8095翌穴住居出:l:弥生土硲



PL.15 

SBl22竪穴住,~,m土

199 

200 

202 

'11 
3
 鬱
S8167翌穴f柑居出．、上

西山m二本松退跡A区 $8122・167翌穴住居出土弥生土召



PL, 16 

u
 201 

て-

西山m二本松遠fi,A区 S8168竪穴即邸',」'.弥生土沿



P L.17 

ご』

ー

し

疇一
・' 

SBL72掘＼・パ逗物出土．

S8190竪穴住居出土 $B205竪穴住店出土

匹
~ 

眉

｀
 

S8419竪穴住居出土

西山田一本松遺跡A悦 S8190・205・419翌穴住I公
S8172福立t且建物出上弥9にI:蕊



P L.18 

272 

273 266 

270 

275 

西1~m二＊松遺跡A区 S0058河川翔幽I:弥生上紐 I



P L.19 

曇`-.. 
249 Eヨ

蘊
＂雫 -

配．

E
 

＂ 
262 

＼ヽぐ―

" ,~ 
I 

a
 

BO 

SD058iiJ川跡出土

18 

S6002竪穴住居出土

西山田二本松逸跡A区 SOO隣河川跡IJ¥J:.弥生土器2
S8002竪穴住J,!/出土銅釦



洒山田二本松遺踏A区

I .SB026竪穴住）.. <1軒から）

2.SB035竪穴住居（西から〉

3 .SB035竪穴住店

貼床除去後（北から〉



西山田二本松遺筋A区

I .S8056・057竪穴住居く南西から＞

2 .S8087竪穴住店＜南から＞

3 .S8094竪穴住居く真上から＞



巨 ィ

・し‘

ー

it 

同
躙
駅一

ヽ5、
，．
 ベ
”會

，
 

•
、
ダ

1

.

 

3£ 
田

--.-・
、．

-~ ,f 

‘‘ ~<-; •. -

'

;
 

紅
ぷ`

｀ 

＂ .... ~~ 
＇ ， ‘ 園

3

4

5

m
 

『

か・

・・1
,

I

’ヽ

ら

1

,

9

 

ヽ`．．
 

••, 

⇒

‘
 
ー

西山Ill二本松ilt稼A区

I .S8105竪穴住居（酎から）

2 .SB105竪穴住居カマド（南から）

3 .SBl50・183竪穴住居 （真上から）

'. 



洒山田二＊松追!'4A区

I .S8150竪穴住居カマドく市東から＞

2 .S8183・185竪穴住居 <tti東から＞

3 .S8183竪穴住届カマド <lli東から＞



西山田二本松遺跡A区

I .S8188竪穴住居（南から）

2 .S8206・209・210竪穴住居く南から）

3 .S8206竪穴住居カマド〈南から＞



.. 

渭
ゞ

'rrJi 
,, 

＂ 
誓 ' 

丙山田二＊松遺路A区

I .SBOIS偏立柱逹物（北から〉

2 .SB02l揺立柱媒物 ()I(から〉

3 .5B030揖立柱建物く束から〉

·•.;~ 
．ヽ

，
 
9
,
 

｀
 
復¥

↓ 
',.、

，， .. 
b,...--¥; ・ ・ヽ・

; : : 、• • • ・・~:.:)
● ....  ヽ 』，；~-~
., ・.、や.~~, 

， .. ; ヽ~',.' • 
._-,,, ヤ,;;, ・・＇ ~ 、ふ1-

ぅ・;•• ,. 梵マ、．ぶ：，
-··,.:,i:~--J・＇

9、r'~• H ,
電.,• ,・. ~(-·. .'  ．．匹・.',.・'.,•·. 



~ : 

ヽ

匹111田二本松遺跡A区

I .S8090揺立柱姐物く北から＞

2 .S8091掘立柱追物く北東から＞

3 .S8103批立柱姐物くmから＞



.--コtュ・o-r.-......... ; ... 
~ 

．、

｀ ， ． 怠令 -,fr-~・,. ． . ~ ,;.-... 
. 亀 . ＇ ・一
. tl ;..,. 

= 
H I , .... 

,,. 

’ $;.:. 

” 
．.、 、・' 
. ．. ． ． 

.、-~．． 
・．' 、

" 令
． 

.硲... ;, •‘• 
． 

-~' 
' 

西山田二本松遺跡A区 ） .S8113攘立柱建物（南から＞

2 .S8113揖立柱娃物 Pl <東から＞
3 .S811渾立柱建物 pg(東から＞

4 .SBll3掘立柱建物（上空から＞

＂ 

＂ 

[I 



，． 

た
ン逗
＼．

..i&“
ふ

，
•.• 

•9 

.

.
 

＂ 

＊
 

．
 

．
 ぷ
g
.

;" 

直 ・::; ゞ;.,;
., .,.. 

.• ・、、『
し、~．
ヽ

贔 ’̀
 

~ 
m
 疇

-・-・・ .. 
,' 

`
 

西山田二本松遺筋A区 l .S8127・12邸紅庄柱媒物く只上から＞

2.S8200・21糾屈立柱建物 <n:上から＞



西山田二本松遺跡A区 I .S8015・030・138掘立柱建物く北から〉
2 .SXJ81埋納遺情く西から＞
3. 同 <iりから＞
4 .SE142井戸 <i酎目から）



P L.30 

308 320 

332 334 

321 330 

丙山田二本松遺筋A区 S8035竪穴1tf.tl出土土師店 ・須地岱



PL.31 

~ 
S8077竪六住屈出土土輝呂

ぃ
S8150竪穴住居Ill土

S8183竪穴住居出土

SBI邸竪穴住居出_I;

~ 
404 413 

SB-030掘立柱述物出J: SB045抽立住娃物出土

西tiJIII二本松遠跨A区 S8077・ 150・183・186竪穴住居．
S図3-0・045柑立柱建物Ill土土輝岱，須患沿，土整品



P L.32 

423 

SX181判納辺構出土

423 

“゚ヘラ杏さ土臼

420 

421 

SX216捏納遺1昇出上

424 

SEI42井戸出土

•25 - 439 

SEI911~1-<111 l: S8005竪穴化屈内小穴/l¥:l'.

和hflJニ＊松辺翔All. ヘラ；IfさI:芯．叱納遺情.SEl42・191. ,Jヽ,,lb」;」；師器 ・須思召



酉山fll二本松遺翔A区

I .$8055掘立柱建物く真上から＞

2 .SX072集石遺構 (ifjから＞

3. 同

半餞状況（南から＞



西iJJlll二本松遺翔A区

I .SX073集石遺構（某から）

2 .SE034井戸 （南から）

3 .SEI06JI'戸（北から）



西山n二本松遺ifA区
I .SE134井p(ftjから＞

2 .SP046± 積慕（北から＞

3 .SP202土吸墓 <ftfから＞



P L.36 

SOIO!i葺出土

580 582 

SK014土坂Ill土

510 571 

572 

574 

SEI34井戸出土

← ー-

.,,. 、.遍 ・呼

593 

SE034井戸出戸 SK067土頻出土

西山田二本松遺跡A区 Ill土土師呂 ・黒色土呂 ・瓦沿



P L.37 

599 

SK114・ll5土放出土

435 

検出面出土

｀ 
630 

℃
 

631 

SP046土頻墓出土

558 

SE115井戸出土

614 

SK120土採出土

一 632 

SP202土坂墓出土

西山田二本松遺跡A区 出土紺磁召



西山田三本松A遺跡



一
Ill' 

1. 西山田三本松A遺跡調査区全咲く西から＞、 2. r~1 <南から）



返山田三本松A遺跡

I .S8013• SBOl4竪穴住むく北から＞

2 .SB012竪穴住居（北から）

3 . SB04 I・SB043竪穴住恥.SX034 

円形間溝状遺鳩く東から）



西山田三木松A遺跡

l .S8015竪穴住柑、 SX005

円形閑溝状遺楕（東から＞

2 .S8020翌穴住店く北から＞

3 . S8021・5B029竪穴住居（南から＞



西 1~lll三本松A遺跡

1 .SX004方形9ボ糞状遺構

（東から＞

2 .SX006PI形周溝状遺構

く求から＞

3 .SX034Pl形屈溝状遺揖

（西から＞
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西山田三本松A遺榜

I, 北西隅揖立柱建物群く南から＞

2 .5B007掘立柱建物 (JI(から＞

3 .58009・SBOIO紺立柱娃物く西から＞

' 

tJ 



函山田三＊松A遺％

I .S804S掘立雌物（北から＞

2 . SB036・S8037偏立柱姐物

（南から＞

3 .SBOll氾立柱娃物く西から＞



西山III三本松A遺路

1 .S8039攘立往建物（西から＞

2 .S8024揖立柱述物く東から＞

3 .S8028減立柱廷物く東から＞



西Ill田三本松A遺跡

I .SK025土漿 く束から〉

2 .SK046土療 <ftiから）

3 .SK032土濱く北から＞

4 .SK033土濱 く東から）



西山III三本松A遺粉

I .S8017・SJ3018・S8019損立柱娃物

（北から）

2 .S8017昆立柱建物（東から）

3 .S8018攘立柱建物く東から）



西山田三本松A遺粉

l .SBOOl掘立柱逹物く南から）

2 .S8038揺立柱達物く東から）

3 .SB019掘立柱建物く東から）



西山田三本松A遺跡

1 .S13002氾立柱姐物（東から＞

2 .SBOl暉立柱建物 (fljから＞
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10 

14 11 

15 19 

20 

西山田三本松A遺跡 弥生土沿 7・8・15…) /3、19.. ・1/2 5・10・20・21・・・1/4



石西

S8020 

I 
26 

S8014 

゜33 
玉類

西山田三本松A遺跡

PL. ll 

22 

ー

24 

゜゜゜゜゜゜27 28 29 30 31 32 

SB017 

＇ 
S8021 

゜ ゜゜35 36 31 

＂ 
西山旧三本松A遺粉 弥生時代石笛・玉類

38 

“ 

41 

42 

土繕送・須患召 38 .. ・l/3. 41• 44…1/2. 42 .. ・l/2 



西山田三本松B遺跡
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西山田三本松B遺跡

1.1区全笠 (fliから＞

2. 同 （南から＞
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西山田三本松B遺跡

I .$B104竪穴住居く北から＞

2 .S8111竪穴住居く東から〉

3 .S8112竪穴住居く北から＞
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必
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洒山田三本松B遺粉

l . S8107・108翌穴住居く北から＞

2 .S8ll6翌穴住/Iiく北から＞

3 .SBll7竪穴住居、

S8ll9括立柱達物く市から＞

＂ 



西山田三本松B遁鯰

1 .S8121・122竪穴住居（南から＞

2 .S8114・ 115竪穴仕If.<西から＞

3 .S8l05竪穴住居（北から＞



配~m三本松B遺翔

1.1区東南部 <itlから＞

2. I区東南部S8117

竪穴8:1.!i付近く市から＞
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西山m三本松B遺跨

1.1区北部掲立柱逹掬

く西南から）

2 .S8002低立柱建物
く西から）



西山田三本松B遺践

1 .SDIOl溝く洒から＞

2 .SK113土攘
土呂出土状況 （北から＞

3 .SK123土濱
土臼出土状況 <fti西から＞



洒lillfl三本松B遺跡 1.U区全栄（北から） 2. 同く南から＞



/ 

． 

西山田三＊松B遺跡 1.11区全素く~tから〉 2 .f.i]中央部＜南から＞

-
/ .>,~ 



西山lll三本松B遺粉

1 .S8203竪穴住居 <ifiから＞

2 .S8217竪穴住居く南から＞

3 .SR229竪穴住居く北から＞
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西山田三本松B遺跡

I . 5B118・125阻立柱娃物 （南から）

2 .S8125揖立柱逹物（向から＞

3 .5B265揖立柱追物（北から＞
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西山田三本松B遺跨

I .5B2碑立柱建物く東から）

2 .S827711! 立柱建物く北から）

3 .5B29湿立柱逹物く東から〉



西山m三本松B遺翔 1 .S826研t立柱建物柱穴内J:U出土状況く西から〉
2 .S8123屈立柱建物付近土四出土状汎く北西から〉
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西山田三本松B遺％

l .S831暉 立柱建物、S83ll柱列
く北から＞

2 .S8267掘立柱紐物く東から＞

3 .S8305揖立往述物く北洒から＞

[I] 
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洒山田三本松B遺跡 I . 5D206・207溝（北から）

2 .SDIOI溝~ （東から）

匿

巨

＂ 



西山m三本松B遺終

1 .SK2ll土濱＜洒から）

2 .SK212土濱く東から〉

3 .SK215土撰く面東から）



西山田三本松B遺跡

I .SK202土擦 （東から＞

2 .SK210土濱 <!fl東から＞

3 .SK215j: 濱 （東から＞
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西山1U三本松B遺筋

I .SK250土被く東から）

2 .SE308井戸 く東から）

3 .S£309井戸く北から）

＂ 
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西山田三本松B遺筋

I.Ill区全景く洒から＞

2. 問（南から＞

ヽ
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西山田三本松B遺跡

I.Ill区北酉部 <fliから）

2 . r司~t辺く市から）



l!i山m三本松B遺筋

I.III区中央部（軍から＞

2. 同（西から＞
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西山田三＊松B逍粉

1. Ill区東北部＜南から〉

2 .ffilll(i/1部＜南から＞
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』
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西山田三本松B遺路

I .S8402竪穴住居 <rtlから＞

2 .S8406竪穴住居（東から＞

3 .S8419竪穴住居く肉から＞

贋】

. -~ 
鸞



酉1l曲 三本松B遺筋

I .S8417竪穴住居（南から＞

2 .S8419竪穴住居（西から＞

3 .S8421竪穴住居 (illから＞



西山田三本松B遺跡

I .SB425竪穴住居（南から＞

2 .$B433竪穴住恥 (jijから＞

3 .SB442竪穴住居く面から＞



西山1B三本松B遺鉢

l .S8433竪穴住居（北から＞

2 .S8426竪穴住居（北東から）

3 .S8429竪穴住居（東から＞



西山田三本松B遺踏

1 .S8431竪穴住居く東から＞

2 .S8437竪穴住居（南から〉

3.S8444竪穴住居（西から＞



和LL田三本松B迫翔

I .S8466竪穴住居く束から＞

2 .S8458竪穴住},llく面から＞

3 .S85l2竪穴住むく面から＞



函山田三本松B遺跡

I .$B413竪穴住居く南から）

2 . $B405・407竪穴住居（西から）

3 .S8408竪穴住居く南から）



西山田三本松B遺粉

I.Ill区中央部（西から）

2. 同北辺部（漬から＞



P L.31 

西TLTLLL三本松B這胚

1.111区西辺部＜術から）

2 .l,il区凍m隅く南から） '{.'\I~·~ 

田



西山田三本松B遺終

I .S845暉碑追物付近 <iiiから＞

2 .S84碑立柱建物（南から＞

3 .S8449揺立柱建物（西から＞
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西山田三木松B遺終

1 . SK439・440:t濱く南から〉

2 .SK448:t濱 <JI(から）

3 .SK502土吸く北から＞

,, 

ヽ ミ＂



函ill田三本松B遺跡

I .SK4l2土濱く面から）

2 .SK424土濱く南から）

3 .SK468土饗 <ifiから）



西山田三木松B遺路

I .SK427土濱く東から＞

2 .SK41Li渇責はかく南西から＞

3 .SK475土擦く南から＞
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11 10 

洒LHLLL三本松1滋遺跨 1区 SXl23:t被出土弥生・t苔 (j) 3・・・1/6、10・11・・・1/3 f也は1/4
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16 

19 31 

.J~ 、＼

22 25 

23 26 

西山田三本松B遺跡I区 SXl23土濱出土弥生土呂 ② 15・ 16・19・・・1/5.31・・ ・1/3.他1/4



33 34 
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JS 36 

39 

西山田三本松B遺筋1区

SXI23土攘出土弥生土召 ③ 
40 .. ・l/4、他1/5

40 
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｀ ,． 9.r、.≫ 官 42 46 

43 49 

＂ 52 
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53 
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57 57 

西山田三本松B遺跡1区 SXI23土濱出土弥生土呂④ 41・42・43・47 .. ,1/5、57.58. 600001/2. 53. 54 .. ,J/3 

倫1/4
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~ヽ 
SI 62 63 

64 66 69 

ll GB 10 

74 75 78 

洒111田三本松B遺躇1区 SX123.:l: 痰出土弥生土岱 ⑤ 78…1/2. 74・75・・・1/3.63・64・70・・・1/5 f息1/4
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82 

口
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100 

97 

PL.41 

西山田三本松B遺跡 1区出土弥生土若
84 .. ・l/5、88.. ・J/3. f畠1/2

,..... ~ . ――_ 

102 
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西山田三木松B遺跡 1区 ・Ill区出土石店

84 

88 
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口

量

196 

西山田三本松B遺筋 Ill区出上弥生土~ 178・179・・・1/5、180・181・187・197…)/4、
189・193・196・・・1/3、190・・・1/2
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189 
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197 
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212 
夏 冒 215 

216 

西山田三本松B遺跡 1区出土±閥岱・須恵臼 ① 21,・ ・・1/5、200・204・・・1/4.他1/3

217 
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